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はしがき 


はしがき 

この訳書は、つぎにかかげる『トィブナ書店版、ギリシア•ローマ著作家文庫』に依るもの 
である。 

s. Aureli Auroustlnl EpiscofiiDe clvltateael Libri XXII ex recensione B. Dombart, quar- 
turn recognovit A.walb. vol. I, Lib. I-XIII, vol.II Lib. XIV-XXII. Lipsiae in Aedibus 
B. G. Teubneri MCSXXVIII, MCMXXIX. 

各巻の各章の見出しは、読者の参考のために訳者がつけたものである。 

本書は、全五分冊からなり、第一分冊は原著第ーー第五巻を、第二分冊は第六—第十卷を、 
第三分冊は第十一—第十四巻を、第四分冊は第十五—第十八巻を、第五分冊は第十九—第二十 
二卷をおさめ、解説は第一分冊目に、索引、文献目録などは第五分冊目の巻末につける。 

なお、本分冊は、本訳書の協力者で ある 藤本雄三君を共訳者としたことを付記する。 
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第十五巻第一章 


第十五巻 


第 一 章 

人類の起源と終極にかんする二種の秩序について 

楽園における幸福について、楽園そのものについて、そして、楽園における最初の人間たち 
の生、その罪と罰について、多くの人びとがさまざまなことを考え、さまざまなことを主張し、 
さまざまなことを文字に託してきたのであった。わたしたちもまた、先の諸卷において、これ 
らのことがらにかんして、聖なる書にもとづいて、その中にわたしたちが読んだところのもの 
やそこからわたしたちが理解することのできたところのものを述べたのであったが、その際、 
わたしたちはその書の権威を遵守するよう努めたのであった。しかしながら、いっそう詳細に 
それらのことが訊ね求められるばあいには、当面の仕事が要求し、そのための時間が許すより 
以上の 多くの 巻を もって展開されねばならぬような、きわめて多くの、そして種々様々なる議 
論を招くことになるであろう。わたしたちは、閑暇をもてあまして微に入り細に入り知りたが 
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って、自分の理解力をこえたことまで訊ねようとする人びとが問い求めるであろうようなあら 
ゆることにまでかかずらわねばならぬほどの時間のゆとりを持ち合わせてはいないのである。 

とはいえ、わたしは、わたしたちがすでに宇宙や魂の、そして人類そのものの始まりにかん 
する重要かつ紛糾をきわめた問題をかなり論究したと思っている。その際、わたしたちは人類 
を二つの種類に区分したのであった。そのひとつは人間にしたがって生きる者たちから成り、 
他方は神にしたがって生きる者たちから成るのであって、わたしたちはまた、これら二つのも 
のを、象徴的な意味で二つの国とよぶのである。これは人間の二つの社会のことであるが、そ 
のひとつは神と共に永遠に統治するよう予定されており、他方は悪魔と共に永遠の罰を引き受 
けるよう予定されているのである。けれども、それはこれらの社会の終極のことなのであって、 
それについてはのちに語らねばならない。 

さて、その数はわたしたちには未知であるところの天使たち、および、二人の最初の人間に 
おける二つの国の起源にかんしては、十分に述べられたのであるから、いまやわたしたちは、 
最初の一対の者たちが子孫を設けることをはじめたときから、人間が子孫を設けることを止め 
るであろうときまでのこれらの国の経過の記述に着手せねばならないときに至っていると思わ 
れるのである。というのは、わたしたちが論ずるところの二つの国は、この全時間もしくは全 
時代 —— この全時代をつらぬいて、死んでいく者はその場所を明け渡し、それに代って生れる 
者はその場所を占めていくのである-にわたって拡がっているのだからである。 

こうして、人類のあの二人の祖から、人間の国に属するヵィンがまず生れ、そのあとで神の 
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国に属するァベルが生れたのであった。すなわち、わたしたちが個人としての人間に f て 
使徒が「先にあるのは霊のものではなく、動物的な(生きた)ものであつて、そののち霊的なも 
のがくるのであ2)§」と語ったところのこと1験するので|が(そしてそれ1"?ぞ* 
の者—ベ-て、その者 S 1 められた子孫から出てくるので—からには、ァダムからして 
必然的に悪しく、肉的である。しかし、もしもキリストにおける再生をとおして進歩するなら、 
のちに善き者、霊的な者となるであろう)、それと同じように人類全体にお、てもこれら一一 
つの国が、出生と死の連続をとおして進行しはじめた—、まずはじめに生れたのはこの世の 
民であって、そ®あとで、神の国に属する者でありながらこ®世を旅する者が現れたのであっ 
た。この者こそは、恩寵によって予定され、恩寵によって選ばれ、恩寵によって地上を旅し、 
1こよつて天上の民なのである。もちろん、この者自身にかんするかぎり、もともと全体と 
して罰をうけている同.し辦ら出ているのであるが、神は、いわば陶エの”に(この比|"1を 
使徒は無分別に用いたわけでなく、深い考えにもとづいて用いたもので— )その同塊パ 
ら、ひとつを貴いことに用い—として、いまひとつをいやしいことに用いる器として、おつ 
くりに k ったので—。それと VG も、すで—ベたように、個人としての人間においてま 
ず.^めこくるのは粗悪なものであって、それはすなわち、わたしたちがそこから出発しなけ 
なら QQ で—が、かならずし—」にとどまつておらねばならぬわけではないところの 
ものであり、そしてそののちに良質のものがくるのだからである。良質のものとは、わたした 
ちが進歩したならそれへと到達し、また、それへ到達した者はそこにとどまるところのもので 



12 


ある。だからして、たしかに、すべての悪しき人間が善き者となるというわけではない。善き 
者であっても、もともと悪しくなかったというような者はだれもいないということなのである。 
けれども、ある者がより善き者へと変化するのがはやければはやいほど、それだけすみやかに 
かれが達成するところのものにしたがって命名されるようになるのであって、それまでの呼び 
名はあとの呼び名の下に隠されてしまうであろう。 

このようなわけで、聖書はカィンについて、かれがひとつの都市を創設したと記しているの 
である。他方、アベルは旅する者として都市を創設することはなかったのであった。というの 
は、聖徒たちの国は、その民をこの地上で得るのではあるけれども、天にあるからである。そ 
の国は王国の時が到来するまではその民において旅をつづけるのであって、その時には、その 
身体において復活せしめられたすべての者を集めるであろう。それは、約束された王国がかれ 
らに与えられるときなのであって、かれらはその王国において、かれらの君主である「万世の 
王」と共にいかなる時間の終極もなく支配するであろう。 

(一) とくに第十四巻。 

(二) 第十九巻—第二士一巻。 

(三) 「コリント人への第一の手紙」一五の四六。 

(四) 「口丨マ人への手紙」九のニー。 

(五) 「創世記」四の一七。 

(六) 「テモテへの第一の手紙」一の一七参照。 
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この世の都がもっている 一一つの性格、および肉の子どもと約束の子どもにで 
たしかこ、 この国についての一種の影、預言的な像が存在したのであって、この像は、その 

si き出すためのものと V よりは、むしろ—的な仕方で暗 

であった。そ…、そのような暗示が差し出されるべきであった一定の時期^この地上 k 
いてその国のために仕—であった。それはま—なる都とよばれたのでが、— CL ” 
未来—る真理を明瞭に示す像であったわけではなく、あくまて象徴的 ^ HI 
た。この仕—ものとしての像と、それが暗示しているところのかの自由の都とにつ 
使徒がガラテヤ人たち—ててつぎのようにいっているのである。丨「律法の nu°v 
ようと思5人たちよ、わたしにいうがよい。—たたち—いうところを1パじ力： 
ァブ ラハ A には二人の子があったが、その一人は—女から、他の一人は—ら 
記されているので—。—女の子は肉によって生れ、自由女の子は約束をとお: L バ^^ 
であった。この事実は比喩的にいわれているのである。すなわち、この女たち-*二つ。契約5〇 
ことで—。一つは、シナィの山から出て奴隸となる—生む。これはァガルてあ; 

で、シナィはァラビァにある山であって(ァガルは、ァラビァではシナィの山を^す^^£ 
て)、 そ- J いまのエルサレム—たるのである。というのは、それは子たちと共 r 奴隸とナ 
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っているからである。しかし、上なるエルサレムは自由の女であって、かの女はわたしたちの 
母である。すなわちこう記されているのである。『石女で子を生まぬ者よ、よろこべ。産みの 
くるしみを知らぬ者よ、声をあげてよろこべ。ひとり住まいの女の子どもの数は、夫のある女 
の子どもより多い』と。さて、兄弟たちよ、あなたたちは ィサクに したがって約束の子である。 
けれども当時、肉によって生れた者が霊によって生れた者を迫害したように、いまも同様であ 
る。しかし、聖書は何といっているか。『奴隸女とその子を追い出せ。奴隸女の子は自由女の 
子と一緒に遺産を相続することがないのだから』とある。兄弟たちよ、わたしたちは奴隸女の 
子ではなく自由女の子なのである。自由を得させるためにキリストはわたしたちを解放してく 
ださったのである」。 

使徒の権威から出てわたしたちのもとに届けられているこのような解釈の仕方は、わたした 
ちが二つの契約、すなわち新約と旧約の書をどのようにうけとるべきであるかを開示している。 
すなわち、この世の都のある部分が、それ自身とは別の都を暗示することにより、天上の国の 
像としてもたらされたのであって、したがってそれは仕えるものなのである。というのは、そ 
れは、それ自身のために建設されたわけではなく、他の都を象徴的に暗示するために建設され 
たからなのである。そして、それもまたそのものとは別の先行する象徴をもって暗示されたの 
であるから、予示する象徴がそれ自身、すでに予示されていたのである。なぜなら、サラの下 
女であったァガルとその息子は、この像のある種の像であったからである。しかし、影は光の 
到来によって立ち去るべきものであるから、自由女サラは自由の都を暗示したのであって、こ 
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第十五巻第二章 


の 都は、 か—で—ルがふたたび他 S 方によっても暗示されるため——ところの 
都なのである。すなわち、サラは「この奴隸女とその子を追い出してください。奴隸女の子は 
わたしの子 イサクと 一緒に(使徒はここのところを「自由女の子と一緒に」といっているので 
ある)遺産を相続することがないのですから」といったのであった。このよぅなわけで、わた 
した—この 11一つの性格を見出すのであって、その一つは、そのものの現実の存在を 
示すのであり、他の 一つは、そのものが現実に存在することによって天上の国が象徴的に暗示 
されるため仕えるのである。 

しかしながら、この世の都の民は、罪によって破壊を蒙った自然本性において生れるの广务 
し、天上の都の民は、自然本性を罪から解き放つ恩寵によって生れるので—。だからこそ、 
前者が「怒りの器」とよばれ、後者が「あわれみの器」とよばれるわけで—。そしてこのこ 
とがァブラハム G 11 人の息子においても象徴的に暗示されているので—。その一人は、ァヵ 
ルとよばれた—— —イス I ルであり、かれは肉にしたがって生れたの—った一か’ 
他方. W 、 自由女サラの子で—イサクであって、かれは約束にしたがって生れたのであった 
もちろ し、両者ともァブラハム e 種子から出た者たちなので t か、しかし、一方は慣習に即 
して生れた e であり、それは「自然」 i 示してい1し、他方は約束によって与えられ 
たのであって、それは「恩寵」—示しているので—。前者においては人間的な習性が示さ 
れており、後者においては神の慈悲深さがあらわ—されているので—。 

(一)「イザヤ書」五四の〇 
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(二) 「創世記」ニーの一〇。 

(三) r ガラテヤ人への手紙」四のニー以下。 

(四) アガルは地上のエルサレムを予示しており、そしてまた、このエルサレムが天上の都のある象徴で 
ある。アガルは奴隸女であり、エルサレムも奴隸の状態となった。したがってそれは、サラによって 
象徴される自由の都、天上のエルサレムを預言するものとして仕えるのである。 


第三章 

アブラハムの妻サラについて——その不妊と懐妊 

周知のごとくサラは石女であった。かの女は子どもを得るというのぞみを放棄していたので 
あった。そこで、すくなくとも自分の下女から、自分自身にはゆるされていないと悟っていた 
ところのものを得ようと熱望したのである。かの女は自分の下女を受胎させるために夫に与え 
たのであった。かの女自身は夫から子どもを産みたいとのぞんでいたが、それが不可能であっ 
たからである。したがってかの女は、他人の胎を借りてまでして自分の権利を行使してその負 
債を夫から回収したわけである。こうして、人間が両性の交接によって自然の通常の法則にし 
たがって生れるように、ィスマエルが生れたのである。そのために「肉にしたがって」といわ 
れているのである。ただし、このことが神の恵みではなかったというのではない。あるいはま 
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たそれら？とが、そのか忘制作者としてのかんして「世界の果てを 
およ S し、すべて e も Q — 美な仕方で司られる」と記されてい！ころの神の御業パ t 
Jo ろ r なぃとぃうのでもなぃ。 しかし、そ 1 によって— 義！'の n 1 »< 
__人間に与— れる 神から S り 物 •1 ねばならなかったところては I の経過 r 
属せしめられないような仕方で子どもが与えられねばならな*ったの3-^' |£||合ここ 
なぜなら、自然は、すでにあの年齢1していたァブラハムとサラのような男女 
いし1も—否す る e だからで—。ことに、妻のほうには不妊性が付加 ":; tio 
であって、 懐妊に適した年齢でなかったときでなく懐妊に適した年齢であったときで1 $ ち，；， 

U 卜 Ifsk れて ti !、 靈時、かの女 ！ f I 底ぁり 

真 ㈣ 得 p て r — 由の ㈣ 

平和11徴しているので—。そこには、何ら—で利己的3 

存在せず、同じ 一つの共同の不可変の善をよろこび、多く—一つの心を生す そ 

は'^の完全で一致した従順である I 愛が存在するのである。 

(一)「創世記」一六の 一以下参照。 
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(二) 「ガラテヤ人への手紙」四の二三。 

(三) 「知恵の書」八の一。 

(四) 「使徒行伝」四の三二参照。 


第四章 

この世の国の争闘と平和について 

他方、この世の国-それは永久に存続することはないであろう(というのは、最後の罰に 

定められるとき、それはもはや国ではないであろうからである)、——この国は地上にその善 
をもっており、その善に関与することによってそのような地上的事物から得ることのできるよ 
うなよろこびを味わうのである。このような善は、それを愛する者たちにいかなる不足もひき 
おこさぬような性質のものではけっしてないのであるからには、この国は一般に、不和や争闘 
や戦争によって勝利を追求し、それ自身の内部で反目しあって分裂するのである。まさにこの 
勝禾こそは致命的な害をおよほすものであり、また、すぐに死滅してしまうようなものなので 
ある。 

じっさい、その国のどんな部分であろうとある部分が他の部分に対して戦闘に立ちあがった 
なら、それ自身が悪徳の捕虜であるのに、他の民族の征服者となることを求めるのである。そ 
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第十五巻第四章 


して、勝利をおさめたとき、その傲慢がいよいよ高められるなら、たしかにその勝利は死を招 
くものとなるのである。しかし、成功する者には人間的条件や偶然というものが共通して付い 
ていることを熟慮し、その順境ゆえに高慢に膨れあがるよりも、むしろいずれ起こるかもしれ 
ない逆境ゆえに不安にさせられるとするなら、この勝利もただ死すべきもの•であるにすぎない。 
というのも、勝利によって軛の下につないだ者たちを永久に支配しつづけることなど不可能で 
あるからである。 

しかしながら、その国自身もまた、それ自身が擁している人間の類にしたがってより善い国 
であるからには、この国が熱望するところの諸々のものが善ではないと主張するのは正しくな 
いであろう。いずれにしてもその国も、最も低次のもののためにある種のこの世的平和を熱望 
するのである。もちろん、戦闘によってそれを獲得しようと欲しているのであるが——。なぜ 
それもまた善であるかといえば、一つの部分が勝利を占めてもはや抵抗する者がだれもいなく 
なったときには、そこには、たがいに反目しあう両者がそれまでもっていなかった平和が存す 
るであろうからである。その平和は、相反目しあう両方の部分が、かれらが同時に所有するこ 
とのできなかった事物についての不幸な欠乏ゆえに争っていたときにもつことのなかったもの 
である。これが、労苦にみちた戦闘が求めるところの平和なのである。これが、いかにも栄光 
あるもののごとくに思われている勝利が手に入れるところの平和なのである。 

けれども、いっそう正しい理由によってたたかった者が勝利をおさめるときには、その勝利 
が歓迎されるべきものであり、かつ望ましい平和の出現であることをだれも疑わないであろう。 
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それらのことが善であって、神の贈り物であることは疑いのないところである。とはいえ、ヒ 
なる国に属しているょり高次の善—そこにあっては勝利は永遠であって、最高の平和が確保 
されるであろぅ 一 が無視されて、これらの善が、唯一のもので1じられるまでに 切望 
されたり、あるいは、ょり高次——じられるところ®もの以上1されたりするなら、そ 
のときには雲が伴ぅことは必然である。そして、すでにそこに存していた不幸が増大するゴ 
かりとなるであろう。 — 


第五章 

この世の国の創設者について—その兄弟殺しは口 —マの創設者によって再現覽 
たのであった 

さて、このよぅなわけで、この世の国の最初 q 創設者は兄弟殺しであったので—。すなっ 
ち、この者は、ねたみによって打ち負かされた繫、この世にあって巡礼の 旅をいとなむ永遠 
の国のひとりの民であった弟を殺害したのだからである。だからして、それからずっとのちに、 
かの都、市—すなわち、わたしたちが語っているこの世の国1する慕となるべきところの、 
そしてきわめて多くの民族にたいして支配力を揮ぅものとなるべきところのかの都市が建 S 
されるとき、最初の先例|それはギリシァ人が「が-_」=>とよぶもので|が|に、£ 
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と同類の一種の模像が対応して現れたのもおどろくにはあたらないであろう。なぜなら、そこ 
においても、かれらの詩人のひとりが、ほかならぬその罪業に言及していっているように、 
これら最初の城壁は、 

したたる兄弟の血をもって汚された、 

のだからである。 ， 

このようなやりかたでローマが建設されたのであるが、それは、 P — マの歴史が証言してい 
るように、レムスがその兄である ロム ルスによって殺害されたときであった。ただ、この ば あ 
い、二人ともこの世の国の民であったという点で異なっているのである。二人はともにローマ 
国家創設の栄誉を求めたのであったが、それは一人だけが享受するものであったから、二人が 
それをもつことは不可能であったのである。たしかに、支配力をもって栄誉を得ようとのぞん 
だ者は、その力が生存する協同者によって減ぜられるなら、かれはいっそう小さい支配力を享 
受することになるであろう。そこで、一人の者だけが独占権のすべてを得るために協同者が除 
去されたのである。潔白によってより小さくかつより善くなるところのものが、邪悪によって 
より強大にかつより悪しくなったわけである。 

それにたいして、ヵィンとアベルの兄弟にかんしては、両者はたがいにこの世的な事物につ 
いて同じ欲望をもっていたのではなかった。そして、一方が他方を殺害したのは、もしも二人 
がともに支配力をもったなら一方の力が狭められるということによる他方にたいするねたみか 
らではなかったのである(たしかにアベルは、兄によって建設されたその都における支配力を 
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求めたわけではなかった)。ヵィンのねたみはまさに悪魔的なものなのであった。すなわち、 
そのねたみは、それによって悪しき者たちが善き者たちをねたむようなものであって、そこに 
は、善き者たちは端的に善き者であり、悪しき者たちは端的に悪しき者であるという理由以外 
に何もないのである。というのも、善性の所有は、共同者が近づいたり、いつまでもとどまっ 
たりすることによって減少するものではけっしてないからである。むしろその反対なのであっ 
て、善性というものは、かれらのあいだに一致があればあるだけ協同者を分かつことのない 
愛によって、いよいよ広大なものになるような所有なのである。 

要するに、この所有を共通のものとしてもとうとしない者は、この所有をもつことはないで 
あろう。そしてその者は、そこにおいて協同者をより愛することができればできるだけ、所有 
をいっそう広い範囲において見出すであろう。したがって、レムスと ロム ルスとのあいだにお 
こったことは、この世の国がどのようにそれ自身に反目して分裂せられるのであるかを明示し 
たのであったが、他方、ヵィンとアベルとのあいだにおこったことは、二つの国すなわち神の 
国と人間の国とのあいだに存する敵対関係を証明したのであった。それゆえに、悪しき者たち 
と悪しき者たちとのあいだにたたかいがあるのであるが、それと同じく、悪しき者たちと善き 
者たちとのあいだにもたたかいが存するのである。しかしながら、善き者たちは、かれらが完 
成された者であるかぎり、たがいのあいだでたたかうということはありえない。とはいえ、そ 
れぞれの善き者は、その者を自己自身に反抗してたたかわせているところのその部分にもとづ 
いて他の者とたたかうというようなことがありうるのである。たしかに、一人の人間において 



23 


第十五巻第六章 


も、「肉ののぞむところは霊に反し、霊ののぞむところは肉に反する」のだからである。 

それゆえ、善き者と悪しき者とがたがいにたたかいあうように、霊的な欲は他の者の肉的欲 
にたいしてたたかい、また、肉的な欲は他の者の霊的な欲にたいしてたたかいあうのである。 
さらに、悪しき者と悪しき者とがたがいにた•たかいあうように、二人の善き者たちのあいだに 
あっても、かれらが明らかに完成に至っていないときには、たたかいに陥ることがあるのであ 
る。病から回復された者たちの健康が最後の勝利へと導かれるまでは-。 

( 一 ) -§-x57roy. 

(二) ルヵヌス『ファルサリア』一の九五。 

(三) 「ガラテヤ 人への手紙」五の一七。 

第六章 

神の 国の民 も、 この世の旅の途上においては罪の結果としての弱さを負っているの 
であるが、しかしそれは神によって癒されていくのである. 

じっさい、この種の弱さ、すなわちかの不従順-それについてはわたしたちは第十四巻に 

おいて論じたのであっ ^ E -は、最初の不従順に対する罰なのである。したがってそれは、_ 

然本性ではなく、欠陥なのである。このゆえに、この世の巡礼の旅にあって信仰にもとづいて 



24 進歩しつつ生きる善き者にたいして、「たがいに重荷を負いなさい。そうすればあなたたちは 
キリストの法をまっとうできるであろう」と諭されるのである。 同じく 他の箇所では、 「規律 
を守らぬ者を正し、小心な者を励まし、弱い者を助け、すべての人に寛容であるように。だれ 
も他者にたいして悪に悪を返さぬよう気を付けなさ旧」、さらに他の箇所では、「もしもある人 
の過失を認めたなら、霊の人であるあなたたちは柔和な心をもってそのような人をあらためさ 
せなさい。そして自分も誘われぬよう気を付けなさい」、また別の箇所では、「日が暮れるまで 
怒りを保つことがあってはならない」といわれており、そして福音書には、「もしもあなたの 
兄弟が罪を犯すことがあったなら、行ってその人とだけ相対して諫めるがよ以」といわれてい 
るのである。同様に、罪にかんしては、それが他の者たちにつまずきをおよぼすことを警戒し 
て使徒は、「罪を犯した者をみなの前でとがめて、他の者たちをおそれさせ is 」 と語っている 
のである。 

このようなわけで、相互の思いやりについてかくも多くの勧めがきわめて綿密に与えられて 
いるのであるが、それは、それなくしてはだれも神を見ることができないであろうような平和 
が保持されるためなのである。かの僕にかんする恐るべき判決も、まさしくこれに関連するも 
のである。すなわち、その僕は、すでに免ぜられていた一万タラントの負債を返済するよう命 
ぜられたのであったが、そのとき、かれは自分の仲間の百デナリの負債を免除してやらなかっ 
たからであった。主ィエスはこのたとえ話に加えていわれたのであった。「あなたたちひとり 
ひとりも、心から兄弟をゆるさないなら、あなたたちの天の御父もまたあなたたちにたいして 
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(九) 

そのようになさるであろう」と。 

このような仕方で、神の国の民は、この地上の巡礼の旅を つづけ、 上なる故国の平安を慕い 
あえぎながら癒されていくのである。けれども同時に、聖霊は内的にはたらかれるのである。 
それは、外的に適用される医薬に効き目をもたらさんがためなのである。そうでないなら、た 
とえ 神ご自身がみずからに服従せしめられた被造物をお用いになって、何らかの人間のかたち 
によって人間の感覚にたいして——身体の諸感覚にたいしてであっても、あるいは、それにま 
ったく 以 たものであってわたしたちが夢を見る ときに もつようなものにたいしてであっても 

_語り かけてくださるとしても、内なる恩恵をもって精神を導き動かしてくださらないかぎ 

り、 真理の告知も人間には何の効力も奏さぬであろうからである。 しかし、 神はその配剤によ 
って怒りの器をあわれみの器から区別しつつ、いま述べたことをなさるのであって、この配剤 
は、神ご自身のみに知られたものであり、かつまた、深く秘められたものであるが、にもかか 
わらず公正なものなのである。じつにこのかたこそは、おどろくべきそして隠れた仕方で助け 

の手を差し出してくださるのである。そして、わたしたちの肢体のうちに住む罪-というよ 

りも、それはいまでは罪にたいする罰なのであるが——が、使徒の戒めのことばにもあるよう 
に「その(罪の)欲にしたがうことのないよう死すべきあなたたちのからだを支配しない」とき、 
そしてまた、わたしたちが「自分の肢体を不義の道具として罪にゆだねることのない」とき、 
呻の助けによって、人間は精神へと身を転じて、神の導きのもとにもはや悪に同意することは 
よ、：であろう。このような精神の指導力によって、いまのこの世にあってもいっそうの静穏さ 
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へと至るであろう。けれども、そののちに、完全な健康と不死へ到達したときには、人間は何 
らの罪もなくして永遠の平安のうちに統治することであろう。 

(一) 第十四巻第一章、第十一章他。 

(二) 「ガラテヤ人への手紙」六の二。 

(三) 「テサロニケ人への第一の手紙」五の一四、一五。 

(四) 「ガラテヤ人への手紙」六の一。 

(五) 「エペソ人への手紙」四の二六。 

(六) 「マタイにょる福音書」一八の一五。 

(七) 「テモテへの第一の手紙」五の二〇。 

(八) 「へブル人への手紙」一二の一四参照。 

(九) 「マタイによる福音書」一八の二三—三五参照。 

(一〇)「ローマ人への手紙」九の二三参照。 

(一一)同上、六の一二以下。 


第七章 

ヵィンの供え物の特質およびかれの罪の行為の原因について 
しかし、神が、ご自身に服属する被造物のかたちをお用いになって、あたかも最初の人間た 
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ちと同類で t か Q ように、かれらによくわ1たで語られたのと同じような仕方—そ 
れについ ci 、 わたしは力のおよぶかぎり記述したのであった I によってカインに向かって 
語 ibt れたとき、カインにとってどのような益があったであろうか。かれは、神が警告のことば 
h 発せられた—であったのに、弟—害し、かねてより抱いていた犯行—行したのではな 
かったであろうか。すなわち、神はこの兄弟の供え物を"その一方のものをかえりみられ、他 
方のものを見下されて、それぞれ区別なさったのであったが、そのとき、この区別は可視的な 
しるしをもって明らか i められ—であったことは疑えない。神がこのことをなさった 
の t 、 カインの行為は悪しきものであったがその弟の行為は善きものであったからで—。力 
イ yil _— だしく憤り、その顔を伏せたのであった。つぎのよう—されているのである。. 
「そして主はカインにおおせになった。『なぜ憤っているのか。.なぜ顔を伏せたのか。あなた 
1が正しく差し出されていても、正しく配分されていないのなら、あなたは罪を犯して 

、るのではないのか。中止しなさい。罪はあなたの方を向く。あなたはそれを支配しなけれは 
, (一) 

ナ神^』\^にお示しになったこの促しと**告におい^5、「|たの供え物が正しく差し出さ 
れていても、モく配分されていないのなら、あなたは罪を犯しているのではないのか」と L 
われているところ G ことが、いったいいかなる理由で、そしてまた、いかなる根拠にもとづい 
てそのようにいわれているのかが明らかではないゆえに、その不明_さはいろんな解釈を生み 
33したのであった。 聖書の注釈者はいずれも、 その言葉—仰の規準とするところにしたがっ 
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て説明しようと努めているのである。たしかに、供え物というものは、ただひとりそのかたに 
のみ供えられねばならない真実の神にたいして供えられるときこそ、正しい仕方で供えられて 
いるのだからである。 

しかしながら、供え物の場所や時、あるいは供えられる物そのもの、供え物を供える者、そ 

れを受けとる存在、そして供えられた物を食するために分け前にあずかる者たち、-これら 

が正しく区別されていないときには、「正しく配分されていない」ことになるのであって、し 
たがってそのばあい、わたしたちは、「配分」を「区別」の意味に解することになるので 
ある。つまり、本来供えられてはならない場所で供えられるばあいもあるであろうし、その場 
所で供えられてはならないが他の場所で供えられねばならないような物が供えられるばあいも 
あるであろう。また、供えられてはならない時に供えられているばあいもあるであろうし、そ 
の時に供えられてはならないが他の時に供えられねばならないような物が供えられるばあいも 
あるであろう。あるいは、どんな場所であってもどんな時にもけっして供えられてはならない 
ような物が供えられているばあいもあるであろう。また、神にたいして供えられる物と同じ種 
類のもののうち、その選りすぐった部分は(神にたいして供えずに)人間が自分自身のために取 
ってしまっておくばあいもあるであろうし、不敬虔な者が供えられた物の分け前にあずかって 
いるばあいもあれば、もともとそれにあずかる資格をもたぬ者が分け前にあずかるばあいもあ 
るであろう。 

さて、いま述べたうちのいずれの理由によってカィンが神の不興を買うことになったのかを 
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知るのは容易ではない。けれども使徒ョハネは、この兄弟にかんして述べている箇所でつぎの 
よう こいって いるので—。「カインのようであってはならない。かれは邪悪な者から出てそ 
の兄弟を殺した©で—。なに f に兄弟を殺したのか。かれの SS しく、その兄弟のわ 
ざは正し卜ったからであ?»5」。 I これは、なにゆえに神はカインの供え物をかえりみられな 
かったのか、その理解を得させてくれるものである。すなわち、カインは自己自身に属して、 
る物を神に与—した S ' で—がこかし、かれは自己自身1己自身に与えたと、う意味に 
おいて、 悪しき仕方で配分したのだからである。 

これ t 、 神の御意志に従うことをせずに g 己自身の意志に従う者たちすべてがおこなうとこ 
ろのことである。かれらは、まっすぐな心をもつかわりに転倒した心をもって生きな力らそ 
れこもかかわらず、神に贈り物を提供するのであって、それによってかれらは神を買収して' 
自分たち e よこしまな欲望—療することによってでなく充たすことによって助けてもら— 
のだと思っているので—。これがこの世の国の特質なのである。すなわち、神や神々を礼拝 
するのではあっても、人びとのため配慮せんとする*巧からではなく、支配力を振おうとする 
か—るのであって、神や神々の震を得て、勝利とこの世的な平和との— 
治するためである。.しっさい、善き者たちは、神を享受するためにこの世界を使用するのであ 
る W 、 それに反して悪しき者たちは、神を使用するこ.とをのぞんでこの世界を享受するのであ 
る。 もっとも ,.」 Q こと も、それら G 者が、すくなくとも神が存在し人間的な諸々®用件に関心 
を もっている と 信じていてのはなしである。 と VG は、それさえも信じないところのいっそ 
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うはなはだしく劣悪な者たちが存在するからである。 

そういうわけであるから、 カ インは、神が兄弟の供え物をかえりみられたのに自分の供え物 
をかえりみられなかったことを知ったとき、いずれにしても、みずからを改めて善き兄弟を見 
倣うのでなければならなかった。高慢になって嫉妬してはならなかったのである。ところがか 
れは、はなはだしく憤り、その顔を伏せたのである。これこそが、神がとくにおとがめになっ 
た罪なのであって、その罪は、他者の善性についての、とりわけ兄弟の善性についての卜和祕ァ齡 
なのである。たしかにこれは、神が「なぜ憤っているのか。なぜ顔を伏せたのか」とおたずね 
になったときとがめられたところのことである。それというの も、 神は カ インが弟をねたんだ 
のをご覧になったからであって、そのことをとがめられたのである。 

もちろん、人間には他者の心は知られないのであって、その意味からすれば、 カインの 不機 
嫌がかれの悪意——それによって明らかに神の不興を買ったのであるが——なのであるか、そ 

れとも、弟の善性-その供え物をかえりみられたとき神はその善性をおよろこびになったの 

であるが——にたいする腹立たしさなのであるか、いずれとも決めがたく、まったく不確実な 
ことである。けれども、神は、なぜカインの犠牲を受けいれようとなさらなかったか、その理 
由を与えられたのであって、それは、 カ インが不正にその弟にたいして不満をおぼえるかわり 
に、むしろ、正しく自己自身にたいして不満をおぼえるためであった。神はつぎのことをお示 
しになったのである。すなわち、 カ インは、正しい仕方で配分しない I これは正しく生きな 
いということである——ことによって正しくない者であって、したがってその犠牲がかえりみ 
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られなかったのであるが、弟を理由もなく憎んだことによって、いっそうはなはだしく正しく 
ない者なのだ、ということである。 

それにもかかわらず神は、聖なるそして正しく善き命令を与えずしてヵィンを立ち去らせる 
ようなことはなさらなかったのであった。「中止しなさい。罪はあなたの方を向く。あなたは 
それを支配しなければならない」といわれたのであった。「それを支配する」という「それ」 
とは弟のことなのであるか。もちろんそうではない。罪のことでなくて何であろう か。 なぜな 
ら神は、「あなたは罪を犯しているのではないか」といわれ、それにつづけて、「中止しなさい。 
罪はあなたの方を向く。あなたはそれを支配しなければならない」と付け加えられたからであ 
る。罪がその人間自身に向くということは、人間が罪を犯すとき、その罪をその者以外の他の 
だれにも帰せしめてはならないということをその者が知るべきであるという意味に解されるで 
あろう。すなわち、これは、悔い改めの健全な医薬ともなり、また、赦しを求める嘆願として 
適切なものともなるのである。したがって、神が「罪はあなたの方を向く」といわれるとき、 
そこでは、「であろう」ということばを補って理解するよりは、「べきであろう」ということば 
を補って理解するのであって、明らかにそれは予告の意味でいわれるのではなく、訓令の意味 
でいわれるのである。というのは、人間は、罪を擁護して自己自身の上にその罪を立てるよう 
なことをせず、罪を悔い改めて自己自身の下にその罪を服従せしめるなら、罪を支配するであ 
ろうからである。そうでなく、罪が起こったときにその罪に保護者をあてがうなら、人間はか 
えってその罪の奴隸となるのである。 
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しかし、罪は、肉的な欲そのものと解されるのである。それについては使徒が「じつに肉の 
のぞむところは霊に反する」といっているのであるが、その際かれは、肉の諸々の果実のうち 
に嫉妬をも数えているのであって、それこそまさしくカインをして刺激し煽り立ててその弟を 
滅ぼさせたところのものである。そのように解するなら、「であろう」ということばを補って 
理解してもよいであろう。すなわち、「罪があなたの方を向くであろう。あなたはそれを支配 
しなければならない」となるのである。このことは、かの肉的な部分が刺激されたときに起こ 
るであろうところのことであるが、使徒はこの部分を「罪」という名で呼んでいるのである。 
すなわち、「こうするのはわたしではなく、わたしのうちに住む罪であ(レ)」と述べている箇所 
にあるものである(この部分のことを哲学者たちは魂の欠陥的部分であると主張している。か 
れらの主張するところによれば、この部分が精神を引っぱるのであってはならず、精神がこの 
部分に命令し、この部分が理性によって不法なわざから抑止されていなければならないのであ 
る)。 —— それゆえに、この部分が何らかの不正な行為を犯すよう刺激されたとき、それが鎮 
められて、使徒の「あなたたちの肢体を罪に与えて不義の道具としてはならな ( f 」 という戒め 
に従わせられるなら、この部分は支配され克服されて精神へ向かって転ぜられ、その 結果、理 
性は服従させられたものを支配するようになるのである。 

このことをこそ神は カ インにたいしてい ま しめられたのであった。 カ インは、弟への嫉妬の 
火に燃え立たせられて、弟に見倣うべきであったの.にかれを滅ぼそうと熱望していたのである0 
「中止しなさい」と神はいわれた。——「その手を罪の行為から引きなさい。あなたの死すベ 
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きからだを罪に支配させてその欲望に自分を従わせてはならない。あなたの肢体を罪にゆだね 
て不義の道具としてはならない。『罪はあなたの方を向くであろう』。手綱をゆるめて罪を助長 
することをせず、それを鎮めて手綱をかたく引くかぎり、『あなたは罪を支配するであろう』。 
そのようにして罪が外部にはたらくことが許容されないかぎり、支配力と情深さにみちた精神 
の主権の もとに、 内部においてもそれは刺激されることはないであろう」。 

これにいくらか似たようなことが、同じ神的な書のなかで女についていわれているのである。 

罪ののちに、神がお訊ねになり、裁きのことばを発せられて、罪を犯した者たち-悪魔は蛇 

の 姿で、 女とその夫とはそれ自身の姿で——が罰の宣告を受けとったときである。すなわち. 
神は女に向かって、「わたしはあなたの産みの苦しみを大いに増す。あなたはくるしんで子を 
産むであ&59」といわれたのであったが、それにつづけて、「あなたはあなたの夫の方へ向き、 
かれはあなたを支配するであろう」といわれたのであった。ヵィンにたいしては、罪ないしは 
肉の欠陥的な欲についていわれているところのことが、この箇所では罪深い女についていわれ 
ている。そしてここでは、夫は妻を支配することによって肉を支配する精神に似ているのでな 
ければならない、という意味に解されるのである。そのために使徒は、「妻を愛する人は自分 
自身を愛する人である。かつてだれも、自分の肉(からだ)を憎んだ者はない」といっているの 
である。 

わたしたちは、肉の欲がわたしたちに無関係なものであるかのようにそれを断罪すべきでは 
なく、 b たしたち自身の ものと してそれからの癒しを求めるのでなければならない。しかし力 
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インは、罪を犯した者として神のあの訓令を受けとったのであった。じっさい、かれは嫉妬の 
悪徳が強まったあげく弟を待ち伏せ殺したからである。これがこの世の国の創設者であった。 
しかし、かれはまた、人間という羊の群れの羊飼いであられる キリストを 殺したユダヤ人たち 
を暗示しており、そしてそのかたを、羊という動物の群れの飼主であったアベルが予示してい 
るのであるが、これは、預言的比喩にかんする問題であるので、ここで述べることは差し控え 
ようとおもう のである。それについてはわたしは、いくらかのことを『マニ教徒ファ ウストゥ 
ス論駁』の書のなかで触れたと記憶して一一』。 

(一) 「創世記」四の六以下。 

(二) 神のこの警告についてアウグスティヌスが引用している句は七十人訳のものにしたがっている。へ 
ブライ語聖書で、 r ……あなたの行いが悪ければ、罪は(敵のように)門の前で待ち伏せしている。そ 
してあなたを求めるが、あなたはそれを支配しなければならない」 という 意味で あるとみられる。 

(三) 聖書の正統な解釈のこと。 

(四) divisio . 

(五) discretlo . 

(六) 「ョハネの第一の手紙」三の二一。 

(七) 「ガラテヤ人への手紙」五の一七。 

(八) 「ローマ人への手紙」七の一七。 

(九) 同上、六の一三。 

(一〇)「創世記」三の一六。 
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(一一) 「 H ベソ人への手紙」五の二八以下 

(一二) アウグスティヌス『マニ教徒ファウストウス論駁』一二の九。 


第 八章 

カインが人類の歴史のはじめに一つの都市を創設した理由は何であったか 

しかし、 わたしには ここで、 つぎの ことにつ いての聖書の記述の信頼性が失われてはならぬ 
ため、その歴史叙述を弁護しておかねばならぬようにおもわれるのである。それは、この地上 

に四人、というよりはむしろ三人-すなわち、すべての者の父祖である最初の男、カイン自 

身、そしてカインの 息子である エノク である- の 男たちしか存在しなかったときカインが 

弟を殺してのち、ただ一人の人間によって都市が建設されたと報じていることである。その都 
市の名はエノクの名からとられているのであるが。 

しかし、このことに悩ませられる者は、この聖なる歴史の記述者が、当時存在することがで 
きたであろうすべての人間の名を一一あげる必要はなく、かれが意図した仕事の計画が要求す 
るだけの人間の名をあげさえすればよかったのだということを、あまりにも考慮していないの 
である。なぜなら、かの記述者の意図したところ——じつは、聖霊がその記述者をとおしてそ 
の意図を成し遂げつつあったのであるが——は、ただ一人の人間から増えていった諸世代につ 
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いて明確に示された継続を経てアブラハムにまで至ること、次いで、アブラハムの血統から神 
の民にまで至ること、であったからである。まさにこの民が他の諸々の民族から区別されて、 
その支配が永遠であるような国について、そしてその国の王にして創設者であられるキリスト 
について、すべてのことが、聖霊によって未来に起こるべきこととして予見されるかぎり、そ 
の民のうちに予示され予告されることになっていたのである。そして、そのようにして、わた 
したちがこの世の国と呼んでいる他の人間社会についても語られないままで済まされなかった 
のである。その国のことは、神の国がその対立物との比較対照によっても照らし出されるため 
に必要なかぎり十分に言及されねばならなかったのである。 

そのようなわけで、聖なる書物が、これら最初の人間たちが生きたその年数を述べるとき、 

このようなことばで-「そしてその者は多くの男子と女子を生んだ」、そして、この者やあ 

の者が生きた「生涯」は、ひじょうに長い歳月「であった。そして死んだ」- というよう に 

締めくくって表現しているのであるが、そのばあい、これら男子や女子の名前を一一あげてい 
ないゆえに、だから、当時のこの時代の最初の時期を生きたかくも長い歳月のうちに、多くの 
人間が生れ、その人間たちの集結によって多くの都市が建設されることもありえたのだと理解 
してはならない、ということにはならないであろう。けれども、これらのことは神の霊感をう 
けて書き上げられたのであって、神が目差されたのは、はじめから、これら二つの社会をそれ 
らの異なった血統において指示し、かつ区別するということなのであった。したがって、一方 
に、人間にしたがって生きる人間たちの諸世代があり、他方に、神にしたがって生きる人間た 
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ちの諸世代があって、それらは洪水までずっと混交していったのであるが、洪水のときに二つ 
の社会の区別および濃縮が語られるのである。 

まず区別であるが、それについては二つの社会の血統が別々1かれているので—。その 
ひとつの 血統は弟殺しのカインから出ており、いまひとつの血統はセツと呼ばれた者から出て 
いる。セツ幽 身もアダムから生れた者ではあるが' 兄によって殺されたあの弟の代りなのであ 
si 。 他方、濃縮については、善き者がより劣悪な方向へ傾斜して、かれらすへてが^水によっ 
て流されて しまうよう なものとなった という ことに描かれているのである。しかし、ノアとい 
う名で あった一人の義人とその妻、三人の息子たちとその嫁たちは例外であった。この八人の 
人間 It 、 箱舟によって、 あらゆる死すべきもののあの沈没から逃けるに値したのであっ f 

したがって、最初の都市について、「カインはその妻を知った。妻はみごも(っ四)てエノクを生 
んだ。カインはひとつの都市をつくって、その子ラクの名をその都市につけた」と記されて 
(るのであるが、しかし 、 H ノクが最初の息子として生れたのだと考えねばならないというこ 
とにはけっしてならない。というのは、かれはその妻を知ったといわれていることから、あた 
かもそのと S はじめて妻と交わったかのよう—なさねばな—いわけではないからで—。 
じっさい、このことは、すべての者の父祖で—アダム自身についても、かれの初子であった 
ように見—カインの懐胎のときに語られているのみでなく、そのあとのところにおいても、 
同じ書が「アダムはその妻エ.ハを知った。するとかの女はみごもって男子を生み、セツと名づ 
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だからして、つねにそうであると いう わけではないけれども、人間の懐胎について読まれる 
ところでは、聖書はそのように表現する習わしであると解されるのであるが、だからといって、 
それが両性の最初の交わりの意味にのみ限定されるわけではないのである。そしてまた、かの 
都市が H ノクの 名によって名付けられたという事実が、わたしたちに エノク がその父の初子で 
あると見なすように強いる論拠となるものではないのである。というのは、その父が、他の息 
子たちもあったのに、何らかの理由があって エノクを 他の息子たち以上に愛したという こと も 
不可能ではないからである。ユダも初子ではなかったが、ユダヤとかユダヤ人という名前はか 
れの名から付けられたのであった。 

けれども、たとえその都市の創設者にとってこの息子が最初に生れた者であったとしても、 
そのゆえに、エノクが生れたまさにそのときに、その名が建設された都市に父によって 与えら 
れたのだと見なさねばならぬわけでもないのである。なぜならその当時、ひとつの都市 I そ 
れはある共同の絆によって結び合わされた多数の人びとにほかならない——が、たった一人に 
よって建設されることはできなかったのであって、その人間の家族の数がひじょうに増大して 
ひとつの住民数の規模を得るに至るなら、そのときには、ひとつの都市を建設し、建設された 
都市に自分の初子の名を付けるということもたしかに可能であった。じっさい、その箇所で言 
及されているのであるが、その当時の人間たちの寿命はひじょうに長いものであって、それに 
ついて明らかにされているのである。洪水以前、もっとも短い寿命の者でも七百五十三歳に達 
したのであった。だれも千歳にまで達することはなかったけれども、かなりの者が九百歳をこ 
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人類靈一人— f —— if こ—能^^一 

そこからして一つの都市だけでなく多くの都市が建設されるょうになたと V うことを1力 

P じ P ! のことを、ァ ブラハム— から もま H ば 

L とができるで—う。それというのは、一人の ST ブラハムから、醫年をす tuu 
月のうちにへブライ人の民の数はひじ1狄して、エジプトからの退去の:^”以 
人の若い戦士がいたと報ぜられてい1ある。そして、 ts な”” 種族 
を、それがイスラニルの霊には属してはおらずイスラユル(ヤコブ)の兄^の— M-CI 
ているゆぇ(£、そしてまた、ァブラハム自身の孫から出たのでは|がその妻 
出たのではない他の諸種£、度外視しているので—。 

(一)「創世記」四の一七。 

同上、五の四以下。 

同上、四の二五参照。 

同上、四の一七。 

、 i ±±、 s - E 参照。ラメクの生涯 i 。 七十人訳—したがっているが、ゥ？夕訳では 
七百七十七年生きたことになっている。 

(七) 「出エジプト記」一二の四〇参照。 

(八) 同上、一二の三七参照0 


(二) 

(三) 

S) 

(五) 

(六) 
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(九)「創世記」三六の一以下参照。 

(一〇)同上、二五の 一—四、一二—一 五参照。 


第九章 

洪水以前の人間の長寿および身体の大きさについて 

このようなわけで、これら歴史的なことがらを思慮深く評価する者は、死すべき人間の寿命 
がかくも大きな年齢にまで伸長されていたときに、ヵィンがある種の都市を建設することがで 
きたというだけでなく、大きな都市をも建設することができたということを疑いはしないであ 
ろう。 しかし、あるいはもしかして不信 §； .な者たちのなかのだれかが、わたしたちの権威ある 
書のうちに当時の人間がそれを生きていたと記されているような大きな年数そのものについて、 
問を投げかけるかもしれない。そしてその信頼性を否定するかもしれない。 

じっさい、ある者は、当時の人間の身体は今日のわたしたちのそれよりもはるかに大きなも 
のであったという こと さえ信じないのである。だからして、異教徒たちのもっとも高名な詩人 
ゥヱルギリゥスも、それについて、巨大な石にもとづいて語っているのである。その石は土地 
の境界を示すために据えられていたものであるが、かの時代の強力な戦士がそれをつかみあげ 
て走って行き、振り回して投げたというのである。 
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蠢に大地が 産出して11をもて—り管の男たち、 

その数六人の二倍もけて、 

れ^ろ &5 ^_、ち^5ドっと大きな身体を生み出すのを2としていたことを意味しじ 
气^:(うであるなら、ましてあの有名な、そして悪名高き洪水の以前、世界がま1 
にはなおさらのことであったであろう。 

ンかし、それを篇しない者は、老朽化や潮の影響、—いは—さまな偶—^ 。 t 
{ ffl しばしばぁの当時の身体の大きさにっぃて！られ f ぁ“：;“ 
hwfsa •:;られないような大—、そこに現れたり、そこから投げ出されたりしたのて 
_ nu ;、 そして r たしが一人でぁった—く幾人—一緒 J 
4 * i の海岸で人間の日歯を見たので—が、それは—りにも大きなものであったのて—もる 
もそ^^まのわたしたちの歯の寸法にしたがって切り刻むなら、百個の1つ::り^, 

2 iIf ぉ—ほ！った。しかし、—— Tuu ! 11 I 

よ、 かもしれない。というのは、 fc の当時、人間の身体は一般に今日のわナナち.- 
り V っと—っ たと ぃぅことを別と しても、巨人たちは他の者 HHWn も， 
かったで—うからで—。それは1、それからのちも、そわナ ftv 
他の 者たち S ' 規準を凌いではるかに大きな身体を持つ者があったのと同じ一」とで— と 
も、 そのような者が存在しないようなときはほとんどなかったのであった 
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このうえもなく博学な人であった大プリ M ウス•セクンドゥスは、諸世紀の経過がすすんで 
古くなっていくにしたがって、自然はいよいよ小さな身体を生み出すようになるということを 
証明している。かれは、 ホメロス もその詩のなかでこのことをいたく嘆いたと述べているので 
あるが、しかし、かれはその嘆きを詩的虚構として嘲笑せず、自然の諸々のおどろくべきこと 
がらにかんする記録者として、歴史的事実の確かな証言に用いているのである。しかしながら、 
わたしがすでに述べたように、太古の人びとの身体のひじょうな大きさについては、それから 
はるかのちの時代になっても、頻繁に発見された人骨が明らかに示している。骨というものは 
朽ちないで残存するものだからである。他方、このような証拠によっては、あの時期に与えら 
れていた人間寿命の長さを証明することはできない。しかし、だからといって聖なる歴史にた 
いする信頼を遠ざけるようなことがあってはならない。その報ずるところをわたしたちが信頼 
しないことは、諸々の預言が成就されるのをいよいよ確実にわたしたちが認めれば認めるだけ、 
それだけ僭越なことになるであろう。それはそれとしても、同じプリーーウスはまた、いまもな 
お二百年も生きる種族が存在するといっている。それゆえ、わたしたちの経験するところとは 
ならない人間寿命のこのような長さが、今日もなお、わたしたちの知らない地方に起こってい 
るということが信用されるのなら、いったいなにゆえに知られない過去の時期に同じようなこ 
とが起こったと信じられないのであろうか。それとも、ここでは起こらないがどこかあるとこ 
ろで起こることは信用されて、いま起こってはいないがかつてあるときに起こったことは信用 
されないというのであろうか。 
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ウヱルギリウス『アエネイス』 一二の八九九以下。 

同上、『農耕詩』一の四九三—四九七参照。 。、つ. mi 受しこところである。 
ウテ ィカはカルタゴ 西北に—都市で、匕ッ。ホから—くな"づ力 殺 

プリ-ー ウス『自然誌』 七の 一——七五参照。 ' 

ホメロス『イリアス』 五の S 二以下、ニーの三七八以下参照。 ——1 
アウグスティヌスは 預言の— リスト— 真理の証明として強調して—毚十 

四章参照)。 

(七)ブリニウス 『_然誌』七の四八参照。 


(一) 

(二) 

(三) 

S) 

(五) 

(六) 


第 


章 


1 V く 藝とわたしたち sf e あい•たに f れる—年数の食 


へブライ 
い違いについて 

この点にっぃては、へブラィ語にもと1ス(卜)とゎたした“の0 ffln ' r , fu?,:l 
に、 寿命年数そのものにかんしてかなりの食い違いがあ ると見られ m 時の;^;.こ 
1 こょる のか、わたしは知らない © で— が、 しかしすくな— 壽。 

ちがひじ“ぅな 長命であったと V 事実に矛盾を来たすほどのものではないのてあるナと;^ 
たした M 用いて！ストでは、最初の人 アダムは、 セッと名づけられて— 
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を生むまでにすでに二百三十年生きたと見出すのであるが、へブライ語にもとづくテキストで 
は百三十年であったと述べられているのである。ところが、わたしたちの書では、かれはその 
息子を生んでのち七百年生きたと読むのであるが、それにたいして、へブライ語にもとづくテ 
キストでは八百年となっている。このように、いずれのテキストにおいてもその全体としての 
年数では一致しているのである。 

またそのあと、これにつづく諸世代を通じて、それぞれの父親について息子の出生が述べら 
れているのであるが、父親の息子を生むまでの年にかんして、へブライ語にもとづくテキスト 
では百年少なく生きたことになっている。しかし、息子を生んでのち、当の父親は、わたした 
ちのテキストにおいてはへブライ語にもとづくテキストにおけるよりも百年少なく生きたとあ 
るのである。このように、どちらのテキストにおいても全体としては一致しているのである。 
六番目の世代については二つのテキストには何の食い違いもない。ところが、七番目の世代 
——そこでは、エノクが生れ、かれが「死んだ」という代りに、かれは神に気に入られたので 
「運び去られた」と報じられている——においては、言及されている息子が生れるまでに、さ 
きの五つの世代のばあいと同様、百年の食い違いがあり、そして全体としては同じように一致 
しているのである。というのは、両方のテキストによれば、エノクが運び去られるまでに三百 
六十五年生きたとあるからである。 

第八番目の世代は、たしかにいくらかの食い違いを見せてはいるが、しかし、他の世代と比 
較すればそれは僅かであり、また事情が異なっている。すなわち、エノクが生んだメトセラは、 



45 


そをつづく次—代としての學 1 むまでに、へブラィ語にもつ ;,け"- 

それに ml く生 IV の1く、逆に二十年 

長く生—ぃるので—そして^ ufe *“ rus !て、ぃずれの書にぉぃても、全 
数にあらためて加—れているのを見るのてあてナ 

体の年数としては一致して いるので—。；、こ5父規 であつたラメクの 年齢に 
第 S 目の世代、すなわちメトセラの息子で/0*};^::'7^^れ^まり大きなも 

:H;lvlhnliru:!!r 、 

るょ：も ， inrlln ㈣ 

けるょりも三十年長く生きているので—。それゆえ、その六年—弓く 
たと おり、一一十四年が残るわけである。 

が、まだ標準のテキストにはなつていなかつた。 

(二) 七十人訳からのラテン語訳のこと0 

(三) 「創世記」五の三以下参照。 
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(四) 同上、五のニー以下参照。 

(五) 同上、五の二五以下参照。 

(六) 同上、五の二八以下参照。 


第十一章 

洪水ののち、なおも十四年間生きたとおもわれるメトセラの寿命年数について 

さて、へ ブラィ 語に もとづく テキストとわたしたちの用いているものとのあいだに見られる 
この食い違いから、あまりの評判となったあの問題、すなわち、わたしたちの計算では、 メト 
セラは洪水ののち、なお生きたとされる十四年の問題が生じるのである。聖書は、あの当時地 
上にいたすベての者のぅち、ただ八人だけが箱舟にょって洪水の破滅から免れたと述べている 
のであるが、 メト セラはそれらの者のぅちにはいっていなかったのであった。わたしたちのテ 
キストにしたがえば、 メト セラは、 ラメクと 呼ばれた息子を生むまでに百六十七年生きていた。 
次いで、この ラメ クは、かれからノァが生れるまえに百八十八年生きていたのである。これを 

合計すれば三百五十五年となる。そしてそれにノァの六百年-洪水のときかれはこれだけの 

年になっていた-が加えられて九百五十五年となる。これがメトセラが生れてから洪水まで 

の期間である。 
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しかし、 メト III 全年数は九1年と—られる。 というのは、 ラ;^ ii i 0 
けられた息子が生れた とき、 かれは百六 §-+• 七年生きてきたのでぁ”そし tug 
のちな t 八百11年生きたのだ t でぁる。 つまり、 ゎたしがいったようにけ部 I -C 九 IW 六 t 
九年となるわけで—。ここからメトセラが生れてから洪水までの九百五十五年を差 " 
ら、洪水 Gel — いたと t われる十四年がじつ さ、、 
このことのゆえに、—者たち は、 かれがこの地上 it たのては？力「 ハ 
地上で—然 本性か t て水中で生—ことがゆるされなかつたすべての肉は滅亡 r て」# 4 さ 
たとい一——111ている。 iq 、 の 
h て、 こかれの父と—し—くいたので あつて、 洪水が去— 生 

称管会権威にょって教会が受けぃれ二 “ ru ス」卜ちのの ㈣: IU 

—れること—、真実でないのはこのテキストよりもむしろユタヤ人たちのぱ ；^ to 
じて i ——。 かれらは、ここで I 書 f 」 mJIRy て 
わたしたち—語へと移されたところのあの原典—つた陳述が—〇^^〇も^である。 

ぎ u—f I る。—同鐘、1味！十人 H た 

u ” tl 知れなぃとか、ぁるぃは、訳者たちがまったく関心をもたなかった箇所で故意 
口 ulrhisl いたの だと かぃうことは信じられなぃ。そ4はな' < b ' cltl I 5、 
翻訳を とおして わたしたちの もとへ 伝— れ—•タヤ 人たちが妬んてわ I "ちの f 
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るテキストの権威が低下するようかれら自身のテキストにいくらかの変更を加えたのだ、と。 

ひとは、このような見解や疑念を、自分のおもうように受けとればよろしかろう。けれども、 
まちがいなくいえることは、もしも年数にかんしてへブラィ語の写本に見いだされるところの 
ことが真実であるのなら、メトセラは洪水ののちには生きていなかったのであって、同じ年に 
は死んでいたということである。しかしながら、あの七十人の訳者についてわたしがどのよう 
に考えているかということは、この仕事の基本的構想が必要とするかぎりにおいて、神の助け 
を得て、あの期間そのものを取り扱わねばならぬところにきたとき、適切なところで、もっと 
詳細に説明しなければならない。 

わたしたちの当面している問題にとっては、二つのテキストにしたがって、当時の人間たち 
がひじょうに長命であって、一人の者——すなわち、あのとき地上に住んでいた唯一の一組の 
両親から最初に生れた者のことであるが——の存命中にすでに人類は増加して、ひとつの都市 
を創設することが可能であった、ということで十分である。 

(一) 「創世記」五の二五参照。ウルガータでは百八十七年。 

(二) 「創世記」五の二八参照。ウルガータでは百八十二年。 

(三) 「創世記」七の六参照。 

(四) 同上、五の二六参照。ウルガータでは七百八十二年。 

(五) 本書第十八巻第四十二章—第四十四章。 
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第十二章 

初期の人間の長命を疑う者らの見解について 

あの時代こは年はちがった仕方で数えられていて、—の年はずっと短い期間の3のであっ 
て、今日の一年が—頃の十年に当—ので—え——ける—はな I j ら 
t そのような理由から、つぎのようにいうので—。ある者が九百年も生—--た！ fi 聞 rvMi '; 
Mt んだりする ばあい、それは九十年と解すベ—あって、それというのは、—当時の十年- 
今日の一年のことであり、また、今日の十年は当時の百年のことで—、と。 、 

この考えこよるなら、アダムはセ—だとき二十三歳であったのであり、またセッ自 
身についていえば、かれからフスが生れた—、二十歳と六箇月 I きていた ので—。 1 
書 S かれを二百五？呼んでぃるから でぁる。 ゎたしたちがぃま説”してぃ“音1: 1の0ち;^ 
っぎのょう1てぃた-1るので—。11、人びとは今日 
ている一1割したのであ った。 そして、それらの部分の f 癸の梟の数 uprv 
るのであって、それというのは、神は、七日昆11めに六日でご自身のわ 
なさったからである(このことについては、わたしは第十一巻で、できるかぎり論じけ！，:- t あ 
っ(£=。ところで、六の六倍すなわち六の自乗の数は三十六となる。そしてそれの十倍しーー百 
六十と なって、これはすなわち十二太陰月である。しかし、太陽年を充たすのに必要な残りの 
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五日、および四分の一日——そのために四年目ごとに一日が付加されて閏年とよばれる年 

が導入された-のために、古代人たちはのちに、年数が うまく 符合す るよう に、 ローマ 人が 

「閏の」(挿入されるべきという意味)とよんだところの日を加えたのであった。したがって、 
セッの息子であるエノスも、その息子 ヵイ ナンが生れたときは、聖書は百九十歳と報じている 
のであるが、十九歳であったということになる。そして、それに続くすべての世代を通じて洪 
水までの人びとの年数が述べられているところでは、わたしたちの写本においては、百歳かそ 
れ以下、あるいは百二十歳かそれより少し上の年齢で息子を儲けた者はなく、最も若くして子 
どもを生んだ者も百六十歳かそれ以上であったと記されている。というのは、かれらのいうの 
には、だれも十歳という年齢で——それは当時の人びとによって百歳とよばれたであろうが 

-子どもを儲けることなどできないからである。若者は十六歳になってはじめて成熟し子ど 

もを生むことができるようになるのであって、それをあの当時には百六十歳とよんだというわ 
けである。 

ところで、あの当時年はちがった仕方で数えられていたということが信頼に足るものとする 
ため、かれらは、多くの歴史記録に、エジプト人たちは四箇月を一年とし、アヵルナニア人た 
ちは六箇月を、ラヴィニゥム人たちは十三箇月をそれぞれ一年としたと記されているという例 
証を付け加えるのである。プリニゥス•セクンドゥスは、諸文献のなかに、ある者は百五十二 
年、他の者はそれよりも十年多く生きたこと、さらに別の者は二百年あるいは三百年の寿命を 
もっていたこと、またある者は五百年、他の者は六百年、そしていくらかの者は八百年にまで 
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達したこと—て—へているので—,かれは、すべてこれらは、年 j 算定 K 
んする無知にもとづいて生じたことであると考えたのであった。かれはつぎのよ 5 r う 
ある。「その—者たちは、夏をもって一年を区切り、また、冬をもって別の一年を区切っ tfc 
のだっ-.こ。さらに、他の者たちは、ァルヵディァ人のように三箇月の年をもっていた 」 f 
I た、エジプト人たちは I かれらの年が四箇月と V 短いものであったということは上に 
a ? ( へた w I ときとして各月の終わりをもって年を区切った、と付け加えている。かれはつつ 
けていう。「したがって、かれらのあいだでは、ある者たちは一千年生きていたと伝えられて 

のよ うない b — っともらしい論拠によって、ある人びとは、この聖なる歴史への信仰を 
傷つけようとしないで、かえってそれを f ようと努力して、古代の人間たちがこれほど長命 
であったと報じられていることも信じられないわけでないと確信し、そして、当時、かくも短 
、時間間隔が年とよばれたのであって、そのため、その十年がわたしたち1一1 
り、わたし—运ける十年がかれらにおけ鲁年に If 説得すること—ともおも 
Q な、のである。 

けれども、これがまったくの議であるということはきわめて明白な証拠によって示される 
ので—1 ) 、しかし、それ—こな—、いっそう信頼1あろう推測について黙し 
て通りすぎて ( t ならないとおもわれるのである。 , 

すくなくともわたしたちは、へブライ語写本に拠って、この主張を反駿し、否認することが 
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できたのであった。それは、アダムは、その三番目の息子を生んだとき、二百三十歳ではなく 
百三十歳であったと見出される箇所である。もしもこれが、わたしたちの年齢の十歳を意味す 
るのであれば、疑いもなく、最初の息子を生んだとき、かれは、十一歳もしくはそれ以上の年 
ではなかったわけである。いったいだれが、わたしたちが慣例としているこの周知の自然の法 
則によって、この年齢で子どもを生むことができるであろうか。 

けれども、わたしたちはアダムを見すごすことにしよう。かれは、創られたときにはすでに 
子どもを儲けることができたであろうからである。というの も、 かれが創られたとき、わたし 
たちの幼児たちのような小さい者であったなどとは信じられないからである。かれの息子セッ 
は、エノスを生んだとき、わたしたちが読むように二百五歳ではなく百五歳であ、^9。そうす 
ると、かれらの算定にしたがえば、かれはまだ十一歳にもならなかったということになるであ 
ろう。その息子ヵイナンについては何といえばよいのであろうか。かれは、マハラレルの父親 
となったとき、わたしたちの写本では百七十歳であったと見られるのであるが、へブライ語写 
本では七十歳であったと読まれるのである。もしもあの当時、七十歳とよばれる者が七歳のこ 
とを意味したのなら、だれが七歳で子どもを儲けるであろうか。 

(一) アゥグスティヌスの時代にこのような説を唱える者がいたのであろうが、しかし誰によって主張さ 
れたのか不明である。 

(二) 本書第十一卷第八章。 

(三) bissextus . -ローマ人の暦では、二月二四日(すなわち三月一日の六日前の日)は、四年目ごとに 
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二日 Si ■つづいた。そこから、その二日目は、二度の ( crT ;-) 第六日目 ( Sextus ) とよばれた。 

(四) lptercalcarls . 

(五) 「創世記」五の九参照。 

(六) 本書第十二巻第十一章参照。 

(七) プリニゥス『_然誌』七の四八の一五五。 

(八) 第十四章参照。 

(九) 「創世記」五の三参照。 

(一〇)「創世記」五の六参照。 

(一一)「創世記」五の一二参照。 

第十三章 

丰の数え方についてはギリシア語写本よりもへブラィ語写本がより信頼されるべき 
であるか 

しかし、わたしがこのようにいったら、ただちに答えが返ってくるであろう。これは、ユダ 

ヤ人たちの虚偽-それについてはさきに十分論じたのであった-である、と。すなわち？ 

七十人の翻訳者たちは、立派な、有名な人たちであって、かれらが偽るなどということはあり 
えな、，ということである。そこで、もしもわたしが、つぎのいずれがより信用できるものであ 
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るか、たずねるとすればどうであろうか。ユダヤの民はすでに久しく拡散していたが、このよ 
うな偽りの記事を書き上げようという合意のもとに一つとなり、共謀することができたのであ 
って、そのようにして自分たちの権威が他の者らに共有されるのをねたんで自分たち自身から 
真理を取り去ったということであるか、それとも、それ自身ユダヤ人でもあったあの七十人の 
人間が、エジプト王プトレマィオスがこの作業のためにそれらの者を集めたので、一つの場所 
に集結したとき、ほかならぬこの真理が異国の民に渡されるのをねたんで共謀し合い、そのよ 

うなことを実行したということであるか、-そのいずれがより容易に信用されうるものであ 

るか、だれが知らないであろうか。 

しかし、思慮深い者ならだれでも、ユダヤ人たちの邪悪と悪意がどのようなものであれ、か 
れらが、これほど多くの、そしてこれほど長いあいだ広く分散した写本に、これだけのことを 
成し遂げることができたとか、あるいは、あの有名な七十人の者らが、異国の民に真理が引き 
渡されるのをねたんで合意のもとに共謀した、などと信じるわけがないであろう。それゆえに、 
プトレマィオスの図書館に収集されたものから最初に筆写されはじめたそのときに、何かこの 
ようなことが一つの写本におこったのかもしれないというほうが、いっそう信用できるであろ 
う。さて、それが最初につくられた写本であるなら、そこからひろく普及していく元のものな 
のであって、そこに、たしかに筆写をおこなった者の誤りもありえたのである。 

けれども、このようなことが、メトセラの寿命にかんする問題および二十四年の超過を示し 
て総計の一致しないような他の例にあたって推測されるのは不合理ではない。しかしながら、 
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同じ不正確がつづけられて、系図に挿入されている息子が生れるまえに一方では百年超過して 
いるのに、他方ではそれだけ少なくなっており、生れてのちには少なかったところでは超過し、 
超過していたところでは少なくされてそのつど総計では一致し、これが第一番目、第二番目、 
第三番目、第五番目、第七言の世代に見いだされるような例においては、その誤りそのもの 
がある種の首尾一貫性をもっているのであって、このようにいってよけれは、それは偶然で 
はなく故意になされたことをにおわせているようにおもわれるのである。 

したがって、はじめに付加されのちに減じられて、多くの世代を通じて一貫した等しさを保 
っているようなばあいは別であって、そのほかのばあいにおいては、ギリシア語写本およびラ 
テン語写本とへブラィ語写本とのあいだに見られる数の相違は、ユダヤ人たちの悪意や七十人 
の翻訳者たちの入念な術策のせいにすべきでなく、上述の、王の図書館から筆写のために最初 
に原本を受けとった筆記者の誤りのせいにすべきであろう。じっさい、今日においても、数と 
いうものは、それが容易に理解されることがらや、学んで有益であることが明らかであるよう 
なことがらに注意を向けさせないときには、不注意に書き写されたり、よく吟味されぬままに 
修正されたりするのだからである。たしかに、ィスラエルの支族の各々が何千人の人間を擁す 
ることがで—いうようなことを学ばねばならないなどとだれが考えるであろうか。その 
ようなことが何か役に立つとは考えられないからである。そしてまた、このようなことに有益 
な意義を見るひとがどれほどあるであろうか。 

他方、連続している多くの世代を通じて、百年が一方では加えられ、他方では欠け、そして 



56 そのつど指摘されねばならなかった息子が生れたのち、それが加えられていたところでは欠け、 
欠けていたところでは加えられて、結果として総計において一致するというばあいは問題がち 
がってくる。すなわち、そのようなことをおこなった者は、疑いもなく、昔の人間がひじょう 
に長い年数を生きたと知らされているのは、じつはその年がきわめて短いものであるがゆえで 
あるということを説得しようとしたのである。そしてそのことが、子どもを儲けるにふさわし 
い性的成熟期という点から説明しようとこころみられたのである。それゆえにまた、かれは、 
これほどに長く生きたということを人びとが信仰において受けいれるのを拒むことのなきよう、 
不信仰な者にあの百年はわたしたちの十年に等しいものであると理解させねばならないと考え、 
子どもを儲けるにふさわしい年齢を見いださないところでは百年を加え、総計として一致させ 
るため、息子の誕生のあと同じ分だけ減じたのである。 

かれは、たしかに、年齢を、子孫を生むのに適したもの、信頼されうるものにしようと欲し 
たのではあるが、しかしすくなくとも、それぞれの生きた全年数を偽らなかったのであった。 
しかしながら、第六番目の世代ではそれをおこなわなかったという事実は、まさにそのこと自 
体、わたしたちが示唆しているような事情がそれを要請したところにおいてのみ、それをおこ 
なったということをむしろ示している。というのは、それが要請されなかったところではそれ 
をおこなってはいないからである。すなわち、この世代には、かれは、へブラィ語写本に、ヤ 
レドはエノクを生むまえには百六十二歳であったと見いだしたのであって、それは、あの短い 
年の数え方にしたがうなら十六歳と二箇月足らずということになり、すでに子どもを儲けるの 
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に適した 年齢で—。それゆ|かれは、その年齢を、わたしたちの年齢における二十六歳と 
するためにな8い百年を加—必要もなかったので—。—、ラクが生れるまえに加え 
ていない G であるから、生れた®ちにその数を減じる必要もなかった。このように、両迄写 
本のあいだには何の食い違いもないということになったわけである 

しかし、ふたたびつぎのことに悩まされることになる。-第八番目の世代ではメトセラ 

i 、 かれがラメク I む— には、 へブラィ擊 本— 八十— であった t まれるのはどう 
V ことなので—う(的。他方、わたしたちの写本では、百年を加えるのをつねとしていると 
ころでかえって 二十 年少なくなっており、 そして、ラメクが生れてのちに、 両方の写本の あ、 
だで食い違わないような総数—たすため、それが—ためて取りもどされているので— 
もしも性的成熟期を与—ために百 七十 年を 十七 年と解するよう意図されたものであれは、® 
らの付加も何らの削減もおこなわれる必要がなかったわけで—。なぜなら、1生むの 
に適した年齢が見いだされなかったところでこそ百年が加えられねはならな力ったのである力 
ここでは、すでにその年齢が見いだされているのだからである。 

しかしながら、この二十年については、さきに削減しただけの分をあとで取りもどしてその 
総数が完全なかたちで一致するために配慮されたものでないのなら、偶然にそのよう— 
おこりえたのだと見なしてもよいで—う。それとも、もしかして、もっと狡滑な策が今た 
と見なされるべき2ろうか。つまり、百年を—に加えて®ち—れ—減するという - l ' つ 
もおこなっている故意の計画を、必要でないところにおいてもそのようなことをおこなったと 
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きに隠そうとしたのであろうか。 —— なるほど、いまのばあいは百年ではなかったが、しかし、 
たとえそれがどれほど小さな数であっても、さきに削減し、のちに取りもどすというようなこ 
とをおこなつて。 

しかしながら、このような解釈がどのようにうけとられるとしても、そのようなことが事実 
であると信じられるとしても信じられないとしても、あるいは、最終的にはそれが真実である 
としてもそうでないとしても、つぎのことを疑うのはけっして正当なことではないであろう。 
すなわち、両方の写本に何らかの相違が見いだされて、両方にことがらの真実があると信じら 
れないとき、むしろ、翻訳者によって他の言語へと移し置かれるその元となった言語に信頼が 
置かれるべきであるということである。じっさい、三つのギリシア語写本と一つのラテン語写 
本においても、そしてまた一つのシリア語写本においても、メトセラが洪水の六年まえにはこ 
の世の生を終えたと示している点で一致しているのである。 

(一) 本卷第十一章。 

(二) プトレマイオスニ世(在位紀元前二八五年—二四六年)は、アレクサンドリアのムーサイ学園の付属 
大図書館のためにパレスティナから七十二人の長老たちを招いて、旧約聖書のモーセ五書をギリシア 
語の翻訳に当たらせたという伝承があるが、その事実については論議が多い。 

(三) 本卷第十章参照。 

(四) 「創世記」五の一八参照。 

(五) 同上、五の二五参照。へブライ語写本では百八十二歳ではなく、百八十七歳である。 
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(六) 


アウグスティヌス 『モ-セの七—ついて』一の—照 


第十四章 

年の長さは あの当時もいまも同じである 

b 、 と£>6じ？」長い寿命において数えられる年が、わたしたちの一 
さて、いまや fc の人 よ5 1、もの1なく、現在わたしたちのものとしている 
年がかれらの 十 年—たると- > lf ものて? rtv で—が)のと同じだけの 
(とにかく、太陽の運行がわたしたちの、ものつをた；: どのよ 5,にしてはつきりと示されうるので 
長さをもつも©てあつたと rc 5 L - d 、 U ァロ涯 e 第六百年—洪水がおこつ t 記されて 
あるか、見ることにしよう ft *2 l e .、 わヒしたちの年の十分の一という短いものであつ 
いるので—。それて£ ii 、04 ら、力「供水の水はノァの生涯の第六百年目、第二の月、月 
てわずか 三十 音しヵナ、 J ' う、うわけであろうか。それほど年が小さ 
の第 十七 日目に地上をぉそった」と. 1れ"のはと"" m ったとしても、それは、月と 
いものなら、たとえ昔の慣習にしたと一 ;月|日であつたという 
いうものをもたなかつたか、それとも十二の月をも7 

ur ^ ilt の当時もぃまと同！なものでなかったのなら：—で「第六百 
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年目、第二の月、月の第十七日目に」などということがどうしていわれるであろうか。じっさ 
い、他のどのような仕方で第二の月の第十七日目に洪水がはじまったといえるのであろう。次 
いでそのあと、洪水の終りに「第七の月、月の第二十七日目に、箱舟はアララトの山脈の上に 
とまった。しかし水は、第十一の月まで減っていった。第十一の月の、月の第一日目に、山々 
の頂きが現われた」と読まれるのである。 

したがって、月が現在のわたしたちのそれと同じであるなら、当然年も現在のわたしたちの 
ものと同じであったであろう。じっさい、三日間から成る月が二十七日をもつことはできない 
からである。あるいは、すべてのことがこの比率で縮小されて三日の三十分の一があの当時の 
一日とよばれてよいとすれば、四十日昼夜つづいたと記されている大洪水は、全体でわたした 
ちの四日間もなかったということになるであろう。だれがこのような無意味な虚言に我慢でき 
ようか。それゆえ、虚偽の推測でもって聖書にたいするわたしたちの信頼を建てようとして、 
その結果、別のところでそれを倒壊してしまっているようなこの誤謬からは離れなければなら 
なぃ。 

まったく、あの当時も、日はいまと同じ長さであったのであって、一日の昼夜の行程は二十 
四時間で区切られたのであった。月もいまと同じ長さであった。それは月の満ち欠けのはじめ 
と終りを含むものであった。年はいまと同じ長さであって、それは、十二の太陰月と、太陽の 
運行のゆえに付加された五日と四分の一とを一緒に数えたものであった。そして、これがノア 
の生涯を形成する一年の長さであったのであり、洪水がおこったときは、そのような年の第六 
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きたアブラハムの一年力れの务と51 ノ H , ,-2、ごン匸、くつい卣|おいて、 
あせ、また、11ィサク(|學ャコブの hhdAF 十年、あるい 

I 1 P : のの _ flhr — 

1」し^ i ? フ ㈣ 

人びとのこのょぅな長寿にかんして意見の不一致をも|のて£1いンい；つさ、の史 
実^^ h ょ：^の—つても欲する—そ— 

信頼を求^ なけ いゎ P る 七 r 訳者た—相違した ことをぃってぃる！ 

1い。 かえつ 
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六五四三ニー 
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「創世記」七の一〇、一 
同上、八の四、五参照。 
同上、七の一二参照。 
同上、二五の七参照。 
同上、三五の二八参照。 
同上、四五の二八参照。 


て、それが筆記者の誤謬ではなく、意味が真理に一致して おり かつ真理を明らかにして いると 
ころでは、あの七十人は、神の霊にみたされて、翻訳者としての任務をはたすためではなく預 
言 者と しての 自由をはたらく ため、その意味を、ちがった流儀で表現し ようとし たの だと 信じ 
なければならない。 

だからして、使徒の権威が、聖書 ハ 旧約)から証言を 引く ばあいに、正当に も、へブラィ 語写 
本のみでなく七十人訳をも用いているのが見られるのである。けれどもこれについては、神の 
御助けが得られれば、もっと適切な場所で、より詳細に論ずることをわたしは約束したのであ 
った。いまは、当面している問題を解きたいとおもうのである。すなわち、人びとがこれほど 
長く生きていたときには、第一の人間から最初に生れたその人物によって国が建てられるのも 
可能であったということは疑えないということである。もちろんそれはこの世の国のことであ 
って、神の国とよばれるあの国のこと——その国について記述するためにわたしはかくも大き 
な仕事に労力を費してきたのであるが——ではない。 
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第十五巻第十五章 


(七) 「申命記」三四の七参照。 

(八) 「詩篇」九〇の一〇。 

(九) 本書第十八巻第四十二第四十四章。 


第十五章 

最初の時代の人びとの、子どもを生んだと記されて V る年齢につ V て 

そこで、ある者はいうであろう。「息子を生むことができて、同時に節欲の決心をして L ナ 
い人間が、百年以上も、あるいはへブラィ語写本にしたがえはそれょり少なくすなわち八十 
年、七十年、六十 年も性交を控えていたということ、また、それを控えたわけではな、にして 
も、まつたく子どもを生めなかつたということが、ほんとう1じられるで—う力」と。こ 
の疑問は二通りの仕方で解かれるであろう。ひとつは、全生涯のきわめて高い年齢に相応して 
それだけ性的成熟がおそかったのだということである。いまひとつは、そしてわたしにはこち 
らのほうがょり信憑性があるとおもわれるのであるが、ここに挙げられているのは最初に生れ 
た享1なく、ノアにまで至るために系図の列が要求しているところの者に限られているの 
であって、このノアからさらにアブラハムまで、次いで、時代の一定の節目にまで達している 
のであるが、それは、これら諸世代を並べることをもとおして、この世においては巡礼の旅を 
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つづけつつ天上の祖国を求めていくもっとも栄光にみちた国の行程が、必要とされるかぎり、 
暗示されなければならないのだということである。 

カインが男と女との結合によってだれよりも先に生れたということは否定できない。という 
のは、アダムが「わたしは神によってひとりの人間を得た」といったと読まれるのであるが、 
もしもカインがあの夫婦に最初に加えられた人間でなかったなら、その出生に際してそのよう 
なことはいわなかったであろうからである。かれにつづいて出たアベルは、兄によって殺され 
るのであるが、それは、巡礼の旅をつづける神の国についての一種の予示——その国が、不信 
仰な、そしてある意味で地から生れた者たちによって、すなわち、この世からの出生をたのし 
み、この世の国のこの世的なしあわせをよろこぶ者たちによって不当な迫害を被るであろうと 

いう-を最初に明らかにしているのである。けれども、アダムがこれらの者たちを生んだの 

が何歳のときであったのかは明白でない。 

ここからして諸世代は、カインの系統と、兄によって殺された者の代りにアダムが生んだあ 
の息子の子孫の系統とに分けられるのである。アダムはその息子の名をセッと名付けたのであ 
った。かれは、聖書に記されているように、「神は、カインが殺したアベルの代りに、別の種 
を起こしてくださった」と語っている。このようにして、諸世代には二つの系列があることに 
なるのであり、ひとつはセッから、他はカインから出るわけである。これらは、その系列の区 
別により、わたしたちが論じている二つの国、すなわち、ひとつはこの世にあっては巡礼の旅 
をつづけている天の国であり、他はこの世のよろこびを渴望して、あたかもそれが唯一のよろ 
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こびであるかのようにそれに固執している地の国を象徴的に示している。そして、ヵィンの子 
孫については、アダムを含めて第八番目の世代までくわしく数え上げられているけれども、そ 
れぞれ がそのあとに挙げられているところの者を生んだのが何歳のときであったかということ 
については何ら明瞭に述べられてはいない。 

すなわち、神の霊は、洪水前の時代を書き留めるにあたって、この世の国の系統によること 
をおのぞみにならず、天の国の系統によることを、いわばそのことがより価値の高い麗であ 
るとして、おのぞみになったのである。さらに、セツが生れたとき、たしかにその父親の年齢 
については黙されたままではなかっゼ。しかし、それ以前にすでに子どもが生れていたのであ 
って、それがヵィンとアベルだけであったのかどうか、あえて言明しようとする者があろうか 
言及しておかねばならなかった系図のゆえに、それらの者の名前が挙げられたにすぎな L と L 
う理由から、だから当時アダムから生れたのはかれらだけであったと見られてよいのだという 
帰結にはならない。というのも、他の者たちの名前はすべて、まったく沈黙 i われているの 
に、かれは男 Q 子—を生んだと読まれるからで—。軽率のそしり—けようとするほ 
どの者なら、だれが、これらの子どもたちがどれだけの数であったか、あえてわがもの顔で言 
明しようとするであろうか。 

アダムが、セツの出生ののち、神の力に促されて、「神は、アベルの代りに、別の種を起こ 
してく* たさった」と語ることは、たしかに可能であった。なぜかといえば、セツこそ兄の聖性 
を実現すべき者として 存在したからであって、かれ自身が時間的順序において兄の あと 最初に 
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生れたからではない。次いで、「セッは二百五年(へブラィ語写本にしたがえば百 五年)生きた。 
そしてエノスを生んだ」と記されている。思慮を欠く者でなければだれが、このエノスが 長子 
であった、などと主張するであろうか。それはひとをおどろかせるものである。そして、わた 
したちにつぎのょうな問いを発せしめるであろう。いったいどのょうにして、節欲をまもろう 
という決意なくしてこれほどの年月を女との交接を避けることができたのであろうか、また、 
結合をもったのなら、なぜ子どもを生まなかったのであるか、 と。 ことに、かれについても、 
「かれは多くの男の子と女の子とを生んだ。セッの一生は九百十二年であった。そしてかれは 
死んだ」と読まれるのだからである。 

同じことは、それにつづいて年齢が示されている者に見られるのであって、かれらが息子た 
ちや娘たちを生んだことも隠されてはいないのである。それゆえに、名前があげられている子 
どもが、じっさいに長子であったかどうか、けっして明らかではないということである。むし 
ろ、これら父親たちがかくも長い歳月にわたって性的に未成熟であったとか、妻や子孫をもた 
なかったとかいうことは信じられないことであるがゆえに、この息子たちが、かれらにとって 
最初に生れた者であったというのも信じられないことである。とにかく、聖なる歴史の記者が 
意図したところは、世代を順次たどって時代を記しながら、ノアの出現と生涯 I かれの時代 
に洪水がおこったのであった——にまで至ることであったのであるから、記者が名前をあげて 
いるところの者は、いずれにしても、その両親にとって最初に生れた者であるのではなく、た 
だ血統の系列のなかにはいってきている者なのである。 
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そのことがいっそう明瞭となるための例として、わたしはあることを揷スしようとおもう 
それによって、わたしがいっていることがありえたということをだれも疑わないであろう。福 
音史家マタイは、わたしたちの主の系図を、その肉に即して祖先の系列をたどって記録に留め 
ようと欲して、まずはじめに、父祖アブラハムからはじまってダビデにまで至るために系列を 
示そうとして「アブラハムはイサクを生んだ」といっているのである。なせ力れは最初に生 
れたイシマエルの名をあげなかったのであるか。そしてつぎに「イサクはヤコブを生んだ」と 
いっている。なぜかれは、イサクの長子であったエサゥの名をあげなかったのであるか。いう 
まで もな く、それらの者をたどってはダビデにまで至ることができないからである。 

さらに、「ヤコブはユダとその兄弟たちを生んだ」 と つづいている。これはユダが長子であ 
ったことを意味しているのであるか。「ユダはパレスとザラを生んだ」といっている。これら 
双生児のいずれもユダの長子ではない。かれらのまえにはすでに三人の子どもが存在したので 
ある。したがって マ タイは、諸世代の系列を書き留めるにあたって、それを経てダビデにまで、 
そしてさらにそこからかれの目ざしたところにまで到達するであろうところの者たちのみを保 
持したのであった。このことから理解されるのは、洪水前のいにしえの人びとはいずれも、最 
初に 生れた 者と して掲げられているので なく、 諸世代の系列を順次たどることによって族長で 
あったノアにまで導かれるような者たちを掲げたということである。それゆえにわたしたちは、 
その人びとの性的成熟が遅れていたのではないかというようなあいまいで不必要な問題に悩ま 
されてはならない。 
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「創世記」四の一。 

同上、四の二五。 

同上、五の三参照。 

同上、五の六。 

同上、五の七。 

「マタイによる福音書」一の二以下。 


第十六章 

最初の人びとの婚姻法はのちの時代のそれとは異なっていたこと 

このようなわけで、人類は、塵からつくられた男とその男の脇腹からつくられた女との最初 
の結び付きののち、子孫を生み増やすために男性と女性との結合を必要とすることになったの 
であるが、この二人から生れた者のほかには人間は存在していなかったわけであるから、男た 
ちはその姉妹を自分の妻としたのであった。もちろん、このことは、時代が古ければ古いだけ 
必要に迫られておこなわれたのであるが、そののち、宗教をとおして禁じられていよいよ非難 
さるべきこととなっていったのである。すなわち、愛がきわめて正しく考慮されるようにな 
って和合の有益性と尊さがかえりみられるようになり、人びとはさまざまな親戚関係のつなが 
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りをとおして 結ばれる ことと なつたので—。そして、一人の者が一人のうちに多くの親戚関 
係をもつとい うのではなく、それぞれの関係が個々の者に分配され、そのようにして社会的生 
活がより緊密に結び合わされるために多数の者が多数の関係を保有するのである。たとえば、 
父と義父とは二つの親族関係を表わす名称であるというわけで f る。 

それゆえ、ある者が父と義父とを別々にもつばあいには、愛はいつそう多くの者へ拡がつ 
ていくのである。しかし、アダムは一人で、その息子たちや娘たちにたいしては、父でもあり 
義父でもあらざるをえなかつたのであつて、それというのは、兄弟と姉妹が結合されたのだか 
らで—。同じく、かれの妻テハは、どちらの性の子どもたちにとつても義母であり母であつ 
た。もしも 二人の女性が、ひとりは母としてひとりは義母として存在していたなら、社会的な 
デ_1^ィボもつと豊富に結合力を見せていたことであろう。さらに、妻ともなつた姉妹自身も、 
自分一人のうちに二つの近親関係を同時に保有していたわけであるが、その関係が分離されて 
いて、 ひとりは姉妹で あり ひとりは妻であるというように別々であつたなら、人びとの社会的 
な親族関係の数は増えたことであろう。 

しかし、それにたいして、人間存在が最初のあの二人から出た！^弟と姉妹のほかにはなかつ 
たときには、これはありえなかつた。それゆえに、これが可能となつたときには、存在してい 
る多数のなかから、すでに姉妹ではなくなつている妻を娶るということがおこらなけれはなら 
なくなり、兄弟と姉妹の結合はその必然性を失つただけでなく、そのようなことがあれば禁じ 
られることになつたのである。•しつさい、最初の人間の孫たちがすでにその従姉妹たちを妻と 
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することができたのに姉妹と結婚によって結合したなら、そこにはもはや、一人の人間のなか 
に二つではなく三つの近親関係が生じることになるであろう。それらは、愛スがいっそう多く 
の近親関係によって結ばれるために、それぞれの個人のあいだに拡散されるべきなのであった。 

というのは、同一の人間が、その子どもたち、すなわち結婚した兄弟と姉妹たちにとって、 
父でもあり義父でもあり叔父ともなるであろうからである。同様にかれの妻は、 夫と 共有して 
いる子どもたちにとって、母でもあり叔母でもあり義母でもあるということになろう。そして 
その子どもたちは、たがいに兄弟姉妹であり配偶者であるというだけでなく、従兄姉でもある 
ということなのである。なぜなら、かれらは兄弟姉妹である者たちの子どもだからである。し 
かし、もしも、一人の人間に三人の人間を結び付けていたこれらの近親関係のすべてがそれぞ 
れ個別的に別々の人間に分け与えられていたなら、九人の人間をつなぎとめたことであろう。 
つまり、一人の人間が、姉妹、妻、従姉妹、父、叔父、義父、母、叔母、義母を 別々 にもつ こ 
とになるわけである。このようにして小さな集団に限定するのではなく、親戚関係の連鎖をい 
っそう多くの者にひろめることによって社会的な絆は拡散されるのである。 

さて、このことが、のちに人類の増加によって多くの虚偽の神々を不敬にも崇拝する者らが 
出てきたのであるが、かれらのあいだでさえ遵守されたことをわたしたちは知っている。そこ 
では、転倒した法によって兄弟姉妹の結婚が許されたにもかかわら^9、その法よりもすぐれた 
習慣がその認可をはなはだしく嫌悪させるよう人びとを導いたのであった。姉妹を妻として娶 
るということは人類の最初の時期においてはまったく自由に許されていたのに、のちには、そ 




のようなことがけっしてゆるされなかったことで—かのよう—けられるので—。 

すなわち、習俗というものは、人間的な感覚を誘なうためにも反撥させるためにもきわめて 
有効な 丈——なしうる もので—。 いま e ばあい、節度を欠い S 望を抑止するものとし 
て乍用するので、ひとは、習俗を抹殺したり破壊したりすることは——瀆的なことで— 
と ¥1] f 断するので—。•しっさい、所有への貪欲から田地の境界を侵すことが不正で—なら' 
まして、嘉 Q 欲情から習俗 Q 限界を震することはなお—不当といわねばなら®であろう 
わたしたち S ' 時代においても、従兄妹間の讓は、従兄妹が兄弟姉妹にもっ t 近い血縁関係 
であるということのゆえに、法によってそれが許されていたけれども I じっさい、神の法は 
それを禁じ丈しなかったし、また、人間の法律—だ禁じていなかった I 習俗®力でまった 
くまれにしかおこらなかったということは、わたしたち S 験して—ところで—。 

それにもかかわらず、許されていたこの行為も、不法な行為1したもので—がゆえにひ 
どく嫌われ、 従姉妹との結合は姉妹と S 合とほとんど同じことで—かのように見られたの 
章であった。それというのも、従兄妹は、そのひじょうに近い血縁関係ゆえにたがいに兄弟姉妹 
_とよばれたのであり、囊また、ほとんど本当の兄弟姉妹のようでもあったからである。昔の 
巻父且たちのもとで i 、 世代がつぎつぎとつづいて いくうち に親戚関係が分岐し拡散して徐々に 
+ E 分择してつい—の関係.かまったく消散してしまうことがないよう、—ほど距たりが出 
第1ふたたび結婚©紳によって結び付き—原し、—意味で逃げ去——び戻すとい 
1うことは、 宗教的な i に属することであった。だからして、すでにこの地上の世界が人間た 
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ちで充ちていたにもかかわらず、なるほど異母姉妹でもなければ同父母姉妹でもなかったけれ 
ども、しかし、自分の属している種族から妻を娶る ことを 好んだのであった。 

しかしながら、いまの時代においても従兄妹間の結婚が禁じられていることがいっそうすぐ 
れたことであるということをだれか疑う者があろうか。そしてそれは、わたしたちが指摘した 
ところのこと、すなわち親近関係が増すために一人の人間が二重の親戚関係をもつことのない 

ようにす る-二人の人間がそれをもつときには親戚関係の数は増大されうるのであるから 

——という理由によるだけではない。他の理由にもよるのである。すなわち、人間の畏敬心に 
は、わたしにはいったいそれがどうしてであるかはわからないのであるが、 S 然本性的で賞賛 
にあたいするある感覚が内在しているのであって、それが、親戚関係にあるということゆえに 
ひとりの女性に敬意がはらわれねばならないばあい、かの女にたいしては、結婚の貞淑におい 

てさえわたしたちが知っているようなあの欲情-それは子どもを生むためにおこるものであ 

るとはいえ-を抑止するのである。 

このようなわけで、男性と女性との結合は、死すべき人間の類にかんするかぎり、国の一種 
の苗床とでもいうべきものである。ただし、この世の国がただ出生だけを必要とするのにたい 
して、天上の国は、出生に伴う罪を免れるために再生を必要とするのである。しかし、洪水以 
前に、のちにアブラハムに課せられた割礼のような、再生の身体的で可視的な何らかのしるし 
があったのかどうか、そして、もしもそれがあったのならどのようなものであったかという点 
については聖なる歴史は黙したままである。 
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しかしな，から、ぁのもつとも古ぃ時代の人びとが供ぇ物を捧げたとぃぅこ4)、つぃて,は黙し 
て。:^であつて、1、最初のーー人の兄弟においても明‘であり^つ^ 
が供水ののちこ箱舟から出たときに神に犠牲を捧げたことが記されて L るこ^，^ r 昨、昆 

! ISIFP の i ベたのでぁった。す—みずか—僭称 ^ U 

— 望するダエモンらが、自分に1 けられること—求%」と 
な栄誉をょろこぶのは、ただ、かれらが真の犠牲は真の神1せられこと 
からで あつて、 それ以外の理由からではないと-ぅことてあつテ 、 

3 /ヌト.てリクス『オタ…ゥス』九の—照。この|結婚は、ぺルシ'^ 
人のあいだで、そしてギリシア人のあいだでも是認されていた。のちに、 T マに f てテオト'- 
ウスによってしられた。 

(二)「創世記」一七の一〇以下参照。 

( If ) 同上、四の三以下参照。 

(四)同上、八の二〇以下参照。 


第十七章 

一組の夫婦から出た二つの系統の父祖たちにつ t て 
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したがってアダムは、両方の系列すなわちこの世の国につらなる系列と天上の国につらなる 
系列との父祖なのであったが、しかし、おどろくべき秘義が表わされたアベルのあの殺害のの 
ちには、二人の者がそれぞれの系列の父祖となったのであった。それはカインとセッであった。 
そして、名前が挙げられねばならなかったかれらの息子たちのもとで、死すべき人間という類 
におけるこれら二つの国の目印がいっそう明瞭に現れはじめたのであった。たしかにカインは 
エノクを生み、エノクの名において国を建設したのであった。もちろん、それはこ•の世の国で 
あって、地上にあって巡礼の旅をつづける国ではなく、無常なる平和と幸福に休らう国であっ 
た。 

さて、カインの名は「所有」という意味に訳される。だからして、かれが生れたとき、その 
父または母によって、「わたしは神によってひとりの人間を得た」と語られたのである。他方、 
エノクの名は「奉献」という意味に訳される。というのは、この世の国は、それが志向し熱望 
するところの目的を地上にもつものである以上、この世に奉献されるのだからである。さらに、 
セヴの名は「復活」の意味に訳され、その息子エノスの名は「人間」の意味に訳されるのであ 
るが、しかしこれはアダムと同じ意味においてではない。というのは、アダムは「人間」とい 
う意味に訳されるのであるが、しかしそれは、あの言語すなわちへブライ語においては男性に 
も女性にも共通に語られるのだからである。 

なぜなら、聖書には「神はかれらを男と女におつくりになり、かれらを祝福して、かれらの 
名をアダムという名でおよびになった」と記されているからである。だからして、女はエバと 
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ょばれ、それはかの女の固有の名前であった S ども、 しかし 「人間」 しを意味す 「 ui の B 
れら双方の名であったことは疑えないので—。 他方、エノスは、 同 1 味、 
に訳されるのでは—か、それは女の名としてょばれることが1 - IBBg & J ^ において5 - t « fc 味 c-C 
11通した人がそのこと を保証してぃるのでぁる。 I--t れ gtt 復活も プ0い 5*-/ 
等し、のであって、その—には「結婚することもなけれは妻を娶ることも'^て去」 
パ u %- tl がそこへと導いたところに おいては、 もはや出生ということはないてあ！ 

か!^^に、つぎの点を指摘しておくのは—ではないとわたし1 fc ° t なわ” r ' 

-Ct も、— は、生れ—の！も！—れてぃなぃとぃ a_t 

I 。と—か、 I からつづいて出ていく者— は、 それら—達 4 K ®5. r 。 
おいて、 最後に生れた女性の—が挙げられているのである。 

「メトサ エレま レメクを生んだ。そしてレメクはふたりの妻を 娶 ったひとりの名- 
、、もう ひラといった。ァグはャバルを生んだ。かれは天幕の下—む家畜—う者 
:^の父祖となった。かれの弟の名はユパルといった。琴と笛|ぇたのはかれ2^,!:ラ 
も卜.ハルを生んだ。かれは青銅と鉄を鍛える者となった。トバルの妹をナァ/、'と''1„^— 
ヵィンから出た諸世代はここまで伸ぴてぃる。それらはァダムから^11. ァ！れの子ど 
て全部で八つの世代で—。 二人の妻の 夫であったレメタまで七つの代—在 れ子 
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もたちが第 A 代になるのであるが、それらの者のうちに女性について言及されているのである0 
ここでは、この世の国がその終極に至るまで 男と 女との結合から おこる ところの肉的な出生を 
もつであろうことが、いかにも微妙な仕方で暗示されている。それゆえにこそ、ここで最後に 
父親としての名前が挙げられているあの人物(レ メタ) の妻たちがその固有の名前を もって明白 
に語られて•いるわけである。これは、洪水以前には H パを除いてはけっして見られないことで 
あった。 

さて、「所有」という意味に訳されるヵインはこの世の国の建設者であり、また、その息子 

で「奉献」の意味に訳されるエノクは、この国そのもの-それは、その始めと終りとを也上 

にもち、この世において見られるもののほかにいかなる望みも置かない国である I を明らか 
に指示している。同じような仕方で「復活」の意味に訳されるセッは、別の系列として述べら 
れる諸世代の父祖なのであるから、わたしたちは、この聖なる歴史がかれの息子について何を 
語っているのか、吟味しなければならない。 

(一) 本卷第七章参照。 

(二) 「ヵイン」はへブライ語の「得る こと」 「所有する こと」の 類音語である。 

(三) 「創世記」四の一。 

(四) このように訳される可能性はある。 

(五) アゥグスティヌスの解釈の正当な根拠はない。 

(六) 個別的な意味での人間というよりも、むしろ類的な存在としての人間を意味する。 
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(七) 「アダム」がへブライ語で普通「人間」を意味することは真実である。 

(八) 「創世記」五の二。 

(九) 「ルカによる 福音書」二〇の三五。 

(一〇)「創世記」四の一八—ニニ。 


第十八章 


アベル、セツ、 


-スのもとに暗^されているところのもの 


「そしてセッにも」といつて聖書は「男の子が生れ、その名をエノスといつた。そのと— 
れは主なる神の名をょぶことを望ん^=」と語つている。まさに、真理の証しが高らか#ひひ"^ 
て' I るのである。じつさい、人間ば「復活の子」として生—のを希望するのであつて、キリ 
ス r 復活の信仰から生じる神の国も、この世にぁって巡礼の SI つづけ"ぁ卜だ ^ m 
ち——のである。たしかに、あの二人の人間、すなわち「襲」の意味— $3 yp 
おょびその兄弟であつて「復活」の意味に訳されるセッをとおして、キリストの死とそ 

からの生命とが予示されている。 ， 、1、、，二フ 
この 言 e から、 こ e 世に、神の国すなわち主なる神の名をょぶことを望んだ人ミ生れるの 
で—。 「まことに、わたしたちが救われたのは希望においてである」と使徒はいつて-^る 
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「目に見える希望はもう希望ではない。見えるものをどうして希望することができよう。しか 
し、わたしたちが、もしも見えないものを希望しているのなら、忍耐をもってそれを期待しよ 
う」。このことばが深遠な秘義に触れていないとだれがおもうであろうか。すなわち、アベル 
は、かれの捧げ物が神にたいへんよろこんで受けいれられるものであったと聖書が記している 
とおり、主の御名をよぶことを希望しなかったであろうか。また、セッ自身も主なる神の御名 
をよぶことを希望しなかったであろうか。じっさい、かれについて「神は、アベルの代りに、 
別の種をわたしに起こしてくださった」といわれているのだからである。 

それでは、すべての信仰深い人びとについて共通であると解されるところのことが、とくに 
エノスに適用されたのはなぜであろうか。それは、かれが、よりすぐれた部分すなわち上なる 
国へ到るよう選別されるべき子孫たちの父祖から最初に出た者として記述されているからであ 
る。そして、それは、この世の現実の幸福に！きる人間にしたがって予示されるためではなく、 
永遠の浄福を希望しつつ神にしたがって生きる「人間」 —— この「人間」とは、このような人 
びとの「社会」を意味するものであるが——が予示されねばならなかったのである。そして、 
「かれは主なる神に希望をおいた」とか「かれは主なる神の名をよんだ」とかいわれているの 
ではなく、「かれは主なる神の名をよぶことを望んだ」といっている。この「よぶことを望ん 
だ」というのは、恩恵による選びによってひとつの民がおこり、主なる神の御名をよぶであろ 
うことを預言的に示そうとしているのでなければ何であろうか。これは、使徒が、別の預言者 
のことばに見出して、それが神の恩恵に属しているこの民について語っているのだと解したと 
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(七) 、 ^ C 

ころのことである。すなわち「主の名をょぶ者はだれでも救われる『で|0'朱とで^;->:: 
P I 、「そしてかて—の子をエノスと名づけた。それは人間1 
われていることばと、それにつづいて「かれは1の名をょぶこと|んだ」^^3 
られミ i — にこのことは、人間は—に希望をおくへ—はな"と V 15 P U 

Hrhsup 屬 

■“^ llnllfll ! る！とではなく、、—続 

する 至福のあの不滅性に献げられている国のことてある 

((一一一)) ハ -- 1 〇人間」—味し、七ッは、アゥグスティヌスに ょれば、 「復活」を—してい 
るからである。 

(三) アベルはへブライ語において「悲嘆」を意味す る。 

(四) 「口丨マ人への手紙」八の二四以下 

(五) 「創世記」四の二五。 

(六) 「ローマ人への手紙」一一の五参照 

(七) 「ョエル 書 」 二の三二、「口-マ人への手紙」一〇の一三 参照。 

(八) 「エレミア書」一七の五。 
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第十九章 

天に移された H ノク によって暗示されている ことがらに ついて 

セッが父祖となっているあの子孫の系列も「奉献」を意味する名前をもっている。それは、 
アダム自身をも含めるとすれば、アダムから第七番目の世代に現れている。というのは、 エノ 
クは「奉献」の意に訳されるのであって、それはアダムから第七番目の世代だからである。け 
れども、かれは、神に気に入られたので運び去られた当の者であ ( i )、 そして、子孫の序列にお 
いてアダムから第七番目という数は、安息日として聖別された特別な数なのである。さらにか 
れは、ヵィンの子孫たちから区別されるあの諸世代の父祖——すなわちセッ——から数えて第 
六番目である。人間がつくられて神がそのすベての御業を完了なさったのは第六番目の日であ 
った。しかし、 エノ クが天に移されたというこのことは、わたしたち自身の奉献の猶予を予示 
している。 

奉献は、たしかに、わたしたちの頭であられるキリストにおいてすでにおこなわれたのであ 
った。かれはもはや二度と死ぬことのないかたとしてよみがえられたのであるが、このかたも 
天へ移されたのであった。しかし、別の奉献が残っているのである〇キ リスト ご 自身がその 礎 
であられる家全体の奉献である。それは、それ以上死ぬことのない人びとすべてが復活するで 
あろう終末のときまで猶予されているのである。「神の家」「神の 宮」 あるいは「神の 国」 とい 
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われるのであるが、これらは同じものであり、また、ラテン語の慣用に合致していないわけで 
はない。 

たとえばゥヱルギリゥスは、 帝国の最も強大な都市の ことを「アッサラクスの 家」とよんで 
、^)|)。それによってか^ユ、トロヤを経てアッサラクスから出てきたローマ人のことを意味し 
よぅとしているのである。かれはまた、その ローマ 人のことを「アエネアスの 家」 といって L 
るのであるが、それは、トロヤ人がアエネアスに導かれてイタリアへやってきたとき、かれら 
によって ロー マが建設されたのだからであ* S 。 つまり、この詩人は聖なる 書に見習った わけで 
ある。 聖 なる 書に おいて、 へ ブライの 民は、 その 数が すでにきわめて 大きなものになったとき 
にも 「ヤコブの 家」 とよばれているのである。 

(一) 「創世記」五の二四。 

(二) 「エペソ 人への手紙」二の二〇参照。 

(三) ゥ X .ル ギリゥス 『アエ ネ イス』一の二八四0 

(四) 同上、三の九七。 

(五) とくに「ヤコブ書」においてよく用いられている。 
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第二十章 

セッの系列が第十代目のノアにまで至っているのに、ヵインの系列が第八代目で終 
結しているのはなにゆえであるか 

ある者はいうかもしれない。「この歴史の記者が意図したところは、アダムからはじまって 
その息子のセッを経由して続いた子孫たちを記録することによって洪水がおこったときに生き 
ていたノアにまで至ることであった、そしてさらにノアから新しい系図を立てて、アブラハム 
——このアブラハムによって福音書記者マタイは、神の国の永遠の王であられるキリストに至 
る系図をはじめているのであるが——にまで接合することであった。そうであるなら、ヵイン 
から出ている諸世代によって何を意図したのであろうか、また、それをどこで終局させようと 
したのであろうか」と。これにたいしてはつぎのように答えられるであろう。「洪水のときま 
でである。洪水によってこの世の国の全種族が取り去られたのである。しかしそれはノアの子 
どもたちから再生されたのであった」と。 

すなわち、この世の国、あるいは人間にしたがって生きる者らの社会は、この世の終りまで 
消え去ることがないからであって、それについては主が「この世の子らは生み、生れる」とい 
っておられるのである。他方、神の国は、この世にあっては巡礼の旅をつづけて、再生によっ 
て別の世界へ導かれるのである。その子らは生みもしなければ生れもしない。それゆえ、生ん 
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'だり 生れたりすることは、これらいずれの国にも共通しているのである。もっとも、神の国 t 
この世においても生殖のわざをみずから制している多くの民を擁しているのではあるが1。 
この 世り 国も、 誤謬によってではあるが、なにか真似をしようという気持からであろうが、禁 
欲する者たちを擁している。 

それというの も、 この国に属する者らのうちには、真正/ r 信仰から迷い出て、種々の邪説を 
編み出した者もいるからである。もちろん、それらの者は人間にしたがって生きるのであって 
神にしたがって生きるのではない。ィンドの人里離れたところで裸で哲学の修練をおこなうと 
いわれているィンドの神秘哲学者たち%5、この世の国の民であって、子どもを生む行為を遠ざ 
けている。このようなことは、神がそれであられる最高善にたいする信仰にしたがってなされ 
るときにのみ善となるので—。しかしながら、わたしたちは、洪水以前にこのことを実行し 
た者を見いださないのである。じっさい、アダムから数えて第七番目の世代にあたり、死んた 
のではなく天へ移されたと伝えられるエノク自身でさえ、移されるまえに息子や娘を生んだの 
であった。これらの子どもたちのうちにメトセラがいるのであって、記録されるへき子孫の系 
列はかれを経由している。 

それでは、 ヵ ィンから出た諸世代について、もしもそれが洪水にまで導かれねばならず、ま 
た、 それらが 性的 成熟に達するのにそれほど長い年月をもつこともなく百年あるいはそれじ上 
かかるというのでなかったのなら、なにゆえ、これほど僅かの子孫しか記されていないのであ 
5う 卜。 じっさい、セッの塵から出ている子孫については、この書の記者は、それがノアにま 
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で至り、そしてノアからさらに必要とされる系図をつづけることを意図していたのである。そ 
れ と同じように、 ヵインから 出た 諸世代の系列がどうしてもそれへ と 至らねばならぬ ような 誰 
かを目ざすのでなかったのなら、いったいどんな必要があって レメク にまで至るために最初に 
生れた息子たちを省略したのであろうか。レ メタの 息子たちで この 一連のつながりは終結して 
いるのである。すなわち、アダムから数えて第八番目、ヵインから数えて第七番目の世代であ 

る。それはあたかも、そこから出てそのあとにつづいてイスラエルの民-この民において地 

上のエルサレムもまた天上の国の預言的な形姿を予示したのであった一；^——にまでであるか、 
あるいは、「肉にしたがっては(かれらから出たかたであり)、万物の上にあって世々にほめた 
たえられる神であられる」キリスト、すなわち上なるエルサレムの建設者、支配者であられる 
かたにまで、連結されていくべきところの何かがあるかのように見えるのである。しかし、 力 
インの全子孫は洪水によって抹消されたので、このことはありえなかったのである。 

このようなわけから、この諸世代の系列に長子たちが記されたことが知られよう。それにし 
てもどうしてこんなに少ないのであろうか。じっさい、洪水のときまでに僅かこれだけしかな 
かったはずがないからである。もしもあの当時の長寿に相応して性的成熟も遅れていたという 
わけではなかったのなら、これら父祖たちが、百歳になってはじめて性的成熟に達するそのと 
きまで生殖のわざを抑制しているということもなかったであろう。かれらが子どもを生みはじ 
めたときが等しく三十歳のときであったと考えてみよう。そのばあいには、三十の八倍(アダ 
ムとレメタが生んだ子どもたちとを含めて八世代となるのであるから)で二百四十年となるで 
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あろう。そうすると、そのときからのち、洪水のときまでの全期間を通じて、かれらは子ども 
を生まなかったのであろうか。 

いったい、どのような理由で、これを記述した人物は、それにつづく諸世代を記そうとしな 
かったのであろうか。わたしたちの写本にしたがえば、アダムから洪水まで二千二百六十二年 
が数えられるのであるが、それにたいして、へブライ語写本にしたがえば千六百五十六年であ 
る。 そこで、わたしたちが少ない数のほうをより正しいものと見なして、千六百五十六年から 
二百四十年を差し引いてみよう。洪水まで残る全年数は千四百年余であるが、その年月を通じ 
て、ヵ インの子孫は子どもを生むのを止めることができたなどと信じられるであろうか。 

于比ども、このことによって心を煩わされるひとがあるなら、そのひとは、昔の人間が力く 
も多くの年月にわたって子どもを生むのを止めることができたといかにして信じられうるかと 
(うことについてわたしが論じたとき、この問題にたいする二様の解決があることを想いおこ 
すべきであろう。ひとつは、かれらの長寿に比例して性的成熟が遅れたというものであり、い 
まひとつは、この系列に記されている息子たちは長子なのではなく、かえって、この書の記者 
が意図していた人物——セッから出る系列ではノアがそれであったように へ至ることがで 
きるよう、経由しなければならなかった者たちであったというものである。 

したがって、ヵインの系列において、もしも、その者のために長子を無視してとくに意図し 
て挙げられなければならぬような者が誰も現れなかったとするなら、残される解釈としては、 
性的成熟の遅れだけである。つまり、当時の人間たちは百歳余りになってはじめて子どもを生 
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むことができるようになったのであり、そして、 この 世代の系列は、長子を経由してたどられ、 
洪水のときまでにかくも多くの年数がかかった という わけである。 

つぎのこともおこりうるであろう。すなわち、わたしには隠されている知られざる何らかの 
理由によって、わたしたちが「この世の国」とよぶところのこの国が、 レメク とその子どもた 
ちまでの系図のみによって記述されたのであって、それからあとは、この書の記者は、洪水の 
ときまで存在しえたであろう他の諸世代の記述を中止してしまったのではないかということで 
ある。けれども他方、諸世代の系図が長子たちを経由してたどられなかったのであって、その 
ばあい、その時代の人間たちにおいて性的成熟がそれほど遅れていたのだとはかならずしも考 
える必要もないような別の理由もありえよう。すなわち、カインがその息子 H ノクの名を付け 
て建設したこの国は、ひじょうに広い範囲にわたって支配することができて、そして、複数の 
王を同時にもつことがなく、それぞれの時期に単独の王をもち、その王は、自分の生んだ息子 
たちのなかからただ一人を後継者として支配していったのだということである。 

これらの王のうち最初の者はカインその人であったであろう。第二代目はその息子エノクで 
あって、かれの名によってこの国は統治されるべき都として建設されたのであった。第三代目 
はエノクが生んだイラデであり、第四代目はイラデが生んだメホヤエル、第五代目はメホヤエ 
ルが生んだメトサエル、第六代目はメトサエルが生んで、アダムから出てカインを経由する第 
七代目の世代にあたる レメク である。とはいっても、それは、長子たちがその父親たちの あと 
を継いだということにはならない。この世の国にとって有益な資質をもっていたために支配塵 
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を獲得し i —、 t は、何かの1 tfc の ;^ Bn 
いはまた、その父親から他の息子—さって特別に愛情をかけられる r 
位の 継承権を授けられた息子が継いだということも大^■にありうることである t ミコ、。 

ところで、洪水はレメクがま—ていて ltju 5:- c ;^, i 5 r 
比、，^、南—中こ、，た人びと—いて他®すべての者1に—すへ 見 
パ |* 5 4^?/、ァダ-^ら洪水までのぁぃだに存在したぁれほどの巧^"じ 

個々の生涯の年数がさまざまでぁることを 考えるなら、 子孫た(”一 ji ^^ tor 世 P を、セノ 
01 くないのも何らおどろくにあたら ない。 カィンの茅歹は七つの世代をセ、 

15 

おいて) レメクはアダム. &ら数えて第七番百であり、 ( セッの系列にお Fvly アっ tl 第 t 香っこ 
あった。そして、レメク は、かれ以前の者たちのょうにただ一人の肩子 ts rcvxf pw 
..、うの 1なく、 複数の息子を もっ ていたと記されているのはなぜかといえはそ4 

い—治の！いた1れば、か—後、—ちの 

うちの 誰がかれ et を継いだ©か、明確でなかったからてある。 .フ こ^夂 i 
し，，こ5>ら、力 r ノから出ている世代の系列が、長子を経由するの- C ' ある力ある Vi 

Hr ので—、そのいず！、わ— 1 」IB - C 0 M 

一ことしてょぃこととはぉもぇなぃのでぁる。すなゎちレメタがァタムヵ mlsu 
目で：; ることが明らかとなったとき、かれの多くの息子たちが、罪を意味する十一の数 
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るまで数えあげられているということである。つまり、三人の息子たちおよび一人の娘が加え 
られているのである。妻たちは別のことを表示しているのかもしれない。そしてそれは、いま 
論じられねばならないとはおもえない。というの も、 わたしたちはいま子孫たちのことを語っ 
ているのだからである。他方、その妻たちが誰から出たかということについては黙されたまま 
なのである。 

さて、律法は十の数で示されるのであるから(そこからしてあの記憶されるべき十戒が存在 
する)、そして、十一というこの数は、十を踏みこえているがゆえに律法にたいする違反ない 
しは罪を表示している。ここからして、神の民は、旅の途上にあるあいだ、一種の移動用の神 
殿であった証しの天幕のため十一枚の山羊の毛から成る幕をつくるよう指示されたのであった。 
事実、山羊の毛皮には罪を想起させるものがあったのであって、それというのは、小山羊たち 
は左手に置かれるべきものとされていたからである。わたしたちは、罪を告白するときに、『詩 
篇』に記されている「わたしの罪はつねにわたしの前にある」ということばをいうかのように 
山羊皮の衣にみずからを投げ伏すのである。 

それゆえに、アダムから出て不敬虔なヵィンを経由する子孫たちは、罪を表示する十一の数 
で終わっているわけである。この数は女性によって閉じられているのであるが、それは、この 
性が、わたしたちすべての者がそれによって死すべき者となった罪のはじめであったからであ 
る。 さらに、それと結び付いて、霊に反抗する肉の快楽が随伴す る。じっさい、 レ メタの 娘は 
ナアマとよばれるのであるが、それは「快楽」の意に訳されるのである。これに対して、アグ 
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ムから出てセツ—由してノアにまで至—列—法の数である十と V 数—して-"るのて 

ある。 …、户こら.、口えられるのであ為、そのうちの一人は馨し、一一人は父か 
このノ1一'.“。テそ1め、罪責のある者を除ぃて是認された息子たちを加えるなら、 
ら ?) く まさにこの数は、1の数にも使徒たちの— 
十二と.，う 1 3i ± ie - cb<UH うのは、「七」の二つの部分の積によって生じるも 

!1|||?1 % ち、|^|るぃは四の三倍が“:-1!1^!^国__そ 

のひしのち、 g ょうな仕方で混合し混同されて八人の人間— 

_に ㈣ さ r ぃ！のとなっ！、考察し吟味し！はなら 

ないとおもう。 

m 「ルカによる福音書」二〇の三四参照。 、〇 

(二) —第八1、第十卷第—、第十四雲十七章 

(三) 本卷第二章参照。 

(四) 「ローマ人への手紙」九の五。 

^ ^ 11 
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(七) 「マタイによる福音書」二五の三三参照0 

(八) 「詩篇」五一の三。 

(九) 「ガラテヤ人への手紙」五の一七参照。 

(一〇)「創世記」九のニニ。 


第二十一章 

二つの系列の記述の仕方に相違があることについて 

さて、まず考察されねばならないのは、つぎのことはどうしてであるかということである。 

-ヵィンから出ている諸世代が列挙される際、その名によって国が創立されたところの者、 

すなわち エノ クが、そのあとにつづく他の子孫の前に挙げられてのち、わたしたちが語ったあ 
の終局に至るまで、その系列に属する者および後裔の全体が洪水によって消え去るまでのあい 
だ、他の者たちがつづけて示されたのであった。これに反して、他の系列においては、セッの 
ひとりの息子であったエノスが挙げられたとき、洪水に至るまでに他の子孫たちが加えられて 
いくまでに、ある特別な章句が挿入されているということである。それはつぎのようにいわれ 
ている。「これは人間の誕生の書である。神はアダムをおつくりになった日に、神の像にかた 
どっておつくりになったのである。神はかれらを 男と 女とにおつくりになり、かれらを祝福し 
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て、.£,れら— つくりになった日にかれらにアダムと V 名をお与えになった」。 し，， っ 
これは、ここであらためて、アダム幽身から時代|しめるた1^さも%そ^年 
たしにはお—るので—。こ — e 記者は、こ1にかんしては、あナカ W 

ntlPHr しなかったの—。ミ1に— I , 
な神の御名を よぶことを望ん：^人であったセツの息子に言及してのちこ r - てこ^よ U 

ているの—うか。それは、これら二つの—!:^.^ 
r のひ卜 i 局して—実 ;? d 

殺し— た！ のじ •: I㈣ い 
M にこのことは、神の——!て巡礼の！づけるかき“ “ ^^い 

て果たされる務めのすべてであり、また、最高の務めであ；^ そっしててと そここ J とら ^こされ& 
こた i アベレ〕の 「復活」 (セツ) が生んだ一人の人間によて r 
£"ら^っパのである。たしかに、その一人の人間は上なる国全体の統一をあらわして"る 
は r が、—れねば— Ur わし；^預 
ゥフ：し. OS — れ t のである。それゆえ、カインの肩子すなわち所有」 5 、 
£0 fc 世^所有でなくて何であろうか)は、この世の国において名前をもつべきなので—。と" 
うのは、そ e 国は、かれ e 名前において建設されたのだからて—。 
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『詩篇』において「かれらは、かれらの名をかれら自身の地でよぶであろう」とうたわれて 

いるのは、このような者たちのことである。このことゆえに、『詩篇』の別のところで、「主よ、 

S) 

あなたはあなたの国でかれらの像を空しくされる」と記されているところのことが伴ってくる 
のである。これに反して、セッの息子すなわち「復活の子」は、主なる神の御名をよぶことを 
望むがよい。じっさい、かれは、「わたしは神の家において果実のみのる オリ ーブの樹のように、 
神のあわれみに望みをおいた」という人びとのあの社会を予示しているからである。しかし、 
かれは名声という地上の空しい栄光を求めないがよい。「主の御名に自分の望みをおき、空し 
いものや狂気じみた偽りにかかわりをもたぬひとは幸いで ある」 からで ある。 

したがって、ここでは二つの国が呈示されているわけである。一つはこの世に現実に存在す 
るものであり、他は神への希望において存在するものである。そしてそれらは、区分せられて 
それぞれに固有なものとして定められた終局へむかって急ぎ、進んでいくために、いわばアダ 
ムにおいて開かれた可死性という共通の戸口から出たのであって、そのとき、年代が数えはじ 
められたのであった。このような枠組みのなかで、アダムからの要点のくり返しがおこなわれ 
て、他の諸世代が付け加えられたのである。罪に定められたかれの出発点から、神は、当然の 
報いとしての罰にゆだねられたいわば一つの塊りから、ひとつを恥辱によって怒りの器とされ、 
他のひとつを栄誉によってあわれみの器とされて、前者には定められた罰が報われ、後者には 
本来それを受けるに値しないところの恩恵が贈られるのである。 

これは、この世において巡礼の旅をつづける天上の国も、まさにこの怒りの器との比較によ 
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っても、 自分の自由霞—みとするのでなく、主なる神の御名をよふこと— . 
とい— 子ぶ ためなので—。 と いぅのは、意志はその自然本性においては善てあ U る 
神こよっ て善！ のとして つくられてい！— が、 しかし、無からつくられた。 ものて；? 
るからには、不変—によって可変的なるものとしてつくられたのた I ?ら^ phi - 
って、 この靈は善からそれて悪をなすこと が？ るので—。このことは—の 0 i A 
力に よっ てなされる。同時にそれは、悪からそれて善をなすこともで—ので— 
このばあいは、神の助けなくしてはありえない。 

(一) 「創世記」五の一以下。 

(二) 同上、四の二六参照。 

(三) 同上、四の二三参照。 

(四) 「詩篇」四九の一一。 

(五) 同上、七三の二〇。 

(六) 同上、五二の八。 

(七) 同上、四〇の四。 

(八) 「口丨マ人への手紙」九のニニ以下参照。 
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第二十二章 

愛の秩序の転倒による神の子たちの堕落について 

そこで、人類の進展と増加にともなって、この意志の自由な決定力は、これら二つの国の混 
乱をもたらし、不正を分有することによってこれらの国の一種の混成体をつくったのであった0 
この悪は、ふたたび女性にその起源を見いだすのであるが、もちろんそれは悪の 始まりの とき 
と同じような仕方においてではない(というのは、このばあいには、それらの女たちはだれか 
に誘惑されてその夫たちに罪を犯すよう口説いたわけではなかったからである)。この世の国 

において-すなわちこの世に生れた者たちの社会において——歪んだ習慣のうちに前から生 

きていた女たちが、その身体の美しさのゆえに、神の子たち——すなわちこの世にあって巡礼 
の旅をつづける他の国の民たち——によって愛されたということなのであ^ r 。 

この美しさはたしかに.善きものであって神から贈られたものではあるが、しかし、善き者に 
とってそれがあまりに大きな善と見られてはならないため、悪しき者にたいしても寛大にお与 
えになったのである。したがって、善き者たちに固有の大いなる善が棄てられる とき、 きわめ 

て小さな善-すなわち善き者に固有のものではなく善き者にも悪しき者にも共通の善-へ 

むかってすべり落ちていくことになるのである。 このように して、神の子たちは人間の娘たち 
への愛によってとらえられて、かの女たちを妻としてたのしむために、聖 なる 社会で呆持し 
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ていたところの 敬虔を棄て てこの 世に生れた社会の習慣へ沈んでいったので あった。 

さて、身体の美しさは、たしかに神によってつくられたものであるが、しかしそれは、時間 
的で肉的な低い善としてつくられたのであった。もしもそれが、永遠にして内的な、そして I 
つまでも 存続す る善であられるところの神にまさって悪しき仕方で愛されるなら、それはちよ 
うど貪欲感が公正さを放棄して金を愛するようなものである。つまり、ここでは、罪は金にあ 
るのではなく人間にあるのである。このことはすべての被造物について真実である。それらは 
善きものであるけれども善くも悪しくも愛されうるのである。いうまでもなく、秩序が守らゎ 
ているときには善き仕方で、秩序が乱されているときには悪しき仕方で愛されるので—。こ 
のことをわたしは、「過越しの祝いの蠟燭 J のある賛歌のなかでつぎのような詩句をもってい 
ったのであった。 

これらすベてのものはあなたのもの。 

善でいますあなたが 
おつくりになったからこそ 
それらは善きもの0 
それらのもののうちには 
わたしたちから出たものはない、 

秩序をなおざりにし 
創造主なるあなたの代りに 
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造られたものを愛して 
罪を犯すほかには-。 

しかしながら、もしも創造主が真に愛されるなら、すなわち、そのかたご自身が愛されその 
かたの代りにそのかたでない他のものが愛されるのでないなら、悪しく愛されるということは 
ありえない。なぜなら、それによって愛されるべきものを正しく愛するところのその愛そのも 
のも秩序ある仕方で愛されねばならないからであって、それは、善き生を送らしめる徳がわた 
したちのうちに備わるためである。だからして、徳について簡潔で真なる定義は「愛の秩序 
である」とわたしにはおもわれるのである。聖なる雅歌のなかで キリストの 花嫁である神の国 
は「わたしのうちに愛を秩序づけよ」とうたっているのもこのゆえである。したがってこれ 
は、愛の秩序——それは愛好や愛情の秩序である —— が乱されたゆえに、神の子たちが神を 
なおざりにして人間の娘たちを愛したのである。 

これら二つの名前(「神の子たち」と「人間の娘たち」)によって二つの国の区別が十分に明ら 
かにされている。すなわち、「神の子たち」は自然本性によって人間の息子たちでなかったわ 
けではないが、恩恵によって別の名前をもちはじめたのである。事実、神の子たちが人間の娘 
たちを愛したと語られているその同じ記述のところで、かれらは「神の天使たち」 ともよ ばれ 
ているのである。だからして多くの人びとは、かれらが人間ではなく天使たちであったと考え 
ている。 

(一)「創世記」六の二参照。 
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第十五卷第二十三章 


(二) 「雅歌」二の四(七十人訳) 

(三) 「創世記」六の二 (七十人訳)。 


第二十三章 

祌の—たちと人間の娘たちとの結合、 I こから生れた巨人たちについて 

っこしこら 丈 この 為題について、この書の®®三巻ですこし触れたのであった力未解決のま 
L f こ rv ( fc = °r す5わち、天使たち 1 でぁるのに肉体的に女性と交^こと fi て J 1 
ま' T ナ ...、ぅこと で—。さて、「そ q かたは霊をご自身の使者となされる」と言され r 

いるの|これ'|^^^ されるといぅこと|味するものである。ギリシア 
れら—すこと广ょ;|*二とょ'^1るところのもの士、ラテン語において霞変化を来たし 

遲 III 霞 SI ” に P 

ス「」^の1"7の炎を.^身の僕|る」といわ！、これはかれらの^|^^ 
; l ? npr — してぃゎれてぃるので！、曖昧でぁる 
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それにもかかわらず、天使たちはたんに目に見られるだけでなく触れられもするようなから 
だで人びとに姿を現したのだということを、他の何よりも真実を伝える書が証言しているので 
ぁる。また、つぎのよ}なひろく伝えられている話がある。それは、みずから経験したのであ 
るか、それとも経験したことのある他の者たち——この者たちの信頼性については疑いをさし 
はさむことはできない から聞いたのであるか、いずれにしても、多くの人びとが確認して 
いるのであるが、一般に 「ィンクブス」 とよばれているシル ウァヌス や パーン た^§が、しばし 
ば野卑な仕方で女たちに振舞い、かの女らと交接をなしとげたというのである。 

また、 ガリア人たちが「ドゥシウス」とよんでいるあるダエモンらが、この淫らな行為をこ 
ころみいとなんでいるのを実際 C 見ていたと多くの者たちが主張しており、これを否定するこ 
とは恥知らずであるとおもわれるのである。だからといってわたしは、ある霊たちが空気の元 
素から成るからだを持っていて(じっさい、この元素は、扇を動かすときでさえ、身体の感覚 
や接触によって感じとられるものなのであるから)、この欲情を経験することもで き、 かれら 
に 可能な仕方で、 この欲情の目ざめさせられた相手の女と交わることができるのかどうか、こ 
こで、あえて 断定的に何 ごとかをいおうとはおもっていない。 

すくなくともわたしは、神の聖なる使者(天使)が、あの当時、これほど堕落する こと もあっ 
たなどとは信じないのである。そしてまた、わたしは、使徒べテロが、「神は罪を犯した天使 
たちを赦 さず、 冥府の闇の淵へ投げ入れ、かれらを罰するためにそこに閉じこめておかれが」 

と述べているのは、かれらのことであるとも考えていないのである。そうではなく、むし5ぺ 
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テロは、 嫉妬によって 最初の人間を蛇の欺きを もって 堕落させたあの首領である悪魔と一緒 r 
転落した者らのことを意味しているのだと考える。 

他 5、 この 上 もなく 信頼されるべきこの聖なる書は、神の人びとも「使者」(アンゲルス)と 
いう名でよばれていたことを譽しているので—。たとえば、ョハネにつ(ルて、「見よ、わ 
たしはあなたの前にわたしの使者を送る。かれはあなたの道を整えるであろう」と記されてい 
る。また、預言者マラキは、ある特別な亩心み、すなわち、かれにのみ与えられた恵みによって 
「使者」 とよ ばれているのである。 

しかし、ある人びとはつぎのことで悩まされているのである。神の使者とよばれた者たちと 
その者たちが愛し—とから、わたしたちと1にした人間 I つまり巨人 I 
れたと記されていることで fc =¥ その人びとは、すでにわたしはさ I 触れたことでも—が、 
わたしたちの時代にも普通の身長をはるかに凌ぐ背丈をもった人間が生れて V る事実を知らな 
いかのように悩まされているので—。数年前、口—マで、ゴ1卜人たちによる町の襲が迫 
りつつあったとき、他のすべての住民の背丈をはるかに凌いで、巨人とよばれてもよ、ような 
一人の女性がその父母と共に住んでいたのではなかったか。かの女を見ようとして、びっくり 
するような群衆が集まってきたのであった。 

とくに不思議であったのは、かの女の両親はいずれも、わたしたちがよく見かけるきわめて 
背の高い人間の大きさとそれほどちがわない背丈であったことである。したがって、神の使者 
ともよ i れる神 q 子たち•か人間 e 娘たち一 i れは人間にした.かって生 t 者たちの娘という 
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ことであるが-と交わるより以前に、すなわち、セツの子どもたちがカィンの子どもたちと 

交わるより以前に、巨人が生れることもありえたわけである。じっさい、わたしたちがこれら 
のことを 読む正典も そのように語っているのであって、それはつぎのようなことばである。 
—「人びとが地上に増えはじめたのち、かれらに娘たちが生れた。しかし、神の使者たちは 
人間の娘たちを 見て、 かの女たちが善い者であったので、すべての娘たちのなかから 望む まま 
に妻として選んだ。すると、主なる神はいわれた。『わたしの霊はこれらの人びとのうちに永 
遠には留まらな、、>であろう。かれらは肉にすぎないからである。かれらの日かずは あと 百二十 
年であろう』と。さて、その当時、巨人たちが地上にいたのであった。そしてそののち も、 神 
の子たちが人間の娘たちのところに入り、自分たちのために生ませたのであった。かれらは巨 
人であって、古くからよく知られた人びとであ、 7^5 」0 

神的な書のこれらのことばは、すでにあの当時、神の子たちが人間の娘たちを、かの女たち 
が「善い者」であったので、すなわち「美しい者」であったので愛したため、妻として迎えた 
とき、 地上に 巨人たちが存在していたということを十分に示しているのである。たしかに、形 
姿において魅力的である者のことを「善い者」ともよぶのはこれらの書の慣用である。けれど 
も、このことがあったのちにも巨人たちが生れていたのである。というのは、「さて、その 当 
時、 巨人たちが 地上に いたのであった。そしてそののちも、神の子たちが人間の娘たちのとこ 
ろに入り」といつているからである。 

それゆえ、その時代の以前においても以後においても同じであったわけである。しかし、 
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第十五巻第二十三章 


「自分たちのために生ませたのであった」といっていることは、以前、神の子たち'5^-」欠^-5 
こ堕落するまでは、かれら—分たちのためにでは なく 神のために、すなわち、性交の欲情 r 
h 配されてではなく子1むと V 務めにしたがうことによって子どもを生ん' ad 、 
とを まったく明らか—している。かれらは自分たちの一族—るために子と i 生むのて -I 
なく、 神の民を産出するために子どもを生むのである。かれらは神の使者としてその子どもナ 
ちこ告げ知らせるので—。復活 S ' 子として主—神の名を f — んだセッ S 子のよ 
1自分たちの希—神にお—、と。この希—おいて、かれらはその子孫たちと共に、 
f の永遠なる—相続人——う。そして、父で—れる神のもとに、その子どもた 

ちの兄弟となるであろう。 S -- F こ、.. て 
ところで、これら神 Q 子たちが神の使者であったのは、—人びとが想定す！うに力れ 
らが人間ではないという条件のもとにそうであったということではないのである。か S は疑 
、もなく人間であったのであり、聖書自身が少しの曖昧さもなくそのことを言明して""るので 
fc V る。すなわち、「神の使者たちは人間の娘たちを見て、かの女たちが善い者たちであったの 
で、すべて e 娘たち e なかから望む 1st て選んだ」と、—かじめ述べられたあと、 
ただちに、「主なる神はいわれた。『わたしの霊はこれらの人びとのうちに永遠に—まらな-" 
で—う。かれらは肉にすぎないからで—』」と付け加えられているからである。じつに、 
かれらが神の使者、神の子とされたのは、神の霊によってで—。けれども、より低次の tr © 
へ傾斜することによって、かれらは「人間」とよばれるのであって、これは自然本性を表わす 
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は、かれらが霊を見捨てた者となったのであり、また、見捨てることによって見捨てられた者 
となったからである。 

七十人の訳者たちは、もちろん、かれらのことを、「神の使者たち」「神の子たち」とよんだ 
のであった。もっとも、すべての写本がこのようないいかたをしているわけではない。という 
のは、ある写本はただ「神の子たち」とだけよんでいるからである。しかし、ユダャ人たちが 
他の訳者にまさってすぐれていると見なしているアクィラは、「神の使者たち」とも「神の子 
たち」とも訳さずに、「神々の子たち」と訳している。いずれも真である。なぜなら、かれら 
は神の子たちであったのであって、その御父のもとでは、かれらの父親たちの兄弟でもあった 
からである。そして、かれらは神々から生れたのであるから、「神々の子たち」でもある。『詩 
篇』において、「わたしはいった。『あなたたちは神々である。あなたたちはすべていと高きか 
たの子らである』」と述べているところにしたがって、神々と共にかれら自身も神々であった 
からである。 

七十人の訳者たちが預言の霊を受けていたと考えるのは正当であろう。それで、もしもかれ 
らがその霊の権威によって何かを改変したり、翻訳にあたってちがったふうに表現したとして 
も、その表現が神的な力によって促されたものであることを疑ってはならないであろう。もっ 
とも、へブライ語ではここの表現は曖昧であって、「神の子たち」とも「神々の子たち」とも 
訳されうるのであるが。 
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I 5651 
な!1<れ：身^^ 

て も、それらは多くの誤りを含んでぃる£、正典としての^を? 4 て,1 'のことを書ぃ 
たしかに、アダムから第七番目の代にあたるニノクが神的な力に iyuui '- d ” 

fcf と r — す！！ない。11111力て述へ 

(1 五) 

^ヨハ?|人たちの神|ぃて、代|たちにょって注意深く保管さ|| 
た正典の|その記事がなぃの|?1|:!; 11 ^^〔1;.て書 

I って、代-にゎたって—されながら1てぃたと認め！証 

て：？；る1!ぁ T ノクの名の—出されてぃて、巨人—っぃて、かれらは人間の tl 
を^て^なかったとぃぅょぅな！—してぃ—は、じ i ノ■身の 

る。多く—1、他の預言者たちの！とにまたもつと時代の— 
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端者たちから使徒たちの名の もとに 提出されたりする。それらはすべて、慎重な吟味の結果、 

正典としての権威からは除外されて、外典という名称でもって位置づけられているのである。 

このようなわけで、へブラィ人とキリスト教徒の正典の書にしたがえば、洪水以前に多くの 
巨人が存在していたこと、そして、かれらがこの世に生れた人間たちの社会の民であったこと、 
—— これらのことは疑えない。しかし、神の子たち——それは肉にしたがえばセッの子孫であ 
った I は、義 しさを 見捨ててこの社会へ転落していったのであった。かれらからも巨人が生 
れたとしても不思議ではない。すべての者が巨人であったわけではないけれども、とにかく、 
その当時は洪水以後の他のどの時代よりもはるかに多くの巨人たちが存在したのであった1 

創造者がこのような者たちをつくろうと決心なさったのは、知恵ある者にとっては、身体の 
美しさのみならずその大きさや強さ も、 重要な価値をもつものと見なされてはならないという 
ことを、このような例によっても明示されるためであった。知恵ある者は、霊的にして不滅の、 
そしてはるかにすぐれた堅固な善によって幸福にされるのである。この善は、善き者にも悪し 
き者にも共通するようなものではなく、ただ善き者にのみ固有のものである。この事実を他の 
預言者がとくに強調して語っている。「そこには有名な巨人たちがいたのだった。かれらはは 
じめから背丈が大きく、戦いに秀でていた。しかし、主は、かれらを選び出さず、知識の道を 
かれらに与えようとはなさらなかった。かれらが滅びたのは知恵をもたなかったからであった。 
かれらはその思慮の無さゆえに減んでいった」。 

(一)本書第三巻第五章。 



105 


第十五巻第二十三章 


(二)「詩篇」一〇四の四。 。 

いる女たちと交わるといわれた0 

(五) Dusius . ヶル ト族の精といわれる。 

(六) 本書第八卷第十五章参照。 

(七) 「。ヘテロの 第二の手紙」二の四。 

(八) 「マルコにょる 福音書」一の二。 

(九) 「マラキ 書」二の七。 

(一〇)「創世記」六の四参照。 

(一一)本卷第九章参照。 

一一議 

といわれる。 

(一四) 「詩篇」八二の六。 

(一五) 「ユダの 手紙」一四。 

(一六) 「バルク書」三の二五丄一八。 
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第二十四章 

「あと百二十年であろう」といわれた神のことばについて 

ところで、神が「かれらの日かずはあと百二十年であろう」と語られたとき、このことばが、 
そののち人びとは百二十年をこえて生きることがないということを予告されたものと受けとっ 
てはならない。洪水ののちにも人びとはそれ以前と同じように五百年以上も生きたのを見るの 
だからである。神がこれを語られたのは、ノアがおよそ五百歳に達したとき、すなわち正確に 
は生涯の四百八十年のときであったと理解されねばならない。聖書の習慣では、いくらかの端 
数があっても全体的な数でよぶため、五百歳といわれるのである。もちろん、洪水がおこった 
のは、ノアの生涯の第六百年目、第二の月のことであった。そこで、滅亡へ帰せしめられる人 
びとはなおも百二十年ほど生き、その期間がすぎ去ったとき、かれらは洪水によって抹消され 
るであろうと予告されたわけである。 

そして、洪水がおこったのは、もはや地上に、不信仰な者たちにたいして罰として求められ 
るような死によって死ぬに値しなかった者は見いだされない時点であったと信じられるのも、 
理由のないことではない。もちろん、その種の死が、いつかはやはり死なねばならない善き者 
たちにとって、死後害になるような何かを与えることはないのであるが、しかし、それにもか 
かわらず聖なる書がセツの種から出た者として挙げているところの者たちのうち、だれも洪水 
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1 get の'^。し—、洪水の原因—の—へている。「主なる神 

土、人間の 悪意が地上にはびこり、心のな力て思うこと寸〈マ ？_ r I こ。 申 i 、 フ, dt 。 
い H こ。申丈、 地上に人間をつくったことを熟考され、心のうちて再考れテ-神 tv 、 £3 
し以くった人間を地のおもてからぬぐい去ろう I °人間も、家畜も、這う 
鳥も。 わたしはこれら e も e をつくつた-」と—いる』と」 

(一)「創世記」六の三。 

(一一) 同上、七の一一参照。 

(三)同上、六の五—七。 


第二十五章 

神の怒りはご自身の不変の静けさを乱すものではない 
串の怒りとは、その精神の動乱のことではなく、それをとおして罪にた^ 

る f I 。他方、神の—再考といぅのは、変化す^^6 vi-tuu < $あ 
〇 、0丈、神こま、人？5に見られるょぅな自分の行為を悔1 I 、 

り i ?) あら n につ1 - Ci のその決定は、確実な予知と同じく、揺るぎのないものだから 
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る。けれども、もしも聖書がこのような用語を用いなかったとしたら、どのような種類の人間 
にとっても十分に近しいものとなって滲透することはないであろう。聖書はすべての人間に助 
言を与えようとするものなのであって、それは、高慢な者を脅えさせ、怠慢な者を奮いたたせ、 
求める者を励まし、知解力のある者を養育するためである。このことは、聖書がまず先に身を 
屈めて、いわば、下に横たわっている者のところへ下降してくるのでなかったら、不可能とな 
るであろう。 

ところで、聖書が地上と空の生き物のすべての滅亡を告げるとき、それは、目前に迫ってい 
る災いの大きさを示そうとしているのであって、理性を欠いた生き物たちに、それらのものも 
罪を犯したのであるかのように、壊滅の脅しをもって迫っているのではないのである。 


第二十六章 

ノアの箱舟によつて象徴されていることがらについて 

ノアは義しい人であつた。真理を告げる聖書がかれについて語つているよぅに、かれは、そ 
の同じ時代の人びとのなかで完全な人であつた(もちろん、それは、神の国の民がそれによつ 
て天使たちに等しくされるあの不死性によつて成就される完全性ではなく、 この 世の巡礼の旅 
にあつて可能であるよぅな完全性である)。 このノアに むかつて、いまや神は、箱舟を つくる 
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い、四角に組み立てられたものは、あなたがどれほどひっくり返そうとしても堅く立っている 
であろう。この箱舟の構造にかんして述べられている他の こと も、 教会の諸々 のこと がらのし 
るしとなつているのである。 

しかし、これらのことをいま追求することは長たらしくなってしまうであろう。わたしはす 
でに、マニ教徒ファウストウスを論駁するために著わした書のなかでこれをおこなったのであ 
った。ファウストウスは、へブラィ人の諸書にキリストにかんするあることが預言されている 
のを否定したのであった。けれども、だれかがわたし以上に、さらに別のだれかがそれ以上に 
より適切に説明してくれるということもありうることである。いずれにしても、これを解釈す 
る者が、これらの記事を記した著者が意味したところのことからかけはなれることをのぞまな 
いなら、ここに述べられていることはすべて、わたしたちがいま語っているところのこの神の 
国 —— それは、あたかも洪水のなかにあるようにこの邪悪な世にあって巡礼の旅をつづけてい 
るのである——に関連づけられねばならない。 

例をあげる A ら、だれかあるひとがここの箇所の「あなたは箱舟に、一階と二階と三階の階 
をつくりなさい」と記されていることについて、わたしが上述の著書で述べたのとはちがった 
ふうに理解しようとすることもあるであろう。わたしは教会を暗示していると解釈したのであ 
って、それというのは、教会はすべての民から集められるのであるが、それは、割礼を受けた 
者と無割礼の者——使徒はユダヤ人とギリシア人という別の仕方でよんでいる——という二つ 
の種類を含んでいるゆえに二階といわれたのだと述べたのであった。他方、教会が三階といわ 
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れるのは、洪水ののち、ノアの三人の息子たちからすべての民が再興されたということによる 
のであるが、ちがったふうに解釈しようとするひとは、「信仰の規準」からそれていない別の 
解釈を述べるべきである。 , 

たとえば、神は、箱舟が最下の階にだけではなくその上の階(これを二階といわれた)にも、 
またその上の階(これを三階とおよびになった)にも住む場所を設けるようおのぞみになったの 
であるが、それは、居住が下から三階へ向かって上方へ高められていくためであった。このば 
あい、使徒が賞揚しているあの三つのもの、すなわち信仰、希望、愛と理解することができる 
であろ^。さらに、これについて、もしかしてもっと適切な説明として、これらは福音書のあ 
の三つの豊かさ、すなわち「三十倍、六十倍、百倍」のことであると理解することもできるで 
あ^ 50 。つまり、一番下には婚姻の貞潔が、その上には寡婦の貞潔が、そして最上の階には童 
貞の貞潔が住むのである。もっとすぐれたことが、この国の信仰に合致した仕方で解釈された 
り ホ r 、 へられたりすること もありえよう。 しかし、同じことを、わたしは他の可能なすべての解 
釈についてもいっておきたいのである。なぜなら、解釈は多様であるとしても、すくなくとも 
それらは ヵトリック 信仰に合致した一つの規準に則したものでなければならないからである。 

(一) 「創世記」六の九。 

(二) 「テモテへの第一の手紙」二の五。 

(三) 「ヨハネによる福音書」一九の三四。 

(四) 洗礼と聖なる交わりを象徴する水と血。 
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(五) 『マニ教徒ファゥストゥス論駁』(四〇〇年)、とくに第士一章参照。 

(六) 「創世記」六の一六。 

(七) 「ローマ人への手紙」一の一六、三の九、「ガラテヤ人への手紙」三の二八参照。 

(八) 本卷第七章参照。 

(九) 「コリント人への第一の手紙」一三のニーー。 

(一〇)「マタイによる福音書」一三の八参照。 


第二十七章 

箱舟と洪水の話はどのように受けとられるべきであるか 

しかしながら、これらのことが記されているのは無意味であるとか、ここでは、いかなる比 
喩的意味もないのであってただ実際におこったことの事実のみが求められるべきであるとか、 
またその反対に、これらのことは実際におこったのではなく、そのことばはまったく象徴的像 
にすぎないのだとか、あるいは、それがどのようなものであれ、教会についての預言にけっし 
て関連していない、などと考えてはならない。 

じっさい、ねじれた心の持ち主でなければ、いったいだれが、数千年を通じてこれほどの敬 
虔な心をもってこのように秩序正しい伝承によって見守られてきた書が無意味に書かれたもの 
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であるとか、あるいは、そこでは たんに実際におこった事実のみが顧慮されるべき である、 な 
どと 主張す るであろうか。 他の ことは 省略するために一つの点を とりあげよう。 箱舟をこれほ 
ど大きなも Quf るを— かった® は、動物たちの数の大きさのゆえであった® なら、 清い 
動物と 不浄な動物について、どちらも同数を保護す る ことが？ たのに、 なにゆ^清いものを 
一一つがいずつ、不浄なものを七つがいずつ積み込まねばならなかったので— うか。 あるいは 
また、 それら SQ 再興 S ' ために保護を命じられた神が、はじめにそれらのものを創造された 
のと 同じ仕方であらためてつくる ことは おできにならなかったのであろう か。 

それにたいして、ここには 実際に おこった 事実が— のではなく、ただ象徴的に表示される 
べき諸々のことがらについての 像 だけがあるのだと 断言す る者たちがいる。かれらはなにより 
も、 水が増えて S も高い山々 を 十五キュビトもこえたというような大きな洪水はおこりえなか 
ったと考えているので—。才 i ンポスの山の頂きは、—りに高く、それはもはや天のよ 
うであって、 大気が より濃密となって 風や霧や雨が生じる ところではないために、頂きの上に 
雲が集まるのは不可能であるということを引き合いに 出す ので—。かれらは、—ゆる元素 
のなかでも最も濃密な元素である 土が、 その高いところに存在しえたということに 注意を して 
いないのである。 

それともかれらは、もしかして、山の頂きが土から成っていることを否定しようとでもして 
いるので— うか。それではなに？に、諸元素について高さを測定したり重さを量ったりす 
るこれらの者たちは、土よりも水のほうがより高くより軽いものであるといっておりながら' 
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土にはあれほどの高い領域にまで高められる ことが ゆるされて、水にはそれがゆるされなかっ 
た、と主張するのであろうか。より重くより低いところに位置する土が、かくも長い年月のめ 
ぐりを通じて静穏な天の領域に入り込む ことができて、 より軽くより上に位置する水には、 ご 
くわずかな時間さえそれがゆるされなかったのはどういうわけであるか、何か理由を示してく 
れるのであろうか。 

かれらはまた、あの箱舟の容量では、雌雄両方の、不浄な種の二つがいずつ、清い種の七つ 
がいずつというかくも多くの種類の動物を収容する ことは 不可能であったというのである。わ 
たしには、かれらがただ長さ三百キュビト、幅五十キュビトだけを勘定に入れて、その上の階 
にもさらにもう一つ上の階にも同じだけの広さがあるのを考慮に入れていないようにおもわれ 
るのである。つまり、それによって、あのキュビトは三倍になるのであって、長さ九百キュビ 
卜 、幅百五十キュ ビトの 大きさになるわけである。 

さらにわたしたちは、オリゲネスがけっして不適切でない仕方で付け加えたところのことを 
考慮に入れてよいであろう。そのばあい、「神の人」モーセは、聖書に記されているように、 
「(幾何学を愛好した)エジプト人の知識をことごとく授けられていた」のであって、したがっ 
て、幾何学的キュビトを意味することもありうるというのである。そのことを考えるなら、そ 
の箱舟の大きさは、ひじょうに多くの量を収容する力をもっていたことはだれにもわかるので 
はなかろうか。 

他方、これほど大きな箱舟をつくることは不可能であったと反論するなら、それはまったく 
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無用で不当なことをいつているのである。それは、当時すでに巨大な都市力 I f いし 
1 i つていて、しか4、あ 1® 11とを見^ 
CX 10。 こ•た、もしかして、石と石とを付着させるのには石灰だけて固 
て、 U で、成— (51 t マィレも張り6ぐらされるので—が、材木と材木とを付着させるのに 
できるのて、城壁は何マィノ— y 矛 て…，、 un こゎ 、 nt 湾曲 
商め金や締めくぎ、びょう、瀝青の—よつては不可能であて 35® 
LsfciM して1なく、長さも幅もまつすぐの線で延ばして建造された、と" 

」otv U 間の力にょって海へ送り出—でなく、大波がゃって—と 

も難破 i — い i 、 人—2よつて|よりもむし— f て瓶 

海の操縦が—れるので—。„こつ g 出てくる P 1、 まつたく小さな動 
ところで、微細な点にまで穿つて問われるときに£'5誰してる4?铲こぐ、のもの 

- fc » ミんするも t であ〇 t て、これらの小動物は、神がお命じになつたと—限 — U 
_ yu ii - 、 hi い— —つた か、 と#のであ n 
U その数よ - • 1 こ、 し なに よりもまず、 「地面—う もの」と、われて、 
I H ^ l — つぃて、 r . r ぅ I 1 解さ 1 ぁると指摘してぉかねばな I I ハ 
nr 魚パ”に水中を1だけでなく、貧の鳥たちのよう1 泳 

め0、水の中で生きることのできる動物たちは、箱舟に|る必要がな力つたの"と\ 




116 


ことである。 

さらに、「それらは雄と雌でなければならない」といわれているのであるが、たしかにそれ 
は、種が再興されるためにいわれたのだと解される。それゆえに、さまざまな物やさまざまな 
物の腐朽から交尾なしに生じてくる小動物がそこに存在しなければならなかったわけではない 
のである。あるいは、もしもそれが存在したのであれば、それらが通常家にいるように一定の 
数に限定されずに存在しえたのである。それとも、ここで問題とされていることはきわめて神 
聖な秘義であって、これほどの崇高なことがらの象徴的な像が、現実に、本性からして禁じら 
れて水の中に生きることのできないすベての小動物があの一定数だけそこに存在したという仕 
方以外では実現されなかったとしても、これは、あの人やあの人びとの配慮によるものではな 
く、神の配慮によるものであった。すなわち、ノアがそれら小動物をつかまえて入れたわけで 
なく、小動物たちがやって来てそのなかへ入るのを許容したのであった。 

「かれらをあなたのところに入れなさい」といわれた意味はここにある。それは 人間の 行為 
によるのではなく、神の合図によるのである。そのなかに性別を欠く動物たちが含まれていた 
と考えるべきではないことは確かである。というのは、「それらは雄と雌でなければならない」 
と明確に規定されているからである。じっさい、雌雄が交尾することなくしてさまざまな物か 
ら生じる他の動物たちがいる。それらは、そののちに交尾し、増殖する。蚊がその例である。 
他方、蜂のように雌雄の区別のないものがある。さらに、雄と雌のらばのように、子どもを生 
むことはしないけれども性別を見せている動物がある。それらが箱舟にいたなら不思議なこと 
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であろう。むしろ、そ—、すなわち馬とろばの種がそこにいれば十分で—う。同じこ 
とは、異なっ is 交配によって何か別 S を生むような他の動物についてもい—であろう- 
しかし、 これも秘義に関連した動物であったのなら箱舟にいたので—。 この種も雄と雌をも 
っているからである。 

ある人びとはまた、肉しか食べないと見なされている動物たちが、箱舟のなかでどんな種類 
の®をとることができたかということをよく問題にする。肉食動物の®のためには欠力せな^ 
ものとしてそこに含めざるをえなかったような動物たちが、神の指図に違反することなしに 
定められた数をこえて余分にいたので—か。それとも、むしろありうると考えられることで 
あるが、すべての動物に適した肉以外に、何か糧食となるものがそこにあったのである力事 
実、わたしたちは、肉を食べ物とする多くの動物たちが、木の実や果実を、とくに無花果や栗 
の実を食べるのを知っている。それゆえ、あの賢明で義しい人が、それぞれの動物に適したも 
のが何で—かということについて神の震1け、肉を用いないでそれぞれの種—った食 
ベ物を準備し貯えていたとしても不思議ではないのではなかろうか。 

しかし、空愎が食べる よう 強いることのないようなものが何かあるであろうか。ある L は 
神，へ、美味しくそして体のためによいものとしてくださることの不可能なものが何かあるであ 
ろうか。 餌を とる という こと 自体がこの太いなる秘義の象徴像の実現のため1合しないばあ 
いには、じつに神が神的な力の容易さをもって、動物た•ちに食べ物なくして生きていくことを 
おゆるしになるのである。しかし、じっさいにおこったこれほど多くのしるしが教会について 
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の象徴的予示に関連しているものではないなどと考えるのは、ただ論争好きな者のみがおこな 
うところであって、だれもそのように考えることはゆるされない。じっさい、すでに諸々の民 
が教会を満たしており、そして、清い者も清くない者も、定められた終極に達するまでのあい 
だ、教会の一体性という骨組みのなかに共に繫がれているのであって、このじつに明白な事実 
からして、他のかなり曖昧に示されて仲々認めにくいような象徴についても疑うことはゆるさ 
れないのである。 

このようなことであるから、いかに頑固な者であっても、これらが何の意図もなく書かれた 
ものであると敢て考えはしないであろうし、また、これらがじっさいにおこったことであるの 
に何の意味も表示していないとか、記されていることは事実ではなくたんなる象徴的なもので 
あるにすぎないか、それらが教会と関連しているものは何もない、などと、いかにもまことし 
やかにいうことはできない。そうではなく、むしろわたしたちは、それらが知恵をもって記録 
に留められたものであり、そして、それらはじっさいにおこったことであって何ごとかを表示 
しており、その何ごとかは教会の預言的な像と関連しているのだと信じなければならない。 

いまやこの点にまで達したので、この巻は閉じなければならない。二つの国、すなわち人間 
にしたがって生きるこの世の国と神にしたがって生きる天上の国の進展を、洪水ののち、さら 
にそれにつづく時期において吟味するためである。 

(一) 『マニ教徒ファゥストゥス論駁』一二の一五、三八参照。 

(二) オリゲネス『創世記にかんする説教』二の二参照。 
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(三) 「使徒行伝」七のニニ。 

(四) 「創世記」六の. 二〇 

(五) 「創世記」六の一九 

(六) 同上、六の一一〇。 
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第十六巻 


第 一 章 

洪水ののちアブラハムの時までの聖なる国の進展について 

洪水ののち、聖なる国の進展について、それが持続されたのであるか、それとも不信仰の時 
代が介入してさえぎられて、真実にして一なる神を礼拝する人間が存在しなかったのであるか、 
——聖なる書の明らかな記述によってその足跡を見いだすことは困難である。それというのも、 
わたしたちは、正典の諸書に、ノアがその妻や三人の息子たちとそれらの者の妻たちと共に箱 
舟によって洪水の破滅を免れるにふさわしい者とされて以後、アブラハムの時まで、ノアが、 
その預言者的な直観と予見とによってはるかな将来におこるべきところのことを知って、二人 
の息子——セムとヤぺテ——を預言的な祝福のことばをもって推賞するという事実を除いては、 
だれかその信仰深い心が明白な神的証言によって示されたような者を見いださないからである。 

ここからしてまた、ノアがその真中の息子すなわち長子よりも年下で末子よりも年上である 
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息子を呪うということがおこったのである。その息子は父親に対して罪を犯したのであった。 
ノアは、かれを、かれ自身においてではなく、その息子——ノアにとって孫にあたる——にお 
いて、「カナンは呪われよ。かれは僕となってその兄弟たちに仕える者となるであろう」とい 
うことばをもって呪ったのである。カナンはハムの息子であって、ハムは眠っている父親の裸 
を覆わず、むしろ顔をそむけてそれを見なかったのであった。だからして、ノアは長子と末子 
の二人の息子を祝福して、「セムの神であられる主はほむべきかな、カナンはその僕となれ。 
神はャぺテを大きくされて.セムの天幕に住まわせられるように」と付け加えていったのである 
が、これらのことは、ノア自身によるぶどう畑の栽培、ぶどうの実によっておこった酩酊、眠 
っていて裸となったこと、そしてそこでおこったことや記されている他のことと同じように、 
預言的な意義をはらんでおり、ヴヱールで覆われているのである。 

(一) 「創世記」九の二五。 

(二) 同上、九の二七。 

(三) 『マニ教徒ファウストウス論駿』一二の一四—四一参照。本卷第七章においてくり返される。 


第二章 

ノアの息子たちについての預言的象徴 
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さらに、ノアの真中の息子ハムは「熱い」と訳 urr スののうちに41諸々 
の兄弟たちから離されてそれまであ¥かれが、知恵の—よつてでなく 
の民の豊かな U ち u - cA れ；^ 『 族—味していないのなら何を意味してい 
不寛容の—よつてい Ml たせて聖徒たちの平和を 

fiII u — め。漏^^^^^^^^^^^ 

afl!lf!!Fxi!tllil!l,!l^^ 

だからして、 r 教育の—子は賢くなり無會す—— 



124 


とも記されているのである。じっさい、カトリックの信仰に属している多くのことが異端者た 
ちの熱狂的な騒ぎ立てによってさまざまに取り沙汰されているのであるが、そのために、かれ 
らに相対して弁護することができるよう、かれらがいっそう注意深く検討され、いっそうはっ 
きりと理解され、いっそう真剣に公表されて、こうして敵対者によって立てられた問題がかえ 
って学びの機会となるのである。しかもなお、ノアの真中の息子は、まったく公然と分離され 
た者たちだけでなくキリスト教徒の名を誇りにしながらも破滅的な生をおくっている者たちす 
ベてを象徴的に表わしていると考えるのは不当なことではない。じっさい、かれらは、あの人 
の裸によって暗示されているところの受難を告白し、知らせてはいるが、悪しき行為によって 
それを汚しているのだからである。 

それゆえに「あなたたちはその実によってかれらを見分けるであろう」といわれているのは、 
このような者たちのことについてである。そのためにハムは、かれ自身の息子において、いう 
なればかれ自身の実において——すなわち、かれ自身の「はたらき」において——呪われたの 
であった。だからして、この息子であるカナンという名がかれらの「動き」と訳されるのも不 
都合なことではないのである。これは、かれらの「はたらき」にほかならないのではなかろう 
か。それにたいしてセムとヤぺテは、いわば割礼を受けた者と無割礼の者を、あるいは使徒が 
別の仕方でユダヤ人と ギリシア 人とよんだところのものを表わしている。もちろんそれは召さ 
れた者、義とされた者にのみについていわれるのではあるが——。かれらは、救い主の受難を 
意味したところの父親の裸を何らかの仕方で知ったとき、着物を取り、自分たちの背中に掛け 
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てう|なつ1、 父 111。かれら11 
を見なかつたので—。 、、て、 b たしたちのためにおこな 
じっさぃ 、ゎ たし ri は ttlII : タキ K 卜ち ssgsJ いてては Ir 向けるので—着物 
われたところのことを敬、そて、 あのと き、すなわちヤぺ 
は^卜1 

兄弟，」ちの— Kmr — で—善き者は、忍耐1ため u t らへ i 

1 IP !、 I を巧 ■!Illy 

からぬ理由のために. t スト s I へ >lf nrr ぃ r もキリスト—ベ—てぃるのでぁ 
(1 か巧“。 T っ”“ F ”」 自身が「万軍の主のぶどう畑とはィスラユルの家一 
る」と一 s u 一 S : つて、—のぶどう畑—、ぶどう酒1るのである( 

一一1 Vi 父ょ、で—と——わ 

ころのあの杯のことが 理解され るで—うキリスはそれに 

维を示しておられるのである 
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あるいは、ぶどう酒はぶどう畑の産物.であるがゆえに、それによってむしろつぎのことが意 
味されたのかもしれない。つまり、ご自身が苦しみを受けられるために、このぶどう畑すなわ 
ちイスラエル人の民族からわたしたちのための肉と血を受けとられたということである)。ま 
た「かれは酩酊した」というのは、苦しみを受けられたということであり、そして「裸になっ 
た」のである。裸になったとき、まさにその者の弱さがさらけ出される——はっきりと現れ 

る-ということである。これにかんしては、使徒が「(キリストは)弱さのゆえに十字架につ 

けられたのではあるが」といっている。だからして使徒はまた、「神の弱さは人間よりも強く、 
神の愚かさは人間よりも賢い」というのである。 

しかし、「かれは裸になった」といったあとで、「自分の1切」と付け加えて記されているの 
であるが、このことは、 キリスト がご自身の肉の種族とご自身の血のつながった家族から、い 
ずれにしてもユダヤ人から、十字架の死を耐え忍ばれるであろうことを巧みに示している。劣 
悪な人びとは、キリストのこの受難を外でただ音声を張りあげて知らせる。かれらは自分たち 
の知らせているところのことを理解してはいないからである。他方、まともな人びとは、かく 
も大いなる秘義を内なる人において抱き、神の弱さと愚かさとを、それが人間よりも強く賢い 
がゆえに、心の内奥において敬うのである。これらのことがらの象徴的な像は、ハムが出てノ 
ァの裸を外で知らせたのであるが、セムとヤぺテはそれを覆うために、つまりそれを敬うため 
に、うちへ入ってきた、すなわち、それをいっそう内面的なものとして性格づけたということ 
に現されている。 
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神的な書のこのような 隠された意味をわたしたちは力の及ぶかぎり探究するので ある。 それ 
らの探究の適切さについては、人によってその度合を異にするで— う。しかし、 すくなくと 
も わたしたちは、 おこっ た出来事が、つねに来たるべきも®について®何らか®予示的な像て 
あり、またつねにキリストとその教会—それは神の国で—— i 連''つけられる f もの 
であることを、つよく奮しているので—。じっさい、教会についての予告は人類のは'しめ 
から欠けること*なかったのであって、わたしたちはその予告があらゆるものにおいて成就さ 

れるのを見るので—。したがって、ノァの二人 S 子が1、そ^；5*中の一人©息子が 

況われてのちァブラハムに至るまで、記録は、千年以上もの年月にわたって、敬虔な心をもっ 
て神を 礼军しただれか正しい人びとのことについて—したま f なっているので—。 

わた. i 、 そのような人びとが存在しなかったと考—はおもわない。けれども、その 
ような人びとのすベてについて言及されるなら、ひじょうに長たらしくなってしまうことであ 
ろうし、 I 、預言的な予見よりもこれら®史実的な精密さの著しいものとなってしまうてあ 
ろう。それゆ.えに、これらの聖なる霧の記者、と V よりはむしろ記者を媒介とした神の霊 
i 、 たんに過ぎ去った歴史が語られることだけでなく、将来におこるべきこと、そして何より 
も神の国に関連するところ e も®が予告されることをも探究しようとしたので—。それとい 
う^、その国の民でない人びとについてここで述べられているところのことはすべて、その 
国が比較対照されることにより引き立てられ浮—り—れるため1ベられて^る®た力ら 
である。たしかに、おこった出来事として語られるすべてのことが何かを象徴的に意味して"" 
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ると見なすべきではないが、しかし、とくに象徴的な意味をもたないところのことも、何かを 
意味することがらのために編み込まれているのである。 

じっさい、土地が切り開かれるのはただ鋤ベらのみによることではあるが、しかし、そのこ 
とがなされるためには鋤の他の諸々の部分も必要である。同じく、音楽については琴やそれに 
類する楽器の弦のみが音色に合わせられるのではあるが、しかし、それに合わせられるために 
他の部分もその楽器の構造に含まれているのである。それらは奏者によって打ち鳴らされるの 
ではないが、弦が打たれたときに共鳴するものとしてそれに結合されている。そのよぅに、預 
言的な史実においては、それ自身において象徴的意味をもたないあるものも語られるのである 
が、.しかし、象徴的な意味をもつものはそれらに繫がっており、ある意味で固く結び付けられ 
ているのである。 

(一) 「雅歌」一の三。 

(二) セムは「名前」 ( sem ) に、ヤぺテは「広く開かれた」 ( pplthplh ) の意にそれぞれ結び付けられる。ハム 
が「熱い」 ( ham ) に由来するといぅのは可能性として考えられる。 

(三) 「口丨マ人への手紙」一一の一六参照。 

(四) 同上、二の二五参照。 

(五) 「コリント人への第一の手紙」一一の一九。 

(六) 「歳言」一〇の五(七十人訳)。 

(七) 「マタィによる福音書」七の二〇。 

(八) opus . 
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(( fo ) lh . ンという名は、おそらく「屈めた」「低くした」—味する—からとられた のであろう。 
そうで あれゴ、アウグスティヌスの 解釈は正当とはいえな I 。 

(一一) 「創世記」九の二三参照。 

(一二) 「ピリピ 人への手紙」一の一八。 

(一三) 「イザヤ書」五の七。 

(一四) 「マ タイに ょる 福音書」一一〇のニニ。 

(一 五) 同上、二六の三九。 

(一六) 「創世記」九のニー。 

(一七) 「コリント 人への第二の手紙」一三の四。 

(一八) 「コリント 人への第一の手紙」一の二五。 

(0 一一 Qi 一 1の世年^^一|ってぃる。ゥルガ-夕で|九十年|。 


第三章 

ノアの 三人の息子たちの子孫の系図について 

そこ e 、 つぎにわたしたちは、ノアの學たちから出—世代—察しなければ ならない。 
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そして、それについて述べなければならないとおもわれるところのことを、歴史をとおして二 
つの国——すなわちこの世の国と天上の国——の進展を示すこの書のなかへ織り込まなければ 
ならない。さて、記述は、ャぺテとよばれた一番下の息子からはじめられている。かれの息子 
については八人の名が挙げられ、さらにその二人の息子から七人の孫——一人の息子から三人 
の、そして他の一人の息子から四人の孫 I が挙げられている。したがって、全部で十五人の 
名が挙げられているわけである。ノアの真中の息子であるハムの息子たちは四人であるが、そ 
の一人の息子から五人の孫が、そして一人の孫から二人の曾孫が挙げられており、全部で十一 
人の名が挙げられている。 

これらの名が挙げられてのち、いわば長たる者へ とも どって、つぎのように述べられている。 
r さて、クシは ニムロ デを生んだ。この ニムロ デは地上の最初の勢力者となったのであった。 
かれは主なる神の御前に強力な狩人であった。ここからして『-ー ムロ デのごとき主の御前に強 
い狩人』ということわざがはじまったのである。かれの王国はシナルの地にあるバビロン、エ 
レク 、アカ デ、カルネにはじまった。その地からかれは アッ スルに出て、-1ネベ、レ ホボお よ 
びカラの都市、そして-ーネベとカラとのあいだにある偉大な都市レセンを建設した J 。 

勢力者 二 AP デの父であるこの クシは、 ハムの息子たちのなかで最初に名が挙げられている 
者なのであるが、その五人の息子および二人の孫はすでに数えられたことであった。しかし、 
クシがこの勢力者を生んだのは、かれの孫たちの誕生ののちであったか、あるいはいっそう信 
頼で きる のは、聖書はこの者の際立った存在ゆえに切り離して語ったということである。じっ 
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さい、—霞1貪ている— ^'て、そ謹名なパビ 

ロンの都市であり、また、それと並んで挙げられている都市や地方 81 &の^^ スレ..出て、-一 
'かし、かの地、すなわちニムロデの王国に属していたシナルの地力 '''力：。 
ネベおよび-ーネベ—合— S 都市を建設したことはずつとのち U- おこパ こ ik ?> 
飞—の〕で者 t 、 アツシリア 人のこの王国の名声のためにこの機会を f 用して このこ-角 
■おった。この王国は、ベルスの學でぁり大都市-ーネベの創設者で^^ 
のもとにおど t へき拡張を見せたので あつた。 その都市の 名は、 かの—者^来!; H 
であつて、-1ネベ？ーヌスからそぅよばれるので ある。他方、 アツシリア人の馨と"^ 
ツスレ i、 ノアの真中の息子であつたハムの息子た 5 -fc のひとりで はなく、 ノアの"ちは# a * 
1子であつた七ムの息子たち？ち|い|れる。だからして、のちに^勢^.^て 
vf 入1そこからさら—んで他の諸都市—その最初のものが-ーヌスの名-ナヵ 
ニネ^よばれ——|1設す|至つ—たちが、じつは t の系列から出ナと 

いぅことが明らかとなる。 、(三)。一二 vicnp 系 
ここ か—、 ミツラィムとよばれた、の他の息子へ U ど ^^ h ' L - fc-C パ M 
たち Q ことが述べられているのである。しかしそれは個々の人备と 1-+- c 0B , 
して鸿へられているのである。 六番 目の民からは、あたかも六番目 
のごとくべリシテ族とよばれる民が出たと1ベられている。それ 

る。ここで— めてヵナンへもどつていせハムはこの 息子に おいて 呪われた If 
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かれから生れた十一人の者の名が挙げられているのである。それにつづいて、それらの者が ど 
の境界にまで到達したのかということについて言及されており、また、いくつかの都市が 示さ 
れている。それで、息子たちや孫たちの数が数えられるなら、ハムの子孫は三十一人を擁する 
ことになる。 

言及されねばならぬものとして残されているのは、 ノアの 長子セムの息子たちのことである0 
じっさい、これら諸々の世代の物語りは、一番末の息子からはじめられて順次進んでかれにま 
で至っているのだからである。けれども、セムの息子たちの列挙がどこからはじまっているの 
か、不明瞭さをもっている。これは説明を加えることによって明瞭にしなければならない。な 
ぜかといえば、そのことは、わたしたちが探究しているところのことがらにとってひじょうに 
重要だからである。すなわち、つぎのように読まれるのである。「そしてセムにも子が生れた。 
セムはへべルのすべての子孫の父祖であり、ャぺテの兄であっ^5」0このことばの順序は、「セ 
ムにもへベルが生れた。かれにも、すなわちセム自身にもへベルが生れたのであった。そして 
このセムはその息子たちすべての父祖である」ということになるであろう。それゆえに、 記者 
は、セムが、かれの血統から出て言及されるべきところのすべての者——息子たちや孫たち、 
あるいは曾孫たち、そしてそののちにそこから出た者たち——の族長として解されることをの 
ぞんだのであった。 

もちろんセムがこのへベルを生んだわけではない。しかし、セムはへべルの先祖たちの系列 
のうちに見いだされるのであって、五代まえにあたるのである。じっさい、セムは他の息子た 
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ちのまかにァルパクサデを生んだのであり、ァルパクサデはヵイナンを生み、ヵイナン^シャ 
一—、シャラはへべルを生んだのであった。したがって、へべルはじっ”に 
世代に—るのに、かれがセムから出た子孫たち？ちで最初—が挙げられ更1 
ちこ優先して置かれていることは理由のないことではない。つまり、「へブライ人」力力れの 
名こしたがってそのよう—付けられていわば「へべライ人」となったと1て 
ろ^—真実であるということにほかならない。もっとも、別の S りう*^て；!^ 
それ.^、かれらはァブラハムにしたがって「ァブラハイ人」といわれるようにな^0 
ると V ので—。しかし、かれらがへべルの名にしたがって「へべライ人」と;^れる-5 
こなり、そしてのちに、一文字〇)が落ちて「へブライ人」といわれるようにな口 
HI い囊で—。へブライ語はひとりイスラユル人のみが保持—ことのて"7 'rlr 
で—が、こ—いて神の国は、地上を旅する聖徒たちのうちに実現されたのてあり 
こ、哞必杓 ， M 土方こよってすべての者のうちに予示されたのである 

t し^^ バ r ムの六人の息子の名が挙げられ、次いで、その息子たちの X から四 j 
11れ.こ。 同様 こニムの息子たちの別の一人が一人の孫を 生み、— にそ—一人 
また、その曾—玄孫—たの1て、—へべ it ] °さて、へ' 
•ヘレ iKS 子を生んだが、その一人をペレグとよんだのでち った。 これは—者」 C >31 
う意味である。 そこで聖書はこの名の理由を 説明して、「なぜなら、 かれの時代に地(地上 
民) が分たれたからで ある」と 付け加えて I る 
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これによって何が意味されているのかは、のちに明らかになるであろう。へべルから生れた 
他の息子は十二人の息子たちを生んだのであった。そこで、セムの子孫はみんなで二十七人と 

なるわけである。したがって、ノアの三人の息子の子孫-すなわち、ャぺテからの十五人、 

ハムからの三十一人、セムからの二十七人-の合計は七十三人である。次いで聖書はこれに 

つづけて、「これらはセムの子孫であって、それぞれその氏族とその言語とにしたがってその 
土地とその民のうちにあった」と述べ、また同じように(ノアの)すべての系図について、「こ 
れらは、それぞれの血統と種属とによるノアの子らの氏族である。洪水ののち、これらから地 
上の諸々の民の島々が分れたのである」といっている。 

このことからして、その当時、七十三の民あるいはむしろ(のちに証明されるように)七十二 
の民が存在したと考えられるのであって、七十三人の人間が存在したというのではない。なぜ 
なら、すでにそれよりまえに、ャぺテの息子たちについて触れられた とき、 つぎのように締め 
くくられているのだからである。「これらの者たちから諸々の民の島々が分れてその地におり、 
それぞれがその言語にしたがいその氏族にしたがって、その民のうちにあった」。 

しかしながら、ハムの息子たちにおいてはすでにわたしがさきに示したように、ある箇所で、 
その氏族がいっそう明らかな仕方で述べられている。「ミッラィムはルデ人とよばれる者たち 
を生んだ」。同じ仕方で他の氏族が挙げられて七つの氏族となっている。これらすベての氏族 
が枚挙されてのち、締めくくりとして、「これらはハムの子孫であって、それぞれその氏族と 
その言語とにしたがって、その土地とその民のうちにあった」といっている。それゆえ、かな 
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り多くの者にっぃてその子どもたちのことが触れられてはぃなぃので4 lr そ: S 力 is 
が生れ1他の氏族に加えられて、自分たちの氏族をつくること力て—" 

由て U テ11列挙—いる e に、 H 二人 K / C けに d 
1 ■こ 子どもが 語られていたり、またニムの四人の息子たちの名が挙けられて L 
そのうち0|人だけについて生れた者が付け加えられていたり、セムの六人'〇息子^1〇名 
S げられているのに、その 一一 人だけについて子孫が付け加えられて"^ること一れノ 
い tff へた 雷の ほかにどん—由£るであろうか。他の者たちは子ども U た 1 h .4 w 
あったので—うか。このょうに 考える のは止めなければならない。そうてはデく"^* 
t ずれにしても、11理由—ている—の 「氏族」 という ul£<e 
なかつたのであつて、それ i は、かれらは生れた— ®氏族に加—れナカ 
である。 

(一) 「創世記」一〇の八—一二。 

(二) 同上、一〇のニニ。 


(三)同上、 
@)同上、 

(五) 同上、 

(六) 同上、 


一〇の一三、一四。 
一〇の一五—一九。 
一〇のニー。 

一〇の二五。 
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(七) 同上、 5 の三一。 

(八) 同上、一〇の三 二。 

(九) 同上、一〇の五。 

( 一〇)同上、一〇のニ ニ。 
(二)同上、一〇の二〇。 


第四章 

言語の混乱とバビロンの始まりに ついて 
•こそ H 、 これらの諸氏族はそれぞれ固有の言語をも 

力それにもかかわらず、 物語りの語り手は、 すべて ^ ui 報 M れて しる わけで— 
の時代へ と 還るので ある。そして かれ丈、 U . ~力〔一つの言語をもつていた あ 
つたかとい うこと について—し5 } 力。とうしてさまざまな言語が生じるょうにな 
一つの言語があつた。すべ T » OB 人間 cU 同じ一つ ^舌ははつぎのょうにいう。「全地には 同じ 
移動して、 . f の— 原を見 r い、方いき“一人びと—から 
あ、れんがを造り、それを 火で焼こう』 とい こ。し-/の^' r あ、つナ人ひとはたがいに『さ 
れ、しっく ぃの代り—— たの ！〆 
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第十六巻第四章 


都市をつくり、塔を建て、その頂きを天にまで届かせよう。そして、わたしたちが全地のおも 
てに散らされるまでにわたしたちの名前を高くかかげておこう』といった。主は、人間の子ら 
が建てた都市と塔を見ようとして下ってこられた。 

主なる神はいわれた。『なるほど、民は一つであり、みな同じ一つの言語である。かれらは 
このことをやりはじめたのだ。いまやかれらは、自分たちのなそうとすることに成功しないこ 
とはないであろう。さあ、わたしたちは下って行ってかれらの言葉を乱すことにしよう。そう 
すればかれらはたがいに相手の言葉を理解することはないであろう。こうして主はかれらをそ 
こから全地のおもてに散らされたので、かれらは町や塔を建てるのを止めた』。このゆえにそ 
の町は『混乱』という名でよばれることになったのであって、それというのも、ここで主が全 
地の言葉を乱されたからである。そして主なる神は、そこからかれらを全地のおもてに散らさ 
れたのであった」。 

「混乱」とよばれたこの都市はバビロンにほかならないのであって、異教徒の歴史家たちも 
また、そのおどろくべき構造を推賞しているのである。たしかに、「パビロン」という名は 
「混乱」という意味に訳される。だからして、さきに簡単に知らせたことであるが、かの勢力 
者11ムロデがその建設者であったと推論されるのである。かれについて聖書が語るとき、「か 
れの王国はバビロンにはじまった」といっているからである。すなわち、それは他の都市にま 
さってすぐれていたのであって、高慢で不敬虔な人びとが考えていたほどの規模において完成 
されたものではなかったけれども、そこはいわば首都における王の住家のようであった。 
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というのは、それが、他の塔のなかでも主要な塔として組み立てられた一つの塔のことであ 
るにせよ、あるいは、すべての塔のことであるにせよ——このばあいは集合的な単数によって 
表示されるのであって、たとえば「兵士」といわれて千人の兵士らのことが理解されたり、 
あるいは、 H ジブト人たちがモーセによって打ち倒されたときのあの災いにおいて「蛙」や 
「煌」について語られるとき、蛙や蝗の大群が意味されるごとく —— 、さきに述べられたよう 
に、その計画は「天にまで届く」ほどのおどろくべき高さがエ案されていたのだからである。 

しかし、人間的な空虚なもくろみは、いったい何をなそうとしていたのであろうか。神はす 
ベての山々を超えておられ、この霧のかかった大気の空間を超脱しておられるというのに、そ 
の神に対抗して、どのようなものをどれほどの高さに天にまで揚げようとしたのであろうか。 
要するに、霊的な上昇であれ物体的な上昇であれ、どれほど高く揚げれば神を損うというので 
あろう。天に至る確実で真実の道を、謙遜こそが、主に反抗する——かの勢力者が「主に反抗 
する狩人」といわれているように I のではなく、心を主に向かって上方へ揚げながら、前進 
させるのである。 

ある無分別な人たちはこのことを、ギリシア語の曖昧さによって誤解したのであって、「主 
に向かって」と訳す代りに「主の御前に」と訳したのである。たしかに「エナンティオ作」と 
いう語は、「向かって」と「前に」という意味をもっている。すなわち、この言葉は『詩篇』に 
おいては「わたしたちはわたしたちをおつくりになった主の御前で嘆こう」とあり、また同じ 
言葉はョブ記においては「あなたは主に向かって激怒した」と記されているのである。そこで、 
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一っ、 ct 、「 fe こ^ K する^- A =」 といぅ 意味に解され ねはならな I のである 

u 01¢ r 人」と^^称は、地上— たち—、 1 、篇 

討こ”って塔を建てた のでぁって、 その塔は不敬虔な高慢を—するも: 5 LfeLf 、 Jl '® んょ 
熱^は、それが不成功—わった—でも罰せられるのは正当なことで— 

罰 I 11 11 1 ! ^ i で！ ら、 — 1 ぉ ■ : 1 1 1、の 1 I 

こ。そのた 6、神が命じられる—に従順で—ベ— — 。；; d 
令5 i — 人びとにょってもはや理解されなくなったのである r g 
れ . r れの者は、自分が理解することのなかった相 llfh の 
き— S 間となった e で、 かの 謀りごとは無に帰すること cK 一 
諸氏族は その 言語にょって分たれて各地——れていったのてあ ;^。 

_には秘められかつ把握されない仕方でこれをおこなわれた神1ったことでナ 

((一一一))「創世記」一一の丁一 o ( ここでは 七十人訳に したがっている)。 

(三) 「創世記」一〇の一〇。 

(四) 「出エジプト記」一〇の一二以下参照。 

(五) 「創世記」一〇の九。 
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(六) contra Dominum . 

(七) ante Dominum . 

(八) ? - aw /? 

(九) 「詩篇」九五の六。 

( 一〇) r ヨブ記」一五の 


三0 


广一一 ) Venator contra Domincm . 


第五章 

「神が下つ てこられた」 とい 


ノことについて 


すなわち「主は人の子らが建てた都市と塔を 見ょぅと し 下 己 
W 、 で U 。 これは神の子ら のことではない。わたしたちが「この 世の国7 ; でさ 
h 人 6 にした力って 生— あの社会のことで—。神は、つねに、そして到るところ こ、 
全体とし V - 存在しておられ、 場所に ょって移動されることのないかたであるが、しかし 、 t 
の通常の11 il 方，^れマ— I 身 ' 
かを地上で なさる—、「下っ て こられる」 といわれるのである。 
デ-口と f つ.，て 無知で あられるといぅことはけっしてないのであるから、神が見 
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ることによってある時に何かを知るということもないのである。けれども、神がそのものを 
(他者によって)見られたり認識されたりするようになさったときに、ある時に神が「それを見、 
かつ認識される」といわれるのである。 

それゆえ、あの都市がいかに神のお気に召さないものであったかということが示されたとき、 

それは、神がそれを(他者に)見えるようになさったようには見られていなかったわけである。 

神がかの都市へ下ってこられたというのであるが、それは、神の天使たちが下ってきたゆえに 

そのように理解されうるのであって、神はかれらのうちに住んでおられるのである。そのため、 

(一) 

「主なる神はいわれた。『なるほど、民は一つであり、みな同じ一つの言語である云々』」と付 
け加えられており、さらにそれにつづいて、「さあ、わたしたちは下って行ってかれらの言葉 
を乱すことにしよう」とあるのは、「主は下ってこられた」といわれているところのことが、 
じっさいにどのようにしておこなわれたのであるかということを明らかに示すところの要約と 
いうべきであろう。 

じっさい、神がすでに下ってきておられたのなら、「さあ、わたしたちは下って行って乱す 
ことにしよう」(これは天使たちにたいしていわれたものと解される)といわれたのであるが、 
これは、天使たちが下って行くとき、神はまさにかれらのうちにおられて、天使たちをとおし 
てご自身が下って行かれたからそのようにいわれたのであって、そうでなければ何を意味する 
のであろうか。そして、神が「さあ、下って行って混乱させなさい」とはいわれず、「そこで 
わたしたちは彼らの言葉を乱すことにしよう」といわれたのはよいことであった。そのように 
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して神はご自身に仕える者たちをとおしてみずからはたらかれ、それによって、使徒が「じつ 
に、わたしたちは神の共働者である」と述べているよぅに、かれら自身も神と共に働く者であ 
ることを明らかにしているのである。 

(一) 「創世記」一一の六。 

(二) 「コリント人への第一の手紙」三の九。 


第六章 

神が天使たちにたいして語りかけられた仕方はいかなるものであったか 

人間がつくられたとき、「わたしたちは人間をつくろう」といわれているが、これは天使た 
ちにたいしていわれたものであるとも解されうるであろう。なぜなら、「わたしは人間をつく 
ろう」とはいわれなかったからである。しかし、「わたしたちの像にしたがって」とつづけら 
れているからといって、天使たちの像にしたがって人間がつくられたのだとか、あるいは天使 
たちと神とは同じ像であるなどと信じてはならない。ここでは三位の複数性と解されるのが正 
しいのである。にもかかわらず、その三位は一なる神であるがゆえに、「わたしたちはつくろ 
う」といわれてはいても「神は人間を神の像にかたどってつくられた」と語っているのである。 

「神々はつくった」とか、「神々の像にかたどって」とは語っていないのである。 
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いま論じている箇所でも、「さあ、わたしたちは下って行ってかれら—葉を乱すことに5 L 
よ f いわ1、も—1いしていわれ—と解 L - t る“^障^ 
る—、—、11たいしていわれたものとして同し — f 
されうるであろう。 しかし、1にとっては聖1によって神のもとにく！ V う〇 
がむ しろ ふさわしいのでちって、これはすなわち敬虔なる思いのことで ある。 その居" によ. 

てかれ—、 V ?かれらのあの上なる法廷の永 it 不変の豪に助言を求めるのて 
ある。と1うのは、かれ11にとって真理なのではなく、創造 go 產にあイノる. 
者だからであって、あたかも生命の泉に向かうかのようにそれへと動かされて力れ ；^ M 
自身にもとづいて所有することのないものをそれから汲みとるのである力'^の ct 、、 orj 
確固たるものである。その麗によつてけつして遠ざかることのないところへ赴""て V くナ 

神が天使たちに語りかけられるのは、わたしたちがたがいに語りあったり、“ 
したちが神や天使たちに語りかけたりするような仕方によるのでもなければま/天使 U 
自身がわたしたち—りかけたり、 S 天使たちを通してわたし— fuue - t - 
ような仕方によるのでもない。神は、いい表わすことの？ない独自の1 H 、 
る。けれども、これはわたしたちの流儀によってわたしたち——れるのてあるナ ^ t 
神のそのはたら I 先立つ語りかけはより崇高なものであって、御自身の行為そのもの^! La 、 
なる—で—。それは鳴りひびいてやがて消え去っていく—もつものではな S 力 




144 


永遠に留まりながら時間的な仕方ではたらく力をもつのである。神はこのように聖なる天使た 
ちに語りかけられたのであるが、それにたいして、はるかに離れたところに位置しているわた 
したちには異なった仕方で語られるのである。 

しかしながら、わたしたちもまた内なる耳をもって何かこのような語りかけをとらえるとき 
には天使たちに接近しているのである。したがって、この書において引きつづいて神の語りか 
けについてこれ以上わたしが説明を与えることもないであろう。というのは、不変の真理は、 
それ自身によっていい表わすことのできない仕方で理性的被造物の精神に語りかけたり、可変 
的な被造物をとおして霊的な諸々の像によってわたしたちの霊に、あるいは物体的音声によっ 
て身体の感覚に、語りかけたりするのだからである。 

「いまやかれらは自分たちのなそうとすることに成功しないことはないであろう」というこ 
とばは、たしかに断言としていわれたのではなく、むしろ問いとしていわれたものである。こ 
れは、ひとが、 

かれらは武器を取って町中から追跡しないであろうか 
というように、たとえば脅迫する者によっていわれるものである。したがってこれは、神があ 
たかも「かれらは自分たちのなそうとするすべてのことに成功しないことはないであろうか」 
といわれたのであるかのように解されねばならない。しかし、そのような意味でいわれたとし 
ても、これが脅迫を表現しているわけではない。わたしは飲み込みのおそい者のために" ne " 
という小辞を付け加えて「ないであろうか」と問いの意味に読むようにしたのである。それと 


。うのも、ことば— す — e 声 e 調子は文字で表わすことは で— いからで—。 

このょうな わけで、ノアの息子で—あの三人の人間から、七十三の 一 あるいは’のちに 
その理由が明らかにされるで—うが、むしろ七十一一の I 氏族とそれだけの数の言語が地上 
に存在しはじめ、それらル数が増大して島々を満たした®であった。しかし、氏族の数は言語 
^数ょりもはるか1大したのであ-った。じっさい、アフリヵにおいてさえ、ただ 一1 
をもった多くの野蛮な氏族をわたしたちは知っているの.である。そして、人間はたしかに、〇 A 
類が 増加して島々—みつくために船で渡るこ—たのだということを、だれが疑うて 
ろうか。 

(一) 「創世記」一の二六。 

(二) 同上、一一の七。 

(三) 「詩篇」三六の九参照。 

(四) 「創世記」二の六。 

(五) ゥヱルギリ ゥス『アエネィス』四の五九二。 
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第七章 

遠隔の島々はあらゆる種類の動物たちを、箱舟のなかで保護されていたものから受 
けとつたのであるか 

しかし、動物たちについては問題が存するのである。それは、人間の保護のもとにもなく、 
また、蛙のように土から生れるのでもなく、たとえば狼やその種の他のもののように雄と雌と 
の結合からのみ増殖するすべての種類の動物たち のこと である。それらは、箱舟のなかに入っ 
てはいなかった動物たちすべてを滅ぼした洪水ののち、いかにして島々にも存在しえたのであ 
ろうか。というのも、わたしたちは、動物たちが再興されたのは、ただ箱舟が両方の性でもっ 
て保護していた種類のものからのみであったと仮定するのだからである。 

たしかに、それらの動物たちは泳いで島々へ渡って行ったと考えることもできよう。けれど 
もそれは、ひじょうに近接した島々についてのみ可能であろう。大陸からはるか離れたところ 
に位置する島々も存在するのであって、そこへはいかなる動物も泳いで渡ることは不可能とお 
もわれる。もしも人間がそれをとらえて一緒に連れて行って、狩獬への愛着によって、かれら 
が住みついた場所にそれらの種類の動物たちを植え付けたとするなら、そのような可能性も考 
えられないわけではない。他方、神の命令ないしは許しを得て、天使たちの業によって移し置 
かれたという可能性も否定することはできないけれども-。 
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し t ながら、それらのものが、「地は生きた魂を産み出せ」と神がいわれたとき初 
起源こし 令つて地から出てきたもので—かもしれない。もしも、渡ることがて— 

において地が111み出したのなら、—、動物たち1 uoi 
いぅょりは、 教含秘義との関連—いて、さ— I 氏族を象徴的—示す d め^^ 口 
なかにすべての種—が存在していたということでなて、そのこと f そう明 
られるであろう。 

(一)「創世記」一の二四。 


奇怪な人間の起源について 

また、 つぎのょうな問いが出されるのである。すなわち、異教徒の歴史が説明し^^^パ 
1苹あ—物のょうな人間の種類が存在するので あって、 S らは；ァの肩子 
ffifcIf 14 6 れるべ|か、それ-もむしろ、息子たち—由来し！ろ^ S 〇 
一人の人間から出てきたと考えられるべきで—か、ということである。これらの—者4 
10--“こただ一っの目だけをもっと伝ぇられ¥|者には足の裏が脚部と1!^^ 
って付いていると( I 、ま1には男女両性の性質が あって、 その右胸は男性的左胸 i 女 
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性的で、たがいに交接しあって交互に生ませたり胎んだりするといわれるのである。他の者に 
は口がなく、かれらは鼻孔をとおしてただ息をするだけで生きているのである。身長がーキュ 
ビト という者もいる。 ギリシア 人はかれらのことを、「キュ ビト」 にしたがって「ピュ グマエ 
オス」とよんでいるのである。別の処では、女性は五歳で妊娠し、寿命は八年をこえないとい 

ゎれ¥ 

同様に、両足に一本の脚部しかないという種族も存在すると聞いている。かれらはひざを曲 
げることはできない。そしておどろくべき速さで走るのである。ひとはかれらのことを「スキ 
オボデス」とよぶのであるが、それは、暑いうちは地面に仰向きになって横たわり、自分の足 
の影(スキア)で覆いをするからである。ある者には首がなく、肩に目が付いている。また、力 
ルタゴの海岸の遊歩地にモザィクで画かれているような他の人種や人間らしきものは、怪奇物 
語とよばれてよいような書物から取られている。「キュノヶファルス」については、わたしは 
何をいえばよいであろうか。その犬の頭とその吠え声そのものは、かれらが人間であるという 
よりはむしろ獣であることを明示している。 

けれども、述べられた種類の人間が存在すると信じなければならぬわけではない。しかし、 
それがどこの場所であれ、人間として、すなわち理性的で死すべき生きものとして生れた者は 
だれでも、その者が身体の形態や色、動きや声、何らかの力や部分や属性の性質においてわた 
したちの感覚に異常なものとしてあらわれるとしても、あの一人の最初の人間に起源をもつも 
のであるということを信仰ある人は疑ってはならない。とはいっても、すくなくとも、大多数 
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のばあいにおいては自然の規準を保持するものが、ごくまれに不思議なものとなるということ 
は明らかである。 

ところで、わたしたちのあいだに奇怪な人間が生れることについては、このような説明が与 
えられるのであるが、そのような説明は何らかの奇怪な氏族についても与えられるのである。 
すなわち、神は万物の創造者であられるのであるが、どこで、いつ、何がつくられるべきであ 
るか、また、つくられるべきであったか、御自身が知っておられるのである。神は全体の美を、 
その諸部分について類似性と差異性とによって織り合わせる知恵をもっておられるかたである。 
けれども、総体を見渡すことのできない者は、いわば部分の醜さとして見られるものによって 
感情を害されるのであって、それというのも、かれは、その部分が何に適合しているのか、ま 
たどのように関係づけられているのか、無知だからである。 

わたしたちは、生れつき手や足の指がそれぞれ五本以上もある人間の例を知っている。これ 
はまだ比較的小さな異常である。しかしながら、たとえなにゆえに創造者がそのようになさっ 
たのか知らなくとも、だれも、創造者が人間の指の数をそのように誤っておつくりになったと 
想像するような愚かなことをおこなってはならない。このように標準からの大きな逸脱が現れ 
るとしても、神は御自身のなさることを知っておられるのであって、だれもその御業をとがめ 
る権利をもってはいないのである。ヒッポ•ディ アリ トスには、三日月のような形をした足を 
もち、それぞれの足にはただ二本の指しかなく、手も同じような人間が存在する。もしも何か 
このような種族が存在するなら、それらは珍奇で不思議な歴史のなかに入れられるであろう。 
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だからといってこのことのゆえに、そのようなものが最初につくられたあの一人の人間から 出 
たものであることをわたしたちは否定するのであろうか。 

(一二) (一三) 

ヘル マフロディト ゥスともよばれているところのアンド ロギュ ノスは、たしかに稀にしか 出 
ないのではあるが、しかし、それがまったく存在しないという時代はありえなかった。それら 
には両方の性が現れるので、どちらの性にしたがって名付けるべきであるかは不確実である。 
にもかかわらず、慣用的な語法は、よりすぐれた性、すなわち男性にしたがって呼ばれるよう 
に傾いていったのであった。なぜなら、いまだかつてだれもアンド ロギュ ナエカスとかへル マ 
フロディ タスとは呼ばなかったからである。数年前のことであるが、•たしかにまだわたしたち 
の記憶に新しい時期に、東方において、上部の肢体においては二人分、下部の肢体においては 
一人分の人間が生れたのであった。すなわち、かれは二つの頭、二つの胸、四本の手をもって 
いるのに、一つの腹、二本の足をもって一人の人間のようであった。かれは長く生きていたの 
で、そのうわさを聞いて多くの者たちが見ようと集まってきたのであった。 

しかし、それらを生んだ者たち(両親)とは似ても似つかぬことがまったく確かであるような 
人間の子らをすベて枚挙することなど、だれにできようか。そのようなわけであるから、それ 
らの者たちがあの一人の人間に起源をもつ ことを 否定しえないように、種族についても——す 
なわち、その身体の相異性によって、多数の、そしてほとんどの者が保持している自然の通常 
の経路からいわば逸脱してしまっていると伝えられているいずれの種族についても——同じで 
ある。もしもそれらの種族が、理性的で死すべき動物という(人間についての)定義によって包 
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言れるのなら、それらはすべての者の最初の父祖で—あの同一の人間 i 源を得ているの 
fv £ と認めなけ1ばならない。もちろん、このことは、それらさまざまな種族についてヵナら 
自身のあいだでの、あるいはわたしたちとのかくも大きな相異を伝えているその話が真実であ 
るという前提においてであるが-。 

じっさい、猿や尾長猿、あるいはチンパンジーたちが人間ではなく獣であるということをわ 
たしたちが知らなかったら、怪奇なものを収集して誇っているあの歴史家たちは、それらの獣 
を人間の一つの種族ででもあるかのように虚偽の記述をするであろうし、その狂気は罰せられ 
ないで済まされるであろう。しかし、そこに記述されている不思讓なものが、じっさいに人間 
であるとするなら、神がいくらかの種族をそのようにつくろうと意志されたのであろう。そホ 
丈、わたしたちのうちに人間を両親として生れねばならなかったこれら奇怪な者たちの例によ 
って、わたしたちが、人間の自然本性を形成するところの神の知恵が、あたかもあまり熟練し 
ていない職工の技術のように誤りをおかしたのだ、などと考えないためであったとすればどう 
であろうか。 

したがって、個々の種族のうちにある種の奇怪な人間が存在するように、人類全体のうちに 
ある種の奇怪な種族が存在するとしても、わたしたちはそれを不合理なことと見てはならな V 。 
このようなわけで、わたしはこの問題を用心深くかつ慎重につぎのように結論づけねばならな 

、。_いくつかの種族についてこのように記されている記事は、まったく虚偽であるか、そ 

れ とも、もしも 真実であるなら、かれらは人間ではないか、あるいは人間であるとすれば、か 
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れらはアダムから出たのである。 

(一) プリニウス『自然誌』七の二参照。 

(二) へシオドスにょって記されているキュ クロ I ブス(『神統記』一四四—五) 0 

(三) プリニウス『自然誌』七の二の一一、ニニ参照。 

(四) 同上、七の二の一五、三四参照。 

(五) 同上、七の二の二五参照。 

(六) ホメロスの『イリアス』にピュグマエオス (pygmaeos) が登場する(三の三—六)。また、 アリ スト 
テレスも『動物誌』の中で触れている(八の一二)。ピュグマエオスは長さの単位ピュグメ = 
cubitum) からきている 0 

(七) プリニウス『_然誌』七の二の三 Q 参照。 

(八) Scio;podas. 

( 九 ) 0 • 泛か 7T0 5 s)r ( 一一 mbra pedum) • 

(一〇) Cynocephalis - この種族を、へロドトスは西アフリヵに(『歴史』四の一九一)、プリニウスは 

エチオピアに(『自然誌』六の二九)おいている。 

(一一)北アフリヵのヒッポとして知られた二つの都市があった。一つはアウグスティヌス自身が司教と 
して住んでいたヒッポ•レギウス (Hippo Regius) で、今日のアルジ H リアのボナ (Bona) 、いま一つ 
は本文に出てきているヒッポ•ディアリトス (Hippo Diaritus) で、今日のチュニスのビゼルタ (Bi- 
serta) であるとされる。 

广一二 ) • hermaphrodltos. 

二三) Androgynes. 
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(一四) Androgynaecas , Hermaphroditas -いずれも女性名詞化したもの。 


第九章 

対踱人の存在について 

他方、「対踱 Ar 」 が存在する、などとうわさされている。すなわち、地の正反対の部分にあ 
って、そこでは、わたしたちのもとでは太陽が沈むときに、太陽が昇るのであるが、わたした 
ちの足取りとは逆向きに足跡を踏む人びとが存在するというのである。このことが信じられる 
べきいかなる根拠もないのである。これは、何らかの史実的な知識によってそれを学んだと主 
張するものではなく、いわば推理をこねまわして臆測するものであって、それによれば、この 
地は天の丸天井の内側に掛っていて、この世界のもっとも低く中心になっているところが同一 
の場所なのである。このことから、この地の正反対の側——下になっている部分——にも人び 
とが住んでいないことはありえないと想像しているわけである。 

たとえこの世界が球状で円い形をしていると想定されるとしても、あるいは、何らかの理由 
でそれが証明されるとしても、反対の側の地が水の集積によって覆われていないという結論に 
はならないし、さらに、たとえ地が水に覆われていないとしても、そのことから直ちに人間が 
いると結論づけねばならぬわけではないということに気付いていないのである。聖なる書は、 
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を得させてくれるものであって、けっしてひとを欺くものではないのであるから、いくらかの 
人びとが広大な大洋を横切り、あちら側へ航海して到達することができて、かくしてそこにお 
いても人類があの最初の一人の人間から立てられるに至ったと語るのは、あまりにも馬鹿げた 
ことである。 

それゆえに、七十二の氏族とそれだけの数の言語とに分けられていたと推測されるあの当時 
の人びとの民のうちに、この世にあって旅をつづけるかの神の国を見出すことができるのなら、 
わたしたちはそれを問い求めていくことにしよう。すでにわたしたちは、この神の国を洪水と 
箱舟のところまでたどってきたのであった。そして、神の国は、ノアの息子たちにおいて、か 
れらが祝福を受けるという事実をとおして堅持されていたことが示されたのであった。その息 
子たちのうち、何よりもセムとよばれた息子において堅持されていたのであって、それという 
のは、ャぺテも祝福されたのではあったが、それは、かれが自分の兄(セム)の住居に住んでい 
たという関連によるものであったからである。 

(一)アンティポダス ( antipodas )。 ——「対摭地」の説についてはピタゴラス学派にさかのぼるとされ 
る(アリストテレス『天体論』二のニニ参照)。ラテン語のこの言葉はキケロ (『アヵデミヵ』二の三九 
の一二三)やプリ-ーゥス(『_然誌』四の一二の九〇)によって用いられているが、三世紀頃、地が平盤 
状のものであるとする説は球状のものであるとする説にとって代わられるようになり、教父たちなど 
によって「対躕人」という仮定も否定されることになった。 
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(二)「創世記」九の二七参照。 


第十章 

セムの子孫の系列によるアブラハムに至るまでの神の国の進行について 

したがって、セッとよばれたあの人物からの諸世代の系列が洪水前の神の国を示したのと同 
じように、 洪水後のこの神の国を示すために、セム自身から諸世代の系列をたどっていかねば 

ならない。だからこそ、神の書は、バビロン-すなわち「混乱」-においてこの世の国を 

示しての ちに、 要点をくり返して述べるために族長であるセムへと引き返し、そこからあらた 
にアブラハムにまで至る諸世代を系統づけているわけである。ここでは、それぞれの者につい 
て、その者が、この系図に属するところの息子を生んだ時の年齢、および、それからどれたけ 
の年数を生きたかとい うことも 併せて述べられている。ここで、すくなくとも、なにゆえにへ 
ベルの息子たちについて「その一人をペレグとよんだのであった。なぜなら、かれの時代に地 
が分たれたからであ^ a 」 といわれているのか、明らかにしようとわたしが先に約束したことを 
思い出さねばならな^)。地が分たれたというのは、言語がさまざまに異なったことによるので 
あって、それ以外に何を考えるべきであろうか。 

した f って、 セムの他¢0息子たちについては、このことがらには関係していないので省略さ 
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れ、アブラ ( ムにまで至らしめてくれる人びとが諸世代の系図に結び付けられているわけであ 
る。それはちょうど、洪水前において、ノアにまで f しめてくれる人びとがセツとよばれる 
アダムのあの息子から出た諸世代の系図に結び付けられたのと同じである。こうして系図の記 
述がはじまっている。「セムの系図はつぎのとおりである。(ノアの)息子セムは、アルパクサ 
デを生んだとき百歳であったが、それは洪水後二年目のことであった。セムはアルパクサデを 
生んでのち五百年生きて、息子や娘たちを生んだ。そして死んだ」。 

他の人物についても同じように、それぞれがアブラハムへつながっていく諸世代の系図に属 
する息子を生んだときの年齢、および、そののち何年生きたかということが述べられているが、 
それ.には息子や娘たちを生んだということが付記されているのである。これは、人口が増大す 
ることができたその根拠をわたしたちが理解するためであろう。つまり、わたしたちが、そこ 
に挙げられている僅かな人間にのみとらわれてしまって、どうしてかくも広大な地と王国とが 
セムの子孫によって満たされえたのかというような子どもじみた疑念を抱くことのないためで 
ある。とくに、このことは、アッシリア人の王国にかんしていえるであろう。かの ニヌス は、 
そこから、東方の諸民族のすべてを征服した者であったが、かれはひじょうな繁栄のもとに統 
治し、長期間に亘って存続した途方もなく広大で竪固な王国を自分の後裔に遺したのであった。 

しかし、わたしたちはここで必要以上に長たらしくかかずらうことのないよう、この諸世代 
の系図においてそれぞれの者がどれだけの年数を生きたかということではなく、その生涯の何 
歳のときに息子を生んだかということだけを、その順序にしたがって記される べきと 考えるの 
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で—そぅすれば 、洪水が S った-^らアブラハムまでの年数を数え上げ^^ W 

2.- t で！、—、！1111ば1、—夕の 

っこつ、てょ、簡単に、そして迅速に触れて通ることになるで—ぅ 。ミた 〆 
rn けで、洪水の二年後に i アル。ハクサデを生ん'^ラ自 
は百三十_|ィナンを生んだ。ヵィナ^|^^!^^であっ 

n piis ぁ：た y 錢!?!! 

を生んだ。そしてリウは百三十二年生きたときセルクを生ん/セ"ク i - r-*r ? r ズ ，- 
ナホルを生んだ。ナホルは七十九年生きたと—生んだ。テラは七十年生き'^とこ一、 
ムを生んだ©である*>5、のちに神はこの呼ぴ名を変えられて、アフラハムとょ"~ることシ 

• so 

っけ^^、た洪水からアブラハムまでは、一般に用いられている訳すなわち七十^にハた' 
'奉七十ーー年となるわけである。ところが、へブラィ語写本では、これょりもす^^ 
M 年 itll — いる— る。 そ—いて— i — い。 また 
見、 U こすことはまことに困難なことである ^ L 

:; U え、わたしたちが—一の種！に神の国！ 求めょ rG る:: u こ;: 

Mr む P か r 去ってしまっていて、真の信—ム—から出てアル。ハ 
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クサデを経てアブラハムへ向かうこの系図のうちにのみ存続したの だと 断言する ことは できな 
い。しかし、不信仰な高揚を象徴しているところのあの天にまで 届こうと する塔を建設せんと 
するあの高慢の結果として、不信仰な者たちの国すなわち社会が現れたのであった。 

したがって、この国は、それ以前には存在していなかったか、それとも隠されたまま存在し 
ていたか、あるいはむしろどちらの国もつねに存在していたのであろう。すなわち、信仰深い 
国は祝福を受けたノアの二人の息子たちとその子孫のうちに、他方、不信仰な国は呪われた息 
子とその系統のうちに——そこには、主に反抗する勢力ある狩人も現れたのであるが——持続 
されていたのであろう。しかし、決定することは容易ではない。おそらくは、そしてこれはた 
しかに信憑性のあるものであるが、バビロンが建設されはじめる以前にも、すでに、これら 
二人の息子たちのうちに神を侮る者たちが存在していたのであり、ハムの息子たちのうちに 
神を礼拝する者たちが存在していた、ということであろう。しかしながら、このどちらの種類 
の人間も地上に存在しなかったというようなことはけっしてなかったと信じられるべきであ 
る。 

じっさい、「かれらはみな迷い、みな等しく無用な者となっていた。善をなす者はいない。 
ただの一人もいない」といわれるときも、これらのことばが出てくる『詩篇』の二つの箇所の 
いずれにおいても、「わたしの民をパンのようにむさぼり食らう不正をはたらく者たちは悟ら 
ないのか」と読まれるのである。それゆえ、あの当時も神の民は存在していたわけである。だ 
からして、「善をなす者はいない。ただの一人もいない」といわれているところのことは、神の 
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子らにかんするものではなく、人間の子らにかんしていわれたものである。 

なぜなら、それに先立って、「神は天から人間の子らをしらべ、悟る者、神を求める者があ 
るかどぅかをご覧になっ以」とあり、それに次いで、人間の子ら、すなわち神にしたがって生 
きるのではなく人間にしたがって生きる国に属するすべての者は拒絶されることを示すことば 
がつづいているからである。 

(一) 「創世記」一〇の二五。 

(二) 本巻第三章参照。 

(三) 「創世記」一一の一〇以下。 

(四) 本書第四卷第六章参照。 

(五) 「創世記」二の一〇丄一六。 

(六) 同上、一七の五参照。 

(七) 「詩篇」一四の二以下および五三の二以下。 

(八) 「詩篇」五三の三。 


第十一章 

へべルといぅ 名にしたがってへブラィ語とょばれるょぅになった言語は、最初の言 
語であったことについて 
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このようなわけで、すべての人間がただ一つの言語をもっていたとき、だからといって破滅 
の子らが欠けていたわけではなかったが(なぜなら、洪水前には言語はただ一つだけであった 
が、にもかかわらず、義人であったノアの家族というこの一家族を除いては、すべての者は洪 
水によって滅びるに値したのであったからである)、それと同じように、諸々の氏族がその不 
信仰の高慢のゆえに言語がさまざまに分たれるという罰をもって報われ、不信仰な者の国が 
「混乱」という名を受けとったときも、すなわちバビロンとよばれたとき%=、そこにはへべル 
の家族が現存していたのであって、その家族において、かつてすベての人間の言語となってい 
たところのものが残されることになったのである。わたしがさきに言及したように、セムの息 
子たち I かれらはそれぞれ個別の氏族を生み出したのであったが^_を列挙しはじめたとき、 
へべルが最初に挙げられねばならなかったのも、そのためである。かれ自身はセムの玄孫すな 
わちセムから出た者たちの第五番目に見いだされる者であったけれども。 

それゆえ、他の諸民族が異なった言語によって分たれたときも、同じ一つの言語がかれの一 
族のうちに残留したのであって、それが、先立つ時代の人類にとっての共通の言語であったと 
信じられるとしても、あながち不当なことではないのである。そのような理由で、それ以後は 
へブラィ語とよばれたのであった。というのは、あの時点において、他の諸言語が固有の名で 
もってよばれたように、この言語はそれ自身の名によって他の言語から区別される必要があっ 
たからである。言語がただ一つだけであったときは、全人類はただその言語によってのみ語ら 
れていたわけであって、それは「人間の言語」とか「人間の語り」とかよばれるほかなかった 
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のであった。 

ある者はいうかもしれない。地——すなわちその当時地上に存在した人びと I が諸々の言 
語によって分たれたのは、へべルの息子ペレグの時代であったのなら、そのときまですベての 
人間に共通であったところのあの言語は、むしろペレグの名にもとづいて名付けられるべきで 
あった、 と。 しかしながら、ほかならぬへベル自身が「分たれること」を意味するペレグとい 
うような名をその息子に与えたのであって、それというのは、かれに息子が生れた so は•地が 
諸々の言語によって分たれたとき、すなわち「かれの時代に地(地上の民)が分たれた」と記さ 
れているところのことがおこったまさにそのときであったからである、と解さねはならな V 
じっさい、多くの言語が生じるようになったときまでへベルが生きていたのでなかったのなら、 
かれのもとで存続することができたあの言語が、かれ自身の名にもとづいて名付けられること 
はなかったであろうからである。 

それゆえに、言語のあの多様化と変化は罰の結果として生じたので あり、 そして、とにかく 
神の民はこの罰から除外されるべきであったのであるから、あの言語が人びとに共通のものと 
なっていた最初の言語であったと信じなければならないのである。アブラハムが用いたのはこ 
の言語であり、そして、かれはそれを自分のすべての子孫に手渡していくことができたわけで 
なく、 ただヤコブを経由して生れていき、より明らかでより顕著な仕方で神の民へと結集し、 
契約とキリストとの 血統となりえた人びとにのみ手渡していくことができたということも、意 
味の」 よぃ ことでは ないのである。へべ ル 自身、この言語を自分の全子孫に引き渡していったわ 



162 


けではなく、アブラハムにまで導いてくれる諸世代の系統となった人びとにのみ引き渡してい 
ったのであった。 

このようなわけで、不敬虔な者たちによってバビロンが建設されていたとき、敬虔な人びと 
のある氏族が存在していたということは直接的に明示されているわけではないとしても、その 
不明瞭さが探求者の関心を奪い去ってしまうことはできないのである。かえって、むしろ関心 
をかきたててくれるものとなるのである。じっさい、はじめにすべての人びとに共通なただ一 
つの言語が存在したということ、へべルはセムから出た者たちのうちで第五番目ではあるけれ 
ども、セムのすべての子どもたちに先んじてかれが言及されているということ、また、その言 
語はへブラィ語とよばれて、族長たちおよび預言者たちの権威が、語りにおいてのみならず聖 
なる書き物においてもそれを保護していたということ——これらのことをわたしたちは読みと 
るのである。 

そうであるから、たしかに、言語の分化にかんして、それ以前に共通であったあの言語がど 
こに存続することができたのかと問われるとき(疑いもなく、言語の変化という仕方でもたら 
されたあの罰が存在しなかったところにあの言語は生き残ったのである)、その言語の名が受 
けとられることになったところのこの氏族のうちに存続したのだ、と答える以外に何か答えが 
あるであろうか。また、他の諸氏族が言語の変化によって罰せられたときに、そのような罰が 
この氏族には及ぶことがなかったという事実は、この氏族の義しさを少なからず明らかにする 
しるしではなかったであろうか。 
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しかし、なおも 別な問題が浮かびあがってくるであろう。もしもへベルとその息子ペレグの 
両方に 一1が残っていたのなら、いかにしてかれらはそれぞれ別個の氏— 

とができたので—か。少なくともへブライの氏族はへべルから出てアフラニにま / f cr 
そのあとアブラハムを経てイスラ H ルの大きな民となるまで継続した一つの民族である1'5 
であ K もしもへベルとペレグがそれぞれ民—成しなかった©なら、その名が示されて L 
る ノア ¢0(三人1子たちのすベて e 子孫は、いかにしてそれぞれ別個の氏族を形成したのて 
〇ゝ〇 

か1勢力者-ームロデ自身も自分の氏族を形成したということは、たしかにありそうな話では 
ある.ぃ、しかし、かれの名が挙げられたのは、その支配力と身体の卓越性ゆえであ って、 § 
と—七十二とい—そ ii わけ 1 。 I ;へレグ f そ/い uo © 
ちかれが氏族を形成したからではなく(なぜなら、かれの氏族は同じへフライの民そのもの 
であり、 言語も同じへブライ sn 語であったからである)、かれ©時代に地力分たれたと E I う 
重要な時のゆえで—。わたしたちはまた、勢力者ニムロデが、パビロン—設されて言語の 

s ^ ho - c 結果、民——— I !でい— 

のかという問：.—わされるベ—はない。 丨 f 、く 
へ.ヘシまノアから数えて六代百1 ei し-エロデは四代目に当た—に力* 
らは共に同じ時代に春ることは不可能であったということにはならな、のである Ii > l う£¢0 
i 、 こ？うなことは、世代の数が少ないとき人はょり長く生き、数が多いときょり f く生 
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きるからである。あるいは、世代の数が少ないとき人はより遅く生れ、数が多いときより早く 
生れるのである。地が分たれたときにはノアの息子たちの他の子孫たち——かれらは諸々の氏 
族の父祖として挙げられているのである——は、すでに生れていたと いう だけでなく、氏族と 
いう名に値する ような 多人数から成る一族をもつことができる ような 年齢に達してもいたのだ、 
と確かに理解されねばならないのである。 

だからして、記録されている とおりの 順序でかれらが生れたと考えねばならぬわけではけっ 
してないのである。そうでなければ、へべルの別の息子である ョク タンの十二人の息子たちは、 
もしもョク タンがペレグのあとに記されているという事実にしたがって兄弟(ペレグ)のあとに 
生れたのであれば、いかにしてあのときにすでに諸民族を形成することができたのであろうか。 
じっさい、ペレグが生れたというのは、地が分たれたあのときであったからである。そこで、 
たしかにかれは先立って名が挙げられているのであるが、しかしその兄弟 ョク タンのずっとあ 
とに生れたのであって、兄弟 ョク タンの十二人の息子たちはすでにひじょうに大きな家族をも 
っていたので、それらはそれぞれ固有の言語に分たれることが可能であったと理解されねばな 
らない。 

このように、年齢においてはよりあとであった者がより先に言及されることもありえたので 
あって、それはちょうどノアの三人の息子たちのばあいもそうであったのと同じである。すな 
わち、最初にいちばん若年のャぺテから出た子どもたちが、次いで真中の息子であるハムから 
出た子どもたちが、そして最後に長子であり最年長であったセムから出た子どもたちが挙げら 
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れているので—。ところで、それらの震族の呼び名のうち、いくつかのものは存続してい 
て、今日でもそれがどこから出たものであるかということが明らかとなっている。たとえは、 
アツシリア人はアツスルから、へブライ人はへべルから出ているのである。けれども、 L くつ 
かのものは時代の経過とともに変化してしまって、はるか昔の歴史を探究するひじょうな博学 
な人も、すべてをその氏族の起こりからたずね求めることは不可能であって、ごく僅かのもの 
に限られているので—。じっさい、エジプト人はミツライムとよばれたハムの學に由来す 
るといわれているが、ここにはその名の起こりのひびきを伝えるものは何もないので—。エ 
チオピア人のばあいも同様であって、クシとよばれたハムの息子に属するといわれているので 
ある。すべての呼び名について考えられるとするなら、変化しないままに残った名よりも変化 
した名のほうが多いことが明らかであろう。 

(一) 本卷第四章参照。 

(二) 一般に 教会教父たちはへブライ語が最初の言語であると考えたようである。 

(三) 本巻第三章参照。 

(四) 「創世記」一〇の二五。 

(五) 同上、一〇の二五丄一九参照。 
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第十二章 

アブラハムからはじまる新しい時代について 

さて、いまやわたしたちは父祖アブラハムによって印づけられたあの時の節目から神の国の 
進展を見ていくことにしよう。その時代から、この国の知はいっそう明瞭になりはじめるので 

あり、そしてそこでは、より明らかな約束-それはキリストにおいて成就されるのを見る 

——が読まれるのである。そこで、わたしたちが聖なる書が示すところによって学んだように、 
アブラハムはアッシリア王国に属していた地である「ヵルデア人の地€」に生れたのであった。 
すでにその当時も、ヵルデア人のうちには他の諸氏族におけると同様、不敬虔な迷信がはびこ 
っていたのであった。 

したがって、一なる真実の神を礼拝するただ一つの家族が存在したのであって、それは テラ 
の一族であった。アブラハムはかれから生れたのであった。そして、その一族においてのみへ 
ブライ語も残存したと考えてもおそらくよいであろう(もっとも、 ョ シュアの語るところによ 
れば、エジプトにおいて神の民がいっそう明らかに区別されていたときにおこなっていたのと 
同じように、 テラ 自身は メソポタミアに おいて他の民の神々に仕えていたとされているのでは 
あるが)。へべルの系統から出たほかの子孫たちは徐々に他の言語と他の民族のうちへ流入し 
ていったのであった。それゆえに、ノアの一族だけが人類の再興のために洪水においても生き 
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残ったよう に、テラの一族だけが全世界をおおう多くの迷信の洪水においても残存したのであ 
って、その家族のうちに神の国の栽園は保護されたのであった。 

さて、さきのところでは、ノアに至るまでの諸世代の系図がその年数とともに列挙され、洪 
水の原因について説明され、そのあとで神が箱舟の建造にかんしてノアに向かって語りはじめ 
られる 前に「これがノアの系図であ?,§」と述べられているのであるが、それと同じようにいま 
のところでは、セムとよばれたノアのあの息子からアブラハムに至るまでの諸世代が列挙され 
て、そのあと、重要な一節が挿入され、つぎのようにいわれているのである。「これがテラの 
系図である。テラはアブラハムとナホルおよびハランを生んだ。そしてハランはロトを生んた 
ハランはその父テラの面前で(生存中)その生地であるカルデアの地で死んだ。アブラハムとナ 
ホルとは妻をめとったが、アブラハムの妻の名はサライといい、ナホルの妻の名はハランの娘 
ミルカといっだ」。このハランはミルカの父であり、またイスカの父でもあった。イスカはア 
ブラハムの妻サライ自身でもあると信じられている。 

(一) 「創世記」一一の二八。 

(二) 「ヨシ ユア記」二四の二。 

(三) 「創世記」六の九。 

(四) 同上、一一の二七以下。 
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第十三章 

テラー族の移住にかんして息子ナホルの名が挙げられていない理由 

つぎに、いかにしてテラがその家族とともにカルデア人の地域を去り、 メソポタミアに 来て 
ハランに住みついたかが語られている。しかし、ナホ ルと よばれたテラの息子の一人について 
は黙されたままとなっていて、あたかもテラがかれを一緒に連れてこなかったかのような印象 
を与えている。なぜなら、つぎのように語られているからである。「テラはその子アブラムと、 
ハランの子である孫ロトと、自分の子アブラムの妻である嫁 サラィと をカルデア人の地域から 
連れ出してカナンの地へ行こうとした。そしてハランに着き、そこに住ん^-)」。ここにはナホ 
ルとその妻ミルカの名は挙げられてはいないのである。 

けれどものちに、アブラハムがその息子ィサクに妻を得るため自分のしもべを送ったとき、 
つぎのように記されているのを見いだすのである。「しもべは主人のらくだのうちから十二頭 
のらくだ^一受け取り、主人の貴重な物を各種携えてメソポタミアへ向かって出発し、ナホルの 
町へ行った」。この一節から、そしてこの聖なる歴史の他の証言からして明らかなのは、アブ 
ラハムの兄弟ナホルもまた、カルデア人の地域を去って、アブラハムとその父とともに住みつ 
いたメソポタミアに定着したということである。 

それではなにゆえに聖書は、テラがその一族とともにカルデア人の民から出て行ってメソポ 
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タミ アに住みついたときに、ナホルについて触れることを，しなかったのであろうか。じっさい、 
そこでは、その息子アブラハムについてのみならず嫁であるサラおよび孫であるロトにつして 
も 生れられて いるのである。 おもう に、(ナホルは)父や兄弟の敬虔な心から離れてカルデア人 
たちの迷信に執着していたのであるが、のちに、悔悟によってであるか、それとも嫌疑を受け 
て 迫害を 蒙ることによってであるか、かれ自身もまた移住したというのでなけれはなにゆえで 
あろうか 

というのは、『ユディト』と題する書のなかで、イスラエル人の敵であるホロフ=ルネスが、 
その民がどんな民で、その民に対抗してたたかうべきであるかぎか問うたとき、7ムモン人 
の指導者であるアキオルがつぎのように答えているからである。「われらの主人よあなたの 
しもべのいうことをどうか聞いてください。あなたのそばに住んでいるこの山地®その民につ 
いてわたし S 実を t あげます。—た©しもべはけっ I て偽りをいいません。この民は力 
ルデア人の子孫です。かれらは昔、メソポタミアに住んでいたのですが、それというのは力 
ルデア人の地で評判の人びとであったその父祖たちの神々に従うことを拒んだからです。かゎ 
らはその父祖たち S ' 道から外れて、かれらの知るようになった天の神を崇めたのでした。それ 
で、カルデア人はかれらをその神々の前から追い出し、かれらはメソポタミアに逃れて長いあ 
いだそこに住みついていました。 

さて、 かれらの神は、かれらが住んでいるその地を去ってカナンの地へ行くよう、かれらに 
ハいました。それで、かれらはそこに住んだのでゼ」。このようなことなどがさらに語られて 
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いるのであるが、これはアムモン人アキオルが語っているところのことである。このことから 
明らかなのは、テラの一族は、かれらが一なる真実の神を礼拝していたその真の敬虔な心のた 
めにヵルデア人から迫害をぅけたといぅことである。 

(一) 「創世記」一一の三一。 

(二) 同上、二四の一〇。 

(三) 「ュデイト書」五の五以下。 • 


第十四章 

ハランで生涯を終えたテラの年数について 

さて、テラがメソポタミアで——その地でかれは二百五歳まで生きていたと示されているの 
であるが——死去したときには、すでにアブラハムになされていた神の約束は明らかなかたち 
を取りはじめていたのであった。「ハランにおけるテラの日々は二百五年であった。そしてテ 
ラはハランで死んだ」と記されている。しかし、これは、このすベての日々をその地で送った 
という意味であるかのように解してはならない。というのは、二百五年になっていたその生涯 
の全日々をその地で完了したのだからである。そうでなければ、かれがその生涯の何歳のとき 
にハランに来たのか記されてはいないのであるから、テラがどれだけの年数を生きていたのか 
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知られないことになるであろぅ。 

この 諸世代の系列において、それぞれの者がどれだけの年数を生きたか、入念に記されて L 
るのに、ただこの人物の生涯の年数だけは歴史に記されなかったと考えるのは不合理である。 
もっとも、 こ—書が言及しているいくらか— ®年数については黙されたままであるこ 
とは 確かである。それは、生み出す者が退去し、生れた者が継承することにょって時間の計算 
がつなぎとめられているこの系列のうちに属してはいないからである。しかし、アタムカらノ 
アに至るまで、そしてそこからアブラハムに至るまで、まつすぐに向かうこの系列は、そ©生 
涯の年数の記されていないような者を ひとり も含んではいないのである。 

(一)「創世記」一一の三二。 


第十五章 

アブラハムが神の指図にしたがってハランを去った時期について 

さて、アブラハムの父テラの死が記されたあと、それにつづいて「主は =-/ ブラムにいわれた。 
『あなたは自分の地、自分の親族、自分の父の家を離れて行きなさい』云々」と読まれるので 
ある。この書の話がこのょぅにつづけられているからといって、おこった出来事の時間的順序 
こおいてもそのとおりにつづいたと考えてはならない。•しっさい、もしもそぅで—なら解き 
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がたい問題が生じることになるであろう。というのは、アブラハムに向かって語られた神のこ 
のことばのあと、聖書はつぎのように述べているからである。「アブラムは主がかれに語られ 
たとおりに出発した。ロトも一緒に行った。アブラムはハランを出たとき七十五歳であっだ」 
と0 

もしもかれがその父の死ののちにハランを出たのなら、いかにしてこのことが真実でありう 
るであろう か。 というのも、さきにも示したとおり、テラがアブラハムを生んだのは七十歳の 
ときであって、アブラハムがハランを立ち去ったときに経過していた七十 五 年を加えるなら、 
百 四十 五 年となるからである。したがって、アブラハムがメソポタミアのかの 都市を 立ち去っ 
たとき、テラはそれだけの年齢であったわけである。すなわち、そのときアブラハムは七十 五 
年の年数を経過していたのであって、そのことから、七十歳でかれを生んだその父は、上述の 
とおり、 百 四十 五 年を経過していたのである。 

それゆえ、そのことからして、父の死ののち、すなわち、父が生きた二百五年ののちに、ア 
ブラハムが出発したのではないのである。かの地から出発したときの年齢は、かれ自身の七十 
五年目のときであったのであるから、疑いもなく、七十歳のときにかれを生んだ父の百四十五 
年目であったと推論されるのである。そのゆえに聖書は、いつものように、すでに話が通りす 
ぎた時点にもどっているのだと解さなければならない。それはちょうど、さきのところで、ノ 
アの息子たちの子孫に言及したとき、「かれらはそれぞれのことば、それぞれの氏族によって 
存在していた」といっていながら、にもかかわらずそのあと、このことがあたかも時間の順序 
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にしたがってつづいたのでもあるかのように、「全地は同じ言語であり、すべての人にただ一 
つの声があっ ( S 」 といっているのと同じである。 

それゆえ、もしもすベての人にただ一つの言語があったのなら、かれらはそれぞれのことば、 
それぞれの氏族にしたがって存在していたというのは、すでに通りすぎたところのことへ要約 
して話をもとにもどしたゆえでなければいかにしてであろうか。それで、こ^1も同様に、 
「ハランにおけるテラの日々は二百五年であった。そしてテラはハランで死んだ」といわれて、 
そのあと省略していたところのことにもどっているのであるが、それは、さきにはじめられて 
いたテラにかんする話を完成させようとしたからであった。「そして主はアブラムにいわれた。 
『自分の地を離れて行きなさい』云パ)」といっているのである。この神のことばのあとに「そ 
してアブラムは主がかれに語られたとおりに出て行った。ロトも一緒に行った。アブラムはハ 
ランを出たとき七十五歳であった」とつづけられている。 

したがって、これはかれの父が百四十五歳を数えるときおこったのである。というのは力 
れはそのとき七十五歳であったからである。しかし、この問題は別の仕方で解^されよう。す 
なわち、アブラハムがハランを出て行ったときは七十五歳であったというのは、かれが生れた 
時点からでなく、「ヵルデア人たちの火」から解放された時点から、その時点を誕生の日と見 
なしたのであるかのように、数えられたとするものである。 

けれども、至福者ステファノは、使徒たちの行録においてこれらのことを説明したとき、つ 
ぎのようにいっているのである。「わたしたちの父祖アブラハムがハランに住むまえ、メソポ 
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タミアにいたとき、栄光の神はかれに現れ、そしてつぎのょうにいわれた。『あなたの地と親 
族、そしてあなたの父の家を離れなさい。そしてわたしがあなたに示す地に行きなさい』」。ス 
テファノのこれらのことばにょれば、神がアブラハムに語られたのは、かれの父の死のあとで 
はなかった。というのは、かれの父はたしかにハランで死んだからであって、そこで息子自身 
父とともに住んでいたのであった。それはアブラハムがハランに住むまえのことであった。す 
でにメソポタミアにはいたのであったが——。 

それゆえ、かれはすでにカルデア人から出て行っていたのである。したがって、ステファノ 
が、「そのとき、アブラハムはカルデア人たちの地を出て、ハランに住んだ」と付け加えてい 
るところのことは、神がかれに語られたあとに何がおこったのかということにかんするもので 
なく (というのは、かれが メソポタミアに いたときに神はかれに語られたとステファノがいっ 
ているからには、神のあのことばののちにかれはカルデア人たちの地から離れたというのでは 
ないからである)、「そのとき、すなわち、かれがカルデア人から出て行ってハランに住みつい 
たとき」からあとのその命：期間にかんするものである。同様に、「そして、かれの父の死後、 
神はかれをこの地へ、いまあなたがたやあなたがたの父たちが住んでいるところへ定住させら 
れた J とつづけられているところのことは、「かれの父の死後、ハランを出て行った」という 
意味でなく、「かれの父の死後、神はかれをここへ定住させられた」という意味である。 

したがって、神は、アブラハムがハランに住む以前、 メソポタミアに いたときにかれに語ら 
れたのであるが、かれが神の指図を自分の心に留めて父とともにハランに到達し、かれが七十 
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第十六巻第十五章 


_、父が畐千_のとき に、 そこから出て行ハと解デけミそ I 
の出発でなくハランの地への定住がその父の死後おこなわれたと^ 

は、アブラハムがハランの地を買ってそれを鼻のものとして所有しはじめたと—はす 

にその父は死んでいたから である。 、 is 

ところで、 かれがすでにメソポタミア1住していたと き、 すなわち 人ナ地 
をす でに出ていたとき、神が「あなたの地と親族、そしてあなたの父の家を離れなさ/リ 
れたこと こついてょ、からだをそこから移し出すょぅ命じられたものではなく力- 

Kkhr — い T 、 心——!——であ：:、 K 

ぅの丈、もしもかれがまだそこへ帰還しょぅといぅ希望と聾とにょってとらえられて^の 
なら、、：^そこから去っていな かった ことになるからである。 この希望と麗は神の叩^ 
支えとに i (って、かれの— t って 切断されねばならな かったので—。その後;^；^^ 
自分の父を皂って—、アブラハムが—命令—行して、自分— 

に;'ランを出て行ったと想定する ことは、 たしか—用されないことではない 

(一) 「創世記」一二の一。 

(二) 同上、一二の四。 

(三) 本卷第十章参照。 

(四) 「創世記」一〇の三一。 

(五) 同上、二の一。 
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(六) 同上、二の三二。 

(七) 同上、一二の一。 

(八) 同上、一二の四。 

(九) ュダヤ教の伝説によれば、アブラハムは、カルデア人たちの火の神の崇拝を拒否したために、火の 
中へ投げ込まれたといわれる。 

(一〇)「使徒行伝」七の二以下。 

(一一)「あなたがたの父たちが住んで いるところ」という 語句は ステファノの 語って いる 箇所にはない。 


第十六章 

アブラハムにたいしてなされた神の約束について 

いまやアブラハムにたいしてなされた神の約束が考察されなければならない。わたしたちの 
神、すなわち真の神の託宣は、これらの約束においてょり明白に現れはじめるのであって、そ 
れは、預言者たちの権威があらかじめ告げ知らせていた敬虔な人びとの民にかんするもので 
ある。これらの約束の最初のものはつぎのょぅに読まれるのである。「主はアブラムにいわれ 
た。『あなたは自分の地、自分の親族、自分の父の家を離れなさい。そしてわたしがあなたに 
示す地に行きなさい。わたしはあなたを大いなる民とし、あなたを祝福し、あなたの名を大き 
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第十六巻第十六章 


くしよう。あなたは祝福された者となるであろう。あなたを祝福する者をわたしは祝福し、あ 
なたを呪う者をわたしは呪うで—う。—たにおいて地のすべての種族は祝福されるであろ 

(C 3 
う』」 

したがって、アブラハムになされた一一つのことがらに注意しなければならない。その一つは、 
かれの子孫がヵナンの地を所有するようになるであろうということであって、このことは「わ 
たしがあなたに示す地に行きなさい。わたしはあなたを大いなる民としよう」といわれて V る 
ところに表示されている。いま一つは、それよりもはるかにすぐれたことであって、それは肉 
的な子孫にかんするものではなく、霊的な子孫にかんするものである。霊的な子孫をとおして 
かれはィ K - M ルという一つの民の父で—だけでなく、かれの信仰の足跡にしたがうすべて 
の民の父なので—。これは「あなたにおいて地のすべての種族は祝福されるであろう」とい 
うこのことばをもってその約束がはじまるのである。2> 

エゥセピオスは、この約束はアブラハムの七十五歳のときになされたと考えている。この約 
束がなされてすぐにアブラハムはハランを出て行ったかのように見なしているのである。「ア 
ブラハムはハランを出たとき七十五歳であった」と読まれる箇所で、聖書に矛盾したことをい 
うことはできないからである。けれども、もしもこの約束がその年になされたのならたしか 
にアブラハムはすでに自分の父とともにハランに滞留していたことになる。というのは、さき 
にそこに住んでいなかったらそこから出ていくことはできないからである。 

それで i これはステファノの「わたしたちの父祖アブラハムがハランに住むまえ、メソボタ 


178 


ミアにいたとき、栄光の神はかれに現れた」といぅことばと矛盾しているのであろぅか。しか 
し、アブラハムがハランに住む以前の神の約束も、かれのハランにおける居住 も、 そこからの 
出発 も、 すべて同じ年におこったと解すべきである。これは、 H ウセビオスがその『年代記』 
のなかで、この約束の年から数え、そして、エジプトからの脱出と律法が与えられたのが四百 
三十 年のちのことであると示しているからだけでなく、使徒パウロもまたそれを述べているか 
らである。 

(一) 「創世記」ニーの一以下。 

(二) エウセビオスの『年代記』は、アブラハムの誕生から出エジプトまでの期間が五〇五年、そしてア 
ブラハムに約束が与えられたとき、その年齢は七十五歳であったとしている。したがって、ここで述 
ベられているように、アウグスティヌスは、エジプトからの脱出と律法が与えられたのが四三〇年の 
ちのことであるとしたのである。 

(三) 「ガラチヤ人への手紙」三—一七参照。 


第十七章 

異教徒たちの優勢な王国の一つ、アッシリアは、アゾラハムが生れたとき、すでに 
強大な支配力をもっていた 
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第十六巻第十七章 


この同じ時期に、異教徒たちの顕著な王国が存在したのであった。そこには地に生れた者た 
ちの国、すなわち人間にしたがって生きる人びとの社会が、背離した天使たちの支配のもとに 
際 VZ1 ってそびえていた。シキヨン人、エジプト人、アッシリア人の三つの王国のことである。 
しかし、アッシリア人の国は、それらのうちでももっとも有力であり、高められていたのであ 
った。というのも、ベルスの息子のかのニヌ^5はィンドを除く全アジアの民を支配下において 
いたからである。ここでわたしが「アジア」といっているのは、この大きなアジアの一領域で 
あるあの部分のことではな<§、全アジアとょばれているところのものである。ある人びとはこ 
れを全世界を二分したそのうちの片方であると見なしたのであるが、しかし、きわめて多数の 
人びとはそれを全世界の第三番目の部分に数えたのであって、アジア、ヨーロッパ、アフリカ 
がそのすべてなのである。もっともこれは平等な区分をなしているとはいえない。 

なぜかといえば、アジアとょばれているその部分は南方から東を経て北方にまで至っている 
W 、 そ ix に対して ヨーロ ッパは北方から西方に、そこでまたアフリカは西方から南方に至って 
、るの，」こからである。だからして、 ヨ I ロッ パとアフリカがこの世界の半分を占め、アジアが 
単独で他の半分を占めているょうにおもわれるのである。けれども、それら二つ(ヨーロッパ 
とアフリカ)が二つの部分として扱われているのは、それらの間に大洋から水がはいり込んで 
きて陸地の中間に介在したからであって、これがわたしたちの大海を形成しているのである。 
それゆえ、もしもあなたが世界を東方と西方という二つの部分に分けるとするなら、アジアが 
その一方に、そしてヨーロッパとアフリカがもう一方にあることになろう。 
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それゆえ、当時優勢であった三つの王国のうち、シキヨン人の王国はアッシリア人の支配下 
になかったのである。それがヨーロッパにあったからである。しかし、エジプト人の王国は、 
上に述べられたとおり、ィンドのみを除いて全アジアを保持していたこれらの者たちの勢力下 
にどうして服さぬことがあったろうか。このょうなわけで、アッシリアにおいては不信仰な都 
市の支配が優勢であった。この首都はかのバビロンであって、それは地に生れた者たちの都市 
にとってはこの上もなくふさわしい名、すなわち「混乱」という名をもったのであった。そこ 
において、最初の王として六十五年間その同じところで統治していた父のベルスの死後、いま 
や-1ヌスが統治にあたっていたのであった。 

さて、父の死にょって王位を継承することになった息子-ーヌスは、五十二年間統治したので 
あったが、アブラハムが生れたときは、その四十三年目にあった。それは、西方におけるいま 
一つの バビロンと でもい うべきローマ の創設の約千二百年前であった。 

(一) 本書第十八巻第二章参照。 

(二) 同上、第四卷第六章参照。 

(三) 新約聖書におけるアジア。小アジアの西方の部分。 


第十八章 
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第十六巻第十九章 


ヵナンの地についての神の第二の約束 

こぅしてアブラハムは、その 七十 五歳のとき、そしてかれの父の百 四十 五歳のと き、 かれの 
兄弟の息子ロトおよび妻のサラと共にヵナンの地へ出発し、シケムにまで到達したのであった。 
そこにおいてかれはふたたびのお告げを受けたのであって、それについてはつぎのよぅに記 
されている。「ときに主はアブラハムに現れ、かれにいわれた。『わたしはこの地をあなたの7 
孫に与えよ5 a 』」。 ここでは、かの子孫たち、つまりかれがすべての民の父祖となったところの 
かの子孫たちについては何もいわれてはおらず、ただイスラユルと V 一つの民の父祖となつ 
たところのかの子孫についてのみいわれている。というのは、この子孫によつてその地が所有 
されたのだからである。 

(一)「創世記」七の七。 


第十九章 

エジプトにあって神にょって保護されたサラの貞潔について 

さて、アブラハムはそこに祭壇を建設し、神の御名をょび、そののちにその場を去って荒野 
に住んだのであっ€。しかし、飢饉のためやむをえずそこからエジプトへ赴かざるをえなくな 
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ったのであった。ここでは、かれは自分の妻を妹とよんだのであるが、これは虚偽ではない。 
というのは、かの女は血縁において近い関係にあったからであゼ。同じようにロトも兄弟の息 
子であったので近い関係にあった。したがって、かれはかの女が妻であることをいわなかった0 
しかし、それを否定したのではなかった。かれは妻がまもるべき貞節を神に委ね、そして、人 
間として人間の奸計を警戒したのであった。というのも、もしも危険にたいしてなしうる 限り 
の警戒をもってまもらないなら、かれは神に望みをおいたというよりも、むしろ神を試みよう 
と企てたことになるからである。このことがらにかんしては、 マニ 教徒ファウストゥスの緋謗 
に論駁して十分に述べたのであっが。 

けっきょく、アブラハムが主に期待していたことがおこったのであった。なぜなら、かの女 
を自分の妻として受けいれたエジプトの王ファラオは ひじょうな 苦しみを受け、かの女を夫に 
返したのであった。そのばあい、かの女が夫以外の者と同衾して汚されてしまったと想定する 
ことがあってはならない。なぜなら、ファラオは苦痛を受けることによって、このことをなす 
よりは、むしろこれがゆるされなかったと考えるほうがはるかに信憑性があるからである。 

(一) 「創世記」一二の八。 

(二) 同上、一二の二—一九。 

(三) 「創世記」一四の一四。 

(四) アウグスティヌス『マニ教徒ファウストゥス論駁』ニニの三六参照。 
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第十六巻第二十章 


第二十章 

親愛の情を失うことなくおこなわれたロトとアブラハムの別れについて 

こっよう にして、 アブラハムは エジプトから もとの 場所にかえってきたとき、かれの兄弟の 
息子 ロトは、 ソドムへ 行くために、親愛の情が損われる ことなく、 かれと別れたのであった。 
じっさい、かれらは富裕な者となり、多くの家畜と牧夫たちとを持ちはじめていたのであった 
が、 牧夫たちのあいだに諍いが生じたので、かれら自身の家族のあいだの口論や不和を避けよ 
うとした ためである。たしかに、人間的な ことがら として、このようなばあい、かれら自身の 
あいだにも何らかの不和をもたらすこともありうるからである。 

それゆえ、このような不和を未然に防ぐため、アブラハムはつぎのようなことばをロトに語 
ったのであった。「わたしとあなた、わたしの牧夫たちとあなたの牧夫たちとのあいだに争い 
がないように。わたしたちは兄弟なのだから。全地はあなたの前にあるのではないか。おたが 
いに別れよう。あなたが左へ行けば、わたしは右へ、あなたが右へ行けば、わたしは左へ行 
< a 」。 おそらく ここから、地上の何かを分配しなければならないとき、年上の者が分け、年下 
の者が選ぶという平和を維持するための慣習が人びとのあいだに生じたのであろう。 

(一)「創世記」一三の八以下。 
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第二十一章 

アブラハムとその子孫に末永くヵナンの地を保証した神の第三の約束について 

このような わけで、 アブラハムとロトは 家族を維持する必要から——仲違いと いう 醜さから 

ではなく——たがいに別れて、それぞれ別々に定住することになったのである。アブラハムは 

ヵナンの地に、他方、ロトはソドムの人びとの5ちに住んだのであった。さて、いまや神はそ 

の第三番目のお告げによってアブラハムに語られたのであった。「あなたの目をあげて、あな 

たがいまいるところから、北と南、東と海のほうを見るがよい。あなたが見るところの地のす 

ベてをあなたとあなたの子孫に末永く与えるであろう。そして、わたしはあなたの子孫を地の 

砂のごとくに多くしよう。もしもだれかが地の砂を数えることができるなら、あなたの子孫も 

また数えられることになるであろう。さあ、立ち上がってこの地を縦と横に歩きまわるがよい。 

二) 

わたしがあなたに与えようとする地だからで fe る」 

この約束に、かれがすべての民の父祖となるという約束も含まれているのかどうか、明確に 
あらわれてはいない。というのは、「わたしはあなたの子孫を地の砂のごとくに多くしよう」 
というこのことばは、ギリシア人のもとで「誇張法」とよばれる語りかたでいわれているもの 
の一つであるとおもわれるからである。それはたしかに比喩的なものであって字義どおりのも 
のなのではない。聖書が他の比喩と同じような仕方でそのような語りかたをよく用いていると 


185 


VI 、 li“: 11 faH 线も “:| 、の 1?^ 

IlHM れハぃ1;!のをはるか！ってぃる—— 

にならないほど大きいもの—：^: ^;ルの種属に属する子孫たちを意味す 
_、1 もる u l!:ly 
なるでぁろぅところの人ひ！^|バ”と ごくわずかでぁる。とはぃっても：」の少 

笔て、—靈—て「地 

一人間にとつては数えられな あ、る士んこィスラエル 1 Q みではなく、アフラハ 
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の孫ヤコブを経て肉によって生れていったあの民が、世界のほとんどすべての部分を充たすほ 
どに増大したという理由からなのである。そして、この民はそれだけで人間には数えられない 
ものであるからには、誇張法にしたがって砂の多数性に比せられることも可能であったのであ 
ろう。 

いずれにしても、カナンとよばれている地のみが意味されているということはだれも疑わな 
いであろう。しかし、「わたしはあなたとあなたの子孫に末永く与えるであろう」といわれた 
ことについて、もしも「末永く」(巨<^16 5 - 53601111ョ)を「永遠に」( 5 - 3€??311ョ)と解するなら、 
若干の人びとは頭を悩ますことがあるかもしれない。しかし、この箇所でいわれている「末」 
(in saeculum ) のはじまりについて、来たるべき世は現在の世の終局とともに開始されるのだ 
というわたしたちの信仰による確信のように解するなら、頭を悩ませることはないであろう。 
なぜなら、ィスラ H ル人たちは H ルサレムから追い出されたのではあるけれども、それにもか 
かわらず、かれらはカナンの地の他の諸都市に残っており、また、終わりまでそこに残るであ 
ろうし、そして、その全地はキリスト教徒によって住まわれているが、かれら自身もアブラハ 
ムの子孫だからである。 

(一)「創世記」一三の八以下。 


第二十二章 
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第十六巻第二十二章 


ソドムの敵にたいするアブラハムの勝利と—ニキセデクょり受けた— 

て 

この約束——一一"7ブ 

ムレの樫の樹の力たわらに留まつナその 、ァブーニム丈自分の家人のぅちいくさの訓 
ソド — し、： も囚 1 ;l;p 15 u II pli 
練のある者三百 十八人を連れてソトムを®ナ敵ナち 取ろぅ 

1以記 U ぃの At はそれを使徒。ハゥ i すべきもので— 
いい、ある人はそれを墓して3。こで神1られている最 
そこ|しかに、ぃ！スト^!^^:-まなぉ|ぃて来られるべきで 
初の犠牲があらわれたのであったそ5「セ 即して永遠に祭 
あったキリストにたいして、—おして、 「—^ elx ちそれはアロンの位 
司であ ( S 」 といわれていたと ' twy - r :/!)'' 成 m 位 i 、 そ to /者の影にょってさ—暗 
I って. 111 った。 

示されていたところのこと*光りヵヵキく擎令丨 
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(一) 「創世記」一三の一八参照。 

(二) 同上、一四の一以下。 

(三) 「へブル人への手紙」第七章参照。 

(四) この手紙の著者がパウロであるということは、東方において三世紀までに徐々に受け入れられてい 
つた。西方ではバルナパを著者としていたが、今日では特定の人物の名をあげることには躊躇してい 
る0 

(五) 「詩篇」一一〇の四。 


第二十三章 

アブラハムの子孫についての神の約束、およびアブラハムの信仰における義認につ 
いて 

このときも主のことばが幻のうちにアブラハムに臨んだのであった。主は、保護とひじょう 
に多くの報酬とをかれに約束されたのであるが、そのとき自分の子孫について心配していたか 
れは、自分の家で生れたエリエゼ.ルとよばれる者が後継ぎとなるだろうと語ったのであるが、 
ただちにかれに約束が与えられたのであった。すなわち、後継ぎは家人ではなくアブラハム自 
身の血筋から出るであろう者であること、そして、ふたたび数え切れないほどの子孫-それ 
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尤地の砂のようではなく、天の星のような1が与えられるであろうということであ%。こ 
i (で約束されている子孫という Q は、天上—福によつて高められた人びとのことてあるよう 

HI — で1。 がで I 
じつさい、数の多さと〜点に力んする力きり天の星 is if . こ - p 、 
でち！か。もつとも、こ e 比較は、星1|ことがで|いもので|1*^ 
て__なぜなら、それら？ベてが見られう11れないからで—1¢ハ r %の U 

るとい—いれ1が。とい i 、— If 、 ぎ- c - t-btcil 

i — すま1、より多く II るからで—。だからしてこ®世界のな力てわナ iL 
fc I ちか—なは•たしくかけ離れた他の部分—つたり沈んだりする—れて" I 々の tM 
士別としても、ある—、きわめて研ぎす—れた—もつて観る人— 

も正当なことで—。けつきよく、この書の権威は、それがたとえはアラトやエ 

他 W れであつても、—総—すべて把握し記録したと誇らしげに語る人 

の「アブラハムは神—じた。それによつてかれは f 認められた」と〜あの一節 -^ ftlplb 
れているので—が、これは、割礼—けた者1以つて無—の民の t rcjl 
trnn はしなぃと V ょぅなことのなぃ— f ぃぅのは、信じたァブラハムに 
か^ I の信仰が籠—いうことがおこつたと—は、かれはまだ割礼—けた者てはな力 
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つたからである。 

(一) 「創世記」一五の 一—六。 

(二) 紀元前三世紀の天文学者。 

(三) 紀元前四世紀の天文学者。 

.(5@ n ?- マ人への手紙」四の三、 「ガラテヤ 人への手紙」三の六、「創世記」一五の 六。 
(五)「口丨マ人への手紙」四の九—ニー参照。 


第二十四章 

アブラハムの 捧げた犠牲の象徴的 意味について 
^ n じ么の - k かで神が アフラハムに 語られた とき、 神は つぎのようにもい われたので あった。 
出なたに 与え、 S を継がせようとしてヵルデア人の地からあなた—き 
出し/神てある」そこで アブラハムは、 その地を自分が継ぐ とい う ことを 何によっ う 

U 力と神篇ねたので t が、神は「產 Q 雌牛—歳©雌 山羊および雄 山 

つ，， 弓き 裂き f たものをたガいに向かい合わせに置いた。 しかし島たち 丈裂かなかった。 
そして」と聖書はさらにつづけて記して いる。 「鳥た i 裂いた 死体の上';降りる と;;、 
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アブラムはそのかたわらに腰を下ろした。 

さて、日没のころ、アブラムは大きな戦慄におそわれ、暗く巨大な恐怖がかれにふりかか 

った。すると神はいわれた。『あなたの子孫たちは自分のでないひとつの国に寄留者のように 

なって四百年のあいだ奴隸のようにさせられ圧迫されるだろうということをよくよく心に留め 

るがよい。しかし、わたしはかれらが仕えるその民を審くであろう。そののち、かれらは多く 

の貯えを携えて出て行くであろう。あなたは平安に満たされて、高齢となって父祖たちのとこ 

ろへ行くであろう。けれども、四代目になって、かれらはこの地へ帰還するであろう。なぜな 

ら、アモリ人たちの罪はまだその極みに達していないからである』。 

さて、日が沈んだとき、炎があらわれ、煙るかまどと燃え立つたいまつが引き裂かれた死体 

のあいだを通り過ぎたのである。その日、主なる神はアブラムと契約を立てられていわれたの 

であった。『わたしはあなたの子孫にエジプトの川から大河ユゥフラテスまでの、すなわち、 

ケニト人、ケーーズィト人、ヵドモニ人、へテ人、ベリジ人、レパイ人、アモリ人、ヵナン人、 

(二) 

ヒヴ人、ギルヵシ人、イヱブス人のこの地を与えるであろう』」。 

これらすベてのことが神の幻のなかでなされ、また語られたのであった。そのひとつひとつ 
にわたって詳しく分析することは長たらしくなってしまうであろうし、また、この仕事の意図 
から離れてしまうことになるであろう。それゆえ、わたしたちにとって十分であることだけを 
知る必要があるわけである。アブラハムが神を信じたこと、そしてそれによってかれが義と認 
められたこと、が述べられたのち、かれは、「主なる神よ、わたしがそれを継ぐということは 
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何によって知ることができるのですか(もちろん、これは、かの地について相続が約束された 
ことを意味しているのであるが)」と尋ねたのであるが、これは、かれが信仰の不十分な者の 
発言であるかのように受けとられてはならない。——というのは、「どうしてわたしは知れば 
よいのですか」とはいっていないからである。もしもこのようにいったのなら、かれがまだ信 
じていないということを意味するであろう。そうではなく、かれは「何によって知ることがで 
きるのですか」といったのであって、これは、すでに信じていることがらにたいして、じっさ 
いに実現される仕方を悟るために何らかのしる. L が付け加えられるのを願ったのである。それ 
はちょうど、処女マリアがつぎのようにいったと き、 何の疑いもなかったのと同様である。 

「どうしてそのようなことがおこりうるのでしょうか。わたしはまだ男を知らないのですか 
ら」。すなわち、かの女はおこるであろうところのことを確信していたのであるが、どのよう 
な仕方でおこるのかを尋ねたのであった。このことを問い求めたとき、かの女は聞いたのであ 
った。 —— したがって、いまのばあいも象徴的なしるしが動物たちによって与えられたのであ 
る。雌牛と雌山羊と雄羊、それに山鳩と家鳩という二つの鳥であって、かれは、 もはや 疑って 
はいなかったところの未来の出来事が、これらのしるしに即しておこるであろうことを知るた 
めであった。 

それゆえ、雌牛によっては律法の軛のもとにおかれた民が、そして雌山羊によっては同じ民 
についての未来の罪ある状態が、雄羊によっては同じ民の未来の統治が、象徴的に示されてい 
るのかもしれない(これらの動物たちが三歳と述べられているのは、アダムからノアに至るま 
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で、そこからァブラハム11で、そしてそこからダビデーかれは、サゥルが拒まれての 
ち、主の靈によってィスラニルの民の王に立てられた最初の人物であった一まで、と〜 
特筆すべき時代区分に即しているのであって、ァブラハムからダビデに至るこの證言の段 
階において、民はいわば議となって成長したのだからである) . 〇 I あるいは、これらはも 
っとちがった何ごとかをもっと適切に象徴しているのかもしれない。いずれにしても山鳩と 
家鳩が加—れることにより、霊的なものが予示されているということを、わたしはけっして 

疑っていない。 >、 
「しかし鳥たちは裂かなかった」といわれているのは、肉的なものはたがいに分たれるが、 
霊的なものは、山鳩のように人間の日常的な用務から自分を遠ざけるにせよ、あるいは家鳩の 
ようにそれらの用務のあいだにあって時をすごすにせよ、けっして分たれることはな L と L 
う理由からである。すくなくとも、これら二つの鳥たちは単純で無害なものであって、それら 
丈、その地が与えられるべきィスラエルの民自身のうちに、分たれることのない約束の子らが 
未来に—われて、永遠©浄福？ちに王国 S 後継ぎが存続していくで—と—味して 

いるのである。 X 
それにたいし、引き裂かれた死体の上に降りてきた鳥たちは、何か善きものを表示してしる 
ので t なく、 この肉的なものの分裂のうちに自分たちの何らかの食料を求めようとしているこ 
の大気11わしているのであ„¥ァブラハムがそれらのもののかたわらに腰を下ろし 
たということは、肉的なものがたがい—たれるなかにあって I 、終わり1て堅— 
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るところの真の信仰者を象徴している。また、日没のころに戦慄と暗く巨大な恐怖とがアブラ 
ハムをおそったということは、いまの世の終わりに大きな動揺と苦悩とが信仰者にやってくる 
ということを象徴的に示しているのであって、それについては、主が福音書のなかで、「その 
ときには、世のはじめからこれまでなかったような艱難があることであろ 58 」といっておられ 
るのである。 

さて、アブラハムに向かって、「あなたの子孫たちは自分のものでないひとつの国に寄留者 
のようになって四百年のあいだ奴隸のようにさせられ圧迫されるだろうということを よくよく 
心に留めるがよい」と語られたことは、エジプトにおいて奴隸の状態にならねばならなかった 
イスラエルの民について預言されたものであるということはまったく明らかである〇もっとも 
これは、四百年間を通じてその民が同じ奴隸状態のままエジプト人のもとで圧迫を受けながら 
過ごすということではなく、四百年の経過のうちに予示されたことがおこるであろうというこ 
とである。 

じっさい、アブラハムの父であるテラにかんしても、「ハランにおけるテラの日々は二百五 
年であった」と記されているのであるが、これは、かれがこの全年数をその地で過ごしたから 
ではなく、それだけの年数がこの地において完結したからである。それと同じように、「かれ 
らは四百年のあいだ奴隸のようにさせられ圧迫されるだろう」と挿入されているのは、これだ 
けの年数がそのような圧迫された状態にあったときに完結したからであって、全期間がその地 
で過ごされたからではないのである。たしかに四百年は概数として述べられているのである。 
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じっさいの期間は、これらの約束がアブラハムになされたその時点から数えるにせよ、ある I 
は、 イサクがアブラハムの子孫であるがゆえに——この約束はほかならぬこの子孫たちについ 
て予告されたものであった——イサクが生れたその時点から数えるにせよ、もうすこし長いの 
であるが。 

というのは、すでにさきに述べたよう^6、アブラハムに最初の約束がなされたとき七十五歳 
であったが、そのときからイスラエル人のエジプトからの脱出まで四百三十年が数えられるか 
らである。それについて使徒は想いおこしてつぎのようにいっている。「わたしのいうのはこ 
のことである。神によってあらかじめ定められた契約は、四百三十年のちにできた律法によっ 
て破棄されず、したがってその約束も無効になることはない」。 

それゆえ、とにかく四百三十年を四百年とよぶことができたのは、それ以上多くはなかった 
からである。ましてそれが幻のうちにアブラハムに示され、かつ告げられたときには、その年 
数のうち幾らかがすでに過ぎ去っていたのであるからには、なおさらのこと、そのようによば 
れてもよいであろう。あるいはまた、イサクが百歳となっていた父親から生れたときは、最初 
の約束から二十五年経過したときであって、この四百三十年のうち四百五年が残っていたので 
あった。それを神は四百年とよぶことをのぞまれたのであった。神の予告のことばにつづく他 
のことがらが、イスラエルの民にかんするものであることは、だれも疑わないであろう。 

さらになお、「さて日が沈んだとき、炎があらわれ、煙るかまどと燃え立つたいまつが引き 
裂かれた死体のあいだを通り過ぎたのである」と付け加えられているのであるが、これは、世 
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の終わりに肉的な者たちは火によって審かれねばならない者であるということを象徴的に示し 
ている。神の国の苦難は、反キリス.卜のもとにおこるであろうと予期されているものであって、 
かつてけっしてなかったような苦難であるが、これは、日没のころ、すなわち、すでに世の終 
わりが近づいたころのアブラハムの暗い恐怖によって象徴的に示されているのである。 

次いでアブラハムにたいしてなされた契約は、まったく明らかにヵナンの地をあらわしてお 
り、ヱジブトの川から大河 ユゥフ ラテスまでのその地の十一の種族の名をあげている。それゆ 
え、エジプトの大河、すなわちナィルからではなく、エジプトとパレスチナとを分かつ小さな 
川からであって、そこにはリノコルラという都市が存在しているのである。 

(一) 「創世記」一五の七。 

(二) 同上、一五の九—ニー。 

(三) 同上、一五の八。 

(四) 「ルヵによる福音書」一の三四。 

(五) 本書第八卷第十四章参照。 

(六) 「マタィによる福音書」二四のニー。 

(七) 「創世記」二の三二。 

(八) 本書第十六巻第十六章。 

(九) 「ガラテヤ人への手紙」三の一七。 
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第二十五章 

サラのはしためハガルについて 

さて、ここでァブラハム e 子らの時代がつづくことになるの2って、その一人は女奴隸ハ 
ガルからの子であり、他は幽由女サラからの子である。かれらにつ-^てはすでにさきの卷で述 
ベ0のであっ „ i )。 しかし、ことがらそれ—にかんしては、この内妻の関係のゆえにァブラハ 
ムこ責めを負わせることはけっしてできない。じっ さい、 かれがかの女を用いたのは子孫を儲 
けるためであって、情欲 I たすためではなかったからで—。かれ1辱したのではな 
く、む— e 不妊 S めで t 4 じ——ったので—。その自然本性によっては身 
ごもる こと Q 不可能であったゆえに、幽分£■によって女奴隸©妊籠力®ある胎を自分の 
ものとしたのであれば、妻自身からしてで|いきろのことを他の者から得るため#、使徒 
が「同様に夫—分 Q からだ言由にすることはで—い。それがで—®は妻で—」と"" 
って V /'るところの正当な権利を用いたのであった。 

ここには みだらな 欲望は ない。 また 下劣な 醜悪さもない。女奴隸は子孫のために妻の手によ 
って夫—、女は子孫のために夫によって受け取られる。かれらのいずれも咎められるべ 
き放蕩からで なく、 自然の果実を—しているのである。けっきよく、身ごもった女奴隸が不、 
壬の奎人を侮る よぅになり、 艺フが女性の議によってかえってこれを夫のせいにしたとき 
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そのばあいでもアブラハムは、自分が情愛の奴隸でなく、自由な父親であったこと、また、ハ 
ガルにおいて妻であるサラの貞淑を保護したこと、白分の官能をみたすのではなく、妻の意志 
をかなえようとしたこと、また求めたのではなく受け取ったのであること、かの女に執着した 
のでなく、かの女のところへ来たのであること、種を与えたのであって、愛したのではないこ 
と、-これらのことを証示したのであった。 

じっさいかれは、「さあ、あなたのはしためはあなたの手のうちにある。あなたの好きなよ 
うにしなさい」といっている。男らしく女性をあつかう何という男であろう。妻によっては節 
度をまもり、女奴隸によっては妻の意に従い、いずれによってもけっしてみだらではなかった 
のである。 

(一) 本書第十五巻第三章。 

(二) 「コリント人への第一の手紙」七の四。 

(三) 「創世記」一六の六。 


第二十六章 

ィサクについての約束、おょび割礼の意味について 
こののち、ハガルからィシマエルが生れたのであるが、アブラハムは自分の家で生れた者を 
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養子にしようとしていたとき、このィシマエルにおいてかれに与えられた約束が成就されたと 
見なしてよいであろう。すなわち、神によって「この者はあなたの後継ぎとはならないであろ 
う。あなたから出る者、その者があなたの後継ぎとなるであろう」といわれた約束である。そ 
れゆえ、つぎのようにいわれたのは、この約束が女奴隸の子どもにおいて成就されたと見なさ 
れることのないためであった。「かれが九十九歳であったとき、主はかれに現れていわれた。 
『わたしは神である。あなたはわたしの目に喜ばれる者となり、まったき者であるように。そ 
うすればわたしは、わたしとあなたとのあいだに契約をたて、あなたをひじょうに増やそう』。 

アブラハムはひれふした。すると神はかれに語られた。『わたしはいま、あなたと契約を結 
ぶ。あなたは数多くの民の父となるであろう。あなたの名はもはやアブラムではなく、アブラ 
ハムとなるであろう。なぜならわたしがあなたを多くの民の父としたからである。わたしはあ 
なたにきわめて多くの子孫を与えよう。そしてあなたを国々の民にするであろう。また王たち 
もあなたから出るであろう。わたしはわたしの契約をわたしとあなたとのあいだに立て、そし 
て、あなたとあなたの後の子孫とのあいだに、代々に永遠の契約として定めて、わたしはあな 
たの神、あなたの後の子孫の神となるであろう。 

わたしはあなたとあなたの後の子孫たちとに、あなたの住んでいるこの地、すなわちカナン 
の全地を永遠の所有として与えよう。そしてわたしはかれらの神となるであろう』。 

神丈またアブラハムにいわれた。『あなたはわたしの契約をまもらなければならない。あな 
たとあなたの後の子孫もその系列においてまもらなければ ならない。 わたしとあなた、および 
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わたしとあなたの後の子孫とのあいだで、代々にわたってまもられる契約とはつぎのことであ 
る。あなたがたのうちで男子はすべて割礼を受けなければならない。あなたがたは包皮の肉に 
割礼を受けなければならない。それがわたしとあなたがたとのあいだの契約のしるしとなるで 
あろう。あなたたちのうちでその系列にある男子はすべて、生れてから八日目に割礼を受けな 
ければならない。家で生れた奴隸も、あなたの子孫には属さない他の民の子から買い取られた 
奴隸も、割礼を受けなければならない。家で生れた奴隸も、買い取られた奴隸 も、 である。そ 
してわたしの契約は、永遠の契約によってあなたたちの肉において立てられることになるであ 
ろう。割礼を受けなかった男子、すなわち八日目に包皮の肉を切られていない者、その者はわ 
たしの契約を無にしたのであるから、その魂は民から断たれるであろう』。 

神はまたアブラハムにいわれた。「あなたの妻サライについては、その名をサライとはよば 
ず、サラとよびなさい。わたしはかの女を祝福し、かの女によってもあなたに一人の息子を与 
えよう。わたしはその子を祝福しよう。かれから諸々の民がおこるであろう。そしてかれから 
民の王たちが出るであろう』。そこでアブラハムは地にひれふした。そして心の中で笑い、い 
った。『百歳のわたしに子どもが生れるというのであろうか。九十歳のサラが子どもを産むこ 
とができようか』。 

アブラハムは神にいった。『ここにいるイシマエルがあなたの御前に生きながらえることが 
できますように』。しかし、神はいわれた。『いや、あなたの妻サラはあなたに一人の男子を産 
むであろう。名をイサクとつけなさい。わたしはかれと契約を立て、永遠の契約としよう。そ 
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れは、わたしがかれの神となり、かれの後の子孫の神となるためである。イシマエルについて 
もわたしはあなたのことばを聞き入れた。見よ、わたしはかれを祝福した。わたしはかれに多 
くの子孫を得させ、それを大いに増すであろう。かれは十二の氏族を生むであろう。そしてか 
れを大いなる 民としよう。 けれども、わたしが契約を立てるのは、来年のいまごろサラがあな 
たに生む イサクと である』」。 

ここでは、イサクすなわち約束の子における諸々の民の召命にかんする約束がいっそう明瞭 
に示されるのであって、かれにおいて自然本性よりはむしろ恩恵が象徴的に示されているので 
ある。それというのは、老人および不妊の老婆の子どもとしてかれは約束されているのだから 
である。というのは、神は出産という自然的な成り行きにおいてもはたらかれるのではあるけ 
れども、にもかかわらず、自然本性が退行し、かつ中断してしまったときに神の業が明らかで 
あるばあい、恩恵はいっそう明白に知られるのだからである。そしてこのことは、出生をとお 
してではなく、再生をとおしておこるはずのものであるがゆえに、サラからの一人の息子が約 
束されたまさにそのときに、割礼が命ぜられたわけである。子どもだけでなく、家で生れた奴 
隸も 、買い取られた奴隸 も、 すべての者に割礼が命ぜられたという事実は、その恩恵がすべて 
の者に関連しているということを証明しているのである。 

じっさい、割礼というものが、老いを脱ぎ去ることによって自然本性を新たにすることを意 
味するのでなければ何を意味するのであろうか。また、八日目が、七日を経過して、すなわち 
復活されたキリストを意味するのでなければ何を意味するのであろうか。両親の名も変えられ 
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るのである。すべてが更新を反響させている。新しい契約は旧い契約のうちに覆われているの 
である。じっさい、旧約といわれているのは、新しい契約の隠されたもののことでなければ何 
であろうか。そして、新しい約束は旧い約束の開示でなくて何であろう。また、アブラハムの 
笑いは感謝する者の歓喜であって疑い深い者の嘲笑ではない。かれが心のうちに発したあの 
「百歳のわたしに子どもが生れるというのであろうか。九十歳のサラが子どもを産むことがで 
きよう か」ということばも、疑う者のことばではなく、驚嘆する者のことばである。 

しかしながら、もしもだれかが、「わたしはあなたとあなたののちの子孫たちとに、あなた 
の住んでいるこの地、すなわちカナンの全地を永遠の所有として与えよう」ということばにつ 
いて悩まされて、地上的なものの所有はどのようなものであれ、いずれの民にとっても永遠で 
はありえぬのに、このことばが、成就されたものとして解されるべきなのか、それとも未来に 
成就されるべきものとして待望されるべきなのか、と迷うなら、この「永遠の」ということば 
は、わたしたちにおいては、 ギリシア 人が 「アイオーニオン」 と表現しているものの訳語であ 
ると知るべきであろう。それは「サエクルム」からきたものである。たしかに「サエクルム」 
は ギリシア 語では 「アイオーン」 とよばれるのではあるが、しかし、ラテン人たちはこれをあ 
えて「サエクラーレ」といおうとはしなかった。それは、はなはだしく異なった意味に伝えら 
れることのないためであった。じっさい、短い期間に過ぎ去ってしまうような仕方でこの世で 
おこる多くのものが「サエクラ リア」 とよばれるのである。それにたいして、あるものが 「ア 
イオ ニ オーン」 とよばれるばあい、それは終わりをもたないもの、あるいは、この世の終わり 
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まで保持されるもの、を意味するのである。 • 

(一) 「創世記」一五の四。 

(二) 同上、一七の一丄二。 

(三) acoivcov . 

(四) saeculum . 

(五) ai;y. 

(六) saeculare . 

(七) saecularia . 


第二十七章 

八日目に割礼をほどこされない者のことについて 

同様に、「割礼を受けなかった男子、すなわち八日目に包皮の肉を切られべ一 f ない者、その 
者はわたしの契約を無にしたのであるから、その魂は民から断たれるであろう」とここでいわ 
れているところについてどのょうに理解すべきであるか、悩まされることがあるかもしれない。 
というのは、これは、その魂が断たれるべきであるといわれているところの小児自身には何の 
負い目もなければ、また、神の契約を無にしたのは小児ではなくかれに割礼をほどこす配慮を 
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しなかった年長者だからである。もっとも、小児でさえも、その生活における自分自身の行為 
によってでなく人類に共通の根元によって神の契約を無にしたのだから、というのなら話は別 
である。じっさい、すべての者は、罪を犯すことになったところのあの一人の人間において、 
神の契約を無にしているのである。 

じっさい、旧と新というあの偉大な契約のほかに、多くのことが神の契約とよばれているの 
であって、このことはだれでも聖書を読んで知りうるであろう。けれども、最初の人間にたい 
してなされた最初の契約は、たしかにあの「それを食べた日にきっと死ぬであろう」というこ 
とである。だからして、「集会の書」とよばれる書のなかに、「すべてからだは衣服のように古 
びるものである。契約ははじめから『あなたはきっと死ぬであろう』となっていが」と記され 
ているのである。そののちに律法はもっと明らかに与えられ、そして使徒が「律法のないとこ 
ろには違反なるものはない」といっているのを見れば、『詩篇』に「わたしは地上のすべての 
罪人たちを違反者と見なした」と読まれるのは、それが、何らかの罪によってとらえられてい 
る者はすべて何らかの律法の違反という負い目をもっていると考えるのでないなら、どうして 
真実であろうか。 

したがって、真の信仰が教えるように、もしも小児でさえも、かれら自身によるので なく そ 
の根元によって生れながらにして罪人であるのなら——そしてそれゆえにこそわたしたちはか 
れらにも罪のゆるしの恩恵が必要であると認めるのであるが——、たしかにかれらは、罪人で 
あるのと同様、楽園において与えられていたあの律法の違反者として承認されるのであって、 
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「わたしは地上のすべての罪人たちを違反者と見なした」と記されていることも、「律法のな 
いところ には違反者なるものはない」と記されている こと も、いずれも真であるわけである。 

それゆえに、割礼が再生のしるしとなり、また、神の契約が無とされたあの原罪ゆえに、小 
児 も、 再生がかれらを解き放つのでないなら、その出生がかれらを滅ぼすことになるとしても 
不当ではない。そこで、この神のことばは、いわば「再生しなかった者、その者の魂は民から 
断たれるであろう」といわれているものとして解すべきである。なぜなら、その者自身もァダ 
ムにおいてすベての人間とともに罪を犯したときに、神の契約を無にしたのだからである。じ 
っさい、もしも「かれは、わたしのこの契約を無にしたからである」と神がいわれたのであれ 
ば、それは割礼にかんするものとしてのみ解さざるをえない。しかし、いまのばあい、どの契 
約を小児が無にしたのか明瞭に述べていないのであるから、小児に関係づけることの可能なあ 
の契約についていわれているのだと解することも自由である。 

ところで、もしも、これはただ割礼についてのみいわれているのであると主張するなら- 

小児は割礼を受けなかったがゆえに、かれにおいて神の契約は無になったのだという理由で 
——、かれによって破られたわけではないけれども、けっきょくはかれにおいて破られている 
のであるからかれは契約を破ったのである、という意味に解しても不合理ではないような何ら 
かの表現の仕方を求めねばならないであろう。ただ七、そのばあいであっても、その小児自身 
は割礼をほどこされていないことに負い目はないのであるから、その子どももまた根元的な罪 
の負い目のもとにあるということがないなら、その魂が滅びるというのはやはり不当であると 
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いぅことに気付いていなければならぬであろぅ。 

(一) 「創世記」一七の一四。 

(二) 「ローマ人への手紙」五の一二参照。 

(三) 「創世記」二の一七。 

(四) 「集会の書」一四の一七。 

(五) 「ローマ人への手紙」四の一五。 

(六) 「詩篇」一一九の二九。 


第二十八章 

アブラハムと サラの名前の変更およびサラの懐妊について 

このように、かくも重大な、そしてかくも明らかな約束がアブラハムにたいしてなされての 
ち、つぎのことがこの上もなく明白に語られたのであった。「わたしはあなたを多くの民の父 
とした。わたしはあなたにきわめて多くの子孫を与えよう。そしてあなたを国々の民にするで 
あろう。また王たちもあなたから出るであろう。わたしはサラによってもあなたに一人の息子 
を与えよう。わたしはその子を祝福しよう。かれから諸々の民がおこるであろう。そしてかれ 
から SCO 王たちが出るであろ5 a 」 (この約束は、いまやキリストにおいて果たされたことをわた 
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したちは見ている)。このときから聖書では、この一組の夫婦は以前のようにアブラムとサラ 

ィと はよばれず、わたしたちがはじめからよんでいるように-いまではすべての人によって 

そのよう* J ■よ，まれているゆえに——アブラハムとサラとよばれるようになったのである。 

アブラハムの名がなにゆえに変えられたかとい うこと については、「なぜならわたしがあな 
たを多くの民と したからである」といわれているのが理由である。それゆえ、これが「アブラ 
ハム」の意味であると解されねばならない。かつての呼び名である「アブラム」は「高められ 
た父」と訳されるのである。しかし、サラの名の変更については理由が与えられていないので 
あるが、聖なる書物のなかに出てくるへブラィ人の名を訳した人たちのいうところによれば、 
「サラィ」は「わが王妃」 と 訳され、「サラ」は「力」 と 訳される。そこから「へブル人への 
手 氏-にお、 て「信 # こよって サラ自身 も 種をやどす力を得た」と記されているのである。 

じっさい、二人とも聖書の証言どおり老齢であった。その上サラは不妊であり、月々の血の 
ものはすでに止まっていた。そのため、かりに不妊でなかったとしても、子どもを得ることは 
不可能であった。さらに、女が相当の年齢になっていても月のものがつづいているなら、なお 
も若い男によって子どもを産むことはできるであろうが、老いた男によっては不可能である。 
他方、年老いた男はなおも可能であるけれども、年若い女によって子どもを得ることができる 
のである。ちょうどアブラハムがサラの死後、ヶトラによって可能であったごとくである。か 
れはかの女の生き生きとした若さに出会ったからであった。 

そ^ゆえ、こ htt 吏徒が驚嘆すべきこととして強調するところのことであり、また，これに 
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かんして アブラハムの 身体はすでに死んでいたものであるといっている。それというのは、ま 
だ子どもを産むための最後の期間がいくらか残されているようなどんな女からも、 アブラハム 
自身がその年齢で子どもをつくらせることは不可能であったからである。ある点にかんして 
——すべての点にかんしてではなく——かれの身体は死んでいたと理解しなければならぬであ 
ろう。なぜなら、あらゆる点にかんして死んでいたのなら、それはもはや生きた老人ではなく 
死者の屍だからである。 

この問題については、アブラハムがのちにヶトラによって子どもを得たのは子どもを生むと 
いう主から受け取った賜物が妻の死ののちにも残っていたからだというような解決がなされる 
のがつねであるが、しかし、問題の解決としては、わたしたちの辿ってきたもののほうがより 
好ましいようにおもわれる。なぜなら、確かに百歳の老人は、わたしたちの時代においてはど 
んな女性からも子どもを得ることはできないが、当時、人びとが長く生きていたときには、百 
年はまだ人間を老齢の衰退状態.にすることがなかったから、というものである。 

(一) 「創世記」一七の五以下。 

(二) 「へブル人への手紙」一一の二。 

(三) 「ローマ人への手紙」四の一九参照。 


第二十九章 
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アブラハムに 現れた三人の天使たちのうちに主がおられたと記されて I ることにつ 
いて 

ふたたび神はマムレの樫の樹のかたわらにいるアブラハムに三人の男の姿で出現されたので 
あった。それが天使たちであったことは疑いえない。もっともある人たちは、そのうちの一人 
が主キリストであったと考えるのであって、そのように考える人たちは、キリストは肉をまと 
われる以前にも可視的であられたと主張するのである。たしかに、神の権能、不可視的で非形 
体的そして不可変的な神の本性には、それ_身は何ら変化もなくして可視的な視覚にも現れる 
ということがある。もちろんこのことは、それ自身の存在をとおしてではなく、それ自身に服 
属しているところの何ものかをとおしてである。そして、それに服属していないようなものが 
何かあるであろうか。 

しかしながら、これら三人の男たちのうちの一人がキリストであったと主張する理由として、 
アブラハムが三人を見た とき 単数形で主に語りかけたからであるということをあげるのなら 
(なぜなら、「見る と、 三人の人がかれのそばに立っていた。かれはこれを見て天幕の入口から 
走って行って かれらを迎え、ひれ伏していった。『主よ、もしもわたしがあなたの御前に御好 
意を得ているのなら…: E 』」 と記されているからである)、かれらはなぜ次のことにも注意を向 
けないのであるか。すなわち、アブラハムが男たちのうちの一人に、主とよびかけてまだ話を 
つづけて、 ソ ドムにおいて義しい者が不敬虔な者と共に滅びることがないように執り成してい 
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るときに、そのうちの二人がソドムの人び とを 絶滅するために出て行ってしまった ということ 
である。 ロト も同じようにして この 二人を迎えたのであるが、 かれらと 語り合った とき、かれ 
自身も単数形で主とよんでいるのである。 

じっさい、ロトがかれらに向かって複数形で、「さあ、主たちよ、あなたがたのしもべの家 
においでください」等々、そこに述べられている他のことも語ったのであるが、しかし、その 
あとで次のように読まれるのである。「主がかれに思いやりをかけることをのぞまれたので、 
天使たちは、かれの手と、かれの妻の手と、ふたりの娘の手を取った。かれらはかれを外へ連 
れ出した。連れ出してすぐにいった。『のがれなさい。あなたの命にかかわることだから。 う 
しろを振り返ってはならない。この地域のどこにも止まってはならない。山にのがれなさい。 
そうしなければあなたは捲き込まれるだろうから』。するとロトは答えて、『いや、主よ、あな 

たのしもべはあなたの御前にあなたのあわれみを見出したのですから . 』といったのであっ 

だ」。 

次いで、これらのことばのあと、主は二人の天使たちにおいて存在しておられたのであるが、 
「見よ、わたしはあなたの顔におどろいた…… 」 といわれて、単数形でかれにたいして 答えて 
おられるのである。だからして、アブラハムは三人の人物のうちに、ロトは二人の人物のうち 
に主を認め、その人びとが人間であると見なしていたのではあるが単数形で主に 語り かけたと 
いうのが、はるかに信頼されうることである。そして、かれらがそれらの人び とを 受け入れた 
のは、それらの人びとがいわば可死的存在であり、かつ人間的な元気回復を必要としている存 
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在として、その世話をするという、ただそれだけの理由によるものであった。しかし、これら 
の人びとには、たしかに、いわば人間としてではあるけれども何か異常なものがあったのであ 
って、そのため、その人びとに親切なもてなしを示したかれらは、その人びとのうちに主がお 

られるということを-預言者たちのうちによくおられるように-疑うことができなかった 

のである。それゆえ、これらの者は、その人びとのなかの主に、あるときには複数形で、ある 
ときには単数形でよびかけたのであった。 

ところで、かれらが天使たちであったことは、聖書の証言しているところであって、これら 
のできごとが語られているこの創世記の書においてだけでなく、「へブル人への手紙」にも記 
されている。すなわち、親切にもてなすことが賞賛されているところで、「このようにして、 
ある人びとは、気付かないで御使いたちをもてなした」といっているのである。 

この三人の人物をとおして、ふたたびアブラハムにたいして、息子ィサクがサラから生れる 
という約束がなされたとき、「アブラハムは、大きな、そして数多い民となって、かれにおい 
て地上のすべての民が祝福されるであろう」といわれているような神の答えが与えられたので 
あった。ここには、この上もなく簡潔で十分なかの二つの約束——すなわち肉によるィスラエ 
ルの民と信仰によるすベての民——がなされているのである。 

(一) 「創世記」一八の二以下。 

(二) 同上、一九の二。 

(三) 同上、一九の一六以下。 
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六 £ S 


同上、一九のニー。 

「へブル人への手紙」一三の二。 
「創世記」一八の一八。 


第三十章 

ロトのソドムからの脱出およびアビメレク王とサラのことについて 

この約束ののち、ロトはソドムから解き放たれて、火の雨が天から降ってきたとき、その不 
信仰な都市の全域が灰に帰したのであった。そこでは、男性のあいだでの淫乱が慣習となって、 
ひじょうな勢力を見せていたので、法律によって他の行為にも与えられるのを習わしとしてい 
る許可が示されていた。しかし、その人たちの罰は、来たるべき神の審判のひとつの標本であ 
った。じっさい、天使たちによって解放された人びとがうしろを振り返るのを禁じられたとい 
う事実は、もしもわたしたちが最後の審判を免れたいと考えるなら、恩恵によって再生した人 
びとが脱ぎ捨てるところの古い生へ心を二度と戻してはならないという理由によるのでないな 
ら、どのように関連づけられるのであろうか。さらに、ロトの妻が振り返った地点で動けなく 
なり塩に変じてしまったということは、信仰ある人びとにとって一種の薬味を提供するもので 
あって、人びとは、そのような例を用心するゆえんとなるところの何ごとかを嗅ぐのである。 
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このあと、アブラハムはゲラルで、その都市の王アビメレクのもとで、エジプトにおいて妻 
にかんしておこなったことをふたたびおこなったのであるが、同じょうに汚されずにかれのと 
ころへもどされたのであった。ここでは、もちろん王はかれを非難したのであって、かの女が 
妻であることを黙し、妹であるといったのはなにゆえであるか、と問うたのであった。かれは 
なにを恐れていたのかを打ち明け、つぎのことも付け加えたのであった。「かの女はほんとう 
にわたしの妹なのです。父の娘ですが、母の娘ではありません」。それというのは、かの女は 
アブラハムの父からの妹であって、その父にかんしてかの女はかれの近親者であったからであ 
だ。しかし、かの女はきわめて美しい人であったので、その年齢においてすら、ひとにのぞま 
れるだけのものがあったのである。 

(一) 「創世記」一九の二九。 

(二) 同上、二〇の一以下。 


第三十一章 

ィサクの名の意味について 

この あと、 神の約束にしたがって アブラハムに サラから息子が生れたのであった。かれはそ 
の 子どもにィサクと いう名を付けたが、これは「笑い」 という 意味に訳される。それというの 
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は、この子どもが父に約束されたとき父親はおどろきと喜びのために笑ったのであるが、また、 
三人の人物によってその約束がくり返されたとき母親も信じがたい気持で喜んで笑ったのだか 
らである。けれども、かの女の笑いは、それが喜びを示すものであったとはいえ、十分な信仰 
を示すものではなかったがゆえに天使はかの女を非難したのであるが、のちに同じ天使によっ 
て信仰においても堅くされたのであった。このようなわけで、この子どもはその名を受け取っ 
たのである。 

じっさい、ィサクが生れてその名が与えられたときに、サラは、その笑いが不名誉を嘲笑す 
るためでなく、かえって喜びを表現するためのものであったことをはっきり示したのであって、 
かの女はまったくつぎのようにいったのであった。「主はわたしを喜ばせてくださった。それ 
を聞く者はだれもわたしのことを喜ぶでしょう」。しかし、それから少し経ってから、女奴隸 
はその子どもと共に家から追い出されたのであるが、使徒によればこれは 旧と新と いう二つの 
契約が象徴されているのであり、そこではサラは天上のエルサレム、すなわち神の国の姿を担 
っているのである。 

(一) 「創世記」一七の一七。 

(二) 同上、ニーの六。 

(三) 同上、ニーの一四。 

(四) 「ガラテヤ人への手紙」四のニー以下参照。 
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第三十二章 

息子の犠牲によって示されたアブラハムの従順と信仰について 
すべてこれらのことに言及するのは冗長にすぎることになるが、そのなかで、アフラハムは 
ほかならぬ最愛の息子ィサクをいけにえとしてささげるという試みに会うのであって、それは、 
かれの敬虔な従順が証明されてひろく世の人びとに知られるため 神に知られるのではなく 

_であった。じっさい、試みはすべて咎められるべきものではない。なぜなら、それによっ 

て是認され るよう な試みは、むしろよろこばれるべきものだからである。ほとんどのばあい、 
人間の心は自己自身には知られないのであって、それはただ自分の力を言葉によらず何らかの 
仕方で問いただす試みに験され る ことにより、それに答えるときにのみ知られるのである。も 
しも神のなされるわざを認めるときには、ひとは敬虔となり、虚しい誇りによって膨れあがる 
ことがなく、恩恵の確かさによって固められるであろう。 

神の命令の呼び声には議論をする ことなく 従わねばならぬけれども、アブラハムはた L 力に 
神が人間の犠牲をよろこばれるとはけっして信じてはいなかった。しかし、すくなくともアフ 
ラ ハムは犠牲をささげたときに息子がただちに復活するであろうと信じたことにおいて賞賛さ 
れるべきである。じっさい、女奴隸とその息子とを家から追い出すようにという妻の意志にか 
れが応じようと はしなかったとき、神はかれに、「あなたの子孫といわれる者たちはィサクに 
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よって生れるからである」と語られたのであった。また、ここではつづいて「わたしはこのは 
しための子をも大いなる民としよう。なぜならかれはあなたの子孫だからであ G 」 といわれて 
いるのである。——それでは、イシマエルもかれの子孫であると神がよばれているときに、 
「あなたの子孫といわれる者たちはイサクによって生れるからである」ということばはどのよ 
うな意味なのであろうか。 

ところで使徒は、「あなたの子孫といわれる者たちはイサクによって生れるからである」が 
どういう意味であるかを説明している。すなわち、「肉の子らがそのまま神の子であるという 
のではなく、むしろ約束の子らが子孫として認められるので ある)」 といっている。それゆえに、 
約束の子らがイサクによってアブラハムの子孫となるようよばれているのであって、これはす 
なわち、それらの者は恩恵によってよばれてキリストのうちに集められるのである。それゆえ 
に、この信仰深い父親はその約束を忠実にまもっていたのであった。そしてそれは、神が殺す 
よう命じたこの息子をとおして成就されるべきであったゆえに、かれが(子孫の出生の)望みを 
すてたときに与えられた息子がいけにえとしてささげられても、自分のもとに戻されるであろ 
うことを疑わなかったのであった。 

このように「へブル人への手紙」では解されており、そしてつぎのように説明されている。 
「信仰によってアブラハムは試練を受けたときイサクをささげた。すなわち、約束を受けてい 
たかれがその ひとり 子をささげたのである。この子どもについては、『あなたの子孫といわれ 
る者たちはイサクによって生れるからである』といわれていたのであった。かれは神が死人の 
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なかから人をよみがえらせる力があると考えていたからである」。さらに、「このことのため r 
神はかれをも似姿に置かれたのであっだ」と加免ている。その似姿とは、使徒が「かれは自分 
の子を惜しまずわたしたちすべてのために手渡されが」と語っているところのそのかたの似姿 
にほかならない。 

それゆえ、主が御自分の十字架を運ばれたように、イサク白身もかれが置かれるべきいけに 
えの場にまで薪を運んだのである。最後にイサクは殺されてはならなかったがゆえに父親が自 
分の息子を打ち殺すのを禁じられてのち、それをささげることによって象徴的な血によって犠 
牲を 成就した ところの あの雄羊はだれであったか。あきらかに、アブラハムがその雄羊を見た 
ときにはそれは角を藪にかけていたのであった。それゆえ、その雄羊によって象徴されていた 
のは、犠牲としてささげられる前にユダヤ人の茨の冠をかぶせられたイエスでなくてだれであ 
ろうか。 

しかし、わたしたちは天使によって語られた神の言葉に注意を向けよう。聖書はいっている。 

「そして アブラハムが手を差し伸べ、刃物を取ってその子を殺そうとした。そのとき、主の使 
いが天からかれをよんでいった。『アブラハムよ』。かれは答えた。『はい、ここにおります』。 
天使はいった。『その子に手をかけてはならない。また、かれに何もしてはならない。わたし 
はあなたがあなたの神をおそれ、わたしのためにあなたのただ一人の息子をさえ惜しまなかっ 
たのを知っ技』」。ここで「知った」というのは「わたしが知られるようにした」という意味で 
ある。というのは、神はこのことがおこるまえに無知であったというのではないからである。 
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そののち、雄羊が息子ィサクの代りにささげられたとき、「アブラハムはその場所の名を 
『主がご覧になった』とよんだ。それにより、人びとは今日も『主は山に現れた』といってい 
るのである」。ちょうどそれは、「わたしが知られるようにした」の代りに「知った」といわれ 
ているのと同じように、ここでは、「主がお現れになった」——すなわち主はご自身を見られ 
るようになさった——という代りに「主はご覧になった」といっているのである。 

「主の使いはいま一度天からアブラハムをよんでいった。『わたしは自分をさして 誓う。 あ 
なたがこの命令を実行し、あなたのひとり子をもわたしのために惜しまなかったがゆえに、わ 
たしは大いにあなたを祝福し、そして大いにあなたの子孫を増やして、天の星のように、浜辺 
にひろがる砂のようにする。あなたの子孫はあなたの敵の町を打ちとり、そして、地のもろも 
ろの民はあなたの子孫によって祝福されるであろう。あなたがわたしの言葉に従ったからであ 
(レ)』」。 

このようにして全燔祭——それによってキリストが表示されているのであるが——が終わっ 
てのち、アブラハムの子孫において、もろもろの民の召命についてのあの約束が神の誓約によ 
っても確立されたのであった。神はしばしば約束を与えられたのであるが、けっして誓われた 
ことはなかった。ところで、真の、そして真実の神の誓いとは、その約束の確証および信じな 
い者への一種の譴責でなければ何であろうか。 

このことののち、サラはその生涯の百二十七歳、夫の生涯の百三十七歳のときに死んだので 
あった。かれがかの女をとおして一人の息子が与えられるという約束を受けたとき、「百歳の 
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わたしに子どもが生れるというのであろうか。九十歳のサラが子どもを産むことができよう 
M 」 と 自ら 言明しているとおりである。そのときアブラハムは土地の一部を買い、そこに妻を 
埋めたのであつば。ステファノの説明によればそのときにかれはその地に定住したのであつた。 
かれはそこで土地所有者になりはじめていたからである。すなわち、かれの父の死ののちのこ 
とである。父は二年前に死去していたものと見なされる。 

(一) 「創世記」ニーの一ニーー三。 

(二) 「ローマ人への手紙」九の八。 

(三) 「へブル人への手紙」二の一七以下。 

(四) 「ローマ人への手紙」八の三二。 

(五) 「創世記」ニニの一〇以下。 

(六) 同上、ニニの一五以下。 

(七) 同上、二三の一。 

(八) 同上、一七の一七。 

(九) 同上、二三の三丄一〇参照。 

(一〇)「使徒行伝」七の四。 
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第三十三章 

イサクが妻として迎えたナホルについて 

その後イサクは四十歳のとき自分の叔父ナホルの孫娘リベヵを妻として娶った。これはかれ 
の父の百四十歳のとき、そして、かれの母が死んでから三年のちのときであった。かの女を迎 
えるために奴隸がイサクの父にょってメソポタミアへ送られたとき、その奴隸に向かってアブ 
ラハムが「あなたの手をわたしの腿の下に入れなさい。わたしは天の神、地の神であられる主 
にかけて誓ってもらいたい。あなたはヵナン人の娘からわたしの息子イサクに妻を取ることの 
ないょぅに」といったのであるが、これは、天の神、地の神であられる主が腿から得られる肉 
において来られるべきかたであったということを証明するものにほかならないのではなかろう 
か。これは、わたしたちがいまキリストにおいて成就されているのを見ているところの現実を 
予示する小さな目じるしではないはずである。 

(一)「創世記」二四の二、三。 


第三十四章 
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アブラハムのヶトラとの 結婚の意義につ I て 

ところで、サラの死ののち、アブラハムがヶトラを娶ったのは何を意図していたのであろう 
か。このばあい、とくにかれの年齢とかれの信仰の神聖さとによって、不節制であると疑って 
はならない。イサクから出る子どもたちが天の星や地の砂のように増やされるというまったく 
確かな信仰によって神の約束を保持していたのに、かれはなおも子どもを生むことを求めてい 
たのであろうか。しかし、使徒の教えるところによって、もしもハガルとイシマエルとがたし 
かに旧約の肉的な人びとを表示しているとすれば、なにゆえにヶトラとその子どもら もまた、 
自分が新約に属していると見なしている肉的な人びとを表示していないのであろうか。 

じっさい、かの女らはアブラハムの妻とも内妻ともよばれているのに、サラはけっして内妻 
とはいわれていないからである。すなわち、ハガルがアブラハムに与えられたとき、聖書はつ 
ぎのようにいっているのである。「アブラムの妻サライは、アブラムが十年間カナンの地に住 
んだのちエジプト人の仕え女であるハガルをとって夫アブラムに妻としてかの女を与えた」。 
一方、アブラハムがサラの死去ののちに娶ったヶトラについては、「ふたたびアブラハムは妻 
を娶った。その名はヶトラであった」と読まれるのである。 

ここでは二人とも妻とよばれているのを見るのである。しかし、かの女らはいずれも内妻で 
あったということもわかるのであって、それというのは、聖書はそのあとで、「さて、アブラ 
ハム尤その資産をすべてイサクに与えた。そしてそのそばめたちの子らにも贈り物を与えたが、 
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かれの生存中、かれらをその子イサクから離して、東方、東の地へ移らせた」といっているか 
らである。 

このように、内妻たちの子らにもいくらかの贈り物が与えられたのであるが、かれらは、そ 
れが異端者たちであっても肉によるユダヤ人たちであっても、約束された王国には達しないの 
である。なぜなら、イサクのほかに相続人は存在せず、そして、「肉の子らがそのまま神の子 
であるのでなく、約束の子らがその子孫と見なされる」ゆえであって、その子孫について聖書 
は「あなたの子孫といわれる者たちはイサクによって生れるからである」といっているのであ 
る。 じっさい、なにゆえにその妻の死ののちにアブラハムに娶られたヶ トラが 内妻とよばれる 
べきであるか。この奥義のゆえでないとするなら、わたしにはわからない。けれども、これら 
のことをこのような意味に受けとるのを欲しない者もアブラハムに向かって非難を投げかけて 
はならない。 

これは、二回目の結婚を咎めた異端者たちの反駁に対して、妻の死後の二回目の結婚は罪で 
はないということが多くの民の父祖の例によって示されるために備えられたものであればどう 
であろうか。 

さて、アブラハムは百七十五歳のときに死去したのであった。こうして百歳のときに生れた 
息子のイサクがそのあとに残されたのであった。かれはそのとき七十五歳であった。 

(一) r ガラテヤ人への手紙」四の二四。 

(二) 「創世記」一六の三。 
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第十六巻第三十五章 


(三) 同上、二五の一以下。 

(四) 「ローマ人への手紙」九の八。 

(五) 二世紀後半に現れた熱狂的な預言者 モンタヌス とその派の主張に見られた異端説。 


第三十五章 

リベヵの胎内に懐かれている双児についての神の答えの意味について 

さて、いまやわたしたちはアブラハムの子孫たちをとおして神の国の歴史がどのように発展 
していくのか見なければならない。ィサクの生涯の最初の年からかれに息子たちが生れたその 

六十歳に至るまでにつぎのことがとくに注目されるべきである。-不妊であった妻(リベヵ) 

が子どもを胎 むこと がで きる ようかれが神に乞い求めたとき、主はかれの願いを受けいれられ、 
妻は懐胎したのであった。かの女の胎内に抱かれていた双児は、すでにはげしく動いていたの 
であった。この苦痛によってくるしめられていたとき、かの女はそれについて主に尋ねた。す 
るとつぎのような答えを受けとったのであった。「二つの国民があなたの胎のうちにあり、二 
つの民があなたの腹から分れて出てくるであろう。そのうちの一つは他の民よりもつよく、兄 
は弟に仕えるであろう」。 

使走 パゥロは これを恩恵の大いなる証明と解されることをのぞんでいる。なぜなら、かれら 
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はまだ生れてはおらず、何の善も悪もおこなっていなかったときに、何らかの功績もなくして 
弟のほうが選ばれ、兄のほうがしりぞけられたからである。その時点には、疑いもなく二人は 
原罪にかんして等しい状況にあった。また、個人の罪にかんしてはどちらにも何の罪もなかっ 
たのであった。けれども、現時点で、わたしが従事しているこの書の計画は、このことがらに 
ついてこれ以上述べることはゆるされない。わたしは他の書においてすでに多くのことを述べ 
たのであった。 

ところで、「兄は弟に仕えるであろう」といわれているところのことであるが、それを、ユ 
ダヤ人という年上の民が年下の民すなわちキリスト教徒に仕えるべく定められているという意 
味以外に受けとった者はほとんどいないであろう。この預言がイドマヤ族の民において成就さ 
れたと見られうるのである。それは兄のほう(かれはエサゥおよびエドムという二つの名をも 
っていた。このエドムという名からしてイドマヤといわれることになった)から出ていたので 
あったが、それはのちに弟から出た民すなわちイスラエルの民によって打ち負かされ、これに 
服属することになるからである。しかしながら、「そのうちの一つは他の民よりもつよく、兄 
は弟に仕えるであろう」というこの預言的言明は、何かもっと重要な意味を伝える意図があっ 
たと考えるのがより適切であろう。そしてこれは、ユダヤ人とキリスト教徒において明らかに 
成就されているところのことでないなら何であろうか。 

(一) 「創世記」二五の二三。 

(二) 「口丨マ人への手紙」九の一一以下。 



225 第十六卷第三十六章 


(三)アウグスティヌス 『原罪について』三六の三一参照。 


第三十六章 

イサクにも与えられた神のお告げと祝福 

イサク もまた、 かれの父が幾度か受けたようなお告げを取け受ったのであった。それについ 
てつぎのように記されている。「アブラハムのときにおこった初めの飢饉とは別に、その地方 
に飢饉がおこった。そこでイサクはゲラルにいるペリシテ人の王アビメレクのところへ行った。 
そのとき主がかれに現れていった。『エジプトに下ってはならない。わたしがあなたに示す地 
に住みなさい。そしてその地に定着しなさい。そうすればわたしはあなたとともにいて祝福し 
上う0 

というのは、わたしはあなたとあなたの子孫とにこの国をことごとく与えて、あなたの父ア 
ブラハムに誓ったわたしの誓いを果たそうとしているからである。わたしはあなたの子孫を天 
の 星のように 増やし、子孫にこの地のすべてを与えよう。地上のすべての民はあなたの子孫に 
よって祝福されるであろう。なぜなら、あなたの父アブラハムがわたしの声に従い、わたしの 
さとし、わたしの命令、わたしの定め、わたしの律法をまもったからである』」。 

この 族長は他の妻も内妻ももたなかったが、一度の交わりから生れた双児の子孫で甘んじて 
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いた。たしかにかれ自身 も、 異国人のあいだに住んでいたとき、自分の妻の美しさからおこる 
危険を恐れていたのであった。かれはかの女のことを自分の妹と よび、 かの女が自分の妻であ 
ることを隠して自分の父と同じことをおこなったのであった。じっさい、かの女は父方と母方 
とのいずれの血縁においてもかれにひじょうに近い関係にあったのである。けれども、かの女 
もかれの妻であることが知られて、異国人の手によって汚されずにすんだのであった。にもか 
かわらず、わたしたちは、かれがその一人の妻以外にはどんな女性とも関係をもたなかったと 
いう理由で、かれを父親よりも優位におくべきではないのである。じっさい、かれの父親の信 
仰と従順の功績は、かれ自身のそれよりもすぐれていたことに疑いの余地はない。それは、神 
がィサクに与えられる善きものは、かれの父親のゆえになされるのであると神がいわれるほど 
であった。 

「地上のすべての民はあなたの子孫によって祝福されるであろう。なぜなら、あなたの父ア 
ブラハムがわたしの声に従い、わたしのさとし、わたしの命令、わたしの定め、わたしの律法 
をまもったからである」といわれている。そしてさらに神は別のお告げによって、「わたしは 
あなたの父アブラハムの神である。恐れてはならない。わたしはあなたとともにいてあなたを 
祝福し、あなたの父アブラハムのゆえにあなたの子孫を増すであろう」といわれるのである。 
そこからしてわたしたちは、自分自身の粗悪さを弁護してくれる根拠を恥知らずにも聖なる書 
のなかに見出そうとする人びとにとっては情欲によっておこなったと見られるようなことがら 
においてもアブラハムはいかに純潔に振舞ったか、ということを理解するのである。さらに、 
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わたしたちは、人間はたがいのあいだで特定の善にもとづいて比較すべきではなく、各人の全 
体を考量しなければならないという ことを 学びうるであろう。 

というのは、ある人がその生活と習慣とにおいて他の人に優るところの何らかの性質をもっ 
ており、そしてその美点が、他の人よりも劣るゆえんとなっているところの他の何らかの性質 
よりもはるかにまさつているということがおこりうるからである。このような健全で真実なる 
判断によつて、節制ということが結婚ということよりもまさつているとされるときでも、すく 
なくとも結婚しつつも神への信仰をもつ人は、信仰をもたずして節欲している人よりもまさっ 
ているのである。じっさい、不信仰な人はより少なく賞賛されるべきである。それだけではな 
い。その人はきわめて忌むべき人である。どちらも善き人であるとしよう。そのようなときで 
も、結婚していながらまったく信仰厚くまったく神に従順な人のほうが、節欲していながらも 
信仰なく従順でない人よりもよりすぐれているのである。しかし、もしも他のことが等しくあ 
るなら、結婚している人よりも節欲している人のほうを上位におくことをだれが躊躇するであ 
ろうか。 

二)「創世記」二六の 一—五。 

(二) 同上、一二のニーニーー参照。 

(三) 同上、二六の二四。 
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第三十七章 

エサゥとヤコブにおける秘義について 

ィサクの二人の息子エサゥとヤコブはこうして一緒に成長した。年上のほうの 首位 性は、か 
れらのあいだでの協定と合意の結果、年下のほうに移されることになったのであった。兄のほ 
うが、弟が自分の食べ物のために用意していたレンズ豆を異常な仕方で欲し、誓いを立てて代 
価として弟に長子の特権を売ったからである。ここにおいてわたしたちは、食べることにかん 
して人が非難されるのは、食べ物の種類ではなく、節度のない貪欲であるということを学ぶの 
である。ィサクは年老いて、老化によって自分の視力を失っていった。かれは年長の息子を祝 
福しようとして、毛深い人であったその息子の代りに、知らずに年下の息子のほうを祝福する 
のである。弟は他人の罪を担うかのごとくに子やぎの皮を身につけて父の手の下に自分を置い 
たのである。 

ヤコブのこのような術策が偽瞞めいた欺きであると見なされることのなきよう、また、その 
偉大な秘義の意味を求めるのに失敗することのなきよう、聖書はあらかじめ 「 H サゥは巧みな 
狩人となり野の人であったが、他方ヤコブは穏やかな人で天幕に住んでいた」と述べているの 
である。ところで、わたしたちのうちのある人はこれ(「穏やかな」という訳)の代りに「術策 
のない」と訳したのであった。しかし、「術策のない」とするか「穏やかな」とするか、ある 



229 第十六巻第三十七章 


いはむしろ「見せかけのない」とするか、いずれであっても、そしてこれはギリシア語では 
「アプラストが)」なのであるが、祝福を得るに際して術策のない人の術策とは何であろうか。 
穏やかな人によって示された術策とはどういう術策なのであろうか。偽りをいわない人による 
見せかけとは、それが深遠な真理の秘義でなければどういう見せかけであろうか。その祝福と 
はどのような性質のものなのであるか。 

「見よ」とィサクはいってつぎのようにつづけられている。「わが子のかおりは主が祝福な 
さった野のかおりのようだ。どうか神が、天の露と地の肥えたところと多くの穀物と新しいぶ 
どう酒とをあなたに与えてくださるように。すべての民があなたに仕え、諸々の民があなたの 
前に身を屈めるように。あなたの母の子らがあなたの前に身を屈めるように。あなたを呪う者 
は呪われ、あなたを祝福する者は祝福されるよう^3」。したがって、ヤコブの祝福はすべての 
民におけるキリストの予告である。このことがおこり、このことが実際にすすめられる。ィサ 
クは律法であり、預言である。ユダヤ人たちの口をとおしてさえ、キリストは祝福を受けられ 
るのであって、それはあたかも律法と預言そのものが知られていないがゆえにキリストのなさ 
れることを知らない人によって祝福されるごときものである。キリストの御名の香気によって 
野のように世界は充たされるのである。天の露すなわち神の御言葉という雨からの祝福はかれ 
のものである。土の豊かさすなわち諸々の民の集まりからの祝福もかれのものである。穀物と 
ぶどう酒すなわちかれのからだと血の秘跡において集めるところの大勢の人びともかれのもの 
である。諸々の民が仕え、王たちが敬慕するのはキリストである。かれの民がユダヤ人たちを 
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子らはかれを敬慕する。なぜならかれ自身も肉によればアブラハムの子であるからである。か 
れを呪う者は呪われ、かれを祝福する者は祝福される。 

わたしはいうが、わたしたちのキリストはユダヤ人たちの口——それは誤っている者らのも 
のであるけれども、すくなくとも律法と預言とをうたう者らの口である——によって祝福 $■ れ 
ているのである。すなわち真実/£仕方で語られるのである。そして、誤りのうちにいる者たち 
によって待望されているところの別の人が祝福されていると見なされているのである。見るが 
よい、ィサクは兄が約束された祝福を求めたとき、びっくりして、かれが自分の代りに別の者 
を祝福してしまったことを知るので fe る。かれはおどろき、この別の者はだれで fc るかと尋ね 
るのである。けれども自分が欺かれたことを嘆かない。かえって、大いなる秘義がその心の深 
みのうちにただちに明らかに示されたので、かれは憤りを抑え、その祝福を確認するのである。 

「それでは、わたしのために獲物をとって持ってきた者はだれか。わたしはあなたがくる前 
にそれをみんな食べて祝福した。だからかれが祝福されるであろう J 。 もしもすベてこれらの 
ことが、上からの霊感によっておこるのでなく、地上の慣例のとおりにおこるのなら、きっと、 
このようなことに憤った人間の呪いを予想しない人はいないであろう。じつにこれらはじっさ 
いにおこった出来事であるが、預言的な出来事なのである。地上での出来事であるが、天から 
のものである。人間の行為であるが、神の業なのである。 

このような重要な秘義に充満しているひとつひとつのことがらが厳密にしらべられるとすれ 



231 第十六巻第三十八章 


、多くの巻を埋めつくすことになるであろぅ。しかし、この書には、それを適度な量に保つ 
ょぅ限界が付せられている。したがって、急いで他のことがらへ赴かねばならない。 

(一) 「創世記」二五の二九—三四参照。 

(二) 同上、二五の二七。 

(三) »<7 r 、§ ro 5 . 

(四) 「創世記」二七の二七以下。 

(五) 同上、二七の三三。 


第三十八章 

ヤコブの 見た夢について 

さて、 ヤコブは両親にょってメソポタミアへ送り出されたのであった。それはその地で妻を 
娶るためであった。かれの父はかれを見送るときにいった。「あなたはヵナン人の娘をあなた 
の妻に娶ってはならない。さあ、メソポタミアへ発ち、あなたの母の父べトエルの家に行って 
あなたの母の兄ラバンの娘の一人を妻に娶りなさい。わたしの神があなたを祝福し、多くの子 
孫を得させ増やして多くの民となし、また、あなたの父祖アブラハムの祝福をあなたと子孫と 
に与えてくださるであろぅ。神がアブラハムにお与えになったところの、あなたが寄留してい 
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る地をあなたが継ぐことができるように」。 

わたしたちはここですでに、ヤコブの子孫がイサクのもう一つの子孫すなわちエサゥから出 
る子孫からは分けられているのを理解するのである。すなわち、「あなたの子孫といわれる者 
たちはイサクによって生れるからである」といわれたのは、たしかに神の国に属する子孫たち 
のことであるが、かれらから、アブラハムの他の子孫すなわち女奴隸の子に よる 子孫およびの 
ちにヶトラの息子によって出るべき子孫たちとは区別されているのである。しかし、イサクの 
双児の息子についてはまだ不明な点が残っていたのであった。すなわち、祝福がかれら二人の 
ものであったのか、それともそのうちの一人のものであったのか、そしてその一人のものであ 
ったのなら、かれらのうちのいったいどちらのものであったのか、という点である。このこと 
はいまや、ヤコブが父によって預言的に「あなたを多くの民となし、そして神があなたの父祖 
アブラハムの祝福をあなたに与えてくださるであろう」ということばをもって祝福されたとき 
に明らかになったのであった。 

ヤコブはメソポタミアへ向かう途中で、眠っているときにお告げを受け取ったのであった。 
それについてはつぎのように記されている。「さて、ヤコブは契約の井戸をあとにしハランに 
向かった。あるところに着いたが、日がくれたのでそこに夜をすごすことにした。かれはそこ 
にあった石を一つ取ってまくらとし、そこに寝たのであったが、そのときかれは夢を見た。一 
つの梯子が地に立っていて、その頂きは天にまで達し、神の御使いたちがそれを上り下りして 
いるのを見た。すると主がそこに立っていわれた。『わたしはあなたの父アブラハムの神、イ 
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サクの神である。恐れてはならない。あなたが伏している地をあなたとあなたの子孫たちに与 
えよう。あなたの子孫は地のちりのように増えて、海をこえて南へ、また北と東へ拡がるであ 
ろう。地のすべての種属はあなたとあなたの子孫とによって祝福されるであろう。わたしはあ 
なたと共にいて、あなたがどこへ行こうともその道のどこにあってもあなたをまもり、この地 
に連れもどすであろう。なぜ^.ら、わたしはあなたをすてず、わたしが語ったことをすべて果 
たすまではあなたを見すてるようなことはしないからである』 

ヤコブは眠りからさめていった。『まことに主がここにおられるのにわたしは 4 K らな力っ 
た』。そしてかれは恐れていった。『これは何という恐るべきところだろう。ここは神の家にほ 
かならず、これは天の門だ』。ヤコブはおきあがり、まくらとしていた石をとり、それを立て 
て記念柱とし、その頂きに油を注いだのであった。ヤコブはその場所を神の家という名でよん 

/CI 」。 _以上のことは預言に関連しているものである。ヤコブが石に油を注いだのは、その 

石をあたかも神となすのであるかのように偶像礼拝的な流儀によったのではなかった。かれは 
その石を礼拝したわけでもなければ、それに犠牲をささげたわけでもなかった。キリストとい 
う名は「クリス- re )」 すなわち「油を注ぐこと」からきているからであって、たしかにここでは 
偉大な秘義に関連したところのあることがらが象徴的におこなわれているのである。 

けれども、その梯子については救い主ご自身が福音書のなかでわたしたちに想いおこさせて 
おられるのをわたしたちは知っている。そこの箇所では、ナタナエルについて「見よ、あの人 
こそほんとうのィスラ H ル人である。かれには偽りがない」(なぜなら、その幻を見たのはィス 
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ラエル、すなわちヤコブであったからである)といわれ、そしてその同じ箇所で「よくよくい 
っておく。天が開かれて神の御使いたちが人の子の上にのぼりくだりするのをあなたがたは見 
るであろう」といわれているからである。 

そこでヤコブはメソポタミアへ進んで行ったのであった。その地で妻を娶るためであった。 
かれはそこで四人の女性を得たのであったが、聖書が示すところによれば、かれはそれらの女 
性のだれにも不正な仕方で情欲を抱いたのでもなく、かの女たちから十二人の息子と一人の娘 
を得たのであった。かれははじめに一人の女性を娶るために来たのであるが、その女性の代り 
に他の女性がすりかえられてかれに与えられたとき、かれはそれと知らずに夜の交わりをおこ 
なったのであるが、かの女をもてあそんだかのように見られることがないように、その女をし 
りぞけはしなかった。そして、その時代にあっては、子孫の増大を確保するために複数の妻を 
もつことを法律は禁じていなかったので、すでに未来の結婚の誓いをおこなっていたかの一人 
の女性をも娶ったのであった。 

その女性が不妊であることがわかったとき、かの女は自分の子どもを得るために下女を夫に 
差し出した。その姉も、子どもを生んでいたけれどもそれと同じことをおこなったのである。 
というのは、かの女は子孫を増やすことを願望したからであった。わたしたちの読むところで 
は、ヤコブはただ一人の女性のほか、他のだれをも求めたわけでなく、また複数の女性と交わ 
ったのは子孫を増やすことのみを意図したものであった。かれは婚姻の法をまもったのであっ 
て、自分の夫のからだを正当に自由にしうる権利をもつところのその妻たちがそれをなすこと 
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を求めなかったならばそれをしなかったことであろぅ。このよぅにして、かれは四人の女性た 
ちから 十二 人の息子と一人の娘を得たのであった。そののち、その息子ヨセフのおかげでエジ 
T へ移ったので—一1、このヨセフは、かれを羨んだ兄たちによって売られて、その地へ連 
れて行かれ、そこにおいて高められたのであった。 

(一) 「創世記」二八の一以下。 

(二) 同上、ニーの一二。 

(三) 同上、二八の一〇以下。 

(四) chnsma . 

(五) 「ヨハネによる 福音書」一の四七、五一。 

(六) 「コリント 人への第一の手紙」七の四参照。 

(七) 「創世記」四六の一以下参照。 


第三十九章 

ィスラエルと 訳されるヤコブの名前について 

さて、わたしがすこし前に述べたよぅに、ヤコブはィスラエルともよばれたのであった。こ 
れは一般にかれから出た民によって保持された名であった。この名は、かれがメソポタミアか 
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ら帰る途中でかれと組み打ちをした天使にょってかれに与えられたのであった。この天使は明 
らかにキリストのある姿をあらわしているのである。というのは、ヤコブがその天使を打ち負 
かしたという事実は(もちろん天使はその秘義を象徴せんとして敗北者であることをいとわな 
かったのである)、キリストの受難をあらわしているのだからである。そこではユダヤ人はキ 
リストにまさったょうに見えたのである。にもかかわらず、ヤコブはかれが打ち負かしたその 
同じ天使から祝福を得たのであった。かくして命名が祝福となったわけである。 

ところで、「ィスラヱル」は「神を直視す^ a 」 という意味に訳されるのであるが、それはこ 
の世の終わりにおけるすべての聖徒たちの報いとなるであろう。さらに天使はまた、勝利者の 
ごとくに見えたその者の大腿のつがいの広い部分に触れたので、かれはびっこを引くことにな 
ったのであった。したがって、同じ一人の人間ヤコブが、同時に祝福された者でありかつびっ 
こを引かされたのである。—この同じ民から出て、キリストを信ずる者において t 况福さて、 
不信仰な者たちにおいてはびっこを 引く 者とされたのであった。また、大腿のつがいの広い部 
分は種族の多数の者たちなのである。じっさい、その血統の多数の者たちにかんしては、「か 
れらはその道からはずれてびっこを引いゼ」と預言的にいわれているのである。 

ぐ 一 ) vldoDs Deum. 

(二)「詩篇」一八の四五(七十人訳)。 
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第四十 章 

ヤコブが七十五人の人びとと共にエジプトに入つたと述べられていることについて 

このようにして、七十五人の人びとが I ヤコブとその子どもたちも数のうちに入れて— 
ヤコブ自身と共に H ジブトに入ったと語られてい? > s 。この数のなかには女性は二人だけがあげ 
られており、一人は娘、他の一人は孫娘である。しかし、ことがらを仔細に考察するなら■ヤ 
コブがエジプトに入った日または年に、ヤコブの子孫がそれだけの数に達していたということ 
を下ンているわけではない。じっさい、ヨセフの曾孫たちまでも数のうちにあげられているの 
であり、そして、ヤコブがそのとき百三十歳、その息子ヨセフが三十九歳であったということ 
を見るな¢,5、あの曾孫たちがそのときに存在していたという可能性はないのである。ヨセフが 
妻を娶った®が三十歳あるいはそれよ—ことであった®は確定しているのであるから、 
かれがその妻をとおして得たところのその息子から、九年間のうちに、どうして曾孫をもつこ 
となどできたであろうか。 

ヨセフの息子エフラィムおよびマナセは息子をもってはいなかったのであってヤコフがエ 
ジブトに入ったときにはこの息子たちは九歳にも満たない子どもであったのであるから、あの 
ときヤコブと共に H ジプトに入った七十五人のうちに、どうしてかれらの息子たちのみならず 
その孫たちまで数え入れられるのであろうか。じっさい、そこでは、マナセの息子でヨセフの 
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孫であるマキル、およびマキルの息子ギレアデすなわちマナセの孫でヨセフの曾孫たる者があ 
げられているのである。ヨセフのもうひとりの息子エフライムの息子すなわちヨセフの孫であ 
るシユタラとこのシユタラの息子エデム——かれはエフライムの孫でヨセフの曾®である—— 
も含まれている。ヤコブがエジプトに来てヨセフの息子たちすなわち自分の孫であってヤコブ 
を祖父とする者たちが、まだ九歳にも満たない少年であるのを見たときに、あの曾孫たちが存 
在していたとはどうしても考えられない。 

ヤコブの H ジブトへの移入は聖書において七十五人の道連れのうちにかれをも含めて記され 
ているのであるが、これはもちろん一日や一年のことではない。その移入を導いたヨセフの生 
涯の全期間を含むものである。すなわち、同じ聖書はヨセフ自身についてつぎのように語って 
いる。「こうしてヨセフはその兄弟たちおよびかれの父親のすべての同居者と共にエジプトに 
住んだ。ヨセフは百十年生きながらえた。ヨセフはエフライムの子孫を三代にわたって見(^§」0 

エフライムから第三番目の世代はヨセフの曾孫にあたる。この第三番目の世代とは、疑いも 
なく、息子、孫、そして曾孫を意味している。次いで「マナセの子マキルの子らも生れてヨセ 
フのひざの上に置かれた」とつづけられている。ここでいわれているのはマナセの孫、ヨセフ 
の曾孫のことである。ただし、複数形でいわれているのは、ちょうどヤコブのただ一人の娘が 
「娘たち」といわれたように、聖書の慣用的な語法である。ラテン語の慣用では、一人の子ど 
もしかいないばあいであっても「子どもたち」といわれるのと同様である。 

それゆえ、ヨセフが自分の曾孫を見ることができた という 理由で、かれの幸福がたたえられ 


239 


第十六巻第四十一章 


ているのではあるが、しかし、かれの父ヤコブがエジプトのかれのもとに来たときに、この曾 
孫たちが曾祖父にあたるョセフの三十九歳のときにすでに存在していたとけっして考えてはな 
らない。これはこの事実について注意深く見ない人びとによって見逃される点である。という 
のも、聖書が「これらがその父ヤコブと一緒にエジプトに入ったィスラエルの子らの名であ 
が」といっているからである。じっさい、このように述べられているのは、ヤコブも含めて七 
十五&が数えられるというのは、ヤコブがエジプトに入ったときにそれらの者のすべてが一緒 
にいたからでなく、わたしが述べたように、この移入が、それを導いたと見られているョセフ 
自身の生涯の全期間にわたっているものと考えられるからである。 

(一) 「創世記」四六の二六参照。 

(二) 同上、四七の九参照。 

(三) 同上、五〇のニニ、二三。 

(四) 同上、四六の八。 


第四十一章 

ヤコブにょってその息子ユダに与えられた祝福について 
したがって、キリスト者の民——その民のぅちに神の国はこの世にあっては巡礼の旅を 歩ん 
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でいるのである——のために、もしもわたしたちがキリストの肉をアブラハムの後裔のうちに 
求めるなら、内妻たちの子どもらは除かれ、イサクが現れることになる。もしもイサクの後裔 
のうちに求めるなら、エドムともよばれるエサゥは除かれ、イスラエルともよばれるヤコブが 
現れることになる。もしもイスラエル自身の後裔に求めるなら、他の者は除かれ、ユダが現れ 
ることになる。なぜなら、キリストはユダの種属から生れられたからである。このことからし 
て、わたしたちは、イスラエルがその死のすこしまえにエジプトにおいて息子たちを祝福した 
とき、ユダに与えたところの預言的な祝福に耳を傾けねばならない。「ユダよ」とかれはいう。 

「あなたの兄弟たちはあなたをほめたたえるであろう。あなたの手は敵の背に置かれるであろ 
う。あなたの父の子らはあなたの前に身を屈めるであろう。ユダは若ししである。あなたは若 
枝から立ちあがった。あなたはししのように、また若ししのように横たわり、眠った。だれが 
かれを起こすであろうか。かれのためにとっておかれたことがやってくるまでは、ヤコブから 
王の出ないことはなく、また、かれの大腿から指導者の出ないことはない。かれ自身が民の待 
望なのである。かれは自分のろばの子をぶどうの木につなぎ、自分の雌ろばの子を良きぶどう 
の木につなぐ。かれはその衣服をぶどう酒で洗い、その着物をぶどうの血で洗うであろう。か 
れの目はぶどう酒で赤く、その歯は乳よりも白以」。 

わたしはこれらのことをマニ教徒ファゥストゥスに反論して説明したのであった。それによ 
って十分にこの預言の意味が明らかになると考えている。ここではキリストの死が眠りという 
ことばで予告されているのである。また、ししという名でもって、かれの死において、必然で 
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はなく、力が予告されているのである。かれ自身、この力について福音書のなかで強調して語 
っておられるのである。「わたしはわたしの生命を捨てる力をもっている。そしてふたたびそ 
れを得る力をもっている。だれもそれをわたしから取り去ることはない。しかし、わたしは自 
分からそれを捨てる。そしてふたたびそれを得る」。このようにししは吠え、そのようにかれ 
は語ったことを成就したのであった。 

かれの復活についてさらに「だれがかれを起こすであろうか」といわれているところのこと 
は、この力に関連するものである。これは、かれ自身のほかにだれもそれをなす者はいないと 
いうことである。なぜなら、かれは自分のからだについて、「この神殿をこわしたら、わたし 
は三日のうちにそれを起こすであろう」といわれたからである。ところで、かれの死の様態、 
すなわち十字架にあげられるということは、「あなたは立ちあがった」といわれているその一 
語によって解されるであろう。それにつづく「かれは横たわり、眠った」といわれているとこ 
ろのことは、福音史家が「かれは首をたれて息を引きとられた」と説明しているのである。あ 
るいは、そうでなければ、すくなくともこれはかれの埋葬に関連している。かれは墓に横たえ 
られ、そして眠ったのだからである。預言者がある人びとを起こしたり、あるいはかれ自身が 
他の人びとを起こしたりしたようには、だれもかれをそこから起こさなかった。かれは眠りか 
らさめるように墓から自分で起きたのであった。 

さらに、かれがぶどう酒で洗う外衣は、かれが自らの血で罪から清めることを意味して いる。 
洗礼を授けられた者はその血の秘跡を知っているのである。だからして、「その着物をぶどう 
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の血で」と付け加えているのである。この着物とは教会でなければ何であろうか。「かれの目 
はぶどう酒で赤い」というのは、かれの杯で酔った霊的な人びとのことである。その杯につい 
ては『詩篇』で「わたしを酔わせるあなたの杯はいかにすぐれたものであること^」とうたわ 
れているのである。「かれの歯は乳よりも白い」というのは、使徒のいうごとく、小さい者たち 
が飲むところのものであって、まだ固い食物が口に合わないときに養う御言葉のことであひ。 

このようにして、ユダにたいしてなされた約束がとっておかれたのはその人 (キリスト) に ほ 
かならない。これらのことが到来するまでは、その系統から王たち—— ィスラ H ルの王たち 
——が出ないことはけっしてなかったのであった。「かれ自身が民の待望である」というのは、 
何らかの説明を加えるよりも見ることによっていっそう明らかであろう。 

(一) 「創世記」四九の八以下。 

(二) 「ョハネによる福音書」一〇の一八。 

(三) 同上、二の一九。 

(四) 同上、一九の三〇。 

(五) 「詩篇」二三の五(七十人訳)。 

(六) 「コリント人への第一の手紙」三の二参照。 
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第四十二章 

ヤコブがその手を取り換えて祝福したヨセフの息子たち-エフライムとマナセ 

——について 

わたしたちよ、イサクの 二人の息子たち、すなわちエサゥとヤコブがユダヤ人とキリスト教 
徒という二つの民を象徴的に表現しているというのを見てきたのであった(ただし、肉の血統 
にかんしては、エサゥの子孫から出ているのはユダヤ人ではなくイドマヤ人で あり、 ヤコブか 
ら出ているのはキリスト教徒の民ではなく、むしろユダヤ人である。じっさい、その象徴は 
「年長の者が年下の者に仕えるであろ^」といわれていることにかんするかぎりで意味がある 

からである )0 -それと 同じような ことがヨセフの二人の息子のばあいにもおこって L るの 

である。というのは、年長の者がユダヤ人をあらわし、年下の者がキリスト教徒をあらわして 
いるからである。 

ヤコブがヨセフの息子たちを祝福したとき、その右の手を左側にいた弟の上におき、左の手 
を右側にいた兄の上においたのであった。それはかれらの父親(ヨセフ)には重大なことのよう 
にお もわれ、かれの誤りを正そうとし、かれらのうちのいずれが本当の年長者であったかを知 
ら亡 ようとした。しかし、かれの父親(ヤコブ)はその手を置き換えることをのぞまず、「わか 
って、， る。 b が子よ、わたしにはわかっている。この者もまた一つの民となり、また高められ 
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るでろう。しかし、弟のほうがかれょりも大いなる者となり、その子孫は多くの民となるで 
あろう」といったのであった。 

ここでも二つの約束が指し示されている。一方は「一つの民となり」であり、 他方は「多く 
の民となる」のである。ここで何ょりも明らかになっていることは、これら二つの 約束には、 
イスラエルの民と全世界の民とがアブラハムの子孫のうち—まれて いて、前者は 肉による子 
孫であり、後者は信仰による子孫である、ということであろう。 

(一) 「創世記」二五の二三。 

(二) 同上、四八の一九。 


第四十三章 

モーセ、ョシュア、判事(士師)、そして王たちの時代について 

ヤコブとョセフの死ののち、エジプトの地からの脱出までに一四四年残って いたが、その間 
に、この民族は多くの迫害にょって疲弊させられたのであった〇この迫害は、人び とのは な t 
だしい増加がエジプト人たちに驚きと恐れを惹きおこしたので、あるときには生れた ばかりの 
男の子を 產 するといぅほどのものであっ¥—この時に、モ—セは、神がかれをとおして 
偉業を計画されたので、幼児たちを殺害者らの手から救い出され、王宮へ連れて行かれた ので 
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あった。かれはパロ (パロという名は、すべてのエジプトの王たちによって保持されていた名 
であった)の娘により育てられ、養子として引きとられることになったのであるが、かれは、ひ 
じょうに偉大な人物に成長して、おどろくほどに増大した民を、その地で課せられていた苛酷 
で困難な奴隸の軛から解放したのであった。これはむしろ、神がかれをとおしてアブラハムに 
約束しておられたことをこのようにして成就なさろうとして、かれらを解放されたのであろう。 

たしかにモーセははじめ、あるイスラエル人をまもろうとして一人のエジプト人を殺したと 
き、恐ろしくなって、その地から逃げたのであった。けれども、そののち、神に遣わされて、 
神の霊の力のうちにあって、かれに対抗するパロの魔術者たちを打ち負かしたのであった。エ 
ジプト人たちが神の民を自由にするのをのぞまなかったので、かれのはたらきをとおして記憶 
すべき十の災難が H ジブト人たちをおそったのである。水が血に変えられ、蛙、ぶよ、あぶ、 
家畜の死、雹、いなご、暗闇、初子の死、である。 H ジプト人たちはこれらの大きな災害によ 
って砕かれ、ついにイスラエル人たちを自由にしたが、かれらは、逃亡する人びとを追跡して 
いたとき、紅海で滅ぼされたのである。海は、去っていくイスラエル人たちのために分かれて 
道を開いたが、エジプト人たちがかれらを追ったとき、水は再びもどって、かれらを吞み込ん 
だからである。 

そののち、神の民はモーセの導きのもとに四十年間、沙漠のなかを進んで行った。この間、 
来たるべき出来事を予告するいけにえをもって神が礼拝される場所に「証しの幕屋」という名 
が与えられた。すなわち、すでに律法がおそるべき仕方で山上で与えられていたのであって、 
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神性が不思議なしるしと声とによってこの上もなく明白に示されていたのである。このことは、 
エジプトを出てのちまもなくおこったのであって、この民が沙漠に生きはじめたときのことで 
ある。それは羊のいけにえによって祝われた過越しの祭ののち五十日目である。この民は、ま 
さしくキリストの象徴であって、受難によってささげられた犠牲をとおしてかれがこの世から 
御父のもとへ移って行かれること(事実、「過越し」はへブライ語では「通過する」を意味する) 
を予示するものであって、新しい契約が啓示されたとき、わたしたちの過越しの羊であるキリ 
ストが犠牲にささげられてのち五十日目に天から聖霊がくだってくるのである。この聖霊は福 
音書では r 神の指」とよばれているが、それはあの原初的な象徴の記憶をわたしたちの心によ 
びおこすためである。律法の板も神の指によって記されたといわれているからである0 

モーセの死ののち、ヌンの子3シュアが民を導き、約束の地へ引き入れ、その地を民に分け 
たのであった。この二人の感嘆すべき指導者たちによって戦いもおど.ろくべき成功をもって遂 
行された。しかし、神の証言によれば、それらの勝利がかれらにもたらされたのは、へブライ 
人の民の功績のゆえでなく、かれらが破った諸々の民の罪のゆえであった。この二人の者たち 
のあとに多くの士師たちが出た。民はすでに約束の地に住んでいたので、アブラハムにたいす 
る最初の約束は、この間に成就されはじめていたのであるが、それはへブライ民族といぅ一つ 
の民とヵナンの地にかんするかぎりであって、すべての国民と全世界にかんする約束はまだで 
あった。これは、キリストの肉における到来によって成就さるべきものであった。そして、旧 
い律法の遵守によるものではなく、福音の信仰によるものであった。 
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このことが予徴的にあらわされているのは、民を約束の地へ導き入れたのは，シナイ U 上で 
その民のために律法を受け取ったモ丨セでは なく、 神の命令で名を変えてョシュアとよばれね 
文ならなかったそのョシュアであったという事実であ^)5。判事(^:1:^の時期には、民の罪と神 
の憐れみにしたがって、戦さの幸と不幸とが交互に入れかわった。 

このあとに王たちの時期が到来した。サゥルがその最初の者として統治したのであった。か 
れは(神によって)排除され、戦いに敗れてその系列はしりぞけられて、そこからは王が出な I 
ようになったとき、ダビデが王位を継承したのであった。キリストはとくに「ダビデの子」と 
いわれるので—。ダビデにおいて、—新しい時代のはじまりが刻まれ、—意味で神の民 
の牽の出発がなされたのであった。この民のいわば思春期とでもいうべきものは、アブラハ 
ムから ダビデに至.るまでに導かれたのであった。福音書記者マタイがその諸世代をこのような 
仕方でとくに記しているのも理由のないことではないのであって S ' かれは、アブラハムからダ 
ビデまでの十四世代をこの第一の段階として特筆しているのである。 

たしかに人間が子どもを生むことができるのは思春期になってからである。それゆえに諸 
世代の 系譜が アブラハムを もっ てはじめられるわけである。かれはまた、新しい名前を受けと 
ったとき、「諸々の民の父祖」として立てられたのであ為。これ以前には、ノアからこのア 
ブラハムに至るまでの神の民のこの種族は、いわば少年期であった。それゆえ、この少年期は 
一つの言語、すなわちへブライ語が得られたのであった。じっさい、人間が話しはじめるのは 
幼年期を去ってからである。幼年期には、話す力をもたないゆえにそのようにいわれるのであ 
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る。幼年期のこの最初の年代は、人類の最初の年代が洪水によって消し去られたように、忘却 
のうちに沈められてしまうのである。たしかに、幼年期について何らかの記憶をもつ人がどれ 
ほどあるであろうか。 

さて、このようにして、さきの巻が神の国の進展における一つの、そして最初の時代を包含 
するものであり、この巻は第二と第三の時代を包含するものである。この第三の時代には、三 
歳の雌牛、三歳の山羊、三歳の羊によって象徴されているように、律法の軛が課せられ、罪あ 
る者たちが多く出て、この世の王国のはじめが現れたのであった。けれども、同時にそこでは、 
山鳩や家鳩によってその秘義が象徴的に示されているところの霊的な人びとも欠けていたわけ 
ではなかったのである。 

(一) 「出ヱジブト記」一の一以下。 

(二) 同上、二のーーー五参照。 

(三) 同上、第七—第ーニ章、および第一四章。 

(四) tabernaculum testimonii ，(「出エジプト記」三八のニー)。 

(五) 「コリント人への第一の手紙」五の七参照。 

(六) 「ルヵによる福音書」一一の二〇。 

(七) 「出エジプト記」三一の一八参照。 

(八) 「民数記」一三の一六。 イエスという 名は へブライ 語の ョシュアと 同義の ギリシア 語で ある。 

(九) 「マタイによる福音書」一の一七参照。 

(一〇)「創世記」一七の五。 
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第十七巻 


第 一 章 

預言者たちの時代について 

わたしたちは、ィスラエルの民が肉にしたがってはアブラハムの子孫から由来し、そして信 
仰においてはすべての民がかれから出たのであって、このことはアブラハムにたいしてなされ 
た神の約束によるのであること、を学んだのであった。神の国の歴史は、それが進行していく 
諸時代を経ることにより、その約束がどのよぅに成就されるか、示すことであろぅ。わたしの 
さきの巻は、ダビデの統治までなされたのであるから、いまやわたしたちは、わたしたちの引 
き受けたこの仕事にとって十分とおもわれるかぎりで、かれの統治に続くところの他のことが 
らを扱っていくことになるのである。したがって、つぎの時代は、聖サムエルが預言をはじめ 
たそのときから、ィスラエルの民が捕囚となってバビロンに移され、ついで、七十年のちにィ 
スラエル人たちが帰還して神の家が回復されて聖エレミヤの預言が成就されるまでである。こ 



250 


の全期間は預言者たちの時代である。 

もちろん、全地が洪水によって滅ぼされた時代に生きた族長 ノア 自身にたいしても、また、 
かれ以前、かれ以後の、神の民のうちに王たちが存在しはじめた時代に至るまでの他の人びと 
にたいしても、預言者という名称を与えることは不当でない。かれらをとおして神の 国と 天の 
王国とに関連する未来の出来事が、何らかの仕方で象徴的に示されたり、予告されたりしたの 
だからである。これは、たとえば アブラハムやモー セな ど、 そのような人びとについては正当 
であって、わたしたちはこの名称が与えられたのをはっきりと読んでいる。——それにもかか 
わらず、「預言者の時代」というのは、主として、そしてとくに、サムエルが預言的な活動を 
はじめた時代に与えられる。かれは神の命ずるところによってはじめにサゥルに、そしてサゥ 
ルが排斥されてからダビデ自身に王位につけるために油を注いだのであっぢ)、このダビデの家 
系から他の王たちが、そのように王位の継承がゆるされるまでのあいだ、受け継がれて行った 
のであった。 

したがって、神の国が、それを構成する者たちが死んで立ち去ったり誕生して引き継いだり 
しながら、この時代を通じて進んでいくあいだに、預言者たちによっておこなわれた キリスト 
についての予告のすべてを記そうとすれば、際限のないものに広がってしまうことであろう。 
それというのは、聖書の記事そのものは、まずはじめに王たちとその事績およびその治世の出 
来事について順序立てて記していながら、歴史的な勤勉さをもって過去におこったことを物語 
ろうとして専念しているように見えるのであるが、神の霊の助けのもとにその記事の注意深い 
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考察をおこなうなら、それはむしろ-あるいはすくなくとも同じ程度で-未来のことを予 

示しようと している ことが 知られるからである(この ことを 厳密に探求したり議論によって証 
明し ようとす る ことが いかに骨のおれる仕事であるか、また、いかに面倒な仕事であるか、そ 
してどれほど多くの巻を必要とするか、これらの ことを いくらかでも考える者ならわからない 
はずはないであろう)。 

さらに、預言的なことがらに属しているということが疑えないところのものがあって、それ 
らは多く、 キリストと 天の王国——すなわち神の国——にかんするものであるので、これを明 
らかにするためには、この書の限度が要求するより以上の議論を必要とするであろう。それゆ 
え、わたしはできるだけ自分の筆に節度を課して、神の御意志により、この書を完成させてい 
くため、余計なことを語らぬようにし、また、必要なことは何も見落すことのないようにしな 
ければならないと考える。 

(一) 「エレミヤ書」二五の一一参照。 

(二) 「創世記」二〇の七、「申命記」三四の一〇参照。 

(三) 「サムエル記上」一六のニーー参照。 



ヵナンの地についての神の約束の成就について 

前巻においてわたしは、二つのことがはじめからアブラハムにたいして神によって約束され 
ていたと述べたのであった。ひとつは、かれの子孫がヵナンの地を所有するであろうというこ 
とであった(これは「わたしがあなたに示す地に行きなさい。わたしはあなたを大いなる民と 
しよう」ということばで示されている)。いまひとつは、それ以上に重要であるが、その肉の 
子孫についてではなく、霊の子孫についてであって、その子孫をとおしてかれはィスラエルと 
いう一つの民の父であるだけでなく、その信仰の足跡にしたがうところのすべての民の父とな 
るというものである。この約束は、「あなたにおいて地のすべての種族は祝福されるであろう」 
ということばではじまっている。わたしは、これらの約束がそれ以後もつづいてくり返されて 
きたことをひじょうに多くの証言によって示したのであった。 

こういうわけで、肉に即してのアブラハムの子孫たちすなわちィスラエルの民はすでに約束 
の地にあり、そして、かれらに敵対する者たちの諸都市を確保、所有することによってのみで 
なく、王を持つことによってもまた、その地に支配を確立しはじめていたのであった。このよ 
うに、この民についての神の約束はすでにかなりの程度に成就されていたのであって、それは 
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三人の種族の父祖、すなわちアブラハム、ィサク、ヤコブにたいしてなされたものや，かれら 
の時代になされた他のもののみならず、モーセをとおしてその時代に与えられたものを含んで 
いる。かれによって同じ民はニジプトにおける奴隸の状態から解放され、かれが民を沙漠を通 
って導いていたときに、かれをとおしてすべての過去の出来事は明らかに示されたのであった 

しかしながら、ヵナンの地にかんする神の約束畴、民を約束の地に導いたすぐれた指導者ョ 
シュアによって成就されたわけではなかったのである。かれはその地の種族を攻略して取り払 
い、神が命じられたようにその地方を十二の部族に分け、そして死んだのであった。約束は、 
かれの死ののちにつづいた^^ちの全時代にあっても成就されなかった。というのは、ヵナ 
ンの地について告げられた約束は、エジプトのひとつの川から大河エゥフラテスにまで広がる 
ものであったからである。しかし、これはもう遠い未来の預言であったのではなく、すぐに成 
就されることが期待されていたのである。その成就は、ダビデとその息子ソロモンによって到 
来したのであった。かれらの統治は約束のなかで触れられていた全地域にわたるものであった。 
じっさい、かれらはすべての民を征服し、貢を義務づけたのであった。 

した f って、このようにこれらの王のもとにアブラハムの子孫は肉的な意味における約束の 
地すなわち ヵナンの地に定着したのであって、地上の領土にかんする神のあの約束は成就され 
てもはや何も残っていないことになったのである。ただし、へブラィの民族は、そのこの世的 
な繁栄にかんするかぎり、かれらの主である神の淀に従順であるならば、その子孫の継承を通 
じてその同じ地に揺らぐことなく安定して留まるであろうという条件を除いてである。けれど 
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も、神毛 U 1 I 順ではないで—とを知つておられ—、民のうちの少数 
の敬虔な者たちにはその練達のために、また、のちにすべての民のうちに出てくるで—うと 
ころの 敬虔—にはその警告 e 迄に、こ It 用いられ S で—。キ i 
受肉によると ころの新しい契約を啓示されることによつて、その敬虔な者たちにおいて別の約 
束を成就し よう— れたのであつて、その人びと—告が与—れるのは必要なことなのであ 
つた。 

(一) 「創世記」一二の一。 

(二) 同上、一二の三。 

(三) 同上、一五の一八。 

(四) 「列王紀上」四のニー参照。 


第三章 

預言の三様の意味について 

それゆえに、アブラハム、ィサク、ヤコブ1れた神のお告げ、おょび、—に聖なる 
馨？ちに 見出された他の 預言 的なしるしや f ばと同様、 i ちのこの時代から®他の 諸 
'々"1、 部分的には肉的にアブラハムから出た民に 麗しているが、—部分的1 
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の生と天の王国とを所有するために新しい契約をとおしてキリストの共同相続人としてすベて 
の民が祝福されることになったところのアブラハムのあの子孫(信仰による民)に関係している 
のである。つまり、この諸々の預言は、部分的には奴隸となるべき者を生んだ仕え女すなわち 

地上のエルサレム-それは自分の子らと共に仕えるのである-に関係しているが、また部 

分的には神の自由な国す众わちこの世にあって巡礼の旅を歩みながら神にしたがって生きる人 
びとをその息子とするところの天にある真実にして永遠なる H ルサレムに関係しているのであ 
る。しかし、諸々の預言のなかには、両方に関係すると解されるもの、すなわち文字通りには 
女奴隸に、そして象徴的には自由女に関係するものがある。 

したがって、もしもあるものが地上のエルサレムに、他のものは天上のエルサレムに、そし 
てまたあるものは両方に関係しているとすれば、預言者たちの言辞は三様であることが知られ 
るであろう。いまわたしのいっているところのことを例によって証明すべきであろう。預言者 
ナタンはダビデ王の重い罪を告発し、その罪に伴っていずれわざわいがやってくることを予告 
するために遣わされたのであった。この預言や同じような仕方で予告される他のものは、民の 
福利と有益のために公けになされたものであれ、あるいは、自分自身のためにこの世の生にと 
って益となるような未来のことについての何ごとかを知らせてくれる神的なことばを獲得する 
ため個人的になされたものであれ、いずれもこの世の国に関係したものであることをだれが疑 
うであろうか。 

しかし、つぎのように読まれるのである。「主はいわれる、見よ、わたしがィスラエルの家 
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とユ ダの家とに新しい契約を立てる日がくるであろう。この契約はわたしがかれらの先祖をそ 
の手をとってエジプトの地から導き出した日に立てたようなものではない。というのは、かれ 
らはわたしの契約をまもらず、わたしはかれらをすてたからであると主はいわれる。しかし、 
それらの日ののちに、わたしがィスラエルの家のために立てる契約はこれである。すなわち、 
わたしはわたしの律法をかれらの心のうちにおき、その心に記し、そしてわたしはかれらを見 
るであろう。わたしはかれらの神となり、かれらはわたしの民となるであろう」。 

これは疑いもなく上なるエルサレムについての預言であり、その報いは神御自身である。そ 
こにおいては、神を所有し、神のものであるということが、最高の善であり、完き善である。 
しかし、エルサレムが神の国とよばれるというこの事実は両方に関係している。その国におい 
ては、来たるべき神の家が預言されているが、その預言はまた、ソロモン王がかの有名な神殿 
を建てたときに成就したようにおもわれるのである。すなわち、これらのことは、歴史にした 
がえばこの世のエルサレムにおこったことであっただけではなく、天上のエルサレムの象徴で 
もあったからである。両方のいわば合成と混合とが存するこの種の預言は、歴史的におこった 
ことがらの物語りを含む古い正典の諸書においてはもっとも重要であって、聖なる書を研究す 
.る者たちの知力をたえず働かせてきたし、またいまもそうであって、したがって、わたしたち 
が、ァブラハムの肉による子孫において歴史史実的に預言と成就とを読むときには、信仰によ 
るァブラハムのこの子孫において成就されるべきことの比喩的な意味をも問い求めるのである。 
そこで、ある人は、これらの書物には、預言されかつ実行されたこと、あるいは預言なしに実 
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行され たことは すべて、象徴的な仕方によって上なる神の国とこの世にあって旅をつづけるそ 
の国の子らたちに関係をもってい ると 考えたほどであった。 

しかし、 このような 考え方によるなら、預言者た ちの 言明はただ二つの種類だけであって、 

三つの種類ではないということになる。-あるいはむしろ、このことは旧い契約という呼び 

名のもとに分類されているところのすべての書についていえることになる。というのは、もし 
もそこでいわれていること、成就されていることが、この世の国についてであっても、この世 
の国のためのものであっても、それらが預言的な比喩によって天上のエルサレムについても関 
係しているとするなら、この世のエルサレムについてのみ関係するようなものは何もないとい 
うことになる。そして、ただ二つの種類、すなわち自由なるエルサレムにかんするものと両方 
にかんするものだけが存在することになってしまうであろう。 

わたしには、この種の書に記されている出来事は、ただいかにしてそれが歴史的に生起した 
かということのほかには何も意味していないと考えるのは、まったくの誤りであるとおもわれ 
る。しかし、同様に、これらの書の言明がすべて比喩的な意味を含んでいると主張するのも早 
まっている。わたしが二種類ではなく三種類あるといったのも、それゆえである。これは熟考 
の上での判断である。にもかかわらず、わたしは、すくなくとも原初の歴史史実的な真実性を 
保持しているかぎりにおいて、そこに記されているところのすべての出来事から霊的な意味を 
掘り起こすことができた人びとを非難しようとおもわない。 

それが人間のはたらきによるものであれ、神のはたらきによるものであれ、過去におこった 
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出来事、あるいは未来におこるべき出来事に適合されない言明があることは確かである。しか 
し、信仰のある者なら、それらの言明が空しく語られたものではないことを疑いはしないであ 
ろう。そのような人は、もしも自分ができるならば、それらの言明に霊的な理解を与えたいも 
のだとおもうであろう。あるいは、すくなくとも、それができる人によってそのように理解さ 
れうることを認めるであろう。 

(一) 「ガラテヤ人への手紙」四のニー以下参照。 

(二) 「サムエル記下」一二の一参照。 

(三) 「エレミヤ書」三一の三一以下。 

(四) 「列王紀上」五の五参照。 


第四章 

ィスラエル王位の変化とサムエルの母ハンナの預言について 

このょぅに、神の国の進行は、王たちの時代、すなわちサゥルがしりぞけられてダビデがは 
じめて王位を獲得してその子孫たちがその後長い期間継続してこの世の H ルサレムを統治する 
時代にまで至るのであるが、この出来事はある象徴を提供するものである。それは、未来にお 
こるべきことを預言的に示す出来事であり、その重要性は黙って見すごしてはならない。これ 
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は二つの契約すなわち旧い契約と新しい契約とに関連する未来におこるべきであった変化の前 
ぶれであった。 祭司 職と 王制とは、新しい永遠なる祭司であり同時に王であるところのキリス 
卜.ィエスに変転されるのである。 § 

なぜなら、祭司エリがしりぞけられてサムエルがそれに代って神の奉仕にあたり、祭司と判 
事の二重のつとめを果たし、そして、サゥルが見捨てられてダビデ王が王位に据えられ 
ることによって、わたしがすでに述べた変化を預言的に象徴しているのだからである。サムエ 
ルの母ハンナ自身もまた、かつて不妊であったがのちに子どもに恵まれてんだのであるが、 
歓喜のうちにその感謝を主の前に注ぎ出したときに、いま述べたことを預言していると考えら 
れる。それはかの女が、子どもを生んで乳離れさせてのち、誓願を立てたときと同じ敬虔な心 
をもってその子どもを神に返したときのことである。すなわちつぎのようにいうのである。 

「わたしの心は主によって強められ、わたしの角はわたしの神によって高められます。わた 
しの口は敵対する者らに向かって開かれ、わたしはあなたの救いによってよろこびます。主の 
ように聖なるかたはなく、わたしの神のように正しいかたはありません。あなたのほかにだれ 
ひとり聖なる者はありません。誇ってはなりません。高慢なことばを吐くことのありませんよ 
うに。あなたの唇から横柄なことばが出ませんように。主はすべてを知りたもう神。ご自身の 
はかりごとをそなえたもう神。勢力ある者の弓を曲げ、力弱き者は力をまとい、パンに飽き足 
りた者は欠乏するようになり、飢えた者が地を渡るのです。 

扭於丈七人の子どもたちを生み、子だくさんの女が衰えるからです。死なせるのも生かせる 
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のも主です。人間を黄泉に下し、そこから引き上げるのも主です。貧しくするのも、富ませる 
のも主です。小さくするのも、高くするのも主です。貧しい者を土から取り上げ、乏しい者を 
芥から拾い上げ、そして民のなかの頭たちと共にすわらせ、かれらに栄光に輝く玉座を継がせ 
られ、誓願する者を成就させ、義しい者の齢を祝されます。ひとはみずからの力によってはつ 
よくないからです。主ははむかう者を弱くされます。主は聖なるかた。 

思慮ある者はその思慮を誇ってはならず、力に輝く者はその力を誇ってはなりません。富め 
る者はその富を誇ってはならず、誇るなら、主を理解し主を知ること、そして地の只中で正義 
と公正を果すことを誇るべきです。主は天にのぼり、いかずちを鳴らして、地の果てまでその 
裁き手となられるでしょう。主は正しいかただからです。主はご自分の王たちに力を与え、そ 
の油注がれたる者の角を高くなさるでしょう」。 

これらのことばが、子どもの誕生に感謝しているいと小さき女のことばと見なしてよいであ 
ろうか。人間の心は、この女によって注ぎ出されたこれらのことばが、女の想いの限界を超え 
出ているのを感じとることができぬほどに真理の光から離反してしまったのであろうか。さら 
に、成就されはじめた諸々の出来事に適切にも心動かされた者なら、この世にあって巡礼の旅 
をつづけているときでさえ、このことばに注目し、この女をとおして(まさしくかの女のハン 
ナという名は「神の恩恵」と訳されるのであるが)預言の霊によってそこに語られているのは 
ほかならぬキリスト教という宗教であり、かつ、キリストが王にして建設者であられる神の国 
そのものであることを、知り、認めないであろうか。たしかに、そこに語られているのは、け 
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っきょく神の恵みのことなのであって、高慢なる者はその恵みから遠ざけられて倒れ、謙遜な 
る者は満たされて起きあがるのである。これこそが、かの女の賛美の調べのうちに鳴りひびい 
たところのことである。もしかして、ある者は、この女は預言をいったのではなく、ただたん 
にその祈りがかなえられて与えられた子どもゆえの歓喜の表現による神の賛美にすぎない、と 
いおうとするかも知れ-^:い。 

それでは、つぎのことばは何をいおうとしているのであろうか。「勢力ある者の弓を曲げ、 
力弱き者は力をまとい、パゾに飽き足りた者は欠乏するようになり、飢えた者が地を渡るので 

す。石女は七人の子どもたちを生み、子だくさんの女が衰えるからです」。-ハンナ自身が 

石女であったにもかかわらず、すでに七人の子どもを生んでいたのであろうか。このことばを 
いったとき、かの女はただ一人の子どもをもっていただけであった。そしてそののちでさえ七 
人の子どもを生んだわけではなかった。もしもそうなら、サムエルは七人目となったことであ 
ろう。じっさいにはかの女は三人の男子と二人の女子を得たのであった。さらに、かの女がお 
しまいのところでいっていることば、すなわち「ご自分の王たちに力を与え、その油注がれた 
る者の角を高くなさるでしょう」というのは、あの民はまだだれをも王として立てていなかっ 
たときに語られているのであるが、もしも預言をいったのでないのなら、どうしてかの女はこ 
れをいったのであろうか。 

それゆえ、キリストの教会が語るがよい。偉大なる王の都、豊かな子どもを抱く恵みに満た 
された教会が語るがよい。この敬虔な母親の口によってかくもはるか以前に自分自身について 



262 預言的に語られた と 認めて いることばを 語る がよ い。「わたしの心は 主に よって強められ、わ 
たしの角はわたしの神によって高められる」と。心は真に強められ、角は真に高められるので 
ある。なぜならそれは、自分自身によるのではなく、主なる神によるのだからである。「わた 
しの口は敵対する者らに向かって開かれる」のは、圧迫の苦悩のなかにあっても、その伝令使 
たちが鎖につながれているときでも、神のことばは鎖につながれていないからである。「わた 
しはあなたの救いによってよろこびます」とかの女はいう。この救いはキリスト•ィエスであ 
る。老 シメオン がその幼な子を腕に抱き、その偉大さを認めて「主よ、いまこそあなたはわた 

{六) 

しを安らかに去らせてくださる。わたしの目がいまあなたの救いを見たのですから」といった 
のであった。 

そこで教会はいうがよい。「わたしはあなたの救いによってよろこびます。主のように聖な 
るかたはなく、わたしの神のように正しいかたはありません」と。主は聖なるかた、そして人 
を聖なるものとされる。主は正しいかた、そして人を正しいものとされる。「あなたのほかに 
だれひとり聖なる者はありません」。だれもあなたによらずしては聖なる者とされないからで 
ある。さらにつぎのようにつづけられる。「誇ってはなりません。高慢なことばを吐くことの 
ありませんように。あなたの唇から横柄なことばが出ませんように。主はすべてを知りたもう 
神」。神御自身は、たとえだれも知らないところであっても、あなたのことを知っておられる。 
なぜなら、「もしあるひとが、じっさいにはそうでないのに、自分が何か偉い者であるように 
おもっているとすれば、そのひとは自分を欺いている」からである。 
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これらのことばは、神の国に敵対する者たち——バビロニアに属し、自己の力を頼みとなし、 
神を誇るかわりに自己を誇る者たち——に向かって語られているのである。それらの者のうち 
には肉の血を引くィスラエル人、すなわち、この世のエルサレムの、この地上に生れた市民た 
ちもいる。かれらは、使徒のことばによってつぎのようにいわれている者たちである。「神の 
義(すなわち、ひとりそのかたのみが正しくあられ、また、人間を正しくなさる神がお与えに 
なるところの正しさ)を知らず、自分の義を立てようと努め(すなわち、それを神によって与え 
られたものとしてではなく、自分自身で得たもののごとくに考えているのである)、神の義に 
従わなかったのである」。じつにかれらは尊大で、神の義によらず自己自身の義によって神を 
よろこばせることができるとおもっているからであって、この神こそ「すべてを知りたもう 
神」であり、したがってまた、人間のうちなる想いを裁かれるかたである。神は人間のうちに 
人間の想いをご覧になり、それが人間にのみよるものであって神からくるものでないなら空し 
いものであることを知っておられるのである。 

「主はご自身のはかりごとをそなえたもう神」といっている。これは、誇り高い者が倒れ、 
へりくだる者が立ちあがるということでなければどんなはかりごとを考えるべきであろうか。 

「勢力ある者の弓を曲け、力弱き者は力をまとい」というとき、たしかにこのはかりごとのこ 
とを述べている。弓が曲げられる、これはすなわち、神の賜物と助力なしに人間を頼みとする 
ことによって神の命令を果たしうるほど自分たちが力ある者であるとおもっている者らの意図 
が曲げられることである。そして、内なる声が「主よ、わたしをあわれんでください。わたし 
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は弱り衰えているからです」 というと き、その者は力をまとわされるのである。 

「パンに飽き足りた者は欠乏するようになり、飢えた者が地を渡るのです」といっている。 
パンに飽き足りた者ということばによって理解されるのは、あたかも力あるごとくに見られる 
者、すなわち、神のことばがゆだねられたところの ィスラエル 人たち自身のことでなければだ 
れのことであろうか。しかし、この民のなかで、仕え女の子らは欠乏するようになったのであ 

った(この「欠乏するようになった」-縮小された-ということばは、じっさいよいラテ 

ン語ではないが、大きなものからより小さいものに縮小されたということをよく表わしてい 
る)。なぜなら、このパン、すなわちその当時のすべての民族のなかでただィスラエル人だけ 
が受けとった神の言葉を所有しながらも、かれらはそのなかに地上的なものを味わったからで 
ある。 

ところが、その律法が与えられなかった民族は、新しい契約をとおして神のこれらの言葉を 
知るようになって以後、はなはだしく飢えて、地上を渡ったのであった。それというのは、か 
れらがこれらのことばのうちに賞味したのはこの世的なものではなく、天上的なものであった 
からである。そして、「石女は七人の子どもたちを生み、子だくさんの女が衰えるからです」 
というとき、なにゆえにこのようなことになったのか、その理由を求めているかのようである。 
ここで、預言されたことの全体が、七という数の重要性を認める人びとに輝き出るようになる 
のである。というのは、この数によって全教会の完全性が表示されているからである。 

使徒ョハネが七つの教会に手紙を送ったのもそのような理由によるのであって、これは唯一 
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の教会全体 i していることを明らかにしているのである。 g より前、「ソロモンの歲言」 
においても、知恵が「自分の家を建て、それを七つの柱で支えた」とき、この教会^5.>-」>とを予 
示しているのである。•しっさい、神の国は、わたしたちがいま識別しているような子孫の誕生 
の前には、すべての民族において石女であったからで—。わたしたちは—、多くの子ども 
をもっていたけれどもいまでは衰弱しているこの世のエルサレムを見るので—。その力は、 
その都の自由女の子どもらのすべて—していたのであった。けれどもいまでは、ただ文字の 
みが存在して霊はなく、力は失われて衰弱してしまったのであった。 

r 死なせるのも生かせるのも主です , -〇—主は多くの子どもをもつ女を死なせ、七人の子 
どもを 生んだ 1かされる e で—。しかしながら、ここではより適切には、主は死なせ 
たその者を生かされると理解することができるで—う。「主は黄泉に下し、そこから引き上 
げられる」と加えていうとき、あたかもこのことをくり返しているか11からで—。使 
徒はそのような者に向かって「もしもあなたがたがキリストと共に =5 E ^ たのなら、上にあるも 
のを求めなさい。そこではキリストが神の右に座しておられるので—」といっているのであ 
る。かれらは主によってたしかにかれら自身の健康のために死へ渡されたので—。使徒はか 
れらこつぎ e ように加えている。「 I たがたは上に—ものを味わうべきであって、地上の 
ものに心をひかれてはならね」。これらの者こそ「飢えて地上—った」者たちにほかなら 

M ノ〇 

というのは、聖パゥロは「あなたがたはすでに死んだもので—」といっているからである。 
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しかし、どのようにして神が健康のためにそれらの者を死へ引き渡されるかを見るべきである。 
次いでかれは「あなたがたのいのちは、 キリストと 共に神のうちに隠されているのである」と 
つづけるのである。どのようにして神がその同じ者を生かされるか、見るべきである。けれど 
も、黄泉へ引き渡された者と再び引き上げられた者たちが、いったいどうして同じ者であるの 
であろうか。じっさい、信ずる者にとっては異論の余地なく、かれ(かれは「わたしたちの頭」 
である)において——使徒がいうように「わたしたちのいのちはかれと共に神のうちに隠され 

ているのである」といったそのかたにおいて-成就されたのを、わたしたちは見るのである。 

すなわち神は r ご自身の御子をさえ惜しまないで、わたしたちすべての者のために死に渡され 
たかた」であって、そのようにして神はかれを死へ引き渡し、死者のなかから起こすことによ 
ってふたたび生かされたのであった。 

かれの声は「あなたはわたしを陰府に捨ておかれない」という預言のうちに認められるので 
あるからして、神は同一者を死者の世界に下し、ふたたび引き上げられたのである。かれのこ 
の貧しさによって、わたしたちは富まされたのであった。というのも、「貧しくするのも、富 
ませるのも主」であるからである。これがなにを意味しているかを理解するために、つづくこ 
とばに耳を傾けねばならない。「小さくするのも、高くするのも主です」。これはたしかに、主 
は高慢なる者を低くし、謙遜なる者を高くなさるということを意味している。他のところでも 

、 > 二八) 

このことばは見出されるのであって、「神は高ぶる者をしりぞけ、へりくだる者に恵みを賜う」 
とあるのである。これが、「恵み」という意味に訳される名をもったハンナの語ったことばの 
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全つづく「貧しい者を土から取り上げ」といわれているところ®ことは 、* -tLiSL 

Lr— ん 1 れたの ？, H べ錢し 1 lnI I 

こよっ てわたしたちが富む者になるためである」4へたあの力たに i ¥ ta ^; c%u 
よりよ い理 ii ろう。—の—じつ Ji す f 地 i 立 た„ せられ；'のて” 
の肉 t 腐朽を見なかったのであった。「乏しい者を芥から拾い上けた」と inr - 

もわない。たしか|しい者というのは貧しい者と同じである 0° かれ;^42;;: 0 ±^^、 
たところの芥とは、ユダヤ人を迫害す—たちと解するのがもとも正で fe 1 

1にいっている Q —。 「しかし、わたしにとって益であっ f 」 ろのこ t 
らのものをキリストのゆえに損であるとおもうようになった。じっ f 、 わたしはキリ0 cb 、 
れらのものを不利益とお！うになつたのみでなく、芥のようにおもて、 

•N15 ン 


51。 


そのょうな ゎけで、貧しい者はすべての富める者の上に地から立ち上；^されこけ二^: 
すべての豊かな者の上に芥のなかから引き抜かれ、民のうちの「ぁ j “ 73f t :'4 fe 4“。と、 5' £0 } 
座するで L 5E 」 と主がいゎれ！」ろの人びとと共に座するょう3 U て :^」 J' V ま L ¢0 

M あの力— S ちが 「ごらん1い、わたしたちはいつさい—てて—まし 
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た」といったからである。かれらは全力を尽くしてこの誓いを誓ったのであった。けれども、 
かれらのこれをなすことのできたその能力は、「誓願する者を成就させ」とつづけられている 
ところのそのかたからでなければどこからきたのであろうか。そうでなければ、その弓を弱く 
されたところのあの力ある者たちからきたということになろう。「誓願する者を成就させ」と 
いっているのである。だれも、自分が誓ったところのことをそのかたから受けとるのでなけれ 
ば、そのかたすなわち主にたいして正しい誓いをなすことはできないからである。さらに、 
「義しい者の齢を祝されます」とつづけられているのであるが、これはつまり、義しい者は 
「あなたの齢はけっして終わることがない」といわれているところのそのかたと共に終わりな 
く生きるようになるためである。 

すなわち、かしこにおいては齢は存続するが、この世では移り行き、つねに滅び去っていく 
のである。かれらはやってくるまえには存在しなかったのである。しかし、やってきたときに 
はそれ以上存在しないであろう。それというのは、かれらは自分自身の終わりと共にやってく 
るからである。ところで、これら二つのこと、すなわち「誓願する者を成就させ」というのと 
r 義しい者の齢を祝されます」というのとは、そのひとつはわたしたちがなすところのことに 
関連しており、他はわたしたちが受けとることに関連しているのである。けれども、この第二 
のことは、第一のことが神の御助力によって完成されるときには C めて神の御寛容をとおして 
受けとられるものである。「ひとはみずからの力によってはつよくされない。主ははむかう者 
を弱くされる」からである。これはいうまでもなく、誓いを立てる人間に悪意をもってはむか 
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う1、けっき よく 自分の誓いを成就することは？ ない、 とい 05 S 1- 味で— - 。 r 
もっとも、ギリシア語には曖昧さが あって、 これは「自分の敵対者」と解されも t i i?£-r 
なわち、神がわたしたちを所有されはじめるやいなや、わたしたちの敵対者は神の敵— 
り、わたしたちによって打破される e •たからで—。 しかし、 それはわたし i の-* 

るものではない。「ひとはみずからの力によってはつよくないから」で—。そ-れ'^ 7 r — 
太はむかう者—くされます。主—なるかた」。それで、敵対者は聖徒た 破 
られるのである。聖なる者たちの聖なる主がかれらを聖化されたのである I ^ i £ 
この？に、「思慮—者はその思慮—ってはならず、力に輝く者はその力—て f 
りません。富める者はその富を誇ってはならず、誇るなら、主を理解し主を知るこへそし d 
地の只中で正義と公正を果たすことを誇るべきです」。主—解し知ることはけっ x L こて ^, fer 
I ぬことではない。かれは、主を理解し知ることは、それ自身、主力ら与れナミ。 
ることを理解し知るからである。「あなたの持ってぃるもげ r も g ら卜な、かっ。たい t ? 1ある： r こ 
もらったのなら、なぜ、もらわなかったもののように誇るか」と使徒は〜れ 
が誇るその 根拠が あたかも自分自身からきたもののごとく—舞う、という意味で—。 

さて、正しく 生きる者は「正義と公正を果たす」ので—。かれは神の命じられる , i こ 2 %'r 
儀なひとである。「命令 e 巨的」すなわち、命令，が讀へと指し示すところ®ものは、清 'V 
4 U い S と偽りのない信仰から出てくる S %!」。 さらに、使 f ハネが響て、 
るよう に「この力 r は神から出たもので_」。したがって sf 公正をなすこと」は神力ら 
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くるのである。 

しかし、「地の只中で」というのはどういうことであろうか。この地上の縁に住む者たちは 
正義と公正の義務を免れているということではない。だれがこのようなことをいうであろうか。 
では、なにゆえに「地の只中で」ということばが付け加えられているのであろうか。もしもこ 
れが付け加えられずに、ただ「正義と公正を果たす」ということばだけであるなら、むしろそ 
の命令は二つの種類の者たちに関係づけられるであろう。内陸に住む者たちと海岸に住む者た 
ちである。 

けれども、わたしがおもうのに、このことばは、このからだにおいて生きた生の終わりのの 
ちも、肉のうちにいるあいだに達成できなかったところの正義と公正とを果たすためのある期 
間がまだ残されていて、したがって、神の審判を免れうるのだ、などと考えることのないよう 
に付け加えられたのであろう。それゆえ、このことばは、わたしには「地の只中で」は「だれ 
でもこのからだのうちにあって生きているあいだに」ということであるとおもわれるのである。 
この世の生においては、ひとはだれも自分の「地」を担っており、かれが死んだなら、ふたた 
びよみがえるときにそれを返還するように、共通の地がそれを受けとるのである。したがって、 
「地の只中で」すなわちわたしたちの魂がこの地上のからだのうちに囲まれているあいだに、 
わたしたちは正義と公正を果たさねばならないのである。それはいずれ「善であれ悪であれ、 
自分のからだをとおしておこなったことに応じて、それぞれ報いを受ける」ときにわたしたち 
の益となるためである。じっさい、ここで、「自分のからだをとおして」ということによって 
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使徒は、「からだのうちに生きているあいだ」ということをいっているのである 

心に悪意を抱き、不敬虔な想いをもって、神に対して冒瀆的となり、そしてそれを何ら自分 
の身体的な器官をもっておこなうことがなかったばあいでも、そこには、この行為に身体的な 
動きが何もなかったからといって、負い巨がないわけではないので—。というのは、その者 
はからだを 担っ ていた期間を通じてこれをおこなったのだからで ある。 わたしたちはこれと同 
じ 意味で『詩篇』 に読まれる「神はいにしえからわたしたちの王であられて、救 L を地の口/中 
でおこなわ^0一^6」ということばも解することができるのである。わたしたちの神とは1にし 
えからいます主ィエスのことと解されるであろう。なぜなら、世々はかれによってつくられた 
からである。御言が肉となってこの世のからだのうちに宿られるようになったときに、かれ H 
「地の只中で」救いをおこなわれたのであった。 

それに次いでハンナの預言的なことばは、審きの日におこるであろう応報のために、誇る者 
はどのように誇るべきであるか、述べているので—。「主は天にのぼり、いかずちを鳴らし 
て、地の果てまでその裁き手となられるでしょう。主は正しいかただからです」。かの女は正 
確に信仰者の告白の順序にしたがっている。主キリストは天にのぼり、そしてそこから、生け 
る者と死せる者とを審くために来られるのである。使徒もいっているよう に、 「地の低い底に 
も降りられたかたのほかに K がのぼったのであるか。降りたか^! f 同時に、—ゆるもの 
に満ちるために、もろもろの天の上にまでのぼられたかたなのである」。それゆえに，の•ほら 
れたときに聖霊でかれを満たしたご1によっ て、 かれはいかずちを鳴らされたのであっ 
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た。この雲にかんしては、ィザヤの預言において、下女であるエルサレム——忘恩のぶどう 
畑——を、雲に命じてその上には雨を降らさない、と脅している。「地の果てまでその裁き手 
となられるでしよう」といつているのは、「地の果てまでも」といわれるのと同じである。と 
いうのは、すべての人間を疑いもなく審かれるかたは、この地上のすべての部分を審かないと 
いうようなことはないからである。しかし、「地の果て」は「人間の終極」と解するほうがよ 
いであろう。中間の時期にあってより善くもより悪しくも変わる状態にある者に審きはおこな 
われないからである。審きは審かれる者が終極にあると見られるときにおこなわれるのである。 
そのために「最後まで耐え忍ぶ者は救われる」といわれるのである。それゆえに、「地の只中 
にあって」正義と公正とを忍耐して果たす者は、「地の果て」が審かれるとき有罪とされるこ 
とはないであろう。「主はご自分の王たちに力を与え」といっている。これは、その審きによ 
ってかれらを有罪とするためではないのである。 

かれらに力をお与えになるのは、それによってかれらが王のように肉を支配し、かれらのた 
めに血を流されたかたの力によって世に勝つためである。「その油注がれたる者の角を高くな 
さるでしよう」0どのようにしてキリストはその油注がれたる者の角を高くされるのであろう 
か。というのは、かれについてさきに「主は天にのぼり」といわれており、これは主キリスト 
を意味すると解されるからである。ここでいわれているように、「その油注がれたる者の角を 
高くなさる」かたはキリスト御自身なのである。それでは、キリストの油注がれたる者 (タリ 
ストゥス)とはだれのことであろうか。ハンナ自身がこの賛歌のはじまりのところで「わたし 
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の角はわたしの神によって高められます」といっている ように、かれは、 かれに従うとの信ダ 
者の 芎 も高められるということであろう力。 

たしかにわたしたちは、かれの聖油が注がれた者すべてに「油注、はたる者(クリストゥ 
ス)」 という名を正当に与えることができよう。 しかしながら、かれを頭とするからだ全体力 
一人の キリスト なのである。 

_ _これらが ハンナの 預言したところのことである。かの女は、聖なる人物であり高く賛え 

られるべきサ i ルの母であった。じつにかれにおいて古い祭司職の変更がそのと—象徴的 
に表わされたのであった。それはいまや、七人の子どもをもつ石女がキリス"に f て菊と 
祭司職を得るために、多くの子どもをもつ女が衰えたとき、成就された変更で ある。 

(一) 「サム エル記上」一三の一一以下参照。 

(二) 同上、二の二七以下参照。 

(三) 同上、二の丁一〇。 

(四) 同上、二のニー。 

(五) 「テモテ 人への第二の手紙」二の九。 

(六) 「ルカによる 福音書」二の二九。 

(七) 本書第十六卷第十七章参照。 

(八) 「ロー マ人への手紙」一〇の三。 

(九) 同上、三の二六。 



(一 〇)「詩篇」九四の一一。 

(一一) 同上、六の二。 

(一二) 「ローマ人への手紙」三の二。 

(一三) mmorati sunt . 

(一四) 「箴言」九の O 

( 一五) これはキリストのことであろぅ。 

(一六) 「コロサイ人への手紙」 三の一。 

(一七) 「詩篇」一六の一〇。 

(一八) 「ヤコブの手紙」四の六。 

(一九) 「コリント人への第二の手紙」八の九。 
(二〇)「ピリピ人への手紙」三の七 以下。 

(ニー)「マタイによる福音書」一九の二八。 
(ニニ)「詩篇」一〇二の二七。 

(二三) 良35 . 

(二四) 「コリント人への第一の手紙」四の七。 

(二五) 「テモテへの第一の手紙」一の五。 

(二六) 「ヨハネ第一の手紙」四の七。 

(二七) 「コリント人への第二の手紙」 五の一〇〇 

(二八) 「詩篇」七四の一二。 

(二九) 「エペソ^<へ' r 紙」四の九。 
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(三〇)「イザヤ書」一〇のニニ。 

(三一) 「マタイによる 福音書」一〇のニニ。 

(三二) 「コリント人への第一の手紙」一二の二参照。 


第五章 

神の人によってエリに語られた預言の意味について 

祭司職におけるこの変化は、祭司であるエリ自身につかわされた神の人によっていっそう明 
らかに語られたのであった。たしかにその人の名は黙されてはいるが、そのつとめと職務から 
して、疑いもなく預言者であったと解される。すなわち、つぎのように記されているのである。 

「このとき、ひとりの神の人がエリのところに来ていった。『主はつぎのようにいわれる。 
——あなたの父祖の家がエジプトでパロの家の奴隸であったとき、わたしはその父祖の家にみ 
ずからを現した。そしてィスラエルのすべての笏のうちからあなたの父祖の家を選び出して、 
わたしの祭司とし、そしてわたしの祭壇にのぼって香をたかせ、エポデ(祭衣)を着けさせ、ま 
た、ィスラエルの子らが火祭としてささげるところのすべてのものをかれらの食べものとして 
あなたの父祖の家に与えた。 

それなのにどうしてあなたがたは、わたしの薰香と犠牲とを無礼な目で見、わたしよりも自 



276 分たちの子らを誇るのであるか。かれらはわたしの目の前でィスラエルのささげるもろもろの 
供え物の初ものを祝福している』。それゆえ、ィスラエルの神、主はいわれる。『わたしはかつ 
て、あなたの家とあなたの父祖の家とは、永久にわたしのいる前で歩むであろう、といったの 
であった』。しかし、いまや主はいわれる。『けっしてそのようにならないであろう。わたしを 
尊ぶ者をわたしは尊び、わたしを卑しめる者は軽んぜられるであろう。見よ、その日が来るで 
あろう。わたしはあなたの子孫とあなたの父の家の子孫とを追い出し、わたしの家にはいつま 
でも年老いた者はいなくなるであろう。わたしの祭壇からあなたの家の者たちを追い出し、か 
れらの目は衰え、その魂は消えていくであろう。あなたの家の残った者はすべて人びとのつる 
ぎによって死ぬであろう。あなたのふたりの息子ホフ-一とビネハスの身におこることが、あな 
たのためにしるしとなるであろう。すなわちそのふたりは共に同じ日に死ぬであろう。わたし 
は自分のためにひとりの忠実な祭司を立てる。その者はわたしの心と思いとに従ってそのすベ 
てをなすであろう。わたしはかれに忠実な家を建てよう。かれはわたしが油注いだ者の前につ 
ねに歩むであろう。そして、あなたの家で生き残っている者たちはみな来て、一枚の銀でかれ 
に敬意を表し、そしていうであろう。わたしがパンを食べることができるようあなたの祭司の 
職の一つにわたしを任じてください、と』」。 

これは古い祭司職の変化にかんする預言である。それはまったく明白な表現によって告げ知 
らせられたものであった。(サムヱルが祭壇に仕えるよう主によって立てられた種族とは別の 
種族に属する者ではなかったゆえに、この預言はある程度は成就されたのであるが、にもかか 
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ず、かれ，,、てン、すなわちその子孫たちから祭司を出すと見られていた人物の子らに 
属する者ではなかっ妓。そしてそのことによって、キリスト.ィニスをとおしておこることに 
なっていた変化 e 輪郭が描かれているので ある。 ことばによって表わされたのでなく出来事に 
よっ て示されたこ e 預言は、直接的には旧い契約にかかわ—の2ったが、しかし、この出 
来？おいて預言者をとおして祭司エリにたいしていわれたところのことは予徴的—しい契 

約に関係しているのである)。 ノ I 
じっさい、そののち、たとえばダビデの治世におけるザドクやアビヤタル、そしてそれ t 後 
の他の者たちのよう&§、かつて祭司職の変移についていわれた預言がキリストにおいて実現さ 
れるときがくるまで、アロン s 系統の祭司が存在したのであった。しかし、いまや、これらの 
預言を信仰 QS をもって見るなら、それが成就されたのをだれが見な^であろう力と"*うジ 
丈、神の法によってアロンの系列に定められるようユダヤ人たちに命じられていたのに，\ま 
- C ' I はたしかに、いかなる幕屋も、いかなる神殿も、いかなる祭壇も、いかなる犠牲も、かれら 
に残されなかったからである。 ^ 

この ことは、—預言者が「主はいわれる。『わたしはかつて、—たの家とあすたの父ネ 
の家とは、永久にわたしのいる前で歩むであろう、といったのであった』し力し L まや主 
文、 われる。『けっしてそのよう にならないであろう。わたしを尊ぶ者をわたしは尊び' わた 
しを卑しめる者—んぜられるで—う』」といっているところで言及されているのである， 
1者は「あなたの父祖の家」とよんでいる。これはその直接の父のことではなく、最初の祭 
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司として定められたかのァロンのことであって、かれの子孫から他のすべての祭司たちは継承 
されて行ったのであった。これはさきに、「あなたの父祖の家がエジプトでパロの家の奴隸で 
あったとき、わたしはその父祖の家にみずからを現した。そしてィスラ H ルのすべての笏のう 
ちからあなたの父祖の家を選び出してわたしの祭司とし」といったところに示されている。 

あのエジプトで奴隸であって、そこから解放されたのち祭司に選ばれたのは、父祖たちのう 
ちのだれであったであろうか。ひとりァロンのみではなかったか。それゆえに、かれらはもは 
や祭司ではなくなるであろうときが来るといったとき、預言者がここで語ったのはァロンの血 
統のこととなる。わたしたちはこの預言がいまや成就したのを見る。信仰者はよく目を覚まし 
て見るがよい。事実はわたしたちの前に現存する。それは認められ、心に留められる。見る意 
志のない者たちにさえその目に刺し通される。かれはいっている。「見よ、その日が来るであ 
ろう。わたしはあなたの子孫とあなたの父の家の子孫とを追い出し、わたしの家にはいつまで 
も年老いた者はいなくなるであろう。わたしの祭壇からあなたの家の者たちを追い出し、かれ 
らの目は衰え、その魂は消えていくであろう」。 

見るがよい。さきに告げられた日はいまや来たのである。 ァロンの 系列による祭司はだれも 
いない。かれの家門から出た者はだれも、キリスト教徒たちの犠牲が全土にひろく行き渡った 
のにあの大いなる栄誉はかれらから取り去られてしまったのを見て、その目は衰え、その魂は 
悲嘆に消耗して消え去ったのである。 

さて、それにつづいていわれたことは、直接的にエリの家に関係している。「あなたの家の 
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残った考 i すべて人びと e つるぎによって死ぬで—う。—たのふたりの學ホフ-一とビネ 
ハスとの身におこることが、あなたのためにしるしとなるであろう。すなわちその二人は共に 
同じ日に死ぬであろう」。 

それゆえ、これはこの人物の家から祭司職が移行していくことのしるしとしておこたのて 
あり、 こ e しるしこよって、ァロンの家の祭司職が変4れることが表示されているので—。 
じっさい、こ e 人物 (7) e 子どもらの死は、個人的な人間®死—示するものではなく、ァ 
ロンの子らによるところの祭司職そのものの死を雲するものである。ところで.それにつつ 
くと ころのことは、 H リのあとを継承したサムニルが象徴したあの祭司に関係して、るそれ 
ゆえ、 つづくことばは、新しい契約の真の祭司であられるキリスト•ィエスにつ V て語らホた 
ので—。すなわち「わたしは Is ためにひとり©農な祭司—てる。その S わたしの 
心と思いとに従ってそのすべてをなすであろう。わたしはかれに忠実な家を建てよう」という 
こと，^である。 

この家こそ、永遠の、そして天上のエルサレムである。そして「かれはわたしが油注""た者 
の前につねに歩むであろう」といっている。「歩むで—う」というのは「共11 .5- L - 
ということをいったのである。それは、さきにァロンの家について「わたしは力つてあなナ 
の家と—た Q 父祖 e 家とは、永久にわたしのいる前—むで—う、といったのであった」っ 
といったのと同じである。しかし、「かれはわたしが油注いだ者の前に歩むであろう 」 f 
た oi 、 たしかに、その家にかんしてであると解されるべきである。仲保者であり救い主てあ 
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る油注がれたキリストご自身であるところのあの祭司にかんしてではない。それゆえ、かれの 
家がキリストの前を歩むわけである。 r 歩むであろう」といわれていることも、死から生への 
歩みと解されるであろう。そのことが、この世の終わりに至るまで地上の可死性のうちに「つ 
ねに」おこるのである。 

神が「その者はわたしの心と思いとに従ってそのすべてをなすであろう」といわれたのであ 
るが、これについて神が魂をもっておられると考えてはならない。神は魂の創造者であられる 
からである。神については、神の手とか足、あるいは身体の他の部分にかんして語るばあいと 
同様、字義どおりの意味においてで.なく、比喩的な意味でいわれるのである。人間が神の像に 
したがってつくられたということが何か肉の形態にかんするものであるかのように考えること 
のないよう、人間がもっていない「つばさ」が付け加えられたりもするのである。すなわち、 
「あなたはみつばさの陰にわたしを隠し」といわれているのである。これは、神の、ことばに 
は表わしえない本性については字義どおりのことばによるのでなく、転喩的なことばによって 
表現されることを人びとに悟らせるためである。 

つぎに r そして、あなたの家で生き残っている者たちはみな来て、かれに敬意を表し」とい 
うことばがきている。これは直接 h リの家についていわれたものではなく、ァロンの家につい 
ていわれたものである。ァロンの家に属する者はィエス•キリストの到来のときまで生き残っ 
ており、いまに至るまでその系列は絶えていない。なぜなら、エリの家については、さきに 
「あなたの家の残った者はすべて人びとのつるぎによって死ぬであろう」といわれたからであ 
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る。復譬する者 e つ—が、かれら？ちの S 1 ないと V ことが真であっ tfc なら、 
一」 pi _ き残ってぃ—ちはみな来て、1 Jl ”」 

ことがいかこして真でありえようか。これは、たしかにその同じ系列に属す— : 
しかし、 とくにァロンの系列によるところの全祭司職の意味で理解す$%と—のみ、、真て d 
それゆえ、これは他の預言者が「そのうちの残りの者だけが救われる」とノ 
の(だからして使徒も「それと同じように.いまの—、恵みの選びによって残された ！ T 
、が)一といっている)、 f ように定められた者のことで—とするなら、「あなたの家で生き 
わってぃ 2) V 者」—てぃるその者につぃてよく理解されうるでぁろう。たしかにそ fwci 
14」を1ぃる—り、それは、—^!、多れ“ 
ごとくで—。そして、ぃ1、ひじょうにゎずか S ぁるが Sr も“ 

のうちから信じる者が出ており、絶えていないので—。このことにお、て力 ftbk 
て、一枚の銀でかれに 敬意を 表するであろう」というこの神の人のつづく響が成就 

て^もあられるところの、あのいと高き祭司に敬意を表するのでなければ、だれ—意を!^ 
す pt 。 とぃぅのは、ァロンの系！るその——ぃて—:」1 
意を表するために人びとが神殿や神の祭壇へやってくるこ—から fcr I 、。と h 
e 、 「一枚の銀で」というのは、簡潔な信仰のことばによるのでなけれは何てあろ S 5 力、 
について 使徒は「主は、ご自分のことばを完全に、そして簡潔に地になしとげられる」と L う 
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ことばを引用している。「言辞」の代りに「銀」が用いられることについては、『詩篇』がこれ 
を証明しており、そこでは「主のことばは清く、炉で練られた銀のようである」とうたわれて 
いるのである。 

それでは、神の祭司、神であられる祭司に敬意を表するためにやって来た者が「わたしがパ 
ンを食べることができるよう、あなたの祭司の職の一つにわたしを任じてください」といって 
いるのはどういうことであろうか。わたしは、わたしの父祖たちの栄誉に据えられることを欲 
してはいない。それはなくなっている。どうかわたしをあなたの祭司職の一つに任じてくださ 
い。それというのも、「わたしは神の家の卑しいしもべになることを選んだ」からである。そ 
れがどのような種類の、どのように低いものであっても、わたしはあなたの祭司職の一員であ 
ることを熱望します。たしかに、ここで祭司職といわれているのは人民そのもののことをいっ 
ているのであって、その人民の祭司こそ、神と人間との仲保者、人なるキリスト•ィエスであ 
( ^05 ) 

使徒べテロはこの人民に向かって「聖なる民、王の祭司職」とよんでいる。ある人びとは 
「あなたの祭司職」とは訳さず、「あなたの犠牲」と訳したのであるが、それでもこれは同じ 
キリスト教徒の人びとを意味している。だからして使徒パゥロは、「わたしたちは多くいても、 
一つのパン、一つのからだである」といっているのである。それゆえ、「。ハンを食べることが 
できる よう」 と付け加えていることは、ほかならぬ犠牲というものを巧みに表現しているので 
あって、それについて祭司自身が「わたしが与えるパンは、世の命のために与えるわたしの肉 
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で_」といつている。これが犠牲である。それはてンの系列によるのでなく、メルキゼデ 

クの系列によるので』¥読む者は悟るがよい。 . 、2こ—司の職の一つこ 
ナで、「わたしがパンを食べることが—るよう—ナの祭司の職の 一 r 

わたしを任じてくださとと、われて それ 1 <5 、そして信じ—の 
る信仰告白があるのである。この告白自身一枚の銀て—そ— e デ，0りす./こ 
j りうら 1む神のことばで—。「ィスラユルの子らが火祭としてささけ すへ^ 
'をか.食べものとして—たの父祖の家に与えた」といわれたところで、神 t さ— ri0 4 r 

の4 H - のは ユダヤ人の！つた)、ここでは神の人は「。ハ—を 
1よう」とい I ?て、これ1において f ス— 牲 
である。 

K 「ァサ bjgptpss いて、—と— 「 tls 子—かつ 
た」と書くべきであつたと訂正している(同書二の六九) 

(三)「サムエル記下」一五の一一四以下。 

S) I ■詩篇」一七の八。 

(五) 「ィザヤ書」一〇のニニ。 

(六) 「口丨マ人への手紙」一一の五。 
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(七) 同上、九の二八。 

(八) 「詩篇」-一二の六0 

(九) 同上、八四の一〇。 

(一〇)「テモテへの第一の手紙」二の五。 

(一一) 「ぺ テロの 第一の手紙」二の九。 

(一二) 「コリント人への第一の手紙」一〇の二七。 

(一三) 「ヨハネによる福音書」六の五一。 

(一四) 「へブル人への第一の手紙」八の一一参照。 

(一五) この告白はきわめて簡潔で一枚の銀貨のようであるが、それは同時に、その謙虚さにおいてキリ 
スト 者の精神となつているという意味も含まれる。 


第六章 

ユダヤの祭司職および永遠なものとして立てられた王国について 

このようなわけで、これらの預言はその当時、このように高い調子で表明され、いまやこれ 
ほどの明白さをもって示されたのであるが、しかしなおもだれかが問題を感じて、つぎのよう 
に問う ことも あるか も 知れない 。「もしも、 そのひとつの言明、すなわち『あなたの家とあな 
たの父祖の家とは、永久にわたしのいる前で歩むであろう』といわれていることが神の力によ 
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っつたので—なら、これらの書において未来におこるべきこととして預言さ 

こ4、 ゎたしたち はどぅして確信できょぅか。ぃまゃゎた 

し d ち i 、 1職が取って替わられて、その家にたいしてなされた約束 f つ—現されると 
い::希 si をも— i —。 な—、旧い祭 j しり；^れ^; i られてご 

に rlil 1㈣V ! 来 "<11; 1!!!1^ 

r れそ”/ 

で文なく、それによって暗示され象徴として示されるところのも rt して 約 I * れ 
V 影 hi 続す—— —いよう、そのため—の— i れねは 

な^ I “^1?バ、る明らかにしりぞけられて捨てられたサゥル自身 nt ! vn 「 l £? 

るで——王国の1。かれ——は Mu 油 t £ fu # lu - tft 理 
s ’ とよ ばれたので—か 一 神秘的な意味—けとられます大 > る3 lb # 

ない。これはダビデに、ひじょうな11せたと、;ダ 
qulrl な必要を果たす£1にはぃってきたので U 、 はい 
ビデが隠れてぃたので—ダ，；._ ■錢 
サゥルの上衣の据の一部を切りとったのてあ f それは 
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サウルを大切におもったことを示す証拠を得るためであった。聖なるダビデを敵と見なし、そ 
れゆえに激しく追撃するサウルの不信を取り払いたいとおもったのであった。 

けれども、そのようにサウルの上衣に触れたということのゆえに、かれは、サウルのうちに 
ある大いなる秘義を侵害したのではないかとおもい、心の責めを感じてひじょうに不安となっ 
た。すなわち、「ダビデはサウルの上着の裾を切ったことに心の責めを感じた」と記されてい 
る。さらに、かれと共にいた者たちが、その手中に渡されたサウルをほろぼすようダビデに勧 
めたとき、ダビデはその者たちにいったのであった。「主が油を注がれたわたしの主人にこの 
ことをするのを主はとどめられる。かれは主が油を注がれた人なのだから」。 

このように、来たるべきもののこの影にたいして示された尊敬のは、そのもの自身のため 
でなく、それが予示したところのもののため、かくも大きいものであった。サムヱルがサウル 
にむかっていったことも同じである。「あなたは、主によってあなたに与えられたわたしの命 
令をまもらなかった。それゆえ、主がかつてあなたの王国を末永くィスラエルの上に定めたよ 
うに、いまやあなたの王国はあなたのために持続することはないであろう。主はご自身の心に 
かなう人を求めて、その人に民の君となることを命じられた。あなたが主の命令を守らなかっ 
たからである」。 

わたしたちはこれを、サウル自身が永久に支配するように神が定められたが、のちにサウル 
が罪を犯したので、その定めを守ることを神は思いとどまられたのだという意味に受けとって 
はならない(というのは、サウルが罪を犯すであろうことを神が知られなかったわけがないか 
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らで I )。 そう 1 なく、 神は、かれの王国が永遠なる王国の予徴となるようあらかじめ定 
められたので—。それゆえにサムエルが「いまや—たの王国は—たのために持続するこ 
と？よハであろう」と付け加えたのであった。したがって、その王国によって象徴されたとこ 
ろ M ものは持続し—|。そしてまた持続して1う。しか^;^^^;^ 
のためこ—続しな V 」とで—う。かれも、そしてかれの—も永久—配—はすの 
もので^かったからで—。それは、子孫が次から次へと—し、その意味において「永久 
に」王国が存続するという約束が成就されたかのごとくにおもわれることのな>め-5 - c - cfc る&。 

まこ、 サムエル丈つづけて「主は自分の心にかなう人を求められるであろう」と L て I 
これちタビデのことで|か、それとも、ダビデおよびそ§©子孫たちが注がれたところの聖油 
こおいて予徴された新しい契約の仲保者ご自身のことで—。ただし、神がご1の心 tr 力 t 
又を求められるという—、神がその人がどこにいるか知らないかのごとくに求められ。る f 
ナ1 ない。 神ち人間をとおして語られる—、人間の囊によって語られるのて—そ 
のよい|味で語られることによって主はわたしたちを「求められる」のである。1し2 
が父である S よく知られたものであ|らず、御独|によく<1。ら^_,4のて 
.あるが、にもかかわらず御独り子は「失われたものを求めて」来られた 50 て—わたデち 
丈「世のつくられる以前からそのかたにおいて選ばれて」 I たのであった 
t それゆえに、「求めるであろう」というこ—て、サムユルは、「自分自身のもの fit 
所有するで—う」とい—いっているのである。だからして、ラテン語の「求める」と 



いぅこの動詞は、前置詞を受けとって「獲得する」といわれる。その意味はまったく明らかで 
ある。たとえその接頭辞がなくとも、「求める」は「獲得する」と解されるであろぅ。じっさい、 
このことから、「利益」は r クアエストゥス)」ともよばれるのである。 

(一) 「へブル人への手紙」七の一一参照。アロンをもって祭司の代表者と見なしているが、しかしキリ 
ストはその祭司職の限界をこえる永遠の祭司であるとされる。 

(二) 「サムエル記上」二四の 一—七。 

(三) 同上、一三の一三以下。 

(四) 「へブル人への手紙」一二の二四。 

(五) 「ルヵによる福音書」一九の一〇。 

(六) 「エペソ人への手紙」一の四。 

(七) quaerere . 

(A 」 wdqmere . 

(力) lucrum . 

(1 C ) quaes t us . 
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霊的なイスラエルが肉的なイスラエルから分たれることの暗示となったイスラエル 
王国の分裂 

サウルは不従順によってふたたび罪を犯し、サムエルは再度主のことばをかれに語った。 
「あなたが主のことばを捨てたから、主もあなたを捨てて、あなたをイスラエルの王の位から 
しりぞけられだ」。そしてさらに、同じ罪のために、サウルが告白し、赦しを求め、神と和解 
するため自分と一緒に帰ってくれるようサムエルに乞い求めたとき、サムエルはいった。「一 
緒に帰ることはできない。なぜなら、あなたが主のことばを捨てたから、主もあなたを捨てて、 
あなたをイスラエルの王位からしりぞけられた」。こうしてサムエルが振り向いて去ろうとし 
たが、サウルはサムエルの上着の裾をとらえたので、それは裂けた。 

そこでサムエルはいった。「主はきょう、あなたの手から、イスラエルから王国を裂き、も 
っと良いあなたの隣人に与えられる。イスラエルは二つに分れるだろう。主は心を変えられな 
い。悔いる こと もない。主は人間のように悔いることはないからである。人間は脅かすが、持 
ち こたえられない」。このように、サウルにたいして「主もあなたを捨てて、あなたをイスラ 
エルの王位からしりぞけられた」、「主はきょう、あなたの手からイスラエルの王国を裂いた」 

と語られたのであるが、しかしこのサウルは四十年間イスラエルを統治した のであった。 それ 
はダビデ自身が統治したのと同じだけの期間であった。そして、この預言を聞いたのは、その 
治世の最初の時期においてであった。したがってこの預言は、サウルの系列のだれも王位につ 
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くであろうようには定められていなかったことをわたしたちが悟るために語られたのである。 
また、肉によってはそこからして「神と人との仲保者、人なるキリスト•イエス」が出ること 
になったダビデの血統にわたしたちの注意を向けさせようとするのである。 

さて、聖書は、ほとんどのラテン語の写本のうちに「主はあなたの手からイスラエルの王国 
を裂き」と読まれるところのものを示してはいない。わたしたちが読んだように、ギリシア語 
訳に見出される「主はあなたの手から、イスラエルから王国を裂き」という文を置いているの 
である。これは、「あなたの手から」が「イスラエルから」と同じ意味であることを明らかに 
するためである。したがって、このサゥルという人はイスラエルを個人的な仕方で象徴してい 
るのである。つまり、わたしたちの主イエス.キリストが新しい契約によって肉による王位の 
代りに霊的な王位のもとに支配されるとき、王国を失うことになったところの民である。キリ 
ストについて「それをあなたの隣人に与えられる」といわれているのであるが、これは肉によ 
る血縁関係に関連していわれている。すなわち、キリストは肉によってはサゥルがそうであっ 
たようにイスラエルから出られたのである。 

「もっと良い」と付け加えられているのは、「あなたにまさってより良い」というように受 
けとられることもありえよう。事実、ある人びとはそのように訳したのであった。しかし、 
「あなたにまさってより良い」のは、まさにそのかた自身が善きかたであるからこそそのよう 
にいわれるのだと解するほうがいっそうよいであろう。これは、あの別の預言が、「わたしが 
あなたのもろもろの敵をあなたの足台とするまで」といっているのと合致する。イスラエルは 
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この敵のなかのひとつであって、キリストはこの迫害者から王国を取り去られたのであ' so た 
しかし、そこには、あのもみ殼のなかのいくつかの穀粒のように「その心には偽りがない」イ 
スラエルも存在してはいた。じっさい、わたしたちも知っているように、使徒はイスラエルか 
ら出たのであったし、ステファノをその最初の人としたところの、かくも多くの殉教者たちも 
出たのであった。したがって、かくも多くの教会もそうであったのであって、使徒パウロは、 
自分の回心ゆえにそれらの教会が神をほめたたえたと述べている。 

「イスラエルは二つに分かれるだろう」とつづけられているのは、このことにかんして I わ 
れているということは疑えない。すなわち、キリストの敵たるイスラエルとキリストにつくイ 
スラエル、女奴隸に関係しているイスラエルと自由女に関係しているイスラエルに分けられる 
ということで—。じっさい、二つの種類のイスラェルは最初は一緒に存在していた。それは 
ちょうどアブラハムが、その石女の妻がキリストの恵みによって子どもに恵まれ「このはした 
めとその子を追い出してくださ ( W )」 と叫んだそのときまで、女奴隸に付いていたごとくである。 
もちろん、わたしたちは、ソロモンの罪ゆえにイスラエルがその子レハべヤムの治世のときに 
二分されることになったこ(^また、その民全体がヵルデア人たちによって徹底的に荒廃せし 
められて崩壊され、追い出されるまで、それぞれの部分が_分たちの王をもちながら分たれた 
ままつづいたということを知っている。しかし、このことがサウルにどのような関係をもつと 
、うのであろうか。もしも何かそのようなことが脅かしとしてなされるべきであるとするなら、 
その脅かしはサウルに向けられるよりも、むしろダビデに向かってなされるべきであったろう， 
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というのは(罪をおかした)ソロモンはダビデの息子であったからである。 

けっきょく、現在ではへブライの民族は分たれずに、同じ誤りのもとに結合して世界中いた 
るところに散在させられているのである。しかしながら、王国と民とを個人的な仕方で象徴し 
たサゥルという人物において神がこの同じ王国と民とを脅かしたところのあの分割は、永遠に 
して不可変のものとして表示されたのであって、それはつづいて加えられたことばによって示 
されている。「主は心を変えられない。悔いることもない。主は人間のように悔いることはな 
いからである。人間は脅かすが、持ちこたえられない」。これはすなわち、人間は脅かすので 
あるが持ちこたえられないけれども、神はそうではない、ということである。というのは、神 
が心を変えるとか悔いるとか読むばあい、それは、神の予知は不変でありつづけながら、事柄 
に変化があるということを意味しているからである。したがって、神は心を変えられないとい 
われるばあい、神のうちにはいかなる変化も存在しないという意味に解されるのである。 

わたしたちは、じつに、これらのことばをとおして神のけっして取り消すことのできない、 
まったく永続する判決が、このイスラエルの民の分割にかんして宣告されたのを知るのである。 
というのも、その民からキリストへ移った者たち、いま移りつつある者たち、移るであろう者 
たち、——かれらはすべて神の予知にしたがってその民に属した者であったわけでもなく、ま 
た、人類の同じ一つの本性にもとづいてその民に属したわけでもないからである。じつに、イ 
スラエル人のうち、キリストにつき、キリストのうちに留まりつづける者たちはすべて、この 
世の終わりまでその敵となりつづけるイスラエル人と共に存在することはけっしてないであろ 
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う。かれらはここに予告されているあの分離の状態にいつまでも留まり60づけることであろう。 

というのは、シナイ山から出たところの、^隸となる者を生む旧い契約は、新しい契約にた 
いする証言を提示するという理由においてのみ有益なものであるからである、そうでなければ、 
モーセの諸書が読まれるかぎり、覆いがかれらの心にかかっていることに(める。し力 L 、 だれ 
でもその民からキリストへ移るときには、その覆いは取り除かれるで—う。移っていく者た 
ちの意図は、たしかに、古い人から新しい人に変—れることであって、それにょって各人は 
もはや肉的な幸福を受けとることを志すのでは なく、 霊的な幸福を志すのである。そのことは、 
この偉大な預言者サムエルが、サゥル王に油を注ぐまえになしたところの行為を説明するもの 
である。 

すなわち、サムエルはイスラエルのために主に向かって叫んだので、神はこれを聞かれた 
そしてかれが燔祭をささげていたとき、異邦人たちが神の民とたたかおうとして近ついた。主 
は大いなる雷をかれらの上にとどろかせて、かれらは混乱し、イスラニルの前で狼狠し、敗れ 
たのであった。そのとき、サムエルは一つの石を取って新しいミヅパと古いミヅパとの間に据 
え、それにラテン語で「助け人の石」を意味するエベネゼルという名^=#けた。そして「主け 
いまに至るまでわたしたちを助けられた」といっ た。 ミヅ。ハの町は「意図」と訳される。その 

「助け人の石」は救い主の仲介のことである。このかたをとおしてわたしたちは古 I ミッ*'力 
ら ST しいミヅパべと移らねばならないのである。すなわち、肉的な5国において肉的な至福 
_虚偽の至福-を期待するょうな意図から、天の王国において霊的な至福 真の至福 



294 -を期待するよぅな意図へ と 移るのである。 このこと 以上に よりよきものは ないゆえに、 

は「いまに至るまで」わたしたちを助けられるのである。 

(一) 「サムエル記上」一五の二三以下。 

(二) 「テモテ人への第一の手紙」二の五。 

(三) 「詩篇」二〇の一。 

(四) 「ョハネによる福音書」一の四七。 

(五) 「ガラテヤ人への手紙」一の二四参照。 

(六) 「創世記」ニーの一〇。 

(七) 「列王紀上」一二の一以下参照。 

(八) 「ガラテヤ人への手紙」四の二四参照。 

(九) 「コリント人への第二の手紙」三の一五以下参照。 

(一〇)「サムエル記上」七の一二。 

(二) mtentlo . 


第八章 

ダビデにたいして与えられたその息子についての神の約束 


神 
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さて、いまやわたしは、サゥルのあと王位を継承したダビデ自身にたいして神がお与えにな 
った約束について説明しなければならない。この王権の移行はかの最後の変転の徴表なのであ 
った。その変転のために、これらすベてのことが神の力によって語られ、かつ記されているの 
であって、神が約束されたことが当面しているわたしたちの主題に関連しているのである。ひ 
じょうな繁栄がダビデ王におとずれるようになったとき、かれは神のために家を建てようと考 
えたのであった。かれが心に抱いたのは、のちにその息子ソロモン王によってつくり上げられ 
たところの、あの世にも名高い神殿であった。ダビデがこれを考えていたとき、主のことばが、 
王に伝えるため、預言者ナタンに下った。そのはじめの部分は、その家はダビデ自身によって 
は建てられないであろうこと、そして、きわめて長期間にわたって、自分のために香柏の家が 
建てられるようその民のだれにも命じたことはなかったこと、である。 

次いで、つぎのようにいったのであった。「いま、あなたは、わたしのしもべダビデにこう 
いいなさい。『全能の主はいわれる。あなたをわたしの民イスラ H ルの指導者とするために、 
羊に従っているところから取って、あなたがどこへ行くにも、あなたと共におり、あなたのす 
ベての敵をあなたの前から断ち去った。わたしは、地上の偉大なる者らのような大いなる名を 
あなたに得させよう。また、わたしの民イスラエルのために一つ所を定めて、かれらを植えつ 
け、かれらを自分のところに住まわせ、それ以上動くことのないようにするであろう。また、 
わたしがわたしの民イスラ H ルの上に判事たちを立てた日からこのかたのように、悪しき者ら 
■がかれらを悩ますことはない。わたしはあなたのすべての敵からまもりあなたに安息を与えよ 
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う。主はあなたに、あなたが主のために家を建てる、と告げられる。 

あなたの 日が 満ちて、あなたが父祖たちと共に眠るとき、わたしはあなたの身から出る子孫 
をあなたのあとに立てて、その王国を堅くするであろう。かれはわたしの名のためにわたしに 
家を建てるであろう。わたしはその王位をいつまでも導く。わたしはかれの父となり、かれは 
わたしの子となるであろう。もしもかれの不正が生じたなら、わたしは人の笞と人の子のくだ 
す同じわざわいでかれを打つであろう。しかしわたしはわたしの慈しみを、わたしがあなたの 
前から除いたサゥルから取り去ったようにかれから取り去ることはしない。かれの家とかれの 
王国とはわたしの面前にいつまでも固められており、かれの王位はいつまでも堅くせられる』 J 。 

このかくも大いなる約束がソロモンにおいて成就したと考えるのは、はなはだしい誤りであ 
る。というのは、そのように考える者は、ソロモンがかの有名な神殿を建てたゆえに「かれは 
わたしに家を建てるであろう」ということばにのみ注目し、そして、「かれの家とかれの王国 
とはわたしの面前にいつまでも固められるであろう」ということばに注目していないのだから 
である。ソ P モンの家に注意を向けねばならない。そこでおこったことを考えねばならない。 
すなわち、かれの家は虚偽の神々を拝する異国の女たちで満ちていたのであり、知恵ある人で 
あった王自身、同じ偶像に誘われ、堕落していたのであっ*5。また、神はこの約束を欺瞞的な 
仕方で与えられたのだと想像したり、あるいは、神はソロモンとその家とがこのような状態に 
なるであろうことを予知されなかったのだと考えたりしようとしてはならない。 

しかし、これらの預言がいまや、肉によればダビデの子孫から生れられたわたしたちの主キ 
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リストにおいて成就されたことをわたしたちが見ていないとしても、このことについて疑って 
t ならない。それは、肉的なユダヤ人がいまなお探しているようにだれか他のかたを虚しく力 
つ徒らに探すことのないためである。♦しっさい、かれらは、この箇所を読んでダビデ王に約束 
された子がソロモンではなかったことまでは理解しているのであるが、しかし、かれらの盲目 
さはおどろくほどのものであって、約束された子がすでにこれほど明らかに告げられてしると 
きでさえ、なおも他のかたを待ち望むといっているのである。 

たしかに、未来におこるべきもののいくらかの像は、ソロモンにおいても示されていた。か 
れは神殿を建設したのであった。その名にふさわしく平和を得ていたのであった(じっさい、 
ソロモンというのはラテン語で平和をつくり学人という意味である)。また、その治世のは 
じまりにおいては、おどろくほどの称賛を受けていたのであった。けれども、ほかならぬソロ 
モンその人は、来たるべきものの影によって主キリストを予告したのであって、かれがそれを 
現わノたわけではない。だからして、じっさいにおこった出来事によっても預言する聖書が、 
ある意味で、かれにおいて未来の像の下絵を描いているのに、あることについては、それがあ 
たかもソロモン自身によって予告されたかのごとくに記されている。それというのは、力れの 
治世の諸々の出来事を記している聖なる歴史の諸書のほかに、『詩篇』第七十一篇も表題にか 
れの名を記しているからである。しかし、この『詩篇』には、ソロモンにあてることは到底で 
きないと考えられるが、主キリストにはまったく明白に適合すると考えられる多くのことばが 
出て、，るのである。それゆえに、ソロモンにおいては一種の影のような下絵が描かれキリス 
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卜において現実そのものが差し出されるところの事実が存在するのである。ソロモンの王国を 
区切る境界はよく知られている。しかし、この詩において他のことは触れずにただ一つの点だ 
けをあげるとすれば、「かれの支配は海から海まで、川から地の果てにまで及ぶであろう」と読 
むのである。わたしたちは、これらのことばが成就したのはキリストにおいてであったことを 
知っている。事実、キリストの支配は川からはじめられたのであった。川で3ハネより洗礼を 
受けられ、その弟子たちによって認知されたのであった。かれらはキリストを師とよんだだけ 
でなく、主ともよんだのであった。 

さらに、ソロモンが自分の父ダビデの存命中に統治をはじめたことも(これはかれらの王の 
だれにも見られなかったことである)、このような仕方で、かれ自身はその父にたいして語ら 
れたあの預言によって指示された当の人ではなかったことをまったく明らかにするものでなけ 
れば何であろうか。すなわち、預言はつぎのようにいったからである。「あなたの日が満ちて、 
あなたが父祖たちと共に眠るとき、わたしはあなたの身から出る子孫をあなたのあとに立てて、 
その王国を堅くするであろう」。それゆえ、つづくことばが「かれはわたしに家を建てるであ 
ろう」といわれているからといって、これがいかにしてソロモンにかんして預言されたものと 
考えられるであろうか。むしろ、わたしたちは、それに先立って「あなたの日が満ちて、あな 
たが父祖たちと共に眠るとき、わたしはあなたの子孫をあなたのあとに立てるであろう」とい 
われているところにしたがって、他の「平和をつくり出す人」が約束されていると推断すべき 
ではなかろうか。その人とは、ダビデの死ののち——ソロモンのようにその死の前にではなく 
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-立てられるべき人のことである。 フフ 、 

と、うの よ、ィエス•キリストが来られ—でには、長い期間が介在したのではあても、 
そ1疑ぃもなくダビデの死ののちであつた。このダビデにたいして、木と石によ1て^パ 
人間による、神のための家を建てるであろうところの、そしてそれを建てること力 
1は—ような家—で—ころのかたの到来す.'1が約束 jof -^ ら 
つた。使徒が「なぜなら、神の宮は聖なるものであり、そしてあなたがたはその宮ナのナヵ P 
であ(2)9」4つているのも、この家にたいして、すなわち、すべての忠実なるキリストの信ィ 

者にたいしてである。 

(一) 「サムエル記下」七の八—一六。 

(二) 「列王紀下」一一の一以下参照。 

(三) 「詩篇」七二の八。 

(四) 「コリント人への第一の手紙」三の一七。 


第九章 

ナタン e 預言に比せられる 詩篇第八十八篇に見られるキリストについての預言 
そのために、 『詩篇』第 < 千 A „ m = にもダビデ王にたいしてなされた神の約束が述へられて、 
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るのであって、それは「エズラ人 H タンの理解のために」と題されているものである。ここで 
は、『諸王国の書』(サム H ル§のなかに記されていることに相似したいくつかのことが語られ 
ている。たとえば、「わたしはわたしのしもべダビデに誓った。『わたしはあなたの子孫をとこ 
しえに堅くしよう』」とある。さらに、「そのときあなたは幻をもってあなたの子らに告げてい 
われた。『わたしは力ある者に助けを与え、わたしの民のなかから選ばれた者を高くあげた。 
わたしはわがしもべダビデを得て、これにわが聖なる油を注いだ。わが手はかれを助け、わが 
腕はかれをつよくする。敵はかれによって益を得ることなく、悪しき者の子がかれを損なうこ 
ともない。わたしはかれの前にもろもろのあだを打ち滅ぼし、かれを憎む者らを去らせる。わ 
がまこととわが慈しみはかれと共にあり、わが名によってかれの角は高くあげられる。わたし 
はかれの手を海の上におき、かれの右の手を川の上におく。かれはわたしに『あなたはわが父、 
わが神、わが救いの守り手』とよぶであろう。わたしはまた、かれをわが初子とし、地の王た 
ちのなかのもっとも高い者とする。わたしはとこしえにわが慈しみをかれのために保ち、わが 
契約はかれのために堅く立つ。わたしはかれの家系をとこしえに堅く定め、その王位を天の日 
のようにながらえさせる J 。 

すべてこれらの預言は、正しく理解されたときには、「しもべのかた' fee 」 のゆえにダビデの 
名のもとに主ィエスについて理解される。それは、ダビデの子孫に属し、同じ仲保者が処女か 
ら受けとられたかたちなのである。これにつづけて、かれの子どもの罪について言及される。 
まさしく『諸王国の書』(サム H ル記)に見出されるのと同じであって、それはあたかもソロモ 
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ンにかんしてきわめて容易にあてはまるかのようである。その書では、つぎのようにいわれて 
いたので あった。 「もしも かれの不正が生じたなら、わたしは人の答と人の子のくだすわ 
ざ わいで かれを打つであろう。しかしわたしはわたしの慈しみをかれから取り去らない」。こ 
の「人の子のくだすわざわい」とは懲らしめの打撃のこと^、1る。 

だからして、「わが油注がれた者たちにさわってはならない」ということばは「かれらを傷 
つけて尤ならない」という意味でないなら何であろうか。ところで、『詩篇』にお L ては、 
わ f ダビデの ことを 扱っているかのようにして、同じ種類のことをそこでもいおうとしてしる 
ので—。つぎのようにいわれている。「もしかれの子らがわが淀を捨て、わがさばきに従っ 
て歩まないならば、もしかれらがわが定めを犯し、わが戒めを守らないならば、わたしは答を 
もってかれらのとがを罰し、むちをもってかれらの不義を罰する。しかし、わたしはわが慈し 
みをかれから取り去ることはない」。 、 

ダビデ自身について語られているのでなくかれの子らについて語られているのに、「かれら 
から」とはいわれず、「かれから」といわれたのであって、これは正しく理解されるなら、同 
じだけの効力をもっているものである。というのは、教会のかしらであられるキリストご自身 
にはいかなる罪も見出されないからである。その罪は、神の慈しみは変らずに保たれているの 
こ人間の非難によって正されねばならぬような罪のことである。かえってそのような罪は、力 
れの身体、かれの肢体、すなわちキリストの民のうちに.存在する。したがって、『諸王国の書』 
(サムエル記)では「かれの不正」といわれているが、『詩篇』では「かれらの不義」といわれ 
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ているのである。これは、かれの身体についていわれることは、ある意味では、かれ自身につ 
いてもいわれるということをわたしたちが悟るためである。このことゆえに、サウ ロが その身 
体すなわちかれを信ずる人たちを迫害したとき、かれ自身が天から「サウロ、サウロ、なぜわ 
たしを迫害するのか」といわれたのであった。 

次いで『詩篇』のつづく句においていっている。「わたしはわがまことにそむくことはない。 
わたしはわが契約を破ることなく、わが唇から出たことばを取り消すことはない。わたしはひ 
とたびわが聖によって誓った。わたしはダビデに偽りをいうであろうか」。——これはすなわ 
ち、「わたしはけっして偽りをいわない」ということである。これは聖書の慣用とする語り方 
である。何の偽りをいわないのかということについて、かれは加えていっている。「かれの家 
系はとこしえにつづき、かれの位は太陽のようにわたしの前にある。月のようにとこしえに堅 
く立てられ、大空における忠実な証しとなる」。 

(一) この第八十八篇というのは七十人訳によるもので、現行の訳では第八十九篤に当たる。 

(二) 「詩篇」八九の三以下。 

(三) 同上、八九の一九—二九。 

(四) 「ピリピ人への手紙」一二の七参照。 

(五) 「サムエル記下」七の一四以下。 

(六) 「詩篇」一〇五の一五。 

(七) 同上、八九の三〇以下。 
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(八) 「使徒行伝」九の四。 

(九) 「詩篇」八九の三三丄一一七。 


第十章 

神の約束と地上のエルサレムの歴史とのあい•たに見られる相違の意味について 

このような重要な約束が堅く確証されたのち、詩人は、その預言がソロモンにおいて完了さ 
れたと考えることのないよう、これらのことは待望されたのであって現に見出されたのではな 
いことを示唆して、つぎのように付け加えている。「しかし主よ、あなたはかれをしりぞけ、 
無に帰せられ*3」。じっさい、このことはその子孫らのもとでソロモンの王国におこったとこ 
ろのことであった。かれらの歴史はその王国の座であった地上のエルサレム自身の転倒、とり 
わけ、ソロモンによって建てられたあの神殿の破壊で頂点に達した。けれども、神がご自身の 
約束に違反するようなことをなさったとわたしたちが考えることのなきよう、すぐに(詩人は) 
つづけて「あなたはあなたの油注がれた者を延ばされた」といっている。 

それゆえに、もしも主の油注がれた者が延ばされたのなら、その者は、ソロモンでもなけれ 
ばダビデ自身でもない。かの神秘的な聖油をもって聖別されたすベての王が「主の油注がれた 
者」とよばれたのであるからには、それはたんにダビデおよびそれにつづく王のみならず、あ 
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の民において最初に油注がれた王であったサゥルもそぅであった。たしかに、ダビデ自身、サ 
ゥルを「主の油注がれた者」とよんだのであった。それにもかかわらず、これらの王が預言的 
な塗油によって象徴的にあらわした唯一にして真なる「油注がれた者」が存在したのであった。 
その者がダビデやソロモンと同一であると考えた人びとにしたがえば、その真の 「油 注がれた 
者」の到来はずっと延ばされていたのであるが、神の計画においては、神ご自身のときに、そ 
のかたの来たるべきことはすでにととのえられていたのである。 

それで『詩篇』は、そのかたの到来が延ばされていたあいだに、いずれにしてもその支配を 
待望していた地上のエルサレムの王国に何がおこったのであるか、加えて語っている。「あな 
たはそのしもべとの契約を廃棄し、かれの聖性を汚され、それを地に投げ打たれた。あなたは 
その城壁をことごとく壊し、その此石に恐れをもたらされた。そこを通り過ぎる者はみなかれを 
掠め、かれはその隣り人のあざけりとなった。あなたはかれのあだの右の手を高くあげ、その 
もろもろの敵を喜ばされた。あなたはかれを助けるはずの剣の刃をかえし、戦いに立たせられ 
なかった。あなたはかれの汚れのない装いを奪い、かれの王座を地に投げ捨てられた。あなた 
はかれの主権の日を縮め、恥をもってかれを覆われ*§」。 

すべてこれらのことは女奴隸である H ルサレムにおこったことであったが、そこではいくら 
かの自由女の子らも治めていたのであった。かれらは無常的な職務にあってその王国をまもり 
ながら、真の信.#によって天上の H ルサレムの王国-—かれらはその子どもなのである —— を 
持ち、望みをまことのキリストにおいていたのであった。しかし、これらのことがいかにして 
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おこったかは、その史実的な記録において、よく読むなら、明らかに示されるであろう。 

(一) 「詩篇」八九の三八。 

(二) 同上、八九の三八。 

(三) 同上、八九の三九—四五。 


第十一章 

神の民の、受肉によってキリストのうちに存する実体について 

これらの預言ののち、預言者は神への祈願へと転じるのである。けれども、祈願そのものは 
預言の行為ともなっている。「主よ、いつまでなのですか。とこしえにそむけられるのですか」。 
わたしたちは、他の篇にあるような「いつまで御顔をわたしからそむけられるのですか」とい 
う例にならって「あなたの御顔を」と補おうとおもう。ここで、「そむける」の代りに、ある 
写本では「そっぽを向く」と読まれるのもそのためである。しかし、考えられうる解釈として 
は、「あなたがダビデに約束された慈しみをそむけられる」であろう。また、「とこしえに」と 
いうのはどういう意味であろうか。それは「終わりに至るまで」ということであろう。 

「終わり」というのは、かの民がキリスト•イエスを信じるようになる最後のときと解され 
るであろう。その終わりの前には、(詩人が)さきに嘆いたような悲惨なことがおこらなければ 
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ならない。そのつぎのことばもそのゆえである。「あなたの怒りは火のように燃える。わたし 
の実体がいかなるものであるかをみこころにとめてください」。これは、キリストがご自身の 
肉の本性をそこから得られたところの、かの民の実体としてのイエスにかんするものと解する 
より以上に良い解釈はないであろう。『詩篇』は「あなたは人の子を虚しくつくられなかった 
からである」という。イスラエルの「実体」であられる「唯一の人の子」が存在されなかった 
なら、人の子らは虚しくつくられたであろうことは確かである。この「人の子」とは、そのか 
たをとおして多くの人の子らが自由を得させられるところのかたである。 

しかしながら、いまや、すべての人間の本性は最初の人間の罪によって真理から虚無へと転 
落してしまっているのである。このゆえに、別の『詩篇』は「人は虚しいもののごとくになり、 
その日は過ぎゆく影にひとしい」といっている。しかし、神はすべての人の子らを虚しくつく 
られたのではないのであって、なぜかといえば、神が仲保者なるイエスをとおして多くの人間 
をこの虚無から解放されることを知っているからである。予知によって解放されるべきではな 
いと知っていた者たちについても、神は、それらの者を、解放されるべきであった者たちの益 
のために、また、相互に相反する二つの国のあいだの対照を際立たせるために、おつくりにな 
ったのであった。このようにそれらがつくられたことは虚しいことでなかったのは確かである。 
それは、理性的被造物全体のうちに、至高の美と正しさとを按配される秩序によって立てられ 
ているのである。そして、「だれか生き、死を見ず、その魂を陰府の手中から救う者があるで 
あろうか」とつづけられている。 
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じっさい、ダビデの子孫から出たィスラエルの「実体」であられるキリスト•ィエスでない 
なら、それはだれであろうか。このかたについて使徒はいっている。「死者のなかからよみが 
えらされて、もはや死ぬことはなく、死はもはやかれを支配しないであろう」と。このように、 
かれは生き、そして死を見ることはない。すくなくともはじめに死んだのであるが、陰府の手 
中からご自身の魂を救い出したのであって、かれは死者のなかのある者から陰府の足枷を解く 
ためにそこへ下られたのである。さらに、かれは福音書のなかで語っておられるあの権能によ 
ってご自身の魂を救い出されたのであった。「わたしはわたしの命を捨てる力をもっており、 
またそれをふたたび取りもどす力をもっている」。 

(一) 「詩篇」八九の四六。 

(二) 同上、一三の一。 

(三) 本書第二十巻第二十九章参照。 

(四) 「詩篇」八九の四六以下。 

(五) 同上、一四四の四。 

(六) 「ローマ人への手紙」六の九。 

(七) 「ョハネによる 福音書」一〇の一八。 
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第十二章 

神の昔の慈しみを求める者はだれであるか 

この『詩篇』の他のところはつぎのようになっている。「主よ、あなたがあなたのまことの 
誓いをもってダビデに約束された昔の慈しみはどこにあるのですか。主よ、あなたのしもべが 
受けるはずかしめをみこころにとめてください。わたしはもろもろの民のはずかしめを、ぃ KJ 抱 
いているのです。主よ、あなたの敵はののしりました。かれらはあなたの油注がれた者の変容 
をそしりました」。 I さて、当然のことであるが、つぎのように問われるであろう。これは、 
ダビデになされたこの約束を受けることを切望していたィスラエル人たちのなかの人物によっ 
て語られたものであるか、それとも、むしろ、肉によるのではなく、霊によるィスラエル人で 
あるところのキリスト教徒たちのなかの人物によって語られたものであるか。 

これらのことばは、たしかに、その『詩篇』の表題がその名からとられることになったあの 
エタンの時代に語られ、記されたものである。そしてそれはダビデの統治と同時期である。こ 
のゆえに、「主よ、あなたがあなたのまことの誓いをもってダビデに約束された昔の慈しみはど 
こにあるのですか」というのは、これらの約束がダビデにたいしてなされたこの時期が「昔」 
であるような、ずっとのちの時期に出ることになった人びとのなかの人物においてこの預言 W 



309 


第十七巻第十二章 


変容されるのでないなら、このように語られはしなかったであろう。これは、もろもろの民が 
キリスト教徒たちを迫害していたときに、かれらはキリストの受難をもってかれらをそしった 
ことを意味していると解される。つまり聖書はこの受難のことを、死ぬことによって不死とな 
られたゆえに、キリストの「変容」とよんでいるのである。 

このような理解にしたがえば、キリストの「変容」はまた、ィスラエル人たちにたいするそ 
しりとも受けとられうるであろう。なぜなら、キリストはかれらの救い主として来られること 
を待望されていたのに、じっさいには異教徒たちの救い主となり、そして、新しい契約をとお 

してかれを信じた多くの 民が、いまや このことを ィスラエル人たち-かれらはなお旧い契約 

のうちにとどまって いる-にたいする そしりと するからである。そのため、「主よ、あなた 

のしもべが受けるはずかしめをみこころにとめてください」といわれるのは、主がこれらのし 
もべを忘れずに、むしろあわれまれるなら、かれら自身がこの恥辱ののちに信じるようになる 
であろうからである。 

けれども、さきにわたしが示唆した解釈のほうがいっそう適切であるようにおもわれる。と 
いうの も、 「主よ、あなたのしもべが受けるはずかしめをみこころにとめてください」という 
叫びは、もしもそれがキリストに敵対する者たちに結び合わされるなら——キリストがその者 
たちを捨てて異教徒のほうへ移られたという理由で、その者たちがそしりを受けることになっ 
て——つじつまがあわないからである。そのようなユダヤ人たちが「神のしもべ」とはよばれ 
ないはずである。かえって、これらのことばはつぎのような者たちにこそ適わしいのである。 



310 


すなわち、キリストの御名のゆえに苛酷な迫害の卑劣さを耐え忍ぶときに、上なる王国がダビ 
デの子孫に約束されたことを想い起こし、それを熱望しながらうったえて、絶望することなく 
求め、たずね、叩きつつ、「主よ、あなたがあなたのまことの誓いをもってダビデに約束され 
た昔の慈しみはどこにある Q ですか。主よ、あなたのしもべが受けるはずかしめをみこころに 
とめてください。わたしはもろもろの民のはずかしめを心に抱いているのです(すなわち、わ 
たしはわたしの内面において忍耐して持ちこたえているのです)。主よ、あなたの敵はののし 
りましたかれらはあなたの油注がれた者の変容をそしりました」とうったえる者たちである。 
あの者たちはそれを変容というよりも破壊であると見なしているのである。「主よ、みこころ 
にとめてください」というのは、「あわれみをたれてください。そして忍耐して持ちこたえて 

る謙遜にたいし、あなたがあなたのまことの誓いをもってダビデに約束された高揚を もって 
応えてください」というのでないなら何であろうか。 

ところで、これらのことばをユダヤ人たちに当てが うと すれば、それは、ィエス •キリスト 
が人間の姿をとって生れられる前に、地上のエルサレムの略奪ののち捕われていったあの 「神 
のしもべたち」がそのようにうったえることができたのであろう。そのばあい、かれらよ、こ 
の「油注がれた者の変容」を、たとえばソロモンのごく短い年月の治世のあいだに見られた よ 
うなこの世的で肉的な幸福でなく、信仰をもって待望されるべき 天上 的で 霊的な幸福と 解して 
いるのである。当時、不信仰な民はそのような幸福について無知であって、神の民にたいして 
勝ち誇り、その捕囚によって QQ しっていたのであった。無知なる者が知る者をののしるので 



あって、かれらがはずかしめていたのは「油注がれた者の変容」でなくて何であったであろう 
y 0 
力 

そのようなわけで、この『詩篇』をしめくくるにあたってつぎのようなことばがつづけられ 
るのである。「主の祝福がとこしえに。アァメン、アァメン」。このことばは、天上のエルサレ 
ムに属する民の全体に I すなわち、新しい契約が啓示される前、旧い契約の時代に隠されて 
いた者たちにおいてであれ、あるいは、新しい契約が啓示されてのち、明らかにキリストに属 

するとわかる者たちにおいてであれ-大いに適わしいことである。じっさい、ダビデの子孫 

にたいする主の祝福は、ソロモンの時代に見られたような、ある限られた期間に望まれるべき 
ものであるのでなく、とこしえにつづくことこそ望まれるべきものである。この上もなく確か 
なその希望によって、「アァメン、アァメン」といわれるのである。 

このことばのくり返しは、その希望の確認である。わたしたちがそこから逸れてこの『詩 
篇』を扱うことになった『諸王国の書』(サムエル記)の第二の書において、ダビデは、「あなた 
1 はあなたのしもべの家のためにはるかのちのことを語られた」というとき、このことを理解し 
第ているのである。さらに、そのすこしあとのところで、「どうかいま、あなたのしもべの家を、 
^ とこしえに始められ、祝福されますように」というのであるが、それは、そのときかれに子ど 
針もが生れようとし、その子から出てその後裔がキリストにまで至り、キリストによってかれの 
家は永遠なものと定められ、神の家となるはずであったからである。すなわち、その子孫がダ 
311ビデの種属から出るのであるがゆえにダビデの家であるが、しかし、それが石から建てられた 
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のではなく、人間から建てられた神の神殿であるゆえに、神の家でもあるのであって、そこに 
おいて民は永遠にかれらの神と共に、そしてかれらの神のうちに住み、神もその民と共に、そ 
してその民のうちに住まわれるからである。このように、神がすべてにおいてすべてとなられ 
るとき、神はその民を満たし、民はその神によって満たされる。ご自身は、戦さにおいてわた 
したちの力であられるように、平和においてはわたしたちの報酬であられるからである。 

このようなわけで、「主はあなたが主のために家を建てると知らせられるであろ 51 )」という 
ナタンの言葉は、のちに、ダビデのことばにおいて、「全能の主、イスラエルの神よ、あなた 
はしもべに示して『あなたのために家を建てよう』といわれました」とくり返されたのであっ 
た。すなわち、わたしたちはこの家を善き生を生きることによって建て、神もわたしたちがそ 
のように生きるよう助けられることによってお建てになるのである。「主が家を建てるのでな 
ければ、建てる者のはたらきは虚しい」からである。この家の最後の奉献のときがくれば、そ 
のときには、神がナタンに語られたところのことが成就されるであろう。「そしてわたしは、 
わたしの民イスラエルのために場所を定め、かれらをそこに据えよう。かれらはみずからそこ 
を動かず、それ以上悩まされることはないであろう。そして、わたしの民イスラエルの上に裁 
き人らを立てた日からこのかたのように、悪しき者の子らがかれらをはずかしめることはない 
であろう」。 

(一) 「詩篇」八九の四九以下。 

(二) 同上、八九の五二。 
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第十七巻第十三章 


(三) 「サムエル記下」七の一九、二九。 

(四) 「コリント人への第一の手紙」一五の二八。 

(五) 「サムエル記下」七の一一、二七。 

(六) 「詩篇」一二七の二。 

(七) 「サムエル記下」七の一〇以下。 


第十三章 

約束された平和の成就の時期について 

これほどの大いなる善を、この世においてそしてこの地上で望む者はだれも、愚かな仕方で 
知恵をもつ者である。この善がソロモンの治世のときの平和において十分にかなえられたとだ 
れがおもうであろうか。たしかに聖書はその平和を卓越した預言によっておこるべきものの影 
として描いてはいる。しかし、そのような推測にたいしては注意深く異議を立てるのである。 
すなわち、「悪しき者の子らがかれらをはずかしめることはないであろう」といったあとで、 
「わたしの民ィスラエルの上に裁き人らを立てた日からこのかたのように」とつづけているの 
である。 

そこでは、王たちの統治のはじまる前は、民が約束の地を受けたときから、裁き人たちがそ 
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の民の上に立てられていたのであった。とにかく、悪しき者の子らすなわち外国の敵は、平和 

と戦いとが入り替わりおとずれたと読まれているこの期間を通じてかれらをはずかしめたので 

あった。その時代を通じて、ソロモンが支配した四十年間に享受した平和よりもより長くつづ 

いた平和の期間が見出されるのである。たとえば、エホデといわれる裁き人のもとでは、八十 

(一)， 

年間の平和の期間が存したからであ^ • それゆえ、この护束において予告されたのはソロモン 
の時代であったと考えてはならない。ましてだれか他の王の治世についてはなおさらである。 
というのは、他の王たちのだれも、ソロモンのようには平和のうちに支配した者はいなかった 
からである。しかし、その民は、敵によって征服される恐れをもたないほど堅固にその王国を 
保持したわけではなかった。事実、人間的なことがらの変易性はまさにそのようなものである 
から、いかなる民もこの世の生において敵の襲撃の恐怖を免れるほどの平穏をかつてゆるされ 
たことはなかった。それゆえ、そのような平和と安全の居所として約束されたかの場所は永遠 
であり、また「自由である母なるエルサレム」の永遠なる存在にたいして留保されているので 
ある。かの場所においてはかれらは真にイスラエルの民となるであろう。というのは、「イス 
ラエル」とは「神を見る」を意味するのだからである。わたしたちは、この報酬を切に望みつ 
つ、この苦悩に満ちた巡礼の旅路のあいだ、信仰によって導かれて敬虔な生をいとなむのでな 
ければならぬ。 

(一) 「士師記」三の三〇。エホデはベ-ーヤミン族出身のイスラエルの判事 (!> 今 j のひとりである。 

(二) 「ガラテヤ人への手紙」四の二六。 
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(三)本書第十六巻第三十九章参照 


第十四章 

詩篇とダビデの関係について 

このようにして、神の国の時間的な進行によって、最初にダビデが来たるべきものの影であ 
ったこの世 QH ルサレムにおいて統治したのであった。さて、ダビデはひじょうに歌—でた 
人であった。かれは音楽の調和を愛した。とはいえ、かれは、裏というものがたんなる楽し 
みとなっているようなありふれた人ではなかったのであって、かれは音楽を信仰的な震をも 
って尊重したのであった。かれは、きわめて重要なことがらの神秘的な形象を与—ことによ 
ってそれを、真の神であられるかれの神の奉仕に用いたのである。というのは、正しい比によ 
って調整された多様な音色の和合というものは、調和のとれた多様性のうちに共に融合されて' 
よく秩序づけられた国の一性を暗示しているからで—。 つまり、 かれの預言のほとんどすべ 
てのものは詩によって書かれて、わたしたちが『詩篇』とよぶところの書はその百五十篇を包 
含しているのである。 

ある人びとは、'かれ S ' 名をもって記されている『詩 S のみがかれによってつくられたもの 
としている。また、他の人びとは、頭に「ダビデ自身の」と付せられているもの以外のものは' 
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かれの作になるものではないと考える。表題に「ダビデ自身のために」と付せられたものは、 
別人によってダビデ個人に結び合わせるような仕方でつくられたものとするのである。このよ 
うな意見は福音書のなかで救い主ご自身の発言によってしりぞけられている。そこでは、ダビ 
デが霊感に導かれてキリストは自分自身の王であるといわれているのであって、『詩篇』第百 
九篇は「主はわが主にいわれる。『わたしがあなたの諸々の敵をあなたの足の下におくまで、 
わたしの右に座せ よ』」 ということばではじまっているからである。たしかにこの詩は、その 
表題において「ダビデ自身の」と付せられているわけでなく、多くの『詩篇』と同様、「ダビ 
デ自身のために」となっているのである。 

しかしながら、わたしにとっては、百五十篇の『詩篇』のすべてがダビデの作によるものと 
して、かれが、そのあるものにことがらと関連をもつ何ごとかを象徴的にあらわしている他の 
人の名をもって前書きとしたのであるが、他のものはその表題にいかなる人の名ももたぬよう 
決定したのだと判断する人のほうがより信憑性があるとおもわれるのである。同様に、かれが 
この多様な配置をおこなったのも、主が霊感を与えられたからであって、その意図は隠された 
ものであるが、だからといって空しくなされた配置ではないのである。この書のなかのいくつ 
かの『詩篇』にはダビデの治世のずっとのちの時代に存在したいくらかの預言者たちの名が付 
せられていて、そこでは、これらの『詩篇』の内容があたかもかれらによって語られたかのよ 
うに記されていると読まれるとしても、そのことによって、いま述べたことを信じないように 
動かされてはならない。 
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第十七巻第十五章 




というのは、預言的な霊は、ダビデが預言していたときに、来たるべきこれら預言者たちの 
名をかれに啓示して、その結果、かれらの個性に適合した何ごとかが預言的な仕方でうたわれ 
るょうにしたということは、ありえないわけではないからである。それは、それから三百年以 
上ものちのことであったョシヤ王の誕生と統治とが、その名と共に、その未来の行為を予告し 
たところのひとりの預言者に啓示されたのと同様である。 

(一) 「詩篇」一一〇。 

(二) ハガイおよびゼカリア(七十人訳)。 

(三) 「列王記上」一三の二。 


第十五章 

詩篇におけるキリストと教会とにかんする預言について 

さて、この書のこの箇所で、いまわたしに期待されているところのことは、『詩篇』において 
主なるィエス•キリストおよびその教会についてダビデがどのように預言しているかを明らか 
にすることであるとおもわれる。わたしは(これを一つの『詩篇』においてすでにおこなった 
のではあるけれども)素材の不足によるよりもその豊かさによってこの期待が要求するような 
ことを妨げられていたのである。というのは、冗長になるのを避けるため、すべてのことを述 
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ベることはできないからである。 

他方、もしもわたしがいくつかのものを限定して選ぶなら、それについて精通している多く 
の者たちにとっては、わたしが必要なものを省略してしまっていると見られることをおそれる0 
さらに、例証としてあげられた証言は『詩篇』全体の脈絡によって支持される必要があるであ 
ろう。たとえすベてのものが支持されるとまではいわずとも、すくなくとも反 ， IX されるような 
何ごともないことを示す範囲でそうでなければならない。そうでなければ、つぎはぎ細工の方 
法を用いて選んだことがらに適した短い抜粋をいわばわたしが収集しているようにおもわれる 
のではないであろうか。つまり、当面していることがらについて書かれたのではなく、何か他 
のはなはだしくかけはなれたことについて書かれていると見られる大きな詩から取られている 
わけである。 

ところで、これをいずれもの『詩篇』において明らかにすることができるためには、その全 
部のものが説明されねばならない。これはあまりに大きな仕事であって、他の人びとの書物か 
ら、また、わたしがおこなったようなわたしたちの書物か F 、 十分に見られるとおりである。 
これを欲し、なしうる人はこれらの書物を読まれるがよいであろう。その人は、キリストおよ 
びその教会について I すなわち王と王が建設された国について —— 王であり預言者でもあっ 
たダビデによって、いかに多くの、そしてどれほど重要な預言がなされたかを見出すであろう。 

(一)アゥグスティヌス『詩篇講解』 
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第十七巻第十六章 


第十六章 

詩篇第四十五篇におけるキリストおよびその教会にかんする証しについて 

どのようなことがらについても、本来的で明白な預言の陳述があるけれども、比喩的な陳述 
も必らずといってよいほどそれらと混じっているものである。それらはとくに吞み込みの遅い 
人の益となるよう論じたり陳開したりする厄介な仕事を学者に課するものである。たとえ、い 
くらかのものについては理解するのに容易でなく、その説明には暇を要するものが残るとして 
も、それらのうちのあるものは、それが語られるやいなや、ただちにキリストとその教会のこ 
とを示していることがわかる。そのようなものとして、同じ『詩篇』の書のなかに、つぎのよ 
うなものがある。「わたしの心は善きことばを吐き出した。わたしは王にわたしの詩を語る。 
わたしの舌はすみやかに物書く人の筆のようである。あなたの姿は人の子らにまさって美しく、 
あなたの唇には気品がただよう。そのために神はとこしえにあなたを祝福された。いと雄々し 
き者よ、威厳と美とをもって、腰に剣を帯びよ。真理と慈悲と正義とのために、勝利を得て乗 
り進み、支配せよ。あなたの右の手はおどろくべきわざを見せるであろう。いと雄々しき者よ、 
あなたの矢は鋭く、もろもろの民はあなたの力の下に倒れ、王の敵の胸をつらぬく。おお、神 
よ、あなたの王座は世々とこしえに限りなくつづき、あなたの王の杖は公平の杖である。あな 
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たは正義を愛し、悪を憎む。そのため、神、あなたの神は、あなたのともがらのだれに もま さ 
って喜びの油をあなたに注がれた。没薬、蘆かい、肉桂はあなたの衣から、象牙の家から香り 
を放っている。そこからは王の娘たちが出て、あなたの栄光をたたえるため、あなたを喜ばせ 
(わ」。 

どれほど吞み込みが遅くとも、このところで、その王座が世々とこしえに限りない神につい 
てきくとき、わたしたちが告げ、わたしたちが信じているキリストを認めない者がいるであろ 
うか。神によって油注がれたる者、すなわち可視的な油によってではなく、霊的で知性的な聖 
油によって神が油を注がれたと解するところの「油注がれたる者」のことである。キリストの 
名が聖油すなわち頭に油注がれることからそのようによばれたのであることを知らないほど、 
わたしたちの宗教について無知なる者、あるいは、ひろく行き渡って知られたその名声に耳の 
遠い者がだれかいるであろうか。 

しかし、キリストを王と認めたときには、ここで比喩的に述べられている他のこと、すなわ 
ち、形姿が人の子らにまさってどのように優美であるのか、それがたんなる物体的な優美さで 
ないためになおいっそうのこと愛され、感嘆されるべきものであること、かれの剣、かれの矢、 
そしてそのような仕方で本来的な字義どおりで なく 比喩的に表現されているそのほかのものに 
ついて、真理と慈悲と正義のゆえに支配するその王に服従しつつ暇をかけて探求するのがよい 
であろう。 

つぎに、霊的な結婚と神的な愛とによってこれほどの偉大な夫と結婚したキリストの教会に 
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第十七巻第十六章 


注意を向けるがよいであろう。この教会についてはこのようにいわれているのである。「王妃 
は多くの色をもった金色の衣服をまとって、あなたの右の手に立つ。娘よ、きけ、そして耳を 
傾けよ。あなたの民とあなたの父の家とを忘れよ。王はあなたの美しさを慕うであろう。なぜ 
ならかれ自身はあなたの神であるからである。ッ ロの 娘たちは贈り物をもってあなたをあがめ、 
民のうちの富める者もあなたの好意を乞い求めるであろう。王の娘の栄光はすべて殿の内にあ 
り、黄金のふさ飾りを織り込んだ衣を着ている。そのおとめたちはかの女にしたがって王のも 
とに導かれ、その供びとらはあなたのもとに導かれる。かの女らは喜びとたの L みとをもって 
導かれ、王の神殿に導き入れられる。あなたの父祖たちに代って子どもらが生れ、あなたはか 
れらを全地の上に君となすであろう。かれらはあなたの名をよろず代にわたって記憶するであ 
ろう。このゆえにもろもろの民はとこしえに限りなくあなたをほめたたえるであろう」。 

ここには、たんなる女性のことが語られ、描かれていると考えるほどに愚かな者がいるとは 
わたしは考えない。これはたしかに、「おお、神よ、あなたの王座は世々とこしえに限りなく 
つづき、あなたの王の杖は公平の杖である。あなたは正義を愛し、悪を憎む。そのため、神、 
あなたの神は、あなたのともがらのだれにもまさって喜びの油をあなたに注がれた」と語られ 
ているかたの妻のことである。というのは、かれらはキリストに従う供びとであって、あらゆ 
る民におけるかれらの統一と和合とからその王妃は存在するようになるのだからである。他の 
『詩篇』において「太いなる王の都」と描かれているごとくである。 

この王妃は霊的な意味におけるシオンである。シオンという名はラテン語で「熟視」と訳さ 
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れる.。すなわち、かの女のすべての志しはそこへ向けられているのであるが、それは来たるベ 
き時代の大いなる善を熟視しているからである。かの女は、同じよぅに霊的な意味におけるエ 
ルサレムでもある。それについてはすでにわたしは多くを語ってきたのであった。かの女の敵 
はバビロンであり、「混乱」を意味する悪魔の都であ“。しかしながら、この王妃は、もろも 
ろの民のあいだで、再生によってそのバビロンから解放され、もっとも悪しき王からもっとも 
善き王へと、すなわち悪魔からキリストへと移るのである。それゆえにこそ、「あなたの民と 
あなたの父の家とを忘れよ」とかの女に語られているのである。 

信仰によるのでなくただ肉によるのみであるィスラヱル人も、かの不信仰の都の一部分であ 
る。かれらはこの大いなる王自身とその王妃とに敵対する者である。キリストはかれらのもと 
に来られたのであるが、かれらによって殺害され、むしろ他の人びとのキリストとなられたか 
らである。それは、ご自身がその受肉された生によってご覧にならなかった人びとのことであ 
る。だからして、わたしたちの王であるキリストご自身が『詩篇』の一つでいっておられるの 
である。「あなたは民の争いからわたしを救い、わたしをもろもろの民のかしらとされました。 
わたしの知らなかった民がわたしに仕えました。かれらはわたしのことを耳にすると、わたし 
に従いました」。 

それゆえに、キリストがその身体において現存しておられたときにはご存知のなかった異邦 
人たちの民は、それにもかかわらず、キリストがかれらに伝えられたとき、キリストを信じた 
のであった。それで、かれらについて、「かれらはわたしのことを耳にすると、わたしに従い 
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第十七巻第十六章 


5こ 


「詩篇」四五の一—九。 
同上、四五の 一〇-一七。 


ました」といわれているのも正当なことであって、それというのは、「信仰は聞くことからく 
び」ゆえである。わたしはいうが、肉によっても信仰によっても真のィスラエル人に加えられ 
たこの民は、神の国すなわちキリストご自身をも生んだところの国である。当時、この民はた 
だこのようなィスラエル人のうちにのみ存立したのであった。処女マリアはたしかにそこから 
出た人であり、かの女においてキリストは人となるために肉を取られたのである。この国につ 
いて他の『詩篇』はつぎのようにいっている。「ひとは『母なるシオン』というであろう。『ひ 
とはかの女のうちに生れ、いと高き者みずからシオンを堅く立てられた』」。 

この「いと高き者」とは神でなくてだれであろうか。それゆえ、かの国においてマリアによ 
って人間となられる前に父祖と預言者とによってそれを建てられた神なるキリストである。し 
たがって、いまわたしたちがその成就を見ているところのものは、この王妃にたいしてはるか 
以前に「あなたの父祖たちに代って子どもらが生れ、あなたはかれらを全地の上に君となすで 
あろう」と語られていたのであった(というのは、民が来たるべき世々にわたって永遠の賛美 
を告げるためにかれらが共に集まるとき、かの女の子らが全地にわたってその父祖たちとして 
指導に立ったのである)。疑いもなくここで語られているところのことは、ややあいまいであ 
るけれども、それがどのように理解されるにしても、これらのまったく明白な事実と一致して 
いるべきである。 


324 


(三) 同上、四八の二。 

(四) speculatlo . 

(五) 本書第十六卷第四章参照。 

(六) 「詩篇」一七の四四以下。 

(七) 「ローマ人への手紙」一〇の一七。 

(八) 「詩篇」八七の五。 


第十七章 

キリストの祭司職および受難にかんする詩篇 

キリストが王として語られているのを見たが、それと同じように、あの『詩篇』では、かれ 
は祭司として示されている。それはまったく明らかなことばでいわれている。「主はわが主に 
いわれる。『わたしがあなたの諸々の敵をあなたの足の下におくまで、わたしの右に座せよ』」。 
キリストが御父の右手にすわられるということは信じられるのであって、眼に見られるのでは 
ない。その敵がそのかたの足の下におかれるということもまだ明らかではない。しかし、これ 
はおこるであろうし、終わりのときに明らかとなるのであろう。これもまた、いまは信じられ、 
のちに眼に見られるのであろう。しかし、それにつづく「主はあなたの力ある杖をシオンから 
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送り出される。あなたはあなたの諸々の敵のなかで治めよ」ということばはきわめて明白てあ 
るので、それを否定するのは、不信仰と不幸であるのみならず、恥知らずともなるであろう。 

じつに、わたしたちの敵でさえ、わたしたちが福音とよんでいるキリストの律法がシオンか 
ら送り出されたことを認めており、わたしたちはそれを「力ある杖」として認めている。かれ 

が「諸々の敵のなかで治めている」ということは、かれが治められるその敵-かれらは歯ぎ 

しりをし、みずから消耗し^5、かれに対抗しては何ごともなしえないのである-によっても 

証明されているのである。 

そのすこしあとに、「主は誓いを立てて、み心を変えられることはない」ということはがあ 
るが、これによって、つづく「あなたはメルキゼデクの家系にしたがってとこしえに祭司であ 
る」ということばの不可変の性質を表示しているのである。すでにこのときにはアロンの系統 
における祭司職と犠牲とはどこにも存在しないこと、そして、キリストの祭司職のもとには、 
メルキゼデクがアブラハムを祝福したときにささげられたところのものがいたるところに存在 
していたこ ㈢ 、——これらの事実が与えられていることから、これらのことばがだれについて 
語られているのか、だれか疑ってよいであろうか。 

したがって、同じこの『詩篇』でいくらかあいまいに表現されていることがらも、正しく受 
け取られるなら、この明白な事実に関連しているのである。わたしはすでに人びとにたいする 
説教でこれらのことを述べたのであった。キリストが預言によってご自身の受難について語っ 
ておられる『詩篇』においても同じものを見るのである。「かれらはわたしの手と足とを刺し貫 
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四三ニー 


「詩篇」一一〇の一。 

同上、一ーニの一〇参照。 
「創世記」一四の一八。 
「詩篇」ニニの一六。 


いた。かれらはわたしの骨をことごとく数えた。かれらは目をとめて、わたしを凝視した」(こ 
れらのことばによって、たしかに、かれは刺し貫かれた手と足とをもって釘によって打ちつけ 
られ、十字架上にひろげられたからだのこと、そしてかれを見つめ凝視する者らのためにこの 
ようになったこの見世物のことを指示しておられるのである)。つぎのように加えられている。 

「かれらはたがいにわたしの衣服を分け、わたしの着物をくじ引きにする」。そして福音書 
はこの預言がいかにして成就されたかという史実的説明をおこなっている。『詩篇』ではあま 
り明白に示されていない他のことばが存在しているが、これほどの明白さによって明らかな箇 
所と適合しているとき、確かに、そして正しく解されるのである。ことに、過ぎ去ったことと 
して信じているのではなく、現在のこととしてわたしたちの見るところのものが、この同じ 
『詩篇』においてかくも以前に告げ知らされたように、いま全地にわたってはっきりと知られ 
るからである。 

たとえば、その『詩篇』のすこしのちに語られていることばもそうである。「地の果ての者 
はみな思い出して主に帰り、諸々の国の種属はみな御前に礼拝するでしょう。王国は主のもの 
であって、主は諸々の国民を統べ治められるからである」。 
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(五)同上、ニニの二七以下。 


第十八章 

詩篇において預言されている主の死と復活について 

さらに、『詩篇』の告知はそのかたの復活についても黙しているわけではない。(『)詩篇』第三 
篇 こお、，て、 「わたしは伏して眠り、また目を覚ます。主がわたしを支えられるから」とうたわ 
れて、，る Di 、 そ ix 以外の何であろうか。眠ってまた目を覚ますということが重要なことであ 
るとわたしたちが知るよう、預言者が欲したのだ、などと信じるほどだれか愚かな者がいるで 
あろうか。その眠りとは死のことであり、その目覚めとは復活のことである。詩人はキリスト 
の死と復活にかんする預言をこのような仕方で預言しなければならなかったのである。じっさ 
い、このことは『詩篇』第四十篇にいっそう明瞭にあらわれていそこではいつもの仕方で、 
未来の預言が仲保者ご_身の口をとおして、あたかも過去の出来事を語るかのように語られて 
いるのである。それというのも、来たるべき出来事は、神の予定と予知のうちにすでに存在し 
たからである。 

「わたしの 敵たち は邪意をもってわたしにいう。『いつかれは死に、その名が滅びるであろ 
うか』 と。もしもだれかがわたしを見ようとしてやってくるとき、かれの心は虚しいことを語 
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り、その心によこしまを積み重ねる。かれらは外に出て、ひとつになって共に語る。わたしの 
敵はみな、わたしに向かってささやく。かれらはわたしに対してわざわいをおもいめぐらす。 
かれらはわたしに対してよこしまなことばをいいふらすのだ。『眠っている者が、ふたたび起 
き上がるようにならないであろうか』と」。 

ここでは、たしかに、「死んだ者がふたたびよみがえるようにならないであろうか」といわ 
れるのと同じ意味を暗示することばとして置かれているのである。じっさい、そのはじめのほ 
うのことばは、かれの敵がかれの死をおもいめぐらし計画したこと、そして、このことは、か 
れを見にやって来て、かれを欺くために去って行ったところのある者によって果たされたこと 
を示している。ところで、このばあい、弟子たちのなかの反逆者となったユダのことを心に浮 
かべぬ者があるであろうか。それゆえ、かれらはその企てたところのことを成し遂げようとし 
ていたゆえに、すなわち、かれを殺害しようとしていたゆえに、かれは、ふたたび起きあがる 
以上、かれらは虚しく無益な邪意によって殺そうとしているということを明らかにしているの 
である。そこで、つぎのことをいっているかのように、この句を付け加えたのである。 

すなわち、「あなたがたは何という虚しいことをしようとしているのか。あなたがたの犯罪 
は、わたしにとっては眠りとなるであろう」。つまり、「眠っている者が、ふたたび起き上がる 
ようにならないであろうか」ということである。 

それにもかかわらず、かれらはとがめられることなしにはそのような重大な悪事をなしえな 
いことをつぎの句によって指示し、いうのである。「わたしが信頼し、期待した人。わたしの 
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パンを食べたその人でさえ、わたしにそむいてくびすをあげた」-すなわち、わたしを踏み 

つけた。「しかし、主よ」とかれはいう。「わたしをあわれみ、わたしを助け起こしてください。 
そうすれば、わたしはかれらに報いを返すことができま诉」。いまやだれがこのことを否定し 
えようか。キリストの受難と復活ののち、ユダヤ人たちは戦さによる殺戮と破壊とによってそ 
の住まいから根絶されたのを見るときに-。 

という〇 文、 主はかれらによって殺されたのであるが、ふたたび起き上がり、その間に暫時 
の懲らしめをもって—— つまり、 キリストが生ける者と死せる奮とを裁くために来られるとき、 
改めることのなかった者たちに留保された報いのことを考慮に入れないということで1ヵナ 
らこ報わ k たからであった。じっさい、主ィエスご自身は、この者(ユダ)が裏切り者であると 
いうことを、パンを差し出すことによって使徒たちに示され、そのようにしながら、わたした 
ちの『詩篇』の句、すなわち「わたしのパンを食べていた者がわたしにくびすをあげた」を想 
い起こさせ、これがご自身において成就されたことをいわれたのであった。しかし、「わたしが 
期待した 人」 というのは、かしらにではなく、からだに相応する。 (五) 

というのは、救い主ご自身が、すでにさきに「あなたがたのうちの一人は悪魔である」と L 
っておられた者について無知であられたわけがないからである。しかし、自分の肢体の役9を 
自分自身へ転移し、それら肢体に属しているところのものを自分自身に帰せしめるというのは、 
このかたのつねである。なぜなら、キリストは同時にかしらでもあり、からだでもあられるか 
らである。だからして、それは福童日では「わたしが空腹のときに、あなたがたは食へさせて 
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くれた」となっており、それを説明して、「あなたがわたしの民のもっとも小さい者のひとり 
にしたのは、すなわち、わたしにしたのである」といっておられる。したがって、かれは、ユ 
ダが使徒たちの数のうちに含められたそのときに弟子たちがユダに置いていたところの希望を 
ご自身に帰せしめて、自分が期待していた、といわれたのであった。 

さて、ユダャ人たちは、自分たちが待望していた「油注がれた者」が死ぬことは期待してい 
なかった。それゆえ、かれらは、律法と預言者たちが告知していたその人が、わたしたちのキ 
リストであるとは考えず、だれであるか知らないが、自分たちの「油注がれた者」であるよう 
な人を考えているのである。それは死の受難とは縁の遠い、かれらの虚構の人なのである。か 
れらは、おどろくほどの愚かさと盲目さをもって、わたしたちが引用したことばが死と復活と 
を表示しているので なく、 たんに眠りと目覚めとを表示している、と主張するのである。けれ 
ども、『詩篇』第十五篇もかれらにたいして叫んでいる。「このゆえに、わたしの心はたのしみ、 
わたしの舌は喜ぶ。わたしのからだも望みのうちに安らかである。あなたがわたしの魂を陰府 
に捨ておかれず、あなたの聖徒に腐敗を見させられないからである」。 

だれか、自分のからだも望みのうちに安らかであるといえるであろうか。つまり、その望み 
とは、その魂が陰府に捨ておかれず、すばやくそのからだにもどってよみがえり、死体が腐敗 
するのをつねとしているようには腐敗することはないということからくる望みのことである。 
三日目によみがえったかたを措いてだれがあろうか。いずれにしても、かれらの預言者であり 
王であるダビデについても、これをいうことはできない。『詩篇』第六十七篇も叫んでいる。 
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「わたしたちの神は救いをもたらす神である。死からのがれる道は主のものである」。これね 
上明らかに何をいうことができるであろうか。 

救いをもたらす神とは主ィエスのことであり、その名は「救い主」または「救い」を意味す 
る。じっさい、この名の理由となるものは、処女からのその誕生の前に、「おとめがみご5%って 
男子を産むであろう。その名はィエスとよばれる。かれは民をその罪から救うからである」と 
告げられた—、与えられている。かれの血は、かれらの罪の赦しのために流されたのである 
から、かれがこの生からのがれる道をもたず、ただ死からのがれる道のみをもったというのは、 
まったく至当なことであった。 

した W って、「わたしたちの神は救いをもたらす神である」といわれたとき、救いをもたらす 
の^死ぬことによってであるということが明らかにされるために、「死からのがれる道は主の 
ものである」とつづけて述べられたのである。しかし、「主のものである」ということばは驚 
くべき調子によっていわれており、それはあたかも、「この死すべき生は、死の道による以外 
には主ご自身がそれからのがれ出ることはできなかったのだ」といわれているかのようである 

(一) 「詩篇」三の五。 

(二) 七十人訳では第四〇篇。現行では第四一篇である。 

(三) 「詩篇」四一の五以下。 

(四) 同上、四一の九。 

(五) 「ョハネによる 福音書」六の七〇。 
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(六) 「マタイによる福音書」二五の三五、四〇。 

(七) 「詩篇」一六の一九以下。 

(八) 同上、六八の二〇。 

(九) 「マ タイに よる福音書」一のニー。 


第十九章 

詩篇第六十九篇に示されるユダヤ人たちの頑迷さについて 

けれども、ユダヤ人たちは、かくも明白なこの預言の証言に も、 また、かくも判然とした、 
確実な成就へともたらされていったことがらにも、まったくそれに応順しょうとはしなかった 
ので、これにつづく『詩篇』のうちに記されているところのことは、疑いもなく、かれらにお 
いて成就されたのであった。この『詩篇』においても、キリストの受難に関係する出来事が、 
キリストの人格にもとづいて預言的に語られているので、その意味が福音書のなかで明らかに 
されているところのことが想い起こされてくるのである。すなわち、「かれらはわたしの食物 
に胆汁を入れ、わたしの渴いたときに酢を飲ませま. L た」といわれている。 

いわばそのょうな祝宴または饗宴とでもいうべきものが、かれに提供されたのち、すぐに進 
んでいっている。「かれらの食卓がかれら自身の面前でわなとなり、報いとなり、落し穴となる 
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ように。かれらの目を暗くして見えなくし、かれらの背がつねに曲がっているように、云々」。 
—これらは願望として語られたものではない。願望というかたちをとった預一言的な予告であ 
る。それゆえ、もしもその目が暗くされて見えなくなり、このような明白な事実を見ることが 
できないとしても、何の不思讓があるであろうか。 

かれらの背がつねに曲がっていて、地上的なものへ向かって傾いてしまっているので、かれ 
らが天上的なものを眺めることがないとしても、何の不思議があるであろうか。というのは、 
これらの身体的なものに転移されたことばによって魂の悪徳が表示されているからである。 

さて、(論議には)ある限界というものがあるであろうから、これら『詩篇』については、す 
なわちダビデ王の預言については、十分に述べられたものとしたいのである。これらを読んだ 
人びとは、そのすべてを知っていても寛大であってほしい。もしかして、わたしはより強力な 
証言を見すごしてしまっているかもしれないが、それを知ったり、判断したりしても、苦情を 
いわないでいただきたいのである。 

(一) 「詩篇」六九のニー。 

(二) 同上、六九のニニ。 
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第二十章 

ダビデとソロモンの統治と業績、およびソロモンの書におけるキリストについての 
預言 

このようなわけで、ダビデすなわち天上の H ルサレムの子は、地上のエルサレムにおいて統 
治したのであったが、かれは神的な書の証言によって高く賞賛されている。それというのは、 
かれの過失は、救いに有益な謙遜の悔い改めをとおして、それほどの敬虔によってつぐなわれ 
たので、そのため、かれ自身がつぎのように語っている者たちのなかに確かに入っているから 
である。「その不義が赦され、その罪がおおわれた者たちはさいわいである」。こののち、その 
子どもであった ソロモンが 同じ民全体を治めたのであったが、かれは、上に述べたごとく、そ 
の父の存命中に統治をはじめたのであった。かれは善き出発をしたのであるが、悪い終わりを 
もったのであった。 

じっさい、知恵そのものが益した というより、 知恵ある者たちの魂を疲れさせる ところの 事 
物によって、かれはむしろ損われたのであった。それは、いまも、そして今後も記憶されるべ 
き知恵であり、また、あの当時もひろく賛えられていた知恵である。かれ自身も預言した こと 
がその書物のうちに見出される。そのうち三つのものが正典の権威のなかに入れられている。 


すなわち、「箴言」、「伝道の書」、「雅歌」である。しかしながら、他の二つの書—そのひと 
つは「知恵の書」とよばれ、他は「集会の書」とよばれる I は、表現の仕方がいくらか相® 
しているために、習貫によってソロモンのものという見解が保持されてきているが、しかし、 
学識ある者たちは、それはかれ自身のものではないことに疑いを入れない。けれども、教会 
とくに西方教会はずっと以前からそれらを正典として受け入れているのである。 

それらのうちの「ソロモンの知恵」とよばれるひとつの書には、キリストの受難がこの上も 
t く明瞭に預言されている。たしかに、つぎのようにいわれて言及されているのは不敬虔な殺 
害者らのことである。「正しい人をおとしいれよう。かれはわたしたちには邪魔者で、わたし 
たちのおこないを非難し、律法に反する違反でわたしたちを責め、教育に反する罪でわたした 
ちを非難するからである。かれは、自分が神にかんする知をもっていると主張し、みずから神 
の子とよんでいる。かれは、わたしたちの考えを責める者となった。わたしたちにとっては、 
かれは見るだに息ぐるしい。なぜなら、かれの生は他の人びとのそれとはちがっており、その 
^進む道は不変だからだ。かれによるならば、わたしたちはつまらぬものと見なされ、汚れたも 
ねのから遠ざかるかのようにわたしたちの道から離れる。かれは正しい人の最期はしあわせだと 
^ いい、神を父としていることを誇っている。 

針 それゆえ、かれのいっていることが事実かどうか、見ていよう。かれにどんなことがおこる 
か試みよう。かれがどんな最期を遂げるか、わたしたちは知るで—う。かれが正しい神の子 
335なら、神がかれを支え、敵対者の手から救うであろう。かれをあなどり、苦しめて、ためして 
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みよう。そうすれば、かれのほんとうの心がわかり、その忍耐が本物であるかどうかわかるで 
あろう。かれにもっともはずかしい死の宣告を下そう。かれのいうところによれば、かれに援 
軍がくるそうだから。——かれらはこのように考えているが、しかし、それは誤りである。か 
れらの邪悪さがかれらを盲目にしているからであ si 」。 

しかし、「集会の書」では、諸々の民の未来の信仰がこのように予告されている。「すべての 
ものの支配者であられる神よ、わたしたちをあわれみ、すべての民の上にあなたの恐れを送っ 
てください。あなたの御手を異国の民の上にあげ、あなたの稜威を示してください。かれらの 
前で、わたしたちにあなたの聖なる力を示されたように、わたしたちの前で、かれらにもあな 
たの棱威を示してください。わたしたちがあなたを認めたように、かれらにもあなたを認めさ 
せてください。なぜなら、主よ、あなた以外に神はいないからで^」。願望と祈りのかたちを 
とって、この預言がィエス.キリストによって成就したのをわたしたちは見るのである。しか 
しながら、これらの書は、ユダヤ人の正典のうちに含まれてはおらず、その反論に対抗するた 
めにはそれほど確かなものとして持ち出されないのである。 

他方、一般に yP モンの書として受けとられ、ユダヤ人によって正典のうちに入れられてい 
る三つの書へかえるなら、それらのうちにこれら二書に見出される同じようなものが、キリス 
卜とその教会とに関係していることを示そうとするなら、厄介な議論が必要となる。もしもい 
ま、それをおこなうなら、わたしたちは本筋から逸脱して しまう ことになるであろう。しかし、 
わたしたちは「箴言」の書のなかに、不信仰な者が「正しい人を地のなかへ不正な仕方で隠そ 
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う。のようにかれらを生きたままで呑みつくし、かれの記憶を地から取り去ろう。かれの 
虫貝重な貨財を獲得しよ55」といっているのを読むのである。これは、キリストとその貨財、す 
なわち教会に関するものであることは、厄介な説明をしなくても理解できるほど明瞭である。 

じっさい、主ィヱス自身も、この種のことを福音書の譬えをとおして表現しておられるので 
あって、それは、悪しき小作人らが「あれは跡取りだ。さあ、これを殺してその遺産を手に入 
れよ 5 g 」 といっているのである。同じ書のなかには、わたしたちがすでに先に触れた同じこと 
が出ている。それは七人の子どもを産んだ石女について取り扱ったとき、キリストが神の知恵 
であることを知っている人びとによって、ただちに、これはキリストとその教会にかんするこ 
とであると一般に解されている、と述べたことである。すなわち、このようにいわれる。「知 
恵は自分の家を建て、その七つの柱を立てた。また、.犠牲をささげ、混酒器で酒を混ぜ合わせ 
て食卓を備えた。そのしもべをつかわして、高い所から人びとを宴席へと呼びかけ、そしてい 
った。『愚かな人はだれか。ここに来たれ』と。また、知恵のない者にいった。『来て、わたし 
のパンを食べ、あなたがたのために混ぜ合わせた酒を飲め』」。 

わたしたちはまちがいなくここに、神の知恵すなわち御父と共に永遠なるみ言葉を認めるの 
である。このかたは、ご自身のための家として処女の胎に人間のからだをつくり、あたかも肢 
体が頭に結び付けられるように、教会をそれに結び付け、その犠牲としての殉教者たちをささ 
げられたのであった。かれはぶどう酒とパンとをもって食卓を備えられたのであって、そこに 
おいてはメルキゼデクの系列による祭司職もあらわれているのである。かれは愚かな者、知恵 
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のない者を招かれたのであった。なぜなら、使徒のいう ごとく 「かれは、つよい者を恥ずかし 
めるためにこの世の愚かな者を選んだ」からである。しかし、 これら 弱い者にたいしてつづけ 
ていっている。「あなたがたは生きるために愚かさを捨てなさい。命を得るために悟りの道を 
求めなさい」。あの食卓の客となることが、生命を得はじめることなのである。 

「伝道の書」とよばれる他の書においても、「食して飲むことのほかには人間にとっての善 
はない」といわれているが、これはつぎのことをいっていると解する以上により信頼に足る理 
解があろうか。すなわち、 メル キゼ デクの 系統によって新しい契約の仲保者たる祭司ご自身が 
ご自身のからだと血とを供されたこの食卓にあずかることであるとする理解である。というの 
は、それは、旧い契約のあらゆる犠牲にとって替えられる犠牲だからであって、それは、未来 
に来たるべきところのものの影によってささげられたものなのである。このために、『詩篇』 
第三十九篇においても、わたしたちは同じ仲保者の声を、その預言的な語りをとおして認める 
のである。すなわち、「あなたは犠牲とささげものをのぞまれなかったが、わたしのためにから 
だを完成してくださった」。なぜなら、あらゆる犠牲とささげもののかわりに、そのかたのから 
だがささげられ、食卓にあずかる者に仕えてくださったからである。 

じっさい、 この説教者が、しばしばくり返し、しきりに強調す る、 食したり飲んだりするこ 
とにかんするこれらのことばにおいて、肉的な快楽の料理を味わうことを考えていたのでない 
ことは、「悲しみの家にはいるのは、宴の家にはいるのにまさる」といわれているところで 
明らかである。また、すこしのちのところで、「知恵ある者の心は悲しみの家のうちにあり、 
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愚かな者の心は饗宴の家にある」とあるのである。けれども、この書にかんして、より強調し 
ていわれるべき こととおもう のは、二つの国に関係するものであって、そのひとつは悪魔の国 
であり、他はキリストの国である。そしてそれらの国の王は、それぞれ悪魔であり、キリスト 
である。「あなたはわざわいだ。あなたはたんなる若者を王とする地だ。君主たちは朝から宴 
会を催す。しかし、高貴な生れの王をもつ地よ、あなたはさいわいだ。その君主たちは恥をも 
たらすためにではなく、力を得るために、正しいときに御馳走を食する」。 

かれは悪魔のことを、その年齢にしばしば見られる愚かさ、高慢、無思慮、厚顔、そのほか 
の悪徳のゆえに、「たんなる若者」とよぶ。それに対し、キリストのことを「高貴な生れ」と 
よぶのである。このかたは、自由の国に属する聖なる父祖たちの子——肉においては、かれら 

から生れられたかたである-なのである。かの国の君主たちは「朝から宴会を催す」のであ 

る。すなわち、正しい時間の前に食するのであって、それというのは、かれらは来たるべき世 
における時機を得た真の幸福を待望することなく、この現在の世における名声によって幸福に 
することを急いで熱望する者であるからである。しかし、 キリストの 国の君主たちは、失望さ 
せることのないあの幸福のときを忍耐づよく待望しているのである。説教者は、かれらが「恥 
をもたらすためにではなく、力を得るために」食する、といっている。使徒が「希望は狼狽さ 
せない」といっているように、希望はかれらを欺くことはないのである。『詩篇』もまた、「あ 
なたを待ち望む者は恥ずかしめられない」といっている。 

しかしながら、「雅歌」は、その国の王と王妃-すなわち キリストと 教会-の婚姻にお 
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いて、ある種の聖なるよろこびをうたっているのである。しかし、このよろこびは比喩的な衣 
に包まれているのであって、そのため、それはいっそう熱心に求められ、そして、それがあら 
わにされることは、いっそうのよろこびをもたらせるのである。同じ歌のなかで、「義しさが 
あなたを愛した」といわれている花婿と、「愛はあなたのよろこびのうちにレ；§」といわれて 
いる花嫁とが明らかになるためである。さて、この仕事を終えるための配慮によって、わたし 
たちが言及しないまま通りすぎた多くの点が存在する。 

(一) 「詩篇」三二の一。 

(二) 本卷第八章参照。 

(三) 「知恵の書」二の二丁ニー。 

(四) 「集会の書」三六のーー五。 

(五) 「箴言」一の二以下。 

(六) 「マタィによる福音書」ニーの三八。 

(七) i 言」九の一以下。 

(八) 「コリント人への第一の手紙」一の二七0 

(九) 「箴言」九の六。 

( 一〇)「伝道の書」八の一五。 

(一一) 「へブル人への手紙」九の一五。 

(一二) 「詩篇」三九の六。 

(一三) 「伝道の書」七の二以下。 
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(一四)同上、一〇の一六、一七。 

( 一 14:1)pdulfDsccns. 

(一六) 「ローマ人への手紙」五の五。 

(一七) 「詩篇」二五の三。 

(一八) 「雅歌」一の四。 

(一九) 同上、七の六。 


第二十一章 

ソロモンの のちの、ユ ダとイスラ H ルにおける王たちについて 

ソロモンののち、へブライ人たちの他の王たちが、その諸々の言葉や行為の何らかの隠され 
た意味をとおしてキリストと教会とに関係するところのことを預言したということはほとんど 
見いだされない。これは、ユダにおいてもイスラエルにおいてもそうである。あの民の二つに 
分けられたそれぞれの部分がそのょうに呼ばれていたのであって、それは自分の父親の王位を 
継承したソロモンの息子レハべアムの時代に、神がソロモンの罪のゆえにかれらを罰しられた 
ときに分割されて以来のことであ^>9。そのときから、十の部族は、ソロモンの従者であってサ 
マリヤに おいてかれらのために王として立てられたヤヲべアムにょって引き受けられ、固有の 
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名として イスラ H ルとよばれることになったのである。もっとも、この名はその民全体の名で 
はあった。 

他方、二つの部族、すなわちュダとべ-ーヤミンには、ダビデのためにその血統の王国がまっ 
たく絶えてしまうことのなきよう、エルサレムの都に服属するものとして残され、ユダという 
名が与えられたのであった。それというのは、このユダは、ダビデ自身がそこから出たところ 
の種族であったからである。それにたいして、他の部族であるべニヤミンは、わたしが述べた 
ように、同じこの王国に属することになったのであるが、それはダビデの前のサゥルが出た部 
族であった。けれども、これら二つの部族は共に、すでに述べたようにュダとよばれ、そして、 
この名によって、自分たちの王をもつ十の部族が固有の仕方でよばれることとなったイスラエ 
ルから区別されたのである。 

レビ族は祭司族として、王にではなく神に仕えるように定められた部族であったゆえに、十 
三番目の部族として数えられている。イスラエルの十二人の子の一つであるヨセフは、わたし 
たちも知るように、他の子らがおこなったようにそれぞれ単一の部族をおこしたのではなく、 
二つの部族、すなわちエフライムとマナセをおこしたからである。しかしながら、レビ族もま 
た、むしろエルサレムの王国に属することになったのである。かれらが仕えていた神の神殿が 
そこに存在したからであった。このようにして、この民の分割があってのち、 ソロモンの 息子 
であるユダの王、レハべアムがエルサレムで最初に統治し、そして、 ソロモンの 従者であるイ 
スラエルの王ヤヲべアムがサマリヤで最初に統治することになった。レハべアムが力ずくでい 
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わば分割された王国のあの部分を戦さによって追おぅと欲したとき、預言者によってネのこと 
f が臨み、これは自分がなしたことだといわれ、民はその兄弟とたたかぅことを禁じられたの 
であっ^5。だからして、このことにおいては、ィスラエルの王にも民にもいかなる罪責もなく、 
神の懲らしめの意志によって成しとげられたことであることが明らかである。それを知って、 
いずれの部分もたがいに平和のうちに安んじたのであった。分割を蒙ったのは、かれらの宗教 
でなく、王国のみであったからである。 

(一) 「列王紀上」一二の一以下参照。 

(二) 同上、一二のニー以下参照。 


第二十二章 

ヤヲべ アムの偶像崇拝について 

ところで、ィスラエル王ヤヲべアムは、神がかれに王国を約束され、それをかれに与えられ 
たのであるから、神は真実なかたであることを是認したわけであるが、かれはその転倒した心 
のゆえに神を信じなかったのであった。かれは、民全体が神の律法にしたがって犠牲をささげ 
るために行くょぅ義務づけられていた神の神殿を訪れることにょって、その民が5 ' かれから離 
れて 王の 家系であるダビデの系統へ戻ってしまぅのではないかと恐れたのであった。それで、 
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かれはその王国に偶像を建て、神の民をその忌むべき背信によって迷わせ、神の民を、自分と 
共に偶像の崇拝に巻き込むことによって欺いたのである。 

しかしながら、神は、ひとりその王だけでなく、かれの不敬虔を模倣したかれの後継者たち 
やその民をも、あらゆる仕方で、預言をとおして咎めることをお止めにならなかった。たしか 
にその王国には、あの偉大で傑出した預言者たちが現れて数々のおどろくべきことをおこなっ 
たのであった。エリヤとエリシヤである。エリヤの「主よ、かれらはあなたの預言者たちを殺 
し、あなたの祭壇をくつがえしました。ただわたしだけが残りましたが、かれらはわたしの命 
をねらっています」といぅことばにたいし、その王国にはバアルの前でそのひざを屈めない七 
千人の人たちがいるという答えが与えられたのも、そこにおいてであった。 

(一) 「列王紀上」一二のニー以下参照。 

(二) 同上、一二の二六以下参照。 

(三) 同上、一九の一〇、一四、一七。 


第二十三章 

へブラィ人たちの二つの王国の異なった状態について 
わたしたちは、エルサレムに属したユダの王国において同じ ことを 見出すのである0 


に 
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おいても、(ダビデの)あとを継承した王たちの時代にも預言者たちは絶えることがなかった。 
神は、必要なことを告知されるために、そして罪を譴責し、正義を教えるために、かれらをお 
くることを* i せられたのであった。なぜなら、そこにおいても、たとえイスラエルにおけるよ 
りもはるかに少なかったとはいえ、その不敬虔によってはなはだしく神をおこらせた王たちが 
出たのであった。その王たちは自分たちと同じよぅな民と共に、その過失につり合った罰をも 
って懲らしめられねばならなかった。じっさいにここでは敬虔な王たちの功績はすくなからず 
賞賛されているが、しかし、イスラエルにおいては、王によって多少の差はあるが、すべての 
王が非難されていると読まれるのである。 

したがって、二つの部分は、神の摂理が命じたり許したりするのにしたがって、ときには繁 
栄によって持ち上げられたり、逆境によって沈下させられたりして、さまざまな運命を経験し 
たのであった。また、外部との戦いによるのみならず、かれら自身のあいだでの内戦によって 
も苦しめられたのであるが、それは、存在した確かな理由によって神の憐れみや怒りが明らか 
になるためであった。ついに、神の怒りが増し、かの民の全体がヵルデヤ人によって打ち負か 
され、自分の国土において滅ぼされただけでなく、その大部分がアッシリア人の地へ移される 
に至ったのであった。まず、十の部族によるイスラエルとよばれた部分が、そしてのちにユダ 
もまたそぅであって、 H ルサレムとかの高名な神殿とが破壊されたのである。これらの地で、 
かれらは七十年間、捕囚の生活をおくったのであった。 

この時期ののち、かれらは帰還することを得、破壊されていた神殿を再興した。かれらのか 
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なり多くの者はなおも異国の地にすごしたが、しかし、それ以後は、かれらは二つの王国とそ 
れぞれの部分におけるそれぞれの王をもつことはなく、エルサレムにおいて君主は一人となっ 
た。至るところに散ったすべての者が、至るところから、そして、それがどこであろぅと可能 
なかぎり、エルサレムに存在した神の宮へ定まった時に還って くるょぅ になったので あ ^ a )。 

(一)サマリアのアッシリアに よる 捕囚は前七ニー年。ュダヤ人たちの バビロンへの 追放は前五九六年。 
エルサレムの没落と二回目の追放は前五八六年。ペルシアに よるバビロン 捕囚は前 五三 八 年であって、 
ユダヤ人は帰還をゆるされたのであった。 


第二十四章 

バビロニア捕囚から帰還後の預言者たち 

ところで、バビロニアからの帰還につづく全期間において、その時期に預言の活動をおこな 
っていたマラキ、ハガィ、ゼカリヤ、そして H ズラののちには、かれらは、救い主の来臨に至 
るまで預言者をもつことはなかった。そのほかには、キリストの誕生が近いとき、ヨハネの父 
である別のゼカリヤとその妻 H リサべツ、そしてキリストが生れてから、老シメオンとすでに 
高齢になっていた寡婦のアンナ、そしていちばんあとにヨハネそのひとがいるのみである。た 
しかに、ヨハネはキリストの到来を預言したわけではない。そのときにはキリストもかれも青 
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年であったからである。しかし、かれは預言的な認識によって、いまだそれと認められていな 
かったキリストを指し示したのであった。主ご自身が「律法と預言とはョハネのときまでであ 
る」 といわれたの もこの ゆえである。 

これら五人の預言のことばは福音書によってわたしたちによく知られているところである。 
そこでは、主の母である処女自身がョハネに先立って預言をおこなったのが見出されるのであ 
る。 しかしながら、しりぞけられたユダヤ人たちは、これらの預言を受け入れなかったのであ 
る。ただし、かれらのなかの福音書を信じた無数の者が受け入れたのであった。というのは、 
その当時、ィスラエルはたしかに二つに分けられていたからである。それは、預言者サムエル 
を通してサゥル王にたいして不変の分割と予告されていたあの分割に よる ものである。 マラキ、 
ハガィ、ゼヵリヤ、そして H ズラについては、しりぞけられたユダヤ人たちもかれらを受け入 
れたのであって、かれらを正典の権威のうちに加えられるべき最後の人びとであるとしていた 
のである。 

すなわち、これら預言者たちの書は、正典としての権威を保持している他の者たちの書—— 
もっとも、かれらは偉大な多数の預言者のなかではごく僅かなものを記したにすぎないのであ 
るが——のように残っているからである。かれらの預言のなかでキリストとその教会に関連し 
ているいくつかのものは、この書に入れられるべきであるとおもわれるが、すでに、これほど 
までにも長たらしくなってしまったこの巻に、これ以上積み上げることを避けるため、主の御 
助力を得て、つづく巻において果たすのがより適切であろう。 
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(一) 「ヨハネにょる福音書」一の二九—三七参照0 

(二) 「マタイにょる福音書」一一の二一〇 
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第十八巻第一章 


第十八巻 


第 一 章 

第十七巻までに論じられた主題について 

わたしは二つの国、すなわちそのひとつは神の国であり、他はこの世の国であるが、それら 
の起源、経過、そしてそれらに定められた終極について記述することを約束したのであった。 
神の国は、それが人類に関係するものであるかぎり、この世の国のぅちに寄留するものである。 
——これは、神の恩恵がわたしを助けてくださるかぎりにおいて、まずはじめに、神の国の創 
設者であるキリストよりも自分たちの神々を選び、この上もなく有害な嫉妬をもってキリスト 
教徒をはげしく憎むところの神の国の敵に反駁を加え、最初の十巻によってそのことをおこな 
つてのちのことである。 

このよぅな仕方でいま述べたところの、この三つに分かたれた約束について、第十巻につづ 
く四つの巻において、両方の国の起源が説明され、次いで、この仕事の第十五の一つの巻によ 
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って、最初の人間から洪水に至るまでの進展が描かれたのであった。そののち、二つの国は、 
それらが歴史におけるように、そしてわたしたちの書においてもなしたように、アブラハムの 
ときにまで進展したのであった。しかし、父祖アブラハムの時代からィスラ H ル人の王たちの 
時代まで、そしてそれについては第十六巻において終わったのであるが、そこから、受肉され 
た救い主の到来まで —— それは第十七巻に達した1わたしの筆は神の国のほうの進展にのみ 
向けられてきたようにおもわれる。けれども、この国はこの世においてのみ経過を迎ったわけ 
ではない。じっさい、わたしたちが知るように、両方の国は、それらが同時に人類のうちに存 
在するように共にはじまったのであって、それらは共にその進展において時の移り変わりを経 
験してきたのであった。 

しかしながら、わたしがこのようになしたのには理由があってのことであった。つまり' 神 
の約束がいっそう明らかになりはじめたときから、その原初の約束が充たされたあの処女降誕 
に至るまで、相対立する他方の国によって中断されることなく、まず、神の国の発展をその経 
過の記述によってより明確に示すためである。神の国は、新しい契約の啓示に至るまでは、光 
のなかを進んだのではなく、影のなかを進んだのではあったけれども。 

それゆえ、わたしは、わたしが省いたところのことをいま扱うべきであるとおもうのである。 
すなわち、アブラハムの時代からもうひとつの国がどのように進んだかということについて、 
読者が両方の国を考察し、たがいに比較対照することができるために十分と見られるかぎりに 
おいてそれに従事したいとおもうのである。 
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第十八巻第二章 


この世の国——アブラハムの生れて以後のその国の王たちと年代について 

したがって、死すべき人間の社会は、地上の至るところに拡がっており、さまざまな地理的 
な状態にあるけれども、それぞれが白分の利益を追求し、その欲望の充足を求めながら、それ 
にもかかわらず、なお、同じ一つの自然本性を共通とすることにより結合されているのである。 
しかし、追求されているところのものは、かなりの者を、おそらくはだれをも満足させはしな 
いであろう。それというのも、それは真実の対象ではないからである。だからして、社会は一 
般に相対立して分かたれ、一つの部分が、それが優勢であるときには、他の部分を圧迫するの 
である。 

すなわち、征服されたものは征服したものに屈従するのであって、かれらは支配権や自由よ 
りも何ほどかの平和と安寧とを選んでいるので&る。服従することよりもむしろ滅びることを 
好む者がいたら、その者には大きな驚嘆が表せられるほどである。じっさい、ほとんどすべて 
の民族において、自然本性の声は、つぎのように鳴りひびいてきたのであった。すなわち、敗 
北の不運を蒙った者らは、戦いの荒廃によってすべてが破壊されることよりは、征服者の手に 
服従することを選ぶべきである、と。それで、それぞれの戦争において服従させたり服従させ 
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られたりするのは、そのようにさせる権能をもつ神の摂理なくしてはありえないのであるが、 
そのため、ある民族は支配を委ねられたり、ある民族は他民族の支配のもとに服したりするこ 
とになったのである。 

さて、その共通の目的をこの世的な利益や欲望においているところの社会(わたしたちが一 
般に「この世の国」という名でよんでいる社会)は、きわめて多くの国に分かたれたのであっ 
たが、それらのなかで、二つの国が他のすべての国にぬきんでて名声を得たのをわたしたちは 
知るのである。まずアッシリア人のそれであり、次いで ローマ 人のそれである。これら二つの 
国は歴史的にも地理的にもたがいに区別される。前者がよりはやく、後者はよりあとであった0 
前者は東方に、後者は西方におこったのであった。そして、一方がはじまったのは、他方の終 
わりにす ぐに 続くというかたちをとったのである。他の王国 や 王たちはすべて、これらの王国 
のいわは付加物といえるのであろう。 

このような わけで、 アブラハムがカルデア人の地に生れたとき、ニヌパ)はすでに、その父親 
であるべルスのあとを継いで、アッシリアの第二代目の王として王位についていたのであった0 
そのときには、シキヨン人の王国も存在したのであるが、それはまったく小さなものであった。 
けれども、あらゆることに類いなく博学であったかのマルクス•ゥァルロは、その著作 『口 
1マ人の種族について』を記しているが、その古い時代の基点として、シキヨン人の国の記述 
からはじめているのである。すなわち、シキヨンの王たちよりはじめ、アテナィ人へとすすみ、 
アテナィ人からラテン人へ、そこからローマ人へとすすんでいるのである。 
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しかし、 ローマ 創設の以前には、それらは アッシリア 人の王国にくらべれば、取るに足りな 
いものと記されているのである。ローマの歴史家サルスティゥスもつぎのことを認めているの 
である。すなわち、 アテナイ 人たちは ギリシアに おいてひじょうな名声を得たのではあるが、 
しかしながら、それは現実よりもむしろ評判によるものである、と。じっさい、かれは、かれ 
らについて語っていうのである。——「わたしの判断によるなら、 アテナイ 人たちの偉業はた 
しかに大いなるものであり、感銘深いものである。とはいえ、かれらの重要性はその評判がも 
たらしているところよりもかなり小さなものであった。けれども、きわだった才能をもった著 
述家たちがそこに現れたがゆえに、 アテナイ 人たちのなしとげたことは無比なるものとして全 
地上に賞揚されたのである。 

このように、ことをなした人びとの徳は、すぐれた才能の持主がことばによってそれを賞揚 
するその程度に応じて得られるのである」。さらに、アテネの都市は、文学と哲学とから小さ 
からぬ栄誉を受けとったのであった。なぜなら、それらの探究は、そこにおいて、ひじょうな 
繁栄を見せたからである。これに対し、支配力にかんするかぎり、初めの時期においては、ア 
ッシ リア 以上のものをもっていたわけではなかった。また、それほど広い範囲におよんでいた 
わけでもなかった。じっさい、いい伝えられているところによると、ベルスの息子ニヌス王は、 
リピュアの境界までのアジアの全体を征服したのであった。つまり、アジアは地上の半分の大 
きさを占めるということを示しているが、全世界の第三番目の領域であるといわれる。たしか 
に、かれがその支配下におかなかった東方の民族は インド だけであった。そして、その インド 
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でさえ、かれの死後、その妻セ ミラミスによって 侵されたので ある。 

かくして、これらの国のすべてにおいて、その民と支配者たちはアッシリアの支配を受けい 
れ、かれらが命ぜられたところのものはすべて実行したのであった。したがって、アブラハム 
は-1ヌスの時代に、その王国で、ヵルデア人のうちに生れたのであった。けれども、ギリシア 
の史実はアッシリアのそれよりもわたしたちにいっそう親しまれており、そして、ローマ人の 
古い起源を探査した人たちは、ギリシア人を経てラテン人へ、そして、かれらからそれ自身も 
またラテン人であるローマ人へと時代の経過をたどったのであった。このゆえに、わたしたち 
はアッシリア人の王たちを思い出さなければならないのであって、そこにおいて、いわば最初 
のローマであるバビロニアが、この世にあって旅をつづける神の国と並行してどのようにその 
過程を進んできたのかを明らかにする必要があるのである。しかしながら、わたしたちが二つ 
の国すなわちこの世の国と天上の国とを対照するためにこの仕事に挿入しなければならぬこと 
がらは、むしろギリシアとラテンの源泉から取られねばならない。そこでは、ローマは第二の 
バビロンとして取り上げられるべきである。 

それゆえに、アブラハムが生れたとき、アッシリアでは11ヌスが、シキヨンではエゥロプス 
が8^二代目の王であった。前者においては第一代目の王はベルス、後者においてはアエギアレ 
ゥスであった。しかし、神が、バビロニアを去ったアブラハムに、大いなる民がかれらから 出 
るであろうこと、そしてその後裔においてすベての民の祝福が来るであろう こと、 を約束され 
たとき、アッシリア人たちはそのときには第四代目の王を、シキヨン人は第五代目の王を もっ 
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第十八巻第二章 


ていたのであった。すなわち、ニヌスの息子がその母セミラミスのあとを継いでアッシリアの 
王位についていたのである。かの女は自分の息子によって殺害されたといわれているのであっ 
て、それは、母であるかの女が、近親相姦によってあえてかれを汚そうとしたという理由によ 
るものである。 

いくらかの人びとは、バビロンを建設したのはセミラミスであったと考えている。たしかに 
かの女はその都を再建したのであろう。しかし、わたしは、第十六巻において、それがいつ、 
どのようにして建てられたのかを述べたのであった。さらに、その母親のあとを継いで王位に 
ついたニヌスとセミラミスとの息子も、ある権威者によって-ーヌスとよばれたということをわ 
たしたちは知っている。が、一方で、他の者たちはかれのことを、その父親から取って、ニニ 
ュアスとよんでいるのである。シキヨンの王位は、その当時、テルキシオンによって占められ 
ていたのであった。その支配は、平静でよろこばしい時期であったので、その死後、かれを神 
として崇め、犠牲をささげたり、最初はその神のために設けられたといわれる競技を挙行した 
りしたのであった。 

(一) 本書第四卷第六章、第十六巻第十七章参照。-ーヌス王はアッシリアの首都ニネベの伝説的な建設者 
. である。 

(二) 本書第十六巻第十七章参照。 

(三) サルスティゥス『ヵティリナの陰謀』八。 

(四) 本書第十二巻第十一章参照。 
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(五) セミラミスは伝説中のアッシリア女王。そのすぐれた才色をもって数多の都市を建設。平和に四十 
二年間統治したとされている。 

(六) アェギアレウスはシキヨン市の創設者といわれる。 

(七) 第十六巻第十一章。 


第三章 

イサクおよびエサウとヤコブの生れたころのアッシリアとシキヨンの王たちについ 
て 

この時代にまた、神の約束の成就によって、百歳の父親にイサクが生れたのであった。かれ 

はその妻サラ-かの女は石女であり、老齢であって、そのときまでかの女は子孫をもつ望み 

を捨てていた-によるアブラハムの息子であった。そのころ、アッシリアの王は五代目の王 

位にあったアルリウスであった。イサク自身には、六十歳のときに双生児エサウとヤコブが生 
れたのであった。イサクの妻リベカがかれに生んだ子どもたちである。かれらの祖父アブラハ 
ムはまだ生きていて、そのとき百六十歳であった。アブラハムは百七十五年の生を完ぅして死 
んだのであるが、それは、バレウスともよばれたより古いほぅのクセルクセ(^5がアッシリアの 
王位についており、そして、トウリアクス-ある者はトウリマクスとも記している- W シ 
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キョンで統治していた。かれらは第七代目の王たちであった。 

アルゴスの王国は、アブラハムの孫たちの誕生のときに同時にはじまった。そこでは、最初 
の王イナク^1が治めていたのであった。 ウ ァルロは、 シキ ョン人が自分たちの第七代目の王卜 
ゥリ アクスの墓に犠牲をささげるのを習わしとしていた、と語っている。このことはたしかに 
見逃してはならないことである。さらに、 アッシリアとシキ ョンでは、それぞれの王すなわち 
アルマミト レスとレウキ ッポス とが 支配しているときに、神はイサクにたいして語られ、その 
父親に与えられたと同じ二つの約束をかれに与えられたのであった。すなわち、カナンの地を 
かれの子孫たちに、そしてその子孫たちによるすベての民にたいする祝福とである。 

まさに同じ約束が、かれの息子、すなわちはじめにヤコブとよばれ、のちにイスラエルとよ 
ばれたアブラハムの孫にも約束された碑、それは、第九代目の王べロクスがアッシリアを統治 
し、イナクスの息子フォロネウスがアルゴスの第二代目の王として統治していたときである。 

レウキッボスはまだシキヨンの王位に留まっていた。この時期に、ギリシアはアルゴリスの王 
フォロネ ウスのもとに、法と判決のためのある施設によっていっそう名を知られていたのであ 
った。しかし、 フォロネ ウスの弟 ペグ ウスが死んでのち、その墓に神殿が建てられたのであっ 
て、そこにかれは神として祭られ、牛が犠牲としてささげられたのであった。 

わたしが おもう のに、かれがこのように高い栄誉に値すると見なされたのは、王国のうちの 
かれの部分(かれの父がその存命中に支配するよう二人の息子に領土をあてがったのである)に、 
かれは神々を拝するため宮を建て、そして、月と年とを単位として時間の経過をどれほど測り 
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かつ数えられるか、観察することを民に教えたからであろぅ。かれのこれらの目新しさにおど 
ろいて、まだ素朴であった人びとは、かれは死んで神となったと信じたのであった。あるいは、 
すくなくとも そのことを欲したのであった。 

じっさい、イオは イナクスの 娘であったといぅ話も存するからである。そしてかの女はのち 
にイシスとよばれたのであり、その結果、エジプトにおいて偉大な女神として拝されたのであ 
った。もっとも、他の著述家たちは、かの女は女王としてエチオピアからエジプトへ来たこと、 
そして、かの女の支配は広範囲にわたり、かつ公正なものであったがゆえに、また、多くの有 
益なことを、とくに読み書きを確立したがゆえに、死後その地方において神的な栄誉がかの女 
に与えられたともいっているのである。その栄誉はきわめて大きく、 もしも だれかが、かの女 
はただの人間であるといったなら、死の罪に値するものとされるほどであった。 

(一) 「創世記」二五の七参照。 

(二) ペルシア王。在位前四八五年から四六五年。ダリウスー世の子。エジプトとバビロンの反乱を鎮圧 
後、ギリシア遠征を企てた。 

(三) アルゴスのイナクス河の神。オケアノスとテテユスの子。 

(四) 「創世記」二八の一三、一四参照。 

(五) イオはアルゴスのヘラの女神官で、イナクスとメリアの娘。ゼウスに愛されたが、へラの怒りを恐 
れてゼウスはかの女を若い牝牛に変えたが、けっきょくへラに苦しめられることになり、世界を さま 
よい歩いてエジプトに来た。 
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ヤコブとヨセフの時代 

アッシリアの第十代目の王バレゥスおよびシキヨンの第九代目の王メッサブスが統治してお 
り、そして、アピ,)がアルゴスの第三代目の王であったとき、ィサクが百八十歳で死んで、百 
二十歳となっていた双生児をのこしたのであった。メッサブスはある人たちによってヶビス、と 
もよ V 6 れた人物である(すくなくともそれら二つの名が同一人物に属するものであり、また、 
それを記すに際して他の人物の名と混同していないならば)。さて、双生児の弟のほうであっ 
たヤコブは、わたしたちが述べている神の国に属していた。他方、兄のほうはしりぞけられた 
のであった。ヤコブは十二人の息子をもち、そのうちの一人はヨセフとよはれたが、かれはそ 
の兄弟らによってエジプトへ旅行していた商人に売られたのであって、このことはィサクの生 
存中におこったのであった。 

ヨセフは 三十歳と なった とき、 耐え忍んでいた屈辱からもち上げられ、パロの前に立つこと 
になった。それは、神的な霊感によってかれが王の夢を解釈し、その夢から、七年間の豊年が 
あるであろうが、その豊かさは、つづく七年の不作の年によって消費しつくされるであろうと 
予告したからであった。このために王はかれを獄屋から解放し、エジプトのつかさとしたので 
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ある。かれをそこへ投げ入れたのは、かれ自身の汚れない貞潔さであった。というのは、かれ 
はその女主人との不貞に同意するのを拒んだとき、貞潔を勇敢にまもったからである。女主人 
はかれによこしまな愛情をもち、そして、信じやすいその主人に悪意の偽りを告げたのであっ 
た。かの女がかれを自分のほうへ引き寄せようとしたとき、かれはかの女の手に着物を置き残 
してまで それをのがれて、貞潔をまもったのである。 

さて、七年の飢饉のその二年目に、ヤコブは一族と共にエジプトの息子のところへやって来 
たが、そのとき、かれ自身王に答えたところによれば、ヤコブは百三十歳であった。ョセフは 
そのときには三十九歳であって、すなわち、かれが王によって栄誉ある地位にあげられたとき 
の年齢が三十歳であり、それに豊年であった七年と飢饉であった二年とが加えられているので 
ある。 

(一)アビスはイナクス河神の子ポロネゥスと-1ンフのテレディケーとの子である。父のあとを継いでぺ 
ロボ ネソス 全土を支配し、この地はかれの名から アピアと もよばれるようになった。暴君であったの 
で殺され、死後神格化されてサ ラピスと よばれた。 

(一一)「創世記」三七の二五以下参照。 

(三) 同上、 三 九の七— 二〇。 

(四) 同上、四六の一以下。 

(五) 同上、四七の九。 
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第五章 

アルゴスの王アビスについて 

アルゴス人の王アピスが船でエジプトへ渡ったのはこの時代のことであった。かれはその地 
で 死んだ とき、エジプト人の神々のなかのもっとも偉大な神であるセラピスとなったのであっ 
た。かれが死んでのちアピスからセラピスへこのように名が変わったことについて、ゥァルロ 
はまったく簡単な理由を与えているのである。すなわち、死者が入れられる棺はギリシア語 
では「ソロ X - )」とよばれ、いまではだれでもがサルコファゴスとよんでいるのであるが、その 
神殿が建造される以前に、棺のうちに葬られたとき、人びとは葬られたかれを崇めはじめたの 
である。そこで、ソロスとアピスとが結び付けられて、まずソラビスとよばれ、次いで、よく 
起こることであるが、一字が変化してセラピスといわれることになったというのである。 

かれのばあいにおいても、かれのことをたんなる人間であったと主張した者はだれでも、死 
に値する負い目を負ったのであるという決定がなされたのであった。そして、ィシスとセラピ 
スとが拝されるほとんどすべての神殿において像も存在したのであった。それは指をその唇に 
押し当てているものであるが、沈黙を命じていると見られるのである。ゥァルロは、これは 
かれら f 人■であったということは語ってはならないということを意味していると考えたので 
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あった。 他方、 H ジブ ト人が、 おどろくほどの虚偽によって欺かれて、かれの栄誉のために豊 
富な美味をもって飼育されたところのかの牛は、セラピスとはよばれず、アピス とよ f れたの 
であって、それはサルコファゴスをもたずに生きているものとして崇められたからである。 

この 雄牛が死んだとき、 同じ 色の子牛、 すなわち、白い斑点でもって同じようにしるし づけ 
られた 牛が つねに求められ、見出されたゆえに、かれらはそれを、かれらのために 神に より 配 
慮されたある種の驚くべきことであると信じたのである。じっさい、かれらを a く」 こめ こ、胎 
み、 妊娠している 雌牛に、 その 雌牛 だけが見分けることのできる 雄牛の像を 示して、そこから 
して 母牛の欲情が 自分の子どものうちに 形体的に そのしるしが現れるよう誘発することは、ダ 
エモンらにとってはそれほど大したことでもなかったのである。ヤコブがまだらの 色の ついた 
羊と山羊を、 まだらの 色の ついた 枝を 用いておこなったのも、同じことであっ/ eg。 人間が現実 
の 物体的な ものや 色に よってなしとげうるところのことを、ダエモンらは、子を合んでいる 動 
物に虚構の形姿を示す ことにより、 容易に おこなうのである。 

(一) §•§.?• 

( 二 ) sarcophagus. 

(三) 「創世記」三〇の三七以下参照。 



363 


第十八巻第六章 


第六章 

ヤコブの死の時期におけるアルゴスとアッシリアの王たち 

このようなわけで、アビスはエジプト人たちの王ではなくアルゴス人たちの王であったが、 
エジプトにおいて死んだのであった。その息子アルゴスがこの王位を継いだのであった。その 
名からして都市がアルギィとよばれ、さらにそこから民はアルギゥスとよばれるようになった 
のである。それまでの王たちには、場所や民にこの名があてられてはいなかったのである。か 
れがアルゴス人を、 H ラトスがシキヨン人を支配し、他方、バレゥスがまだアッシリアの王位 
にあったとき、ヤコブは百四十七歳でエジプトで死んだのであった。死が近づいたとき、かれ 
は、息子たちとヨセフから出た孫たちとを祝福し、この祝福によってまったく明白にキリスト 
についての預言をおこなった。すなわち、ュダを祝福して、かれはつぎのようにいったのであ 
る。「統治者はユダから欠けることはなく、また、■指導者はその腰から離れることはない。か 
れのためにとっておかれたことがやってくるまでは。かれはもろもろの民の期待となるであろ 
(卜)」。 

ギリシア人が他の国から種子を運び込んで穀類を用いたり、また、耕作によって畑を維持し 
たりしはじめたのは、アルゴスの統治の時代であった。アルゴスは、死ののち神と見なされる 
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ょぅになり、神殿や犠牲が立てられてその栄誉が称えられるょぅになった統治者であった。こ 
の栄誉は、かれの治世のときに、かれに先立って、電光に打たれたホルギュルスとよばれた一 
私人に与えられたのであって、それは、かれが耕作のためにはじめて鋤を雄牛に結び付けたと 
いう理由からである。 

(一)「創世記」四九の一〇。 


第七章 

ヨセフが死んだ時期の王たち 

ヨセフが百十歳でエジプトで死んだのは、 アッシリアの 第十二代目の王 マミ ュトス、 シキ ヨ 
ンの第十一代目の王プレメゥスの治世時代のことであり、また、それはアルゴスがまだアルゴ 
ス人の王位にあったときのことである。かれの死ののち、神の民は百四十五年間エジプトに留 
まり、いちじるしい増加を見せたのであった。かれらは、はじめのぅち、ヨセフのことをよく 
知っていたエジプト人が死ぬまで静穏に生きていた。そののち、その数の増大は敵意を惹きお 
こして、かれらは疑いの目で見られるよぅになった。かくしてかれらは、迫*!と耐えがたい奴 
隸の苦難を課せられ、圧迫を受けたのであって、それはかれらがその地から解放されるまでつ 
づいたのであった(これらの災いのなかにも、かれらは神の恵みにより豊かにその数を増やし 
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ていたのであ^-)。その間、アッシリアとギリシアでは同じ王権が存続していたのであった。 

(一) 「創世記」五〇の二六参照。 

(二) 「出エジプト記」一二参照。 


第八章 

モーセの生れた時代の王たち 

さて、第十四代目の王サフルぢがアッシリアの、そして第十二代目の王オルトポリスがシキ 
ヨンの、また、クリアソスがアルゴスの第五代目の王として統治していたときに、 モ ーセはエ 
ジブトで生れたのであった。かれにょって神の民はエジプトでの奴隸状態から解放されたので 
あるが、そこでは、かれらが自分たちの創造者の助けを切に望むために、このょうにして 1)1 育 
されることを必要としたのであった。いま挙げられた王たちが支配しているときに、プロ メテ 
ゥ X 2) が生きていたとある人びとには信じられているのである。かれが.人間を泥から形成したの 
だというのは、かれがきわめて知恵のすぐれた教師としてきこえたからである。しかしながら、 
かれの時代に存在していた賢者がだれであったのか、明らかではない。 

かれの兄弟 アトラン(ス) は偉大な天文学者であったといわれる。そこから して、 かれが天をに 
なって ハるという 伝説的な話が おこることと なった。しかしながら、かれの名をもつ山が存在 
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するのであって、むしろその山の高さが、かれは天をになっているという民間信仰の原因とな 
ったとおもわれる。多くの他の伝説的な物語りは、この時代のギリシアではじめてつくられた 
のであった。じっさい、アテナィ人のケタロプスの統治のときに至るまで、そしてそれは、そ 
の都市がその名を与えられたときであり、また、神がご自身の民をモーセの働きをとおして導 
かれたときであったが、ギリシア人はいくらかの死者を神々の数のうちに入れたのであった。 
そのようなことが、ギリシア人たちの虚しく盲目の慣習であり迷信であった。 

これら(神格化された死者)のうちには、クリア ソス の妻メラント ミス およびかれらの息子フ 
ォルバスがいた。これはその父親のあとを継いでアルゴスの第六代の王となった人物である。 
さらに、第七代の王トリオパスの息子であるィアソスや、第九代の王ステネラスがいる。この 
ステネラスはステネレウスとかステネルスとか、いろんな著述家によって異なった名でよばれ 
ている。メルクリウスもこの時期に生きたという話がある。かれはアトランスの孫であり、 
(アトランスの)娘マィアから生れた。この話は通俗的な書物においてさえ重んじられた。メル 
クリウスは多くの技芸に秀でた者としてよく知られ、それを人間に分け与えたのである。 

ヘルクレスはまだアルゴス人たちの時代に属しているが、メルクリウスよりもよりあとであ 
ったといわれている。じっさい、ある著述家たちは、かれを時期的にはメルクリウスよりもよ 
りさきにおいているが、わたしはかれらがまちがっているとおもっている。けれども、この二 
人の生れた時期がどうであるにしても、これらの古い話を書こうという気になった有力な歴史 
家たちは、つぎの点では一致しているのである。すなわち、かれらはいずれも、もともと人間 
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であったということ、そして、かれらがこの世の生をより快適なものとなしたということで可 
死的な人間に資するところがあったゆえに、人びとから神の栄誉を得たのだということ、であ 
る。 そ —e こたいして、--、ネルゥ rs ) はかれらよりもずっと古い時代に属しているのであってじ 
っさ、、かの女はオギ■'ゴス©時代に、トリト-ースとよばれる湖®近くで若い娘の姿で現れた 
と伝えられているからである。そこからして、かの女はトリトーーアともよばれたのであった。 
かの女はたしかに多くの技術の発明者であって、その素姓について知られるところ少ないため、 
それ.た寸に容易に女神として信じられることになったのであった。 

すなわち、かの女がユピテルの頭から生れたという伝説的な話は、詩的な空相 a 物語の類に入 
れられねばならないのでちって、歴史史実のうちに入れられるべきではないので—。オギュ 
ゴス自身がいつ生きていたのか、歴史家のあいだで意見は一致していないけれども、かれの時 
代こも大きな洪水があったのである。それはギリシア民族やラテン民族の歴史が知ることのな 
かったところ Q 、 あのあらゆる洪水のなかでも最大の洪水ではなかった。つまり、箱舟のなか 
に入ることがゆるされた者たちを除いて、だれも逃れることのできなかったあの洪水ではなか 
ったが、しかし、のちにデ ゥヵ リオンの時代におこった洪水よりはより大きいものであった 
ゥァルロは、わたしがさきに述べたところの«8を、そこからはじめているのである。そして、 
かれは！一-マの歴史に至るのに、オギ■'ゴスの洪水よりも古いことからは出発してはしな I 
すなわち、その洪水とは、かれの治世のときにおこった洪水のことである。しかし、わたした 
ちの年代記者たち、すなわちまずエゥセビオス、次いでヒエロ-ー ュムスは、オギュゴスの洪水 
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は三百年以上もあとにおこったと記しているのであって、それはアルゴス人の第二代目の王フ 
ォロネウスがすでに王位にあったときである。たしかに、これら年代記者たちは、自分たちに 
先行するある歴史家たちに従ったのである。けれども、オギユゴスの時代がいつであったにせ 
よ、すくなくとも ケク ロプスがアテナイを統治していたときには、ミネルウァはすでに女神と 
して崇拝されていた。その都市が再建ないし建設されたのは、その ヶク ロプスの治世において 
であった。 

(一) エウセビオスにしたがえばサファエルスともよばれる。 

(二) ティタン神族の一人イアぺトスと クリ ユメネあるいはアシア、あるいはテミスの子ども。アトラス 
(アトランス)、メイノティオス、エピメテウスの兄弟。ゼウスが人間に火を与えなくなって、人間が 
困っているとき、プロメテウスは太陽神の火を盗んで隠し、持ち帰って人間に与えたといぅ伝説でよ 
く知られる。 

(三) アトランスはアトラスともよばれている。プロメテウスの兄弟で、天空を支えている巨人神。 

(四) 伝説的なアテナイ初代の王。アッティカの大地より生れたとされて、下半身が蛇の姿となっている。 

(五) イアソスはアルゴス王。トリオパスまたはアルゴスの子ども。かれは兄弟たちとペロポネソスを分 
割継承したとも伝えられる。 

(六) メルクリウスはローマの商売の神。ギリシアのへルメスと同一視される。アトランスの娘マイアの 
子ども。 

(七) ミネルウァはイタリアの技術、職人の女神。ギリシアのアテナと同一視される。 

(八) 本巻第二章。ウァルロの『ローマ人の種族について』である。 
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第九章 

アテナィという 名の起こりについて 

さて、アテナィという 名は、たしかに ギリシア 語で アテーナーとよ ばれるミネルウァから出 
ている。ウァルロはその理由をつぎのように述べている。そのところにオリーヴの樹が突然に 
現れ、また、 別の地点に水が噴出した のであった。 これらの兆しが王をひじょうにおどろかせ 
たので、 かれはその意味を知ろうとし、何をなすべきであるかを問うた めに、 デルポィのアポ 
ロン こ ffi いを おくったのであった。アポ ロンはつ - r のように答えた のであった。すなわち、才 
リーヴ は ミ ネルウァを、大量の水はネプ トゥーヌ ^.5 を表示していること、そして、そこ 力らし 
て その都市が 象徴的に名付けられる所以となるところのこれらの神々のいずれからその名を取 
るかということは、市民の権限内に存するということ、 である。 

この 神託を受け とって、ヶクロプスは 票決で ことを 決するために、 男女両性のすべての者た 
ちを召集したのであった(というのは、その 当時、 この同じ地に おいては、 女も男と同じく公 
的なことがらの 謡に参加す る 習慣が あったからである)。そこで、問題が多数の人びとの前 
にさし出されたとき、男たちはネプトゥーヌス に、 女たちはミネルウァに 、それぞれ 票決をく 
だしたのであった。ところが、女のほうが一人だけ男よりも数でまさったので、勝 S ミネ ル 
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ウァに帰することになったのであった。 

そこで、ネプトゥーヌスは怒り狂って、海の水を氾濫させてアテナイ人の地を荒廃させたの 

であった。-というのは、自分が満足するだけの水をあふれさせることなど、、 タイ モンにと 

ってはまことに容易なことであったからである。 

このようにして、自由学芸やかくも偉大な哲学者たちの母にして乳母であるところの、そし 
てそれによってギリシアのなかでも最大の栄光と名声を得たところの、かの偉大なる都市はダ 
イモンらのもてあそぶところとなり、男女の神々のうちの二人の男女のあいだの抗争の結果、 
女の票による女の勝利からしてアテナイという名を取ることになったのであった。そして、打 
ち負かされた男神によって苦しめられたので、勝利者の勝利そのものも罰せられねばならなく 
なってしまった。ミネルウァの腕よりもネプトゥ ーヌス の水のほうをいっそう恐れたのである。 
勝利をおさめたミネルウァは、このような仕方で罰せられた女たちにおいて打ち負かされるこ 
とになったわけである。この女神は、自分のほうへ票を投じた女たちを助けることができなか 
ったので、かの女たちはそれから以後は投票の権利を失い、その子どもたちは母親の名を取る 
のを禁じられてしまったのであるが、ただ、かの女たちが「アテナイ人の女」とよばれる資格 
だけは確保することはできたのであり、そして、かの女たちの投票が男神にたいする勝利をも 
たらすことによって与えられる女神の名を付けることは得られたわけである。もしもわたしの 
話が他のことへと急がせることがなかったなら、これについてどれほど多くのことを語りうる 
であろうか。 
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((一一一)) T I 7 Q 古い神で、ギリシアの。ホセイド1ンと同一視され' 海の神となる。 


第 


章 


アレオペ ゴスの名とデゥカリオンの 洪水について 


し： i ら、てクス.ゥァルロは神々の名誉を汚すょぅな空想的な111 
つて、それとい I 、かれ 1— しくないょぅな5 

たァレォ。ハ^、すなゎち、そこからしてその町の讓員た^「11”け，2 “rl 
I こ-、うそ sTr が、マルス-ギリシア語で「アレ 1 ス」とよ k ナカそ 

urw ょばれるょぅになつたのだ、と—ょぅとはしなかつたので—と〜>は1 
等し かつた とき、 有罪ょりも無罪放免を取 f いぅ©.|わしてあつ|て-^る 
等といえば、ひ t 受けいれられていたこの考え方に相対 - L て>、つ tf はれ理 
由を、知られない文献の知識から、別の説明を構成しょぅとしたのて f」，r 一で 
7 Eja th 人たちが「ァレ 1 ス」 と 「パゴス」(丘—、それが—マルスの丘」て 
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あるかの ごとく 「アレオパゴス」と名づけたのだ、などと考えてはならないのである。かれは 
そのことを、明らかに神々に対する冒瀆であって、訴訟や裁判は神々には相いれないものと見 
なしたのであった。マルスについて語られているところのこの話は、 ユノ 、ミ ネルウァ、 そし 
てウヱヌスの三神について語られている話と同様、虚偽であるとかれは主張する。三神は黄金 
のりんごを獲得するために、審判者パリスのもとに美の卓越性を競ったと語られているのであ 
る。真実であれ、虚偽であれ、自分たちの咎められるべき悪行をたのしむところの神々を、そ 
のような遊戲でもってなだめるために演じられるのであるが、その話は、劇場の拍手喝采のう 
ちに歌われ、かつ踊られるのである。 

ウァルロは、神々の本性や習俗にふさわしくないようなことを信じるのを快しとしないので、 
そのような話に信頼をおかないのである。にもかかわらず、かれはアテナィという名について 
神話的な説明の代りに歴史史実的な説明を示している反面、その書のなかに、ミネルウァに対 
抗したネプトゥヌスのあのような大きな争いを取り入れているのである。つまり、その都市が 
ネプトゥヌスよりはむしろミネルウァの名によってよばれたというあのことである。かれらは 
不思議なものを誇示して張り合ったとき、評定をもちかけられたアポロンばあえてかれらのあ 
いだで決着をつけようとはせずに、神々のあいだのこの争いを終結させるために、ちょうどユ 
ピテルがいま述べた三人の女神たちをパリスのもとへおくったように、これを人間に委託した 
のであった。そこにおいて、ミネルウァは投票によって勝利を得たのであるが、しかし、かの 
女に票を投じた女たちが罰を受けることによって打ち負かされたのであった。かの女は、自分 
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に敵対する男たちにはアテナイといぅ名をおくことができていながら味方である女たちのナ 
^こ「アテナイ人の女」と V 名を 確保す ることは できなかった ので—。 

M ァルロの記すところによれば、この時期に、ヶクロプスの後継者で—クラナオスがア t 
ナイを支配していた—、しかしそれはまた、わたしたちの著述家エウセピオスとヒエロ-一 
ムスこよれ i 、 ヶクロプスが1にあったときで—が、「デウ ヵリ オンの洪水」として 
知られる洪水がおこったのであっ*5。災いがもっともひどかった地の部分をかれが支配して ^1 
たからである。けれども、この洪水はエジプトおよびその近隣の諸地域にはけっして達しな* 
ったのであった。 

(一)「使徒行伝」 一七の一九以下参照。 

(( S 5) qr - l ' =3 ドンとニンフのエウ i テ1の子ハリロテぶ11 、ポセイドンに n J; つ 5- C.T 

レイオス ■パゴス？§ II 達—えられた。アレオ。ハゴスは元来「アレ—スの丘」— 

(四) て 一1ウスとテティスの結婚式 S 々が集まったと—、争い妄神エリスは、もっと U し 0 v ' b -* 神 
11といって黄金のりんごを神々のあいだに投げ入れ、三女神がこれを争ったと"■われ 

ス i トロイア王 プリ アモスの子で— パリスに 審判を命じたのであった。 tua 

(五) •セウスが蜃した人類に怒って大洪水— こした.か、 プロメテウス—アウヵリオン-箱舟 ik 
して水上を漂ったと伝えられる。 
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第十一章 

モーセがエジプトから民を導き出したのはいつであったか 

さて、モ I セは、アテナイの王ヶクロプスの治世のまさに終らんとするその時期に、エジプ 
卜から民を導き出したのであった。それは、アッシリアにおいてアスカ タ デスが、シキヨンに 
おいてマ ラト ゥスが、アルゴスにおいてトリオパスが、それぞれ支配していたときであった。 
モーセがシナイ山で神から受け取った律法を民に伝えたのは、民が導き出されたときのことで 
あったガ、この律法は旧い契約とょはれている。この世の約束をもつものだからである。新し 
い契約はイエス•キリストをとおしてもたらされたのであって、それにおいて天の国が約束さ 
れたのであった。 

この秩序は、 神へ 向かって生を 前進す るところのそれぞれの人間においてもいとなまれるの 
と同じょぅに、 保持されねばならなかったのである。これについて使徒が「最初にあったのは、 
霊のものではなく、肉のものであって、そののちに霊のものがくるのである」といっているご 
とくである。「第一の人は地から出て土に属し、第二の人は天から来^ C 」といぅのは真実だか 
らである。モーセは沙漠において四十年間民を治め、幕屋や祭司職、犠牲やその他の秘義的な 
重要なことを多く制定して、有形的に遵守さるべきものの象徴をとおしてみずから キリストを 
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預言してのち、百二十歳で死んだのであった。 

ヌンの 子 ヨシユアが モ 1 セのあとを継いだ。かれは民を約束の地へ導き、この地を確保して 
いた諸族を征枉してのち、神の権威にょって民をその地に定着させた のであった。 かれはモー 
セの 死後、 一一 十七年間民を治めた。そして、かれも 死んだ のであるが、それは、 アミユンタス 
が 第 十八 代の王と して アツシリアに おいて、 コラクスがシキ ヨンの第十六代の 王と して、 ダナ 
ウスがアルゴスの 第十代の 王と して、そしてエリクトニオスがアテナイの第四代の王と して、 
それぞれ支配していたときであった。 

(一)「コリント人への第一の手紙」一五の四六以下。 


第十二章 

この 時期に ギリシァに 導入された虚偽の神々の祭礼について 
この 時钥、すなわちィスラエルのエジプトからの脱出から、その民が約束の地を受けとるこ 
とへ 導いたヌ NQ 子 7 Q 死に至—で©時期に、虚偽の神々の栄誉——ための祭礼 
がギリシァの 王たちにょっ て 確立された。それは、洪水とそれからの人類の解放、そしてまた、 
人間がはじめに高地へ移住し、のちに平地へもどったあのときの苦難に1ちた生活®糧を、 

多< r の儀式にょって想いおこさせるものであった。じっさい、ルペルクスたちが聖なる道を上 
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ったり下ったりすることは、そのように解釈されたのであって、かれらによって、水の氾濫ゆ 
えに高い山に向かい、氾濫が引くことにより低地へふたたびもどった人び とが 象徴されている 
わけである。 

(二) 

リベル•パテルともいわれて死後にひとりの神と見なされたディオニュソスが、アッティカ 
の地においてかれをもてなした者にぶどうを示したといわれるのは、この時期のことである。 
同じころに、デルボイのアポロンのために音楽の遊戯が設けられたのであった。それは、かれ 
の怒りをなだめるためであった。ギリシアの地方はかれの怒りのために不毛で苦しめられたと 
考えられたのである。それというのは、ダナオス王が戦いでその地方を攻略し、アポロンの神 
殿に火を放ったとき、人びとは神殿をまもらなかったからであった。かれらはこの遊戯を設け 
るようアポロンの神託によって勧められたのである。しかし、アッティカにおいては、アポロ 
ンのために祭りを最初に設けたのはエリクトニオ^§であって、それはたんにアポロンのためだ 
けでなく、ミネルゥァのためでもあった。そこでは、オリーブ油が勝者に賞として授与された 
のであるが、それは、リベルがぶどうを導入したごとく、ミネルゥァがオリ I ブを発見したと 
いう伝承によるものであった。 

これらの年に、エゥロべがクレタ人の王クサントスによって拉致されたという話がある。も 
っとも、クサ >• トスの名については、他の人びとによって別の名が付けられてはいるが、いず 
れにしても、その結果、ラダマントス、サルべドン、ミノスが生れたのであった。これらの者 
は同じ女(エゥロべ)によるユピテルの子どもであるという話がひろく受けいれられている。け 
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れども、そのような神々の崇拝者たちは、わたしたちがクレタの王について語っていると 
のことを歴史史実的に真実であると見ているのであるが、しかし、ユピテルにかんする話す 
なわち、詩人たち Q テ1マになったり、劇場でもては—れたりして、ひろく人びとに好まれ 
ているような話は、虚しいつくりごと f 考えている®で—。つまり、それがたとえ虚偽の 
ものであっても、神々の罪行によって、諸々の神1ちをよろこばせるために、これらの見世 
物の原泉として扱おうとしているのだ、というわけである 

同じころ、ヘルクレスはシリアで名声を保っていた。これは疑いもなく、わたしたちがさき 
に語ったのとは異なった人物である。じっさい、ある程度秘められた歴史においては、リへ 
rr パテルも7ルクレスも幾人か存在したといわれている。十二の巨大な事績が数え上げられ 
て、るの丈、たしかにこのへルクレスであるが、しかし、それら事績のうちにアフリヵのアン 
タエウス殺 i は数えられない。それは別のヘルクレスに属するも©だ1る。人びとはそ 
の書のなかでォィタ山上でのヘルクレス—滅の話—っている。そこにおいてかれは自分を 
火のなか—いたのであって、それというのは、病がかれ—力にして、多くのものを征服し 
たときに示したところの力をもってそれを耐えることができなかったからである王としうよ 
りはむしろ暴君であったブシリ M が自分の神々に客をいけにえと SL て用いたのはこのころのこ 
とであった。かエパトスの娘リビュアを母とするネプトゥヌスの子であった 

し.^し、わたしたちは、神々が責められないために、ネプトゥヌスがそのような愚行を犯し 
ていたとけっして信じてはならない。そのような話題は、神々をなだめるための材料として、 
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詩人や劇場に当てがわれるべきなのである。アテナィ人の王エリクトニオスの両親はウルカヌ 

(九) 

スとミネルウァであったといわれ、ヌンの子ョシュアの死はかれの最晚年であったということ 
が確められている。けれども、人びとはミネルウァが処女であったことを欲するがゆえに、両 
者が争っているうちにウルカヌスが興奮して自分の種子を地に放射し、そこからして生れた人 
間が、そのような理由でこの名を与えられたという話がある。というのは、ギリシア語で「エ 
リス」^6は争いを意味し、「クト1ン」^をは土を意味するのであって、エリクトニオスは 
この二つ.の名から合成されたものだからである。 

しかし、かなり学のある者たちは、これを否認して、そのようなことをかれらの神々から取 
り払おうとしていることを認めねばならない。かれらは、この空想的な考えは アテナィの ウル 
カヌスとミネルウァの両方によって共有されているところの神殿に捨てられていた子どもを発 
見したことからおこった、と主張するのである。子どもは未来の偉大さを予示する蛇のとぐろ 
にまかれていたのであった。神殿が二人の共有のものであったために、そしてその両親が知ら 
れなかったので、その子どもはウルカヌスとミネルウァの息子といわれたのであった。にもか 
かわらず、この史実的な話よりも、むしろあの伝説めいた物語りのほうが、名前の由来をより 
よく説明している。しかし、それがわたしたちにとってどんな意味をもつというのであるか。 

後者は誠実な書物によって信心深い者たちを教導し、もう一方の話は欺くことを目的とした 
見世物によって汚れたダエモンらをよろこばせているのである。しかしながら、これら信心深 
い者たちも、かれらを神として崇めて、神々にかんするこれらのことを否定していながらも、 
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神々をそのすベての罪過から浄め！ ■ fKrrl A r !々 

者の. P ぃ HHHPr ぃるの SI た 

3、パ想的な物語り— iill つているとしても、すく！も夢 

罪 f ょろこぶことは真の罪過なのである。 

(一)ルペルクスは口 ie 古い森の神ファウヌスと同一視 される。 二月十五日はルペルカリア祭として 

(:lii :_— 第 i; I㈣ fty 
-1 ユソスと同一視された。デイオ t ソスはアテカの 

r V 一と Q 子どもで、父親ょりリビア王国を 与えられたが、兄弟アイギユ 
(三 vuHMli ^ al ! HPMrl，：llii 
こからアルゴス— て、 王位を譲られた。。3チイー K こ 捨てられていたので、その結果、 
(四：リクトニ4神; pupg :、 女神を追ぃ;けたが、 s —れて、その精 
謎：^。11れ^^ itf 怒って これ—の毛で拭—り、地に投げ"ので、大地が— 
エリクトーーォスが生れた Et 伝：^られ t ?>7-°レ.、ツサの娘である。ゼウス—されたが、クレタ島に上陵 
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g 勝は m ガィ1も—。—— I 、通行人—闘—、 
勝て f 殺して**ナカヘルクレスは逆にアンタエクスを投げて殺したと伝えられる。 

供い1" ス :!|.?卜_^ とリュシァナッサの子で、ェジプト王。暴君で外国人を毎年ゼゥスの祭壇に 
ノ伊した - R ヘルクレスによつて殺されたとされている。 If 

( U ー ネ。^トウヌスはギリシアのポセイドンと同|視される口 _マ神。海の神と いわれて いる。 

(九)ウルカヌスは口 —マの火の神。ムルキベル(火除けの神)とも称されている。 


第十三章 

.判事^; il ) の時代のはじめにおこった伝説的な物語りに ついて 
ヌンの子 m シユアの死後、神の民は判事,^)たちをもったのであった。その期間に 

らは畫に 、 S 疆として Q 辛苦の謙 蕾と 慰めの 繁栄と を 震したので会て、それ f 
ISU によるものでぁった。トリプトレム? 9 っぃての空想的な物語りが っくられたの“ こ 
の 時代の ことてあった。 すなわち、 ヶレスの命令で、かれは 翼を もつ 蛇にのり、飛びながら、 
ひじよぅ に貧しい地方に蠢を与えた、 といぅものである。ミノタゥロ^§についての5も—。 
U い—し 込められた怪物の ことでぁって、人間が一度入れば出 
，く,り 迷路 力ら 脱け 出ることなくさまよぅのである。ヶンタゥらについては、爵と人間 
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との本性が結合されたものである。ケルべロスについては、下界にいる三つの頭をもつ犬であ 
る。 フリュクソス とその妹へレについて、かれらがどのようにして雄羊の背にのって飛んだか 
という話。蛇の頭髪をもったゴルゴンについて、かの女を見た者をかの女は石に変えてしまっ 
た。ベレロボンについて、かれはいかにしてペガサスとよばれる翼をもった空飛ぶ馬にのって 
飛んだのかという話。アンピオンについて、その竪琴の甘美な音色によって石を魅惑し、自分 

(九) 

のほうへ引き寄せたという話。工人のダエダロスとその息子 イヵ ロスについて、かれらは自分 
に合わせた翼で飛んだのであった。オイディプスについて、かれは人間の顔をした四足獣のス 
フィンクスとよばれたある種の怪物を身投げさせて死へ追いやったのであるが、解くことがで 
きないものとしてかの女によってつねに差し出されていた謎を解いたのである。ヘルクレスに 
よって殺されたアンタイオスについて、かれは地の子であったが、そのために、かれは地に倒 
されるといつもいっそう強力になって立ちあがったという話。そしておそらく、わたしが見落 
したほかの話もあるであろう。 

マルクス•ゥアルロが、かれの『ローマ人の種族について』の第二巻をそれでもって終えて 
いるところのトロイア戦争の時代までに、これらの神話的な物語りは人びとの工夫によって虚 
構されたものであって、じっさいにおこった出来事を含んでいるところの歴史を、便宜的に用 
いながらも、それらが神々を中傷するようなことに結び付かぬようにしているのである。 

しかしながら、さらにわたしたちは、ユピテルの淫蕩のために強奪された美少年ガニュメデ 
スの物語りをもっている。この汚れた罪はタンタロス王によって犯され、物語りはユピテルに 



g 帰せしめている。あるいはまた、ユピテルが黄金の驟雨の姿でダた^!)の閨へ入ろうとしたとい 
う物語りがあるが、これは、 女性の貞節は 黄金によって滅ぼされるということと解される。こ 
のような物語りがだれによって考案されたにせ よ、 そしてそれが、ほんとうになされたことで 
あるにせよ、虚構されたことであるにせよ、あるいは、 他の 者にかんする事実であるが虚構の 
上でユピテルに帰せられるものであるにせよ、このような欺瞞を耐えることができる 人間の心 
について、どれほど悪しきものと考えていたか、ことばで表わすこともできない。ところが、 
それらは好ましいものとして、重んじられもしたのである。 

まったく、人びとはジュピターを熱心に崇拝すればするほど、かれについてあえてそのよう 
な物語りを語った者たちをきびしく罰すべきであった。ところが、じ.っさいには、これら，のつ 
くりごとを考案した者に憤りをおぼえようともせず、かえって、神々の怒りを招くことを恐れ 
て、劇場でこのようなつくりごとを演じようとさえしたのであった。ラ i 一^ e がアポロンを生ん 
だのはこの.ころであった。それは、わたしたちがさきに述べたアポロン、すなわち、その神託 
が一般的に聞き求められているアポロンのことでなく、ヘルクレスと共にアド メト ゥス K 」 tt え 
たところのアポロンのことである。それにもかかわらず、それが神であるとつよく信じられて 
いて、多数の、というよりは、ほとんどすべての人びとが二人を同一のアポロンであると見な 
している。ちょうどそのころ、リベル•パテルもィンドで戦いをおこなっていたのであった。 
かれはその軍勢のうちに多くの女性をもっていた。かの女たちはバッヵィとよばれたが、その 
勇気よりも狂気によってよく知られている。 
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たしかにある人びとは、このリベルは打ち負かされて捕えられたといっており、また、他の 
いくらかの人びとは、かれは戦いでペルセウスによって殺害されたとして、その埋葬の場所の 
ことまで記しているのである。にもかかわらず、パッコスの聖なる儀式が、それはむしろ冒瀆 
的なものであるが、かれの名において、いわば神の名において設けられたのであって、それは 
不浄なダエモンらによるものであった。そののち何年も経て、元老院は儀式の狂気じみた淫ら 
さを恥じて、ローマ市内では禁じてしまったのであった。同じ時期に、ペルセウスとその妻ァ 
ンドロメダが、死後、天に受けいれられたと信じられ、人びとはかれらの像を星座によって指 
示し、かつその名をよぶことを恥じもしなければ、おそれもしなかったのである。 

(一) トリプトレムスはエレウシスの王。ケレオスとメタネィラとの子。デメテル(ケレス)はかれに竜の 
乗物を与えて、麦の栽培を世界の人びとに教えるべく旅立たせたといわれる。 

(二) ミノタウロスは牛頭人身の怪物である。ミノス王はダ H ダロスに迷宮をつくらせ、その中にミノタ 
ウロスを閉じ込め、アテナィから人間の子どもを連れてきてミノタウロスに供したと伝えられる。 

(三) ケンタウロスは馬身で腰から上が人間になっている怪物である。 

(四) ケルべロスは冥府の入口の番犬。三頭で尾が蛇の形をしており、首のまわりに無数の蛇の頭が生え 
ていると伝えられた。 

(五) フリユクソスとその妹へレはアタマスとネベレの子。いけにえにされよぅとして、黒海の東端にあ 
るといわれた伝説的な王国コルキスへ金毛の羊に乗って逃れたとされる。 

(六) ゴルゴンはポルキュスとケトの娘。醜怪な顔をもち、頭髪は蛇、歯は猪のごとく、大きな黄金の翼 
をもち、その眼は人間を石に化す力があったといわれる。 
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(七) ベレロポンはコリントス王シシュポスの子である グラウ コスの子。リュキア王 イオ バテスはベレロ 
ボンを殺そぅとして怪獣キ マイラ 退治を命じたが、かれは神馬ペガサスに乗って 高く とび、キ マイラ 
の背を射て退治し、また、かれを待ち伏せていたリュキア人の勇者らをも殺したと伝えられる。 

(八) アンピオンはゼウスとアンティオペの子。テーバイ王、大伯父リュコスに山中に捨てられ、羊飼い 
によって育てられた。のち、へル メスより 竪琴を授かり、その名手となる。テーバイ市の城壁を つく 
るとき、かれの楽の音に石がおのずから動いたと伝えられる。 

(九) ダエダロスは「巧みな工人」の意である。ミノスの怒りに触れて、息子 イカ ロスと共にラビュリン 
トスの迷宮内に幽閉されたが、翼をつくり、脱出。 イカ ロスはあまりに高くとびすぎて、太陽の熱で 
翼の膠が溶解、海中に墜落して死んだ。ダエダロスは、鋸や斧、また船のマストなどの発明者とも伝 
えられている。 

(一〇)テーバイの創設者カドモスの後裔にあたり、ライオス王の子である。かれは知らずして実父ライ 
オスを殺害、怪物の差し出す謎を解いてテーバイの王となる。その結果、かれは知らずして母親を妻 
とすることとなる。のち、自分の素姓を知って、みずから盲目となる。 

(一一) ガニュメデスはトロイアのトロスの子。もっとも美しい少年で、神々はゼウスの酒盃の捧持者と 
して天上にさらい、そのかわりに父親に神馬を与えたと伝えられる。 

(一二) ダナエはアルゴス王アタリシオスとラケダイモンの娘エウリュディケとの娘。アクリシオスはか 
の女によって殺されるであろぅとの神託を受けたので、青銅の部屋にダナエを幽閉したが、ゼウスが 
黄金の雨に身を変じて、ダナ H の膝に流れ入り、かの女と交わったと伝えられる。 

(一三) ラトナはギリシア名レート。ティタン部族のコイオスとボイべとの娘。ゼウスに愛されて、アポ 
ロンと アルテミスとを生んだ。 
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第十四章 

神学的詩人たちについて • 

同じ時期を通じて、「神学者」ともよばれた詩人たちが現れたのであった。かれらは神々に 
かんするうたをつくったからであった。けれども、そのような神々は、偉大な人間ではあった 
が、やはり人間にすぎなかっ^5。それとも、真実の神がおつくりになったこの世界の諸元素で 
あるか、あるいは、創造者の意志と自分たち自身の功績にしたがって権能と力とのうちに秩序 
づけられたものかであった。この詩人たちは、そのむなしいつくりごとのうたのなか.で、もし 
かして隹一にして真なる神にかんして何ごとかをうたうことがあったとしても、かれらはいず 
れにしても、神々ではないところの他のものと共に神を崇めることにより、そして、一なる神 
にのみ帚せられるべきつとめをそのようなものたちにささげることによって、正しい仕方で神 
に仕えることをせず、自分たちの神々にふさわしくないところのつくりごとを差し控えること 
もできなかったのである。——オルぺゥ(巧、ムサィオ^リノスなどの詩人のことである。 

これらの神学者たちが神々を拝したのは真実である。かれらが神々の代りに拝されたわけで 
はなかったが、しかし、どういうわけかはわからないが、不信仰な者たちの都市はいつも、冥 
界の神聖な、というよりも漬神的な儀式に、オルべゥスをしてそれにかかわらせているのであ 
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る。イノとよばれたアタマス王の妻およびその息子メリケリテスは、みずからのぞんで身を海 
に投じて滅びたのであるが、人びとの意見によれば、かれらは神々のうちに入れられているの 
である。ちょうど、その時代の他の人間たち、すなわちカストルやポルルクスーがそうであった 
ごとくである。じっさい、ギリシア人はメリケリテスの母をレウコテアとよび、ラテン著述家 
たちはかの女をマトゥタとよぶのであるが、いずれもかの女を女神と見なしているのである。 

(一) へロドトスはホメロスやへシオドスをそのようによんだ(二の五三 )0 

(二) 本書第四卷第二十七 I 早参照。 

(三) オルべウスはホメロス以前の最大の詩人で音楽家。オルべウス教の創設者。『神統記』などをはじ 
め、多くの詩がかれのものといわれているが、しかしそれはへシオドスの亜流であるとされている。 
かれのうたには獣も草木もききほれたという。かれの竪琴は天上にのぼって星座となり、かれ自身は 
エリユシオン(英雄たちなど神々に愛された者が死後、幸福な生をいとなむ野)に赴き、人びとをたの 
しませているといわれる。 

(四) ムサイオスはホメロス以前の伝説的詩人。オルべウスまたはつぎに出ているリノスの弟子とされて 
いる。かれの名のもとに伝わる神託集があった。 

(五) カドモスとハルモニアの娘。アタマスの後妻。海の女神レウコテアと同一視される。 

(六) イノとアタマスの末子。アタマスが狂って子どもたちを殺したとき、イノは息子メリケリテスを抱 
いて海に投身したが、ポセイドンによって海の神に変えられたと伝えられる。 

(七) カストルとポルルクスはゼウスとレダの子である。かれらのことをディオスクロイ(ゼウスの息子 
たち)とよぶ。カストルは戦術に、ポルルクス(またの名をポリユデケスという)は拳闘の技にすぐれ 
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ていた。かれらは姉妹のへレネがアテナイの英雄テセウスに奪われたときアテナイに攻め入りへ 
レネを奪い返したといわれている。 


第十五章 

アルゴス王国の終わりとラウレントゥム王国におけるビクスの統治のはじまり 

その诗代を通じてアルゴスの王国は終結し、アガメムノンの都市ミュケナイに移された。そ 

(一) 

して、ラウレントゥム王国がはじまったのであるが、そこではサトゥルヌスの息子ビクスが最 
初に王位についたのであった。これは、へブライ人たちのもとでは、デボラといぅ女性が判事 
であったときである。けれども、かの女をとおしてはたらいたのは神の霊であった。じ 
っさい、かの女は預言者でもあったからである。その預言はわたしには十分明らかではないの 
で、長い説明なくしてはそれがキリストにかんして告げられたものであることを証明すること 
はできない。このょぅなわけで、ラウレントゥムの人たちはすでにイタリアにおいて支配力を 
もっていたのであるが、かれらから、ギリシア人以後のローマ人の起源がょり明らかにたどら 
れることになる。しかしながら、アッシリアの王国はなお存続していたのであって、そこでは、 
ピクスがラウレントゥムの最初の王となったとき、ランパレスが第二十三代の王となっていた 
のであった。 
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ビクスの父親であるサトゥル ヌス にかんしては、かれが人間であったことを否定する人たち 
は、そのような神々を拝する者らがどのように判断しているかを見るがよいであろう。かれに 
ついて他の著述家は、かれが息子ビクスの前にイタリアで統治していたと記している。ウヱル 
ギリウスもまた、かなりよく知られた一節でつぎのようにいっている。 

かれは高き山々に散らされたる野生の. 

種族を集め、かためて、 

かれらに法を与え、 

その名を選んでラティウムとよんだ。 

かつてかれがその境の地にあり、 

安全に身をひそめていたゆえに。 

その治世のもと、黄金の時代が 
存在したといわれる。 

しかし、これらのことは詩的な虚構であったと見なされている。そして、ビクスの父はむし 
ろステルヶスであったと主張されている。かれは動物の糞で土地を肥やすという方法を見つけ 
たきわめて巧みな農夫であった。それは、かれの名からステルクゥスとよばれる。ある人びと 
はこれをステルクティウスとよんだのであった。また、かれをサトゥル ヌスとよぶ ことにした 
理由が何であれ、このステルヶスまたはステルクティウスは、たしかに農耕にかんする功績ゆ 
えに神とされたのであった。 
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同じように かれらはその息子 ビクスを も神々の列に数え入れたのであった。かれらは，かれ 
がよく 知られた占者、戦士であった と 主張している。 ビクスはラウ レントゥムの第二代目の王 
ファウヌスという 子どもをもった。この人物もまた神である。あるいは神であった。トロヤ戦 
争の前には、死者にたいしてこのような神的な栄誉を与えていたのであった。 

(一) ピクスは「木つつき」の意であるが、 ロー マでは、この鳥の木をつつく音は予言のために重要視さ 
れていた。 ローマ 神話では、かれは農耕の神サトゥル ヌス (または本文にも出てくるとおり、 ステ ル 
ケスと もよばれる)の子どもで 、ファウヌス の父、 ラティヌスの 祖父とされている。 

(二) 「士師記」四の四以下参照。 

(三) ウヱルギリウス『アェネイス』八の三ニー—五。 


第十六章 

トロヤ滅亡後のディオメデスの神格化について 

さて、 トロ ヤのあの破滅がやってくるのであるが、その破滅は至るところでうたにうた われ、 
子どもたちにもよ く 知られている。それは、その大きさと、それを記した著述家たちの卓越し 
た表現とのゆえに、ひじょうによく語られる出来事と なり、また、 ひろく知られることになっ 
た。こ ■ファウ ヌスの息子ラティヌスの治世のときにおこったのであるが、かれの名からし 
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てその王国はラテン人の王国とよばれはじめ、ラゥレントゥムという名は絶えることとなった。 
ギリシアの征服者たちが破壊されたトロャをあとにして自分たちの祖国へ帰ったとき、かれら 
はさまざまな種類の恐ろしい災いによっていためつけられ、苦しめられたのであった。それに 
もかかわらず、かれらもまた、かれらのうちのある者を神々のうちに加えて神々の数を増した 
のであった。 

じっさい、ディオメデスでさえ、神にさせられたのであった。かれは神によって課せられた 
罰によってかれ自身の国へ還るのを妨げられたといわれている。かれの仲間らが鳥に変えられ 
たことは、いわれのない詩人の空想物語りではなく、歴史的な事実として証拠だてられている。 
しかし、想像の上ではひとりの神とされたけれども、まちがいなくかれは、自分でその仲間ら 
を人間へとふたたび回復することはできなかったし、また、天上の王国に新しく加えられた者 
として、自分の王であるユピテルにそれを求めて達成することもできなかったのであった。 

そればかりか、かれの神殿がアプリアのガルガヌス山からそれほど遠くないディオメデスの 
島にあって、その鳥たちが神殿のまわりを飛びまわり、そこに住みつき、そして、くちばしに 
水をいっぱい含んで撒き散らすというようなきわめて不思議な忠誠ぶりを見せているという。 
ギリシア人やギリシア人の系統から出た者たちがそこに•やってくると、鳥たちはおとなしくな 
るだけでなく、その上にきてじゃれつきさえするのである。ところが、他民族の者を見つける 
なら、その頭上に飛んで、致命的ともなるほどの危害を加えて傷つけるという。じっさい、鳥 
たちはこの戦闘に十分な固く巨大なくちばしで武装しているとうわさされているのである。 
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(一)ディ オメ デスはホメロスの作品において、アキレウスにつぐ英雄として描かれている。 トロ ヤの物 
語りでは、アルゴスの兵を八十隻の船にのせて出陣、智勇兼備の武将で、オデュツセウスと行動を共 
にする。のちにイタリアに来て、ダウ ヌス 王の娘を娶り、ダウニア王となってここで世を去った。か 
れの名によってデイ オメ デスの島とよばれた島に葬られ、かれの部下たちは鳥と化したと伝えられる。 


第十七章 

ゥアルロが述べている人間の変身についての信じがたい話 

さらにゥアルロはこれに加えて、他のものと同じような信じがたい話に言及している。それ 
は、ゥリクセスの仲間たちをも獣に変身せしめたあの偉大にしてこの上もなくよく知られたキ 
ルヶや、また、運命に導かれてある湖水を渡り、そこで狼に変えられたアルカディア人にかん 
するものである。アルカディア人は自分たちと同じような野生の獣と一緒に、その地方の荒れ 
果てたところに生きたのであった。しかし、もしもかれらが人間の肉を食べなかったなら、九 
年のちに湖を泳いでもどり、ふたたびもとの人間に変えられるのである。さらに、かれはデメ 

(二) (三) 

ネトスとかいう名をはっきり挙げている。アルカディア人たちが自分たちの神リュカイオスに 
子どもを犠牲としてささげるのをつねとしていたのであるが、デメネトスはその犠牲を食した 
ので、そこで狼に変えられてしまったのである。そして、十年してかれは本来の形姿にもどさ 
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れ、拳闘士と して 訓練を積んで、オリンピア競技で賞を 獲得したのである。 

この同じ歴史家は、アルカディアにおいては、リュカイオスがパン•リュカイオスとかユピ 
テル•リュカイオスというように姓が付けられているのは、人間の狼へのこの変化ゆえであっ 
てそれ以外ではないと考えている。それは神的な力によってのみおこるのだと見なしているの 
である。というのは、「狼」はギリシア語では「リュコス」^:§ハといわれるからであって、 
そこからして、リュカイオスという名へ転じられたのは明らかである。かれは、ローマ人ルべ 
ルキも、その起こりを、これらの神秘的なことから出ているものとし、いわばそれらのことが 
種子となっているというのである。 

(一) プリニゥス『_然誌』八のニニ。 

(二) この名はほかでは見られない。 

(三) リュカイオスはアルカディアの同名の山に祭られたゼゥスの呼称。この山ではリュカ イオ スのため 
に祭りが催されたが、そこでは犠牲にささげられた人間の肉を食べた者は、九年間狼に変身するとい 
う伝えがぁった。 

(四) ラテン語の lupus . 

(五) 本卷第士一章参照。 
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第十八章 

これらの変身について、わたしたちは何を信じるべきであるか 

しかし、ダエモンらのこれほどの嘲弄にかんして、これらの話を読む人は、それについてわ 

たしたち が 何を いおうと するか、 おそらく聞くことを 期待するであろう。わたしたちは、 「 パ 
(一) 

ビロンの中から」逃れ出るべきであるという以外に何をいうことができるであろうか。この預 
言的な指示は霊的に理解されるのであって、いうまでもなくそれは、不信仰な天使と不信仰な 
人間との社会であるこの世の国から、「愛によってはたらく」ところの信仰の歩みによって進 
みつつ、生ける神へ避難すべきである、という意味である。たしかに、このもっとも低い世に 
おいてはダエモンのうちにより大きな力を見るのであるが、それを見れば見るほど、わたした 
ちがいっそう堅固にそのかたをとおしてもっとも低いところからいと高きところへと登りつく 
ことのできるあの仲保者によりすがらねばならないからである。 

というのは、もしもわたしたちが、これらの話を信じてはならないといっても、今日でさえ、 
この種のことはまちがいなく聞いたのだ、とか、それらのことを直接見聞したのだ、と主張す 
る人びとが見いだされないわけではないからである。じっさい、わたしがィタリアにいたとき、 
わたし自身がその国のある地域からそのようなことを聞いたものであった。そこでは、これら 
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の悪しき術に習熟している宿の女主人たちは、自分たちがそれをのぞんだり、それが可能とな 
ったとき、旅人たちにチーズを与えるのをつねとしていたといわれる。このようにして、その 
客たちはただちに駄獣に変えられ、あらゆる種類の必需品を運び、そしてそののち、かれらが 
その仕事を完了したとき、かれらはふたたび自分自身にもどったというのである。とはいえ、 
かれらの心には、動物的なものでなく、理性的で人間的なものが保ちつづけられたのであった。 
これは、アプレイゥスが『黄金のろば』と題する書物のなかで、白分に起こったこととして記 
していることであるが、くすりを一服飲むと、その者は人間の心をもったままでろばになると 
いうのである。しかし、これは事実であるかも知れないし、虚構であるかも知れない。 

この種の話が虚偽であるか、それとも、すくなくとも異常なものであって、信頼されないの 
は当然のことである。しかしながら、わたしたちは、全能であられる神は、罰するという仕方 
によってであれ、助けるという仕方によってであれ、のぞまれるすべてのことをなされるとい 
うまったき確信をもって信じなければならないのである。他方、ダエモンらは(かれらは天使 
的な被造物ではあるが、いまではそれ自身の悪しき意志によって邪悪なものとなっているので 
あるから)、神が許容されるところのことのほかに、その本性に属する力によっては何ごとも 
なしえないのである。神の裁きはしばしば隠されたものであるが、けっして不公正なものでは 
ないのである。ダエモンらは、わたしたちがいま問題にしているような何らかの芸当をじっさ 
いにおこなうとしても、もちろん存在を有するものを創造することなどはないのであって、真 
実の神によってつくられた存在をたんに見かけの上でのみ変化させて、そうでないもののごと 
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くに見せているにすぎないのである。 

このようなわけで、魂はいうまでもなく、からだも、ダ H モンの技巧や力によって動物の肢 
体や輪郭へと変えられるというようなことは、いかなる理由によっても信じてはならないので 
あって、かえって、それは人間の幻影なのだと信じるべきである。その幻影は、想念や夢のな 
かで、無数の種類のものをとおしてさまざまに変化するのであり、そして、それは物体ではな 
いが、おどろくほどの速さで物体の姿とよく似た形をとるのである。人間の身体の感覚が眠っ 
ていたり抑圧されたりするときに、何かわからないがことばで表わすことのできない仕方で物 
体的形象となって他の人びとの感覚にもたらされるのである。 

このように、人間のほんとうの身体そのものはどこか他のところに横たわっており、たしか 
に生きているのではあるが、しかし、眠りのときよりもはるかに深く、また重苦しく昏睡状態 
に陥っているような感覚に閉ざされていることを意味している。その間、幻影は何らかの動物 
に似た形態をもって他人の感覚に現れ、人は自分自身もそのような状態にあって荷物を運んで 
いるのだと自分におもわれるのであって、それはちょうど夢でそのようなものを見たりするこ 
とがあるごとくである。けれども、この荷物がほんとうの物体であるばあいには、それは人間 
をからかうためにダエモンらによって運ばれているのである。人間は一方では荷物のほんとう 
の物体を、他方では駄獣となった虚偽の身体を識別しているのである。 

たとえば、プラエスタンティゥスとかいう名の人物がいたのであるが、かれは自分の父親に 
おこったことを伝えているのである。すなわち、父親は、自分の家のいくつかのチーズのなか 



396 


に入っていたくすりを一服飲んで寝台に横になった。そして、あたかも眠っていたかのようで 
あった。しかし、どうしても目を覚ますことができないでいた。何日かして、目を覚まし、眠 
っていたかのように自分の経験を夢として物語ったのである。かれは馬になり、他の荷物を運 
ぶ動物と共に、レティカといわれている穀物(レティアへ輸送されるゆえにそのようによばれ 
た)を軍人たちのところへ運んだのである。じっさいに、そのとおりのことがおこったことが 
わかったのであるが、すくなくともかれにとって、それがたんなる夢のごとくにおもわれたの 
であった。 

また、他の人はつぎのように伝えている。かれは夜に、自分の家で休む前に、ある哲学者が 
自分のところへやってくるのを見たのであった。それはかれにはよく知られていた人物であっ 
た。この哲学者は、かれがかつて尋ねたときに説明しようとはしなかったところのプラトンの 
哲学について、いくつかのことをかれに説明したのである。そこで、かれは、哲学者の家で質 
問したときに説明しようとはしなかったことを、なにゆえ他人の家でやってくれることになっ 
たのか、問うたのであった。その哲学者は答えて、「わたしはやってはいない。わたしは自分 
がやったという夢を見たにすぎない」といったのである。これによって明らかなのは、ある人 
間が眠りのなかで見たところのことが、他人には幻影というすがたをとって示される、という 
ことである。 

これらの話は、わたしたちが信ずるに値しないと考える人びとによって語られたものではな 
く、わたしたちに偽りを語っているとはおもえない報告者によって語られたものである。それ 
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ゆえに、ひろく語られたり、文書に記録されているこのようなことは、それがじっさいにぉこ 
ったとすれば、いまいったような仕方でおこることもあったとおもわれるのである。 つまり、 
アルカディアの神々によって、というよりも、むしろダエモンらによって、人間が狼に変えら 
れることがよくあつたということや、 

ゥリクセスの仲間を魔力によって変えた 

といわれるキルケの芸当のことである。しかし、ディ オメ デスの鳥たちは、その種を、相継ぐ 
子孫を通じて保持していくと伝えられているので、わたしは、かれらは人間の変身によってで 
きたのではなく、さらわれた人間たちの代わりをしているのだと考えている。それはちょうど、 
雌鹿がアガメムノン王の娘イピゲネイアの身代りとなったのと同様である。 

というのは、この種のたくらみは、神の判断によって許容されたダエモンらにとっては、そ 
れほど困難もなくおこなわれうるのだからである。けれども、かの処女はのちに生きて発見さ 
れたので、雌鹿がかの女の身代わりに置かれたということは容易に知られたのであった。それ 
にたいして、ディ オメ デスの仲間たちは突然に姿を消して、そののちどこにも現れず、悪しき 
天使らの復警によって滅ぼされたのであって、それゆえに、かれらはそのような鳥に変えられ 
てしまったと信じられているのである。つまりその鳥というのは、その種類のものが見出され 
る遠い場所から別の地点へとひそかに連れてこられて、突然かれらの身代わりとされた鳥のこ 
とである。 

その鳥 、： A くちばしで水を運び、ディ オメ デスの神殿に注ぐということ、また、ギリシア系の 



398 人びとにはこびへ つらうが、 外国人に向かっては襲撃するとい うこと、 ——これらのことはダ 
エモンらが刺激を与えてそのようにさせているとしても不思議ではない。ディオメデスが神に 
なって、人間をこのような仕方で欺くことができるのだと説得することは、ダエモンらの利と 
なるからであって、それは、人間が多くの虚偽の神々を拝し、唯一にして真の神をあなどり、 
神殿や祭壇、犠牲や祭司など(それらが正しいものであるばあいは、唯一にして真の神にのみ 
帰せられる)によって、死んだ人間たち、すなわち生きていたときでさえ、真に生きていたわ 
けではないような者たちに専心するためである。 

(一) 「イザヤ書」四八の二〇。 

(二) 「ガラテヤ人への手紙」五の六。 

(三) アプレイウス(二 世紀頃の アフリカ 生れの哲学者)については、本書の第四卷第二章参照。 

(四) アルプスとドナウ川との あいだには さまれ た地域。 

^ (五)ウヱルギリウス『選；€』八の七〇。 

W 令^ 、 <1 (六)イピゲネイアはアガ メム ノンと クリュ タイムネストラとの 娘。 トロ ヤ戦争時、 アガ メム ノンは ギリ 
シア 軍中の最大の予言者 カルカスの ことばによって、オ デュ ッセ ウスとメネラオスに 迫られて娘を ア 
キレウスと 結婚させる という 口実で呼びよせ、犠牲に供せんと - L たところ、 アルテミスが それをあわ 
れみ、鹿を身代りとし、かの女を タウロス 島へさらって行った と 伝えられる。 
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第十九章 

アエネアスのイタリア到着 

さて、 トロ ャが奪われ、破壊されてのち、アエネアスは トロ ャ人の生き残った者たちを運ぶ 
二十の船と共に、イタリアへやって来たのであったが、その時期には、そこではラティヌスが 
支配していた。また、メネステウスがアテナイ人のもとで、ポリュピデスがシキヨン人のもと 
で、そしてタウタネスがアッシリア人のもとで、それぞれ王として統治していたが、へブライ 
人のもとではラブドンが判事(士師)であった。ラティヌスの死ののち、アヱネアスが三年間統 
治したのであったが、ペラスゴスがすでにシキヨンの王となり、サムソンがへブライ人の判事 
となっていたことを除いて、上述の地では同じ王たちが支配していた。サムソンはおどろくベ 
き力の持ち主であったので、ヘルクレスだと見なされていたのであった。ラテン人たちは、ア 
エネアスが死んでのちその姿が見られなかったので、かれを自分たちの神々のぅちに加えたの 
であった。 

サビニ人たちもその初代の王を自分たちの神々のぅちに登録した。その名をサンクス、また 
は、ある人びとはサンクトゥスとょんだのであった。アテナイ人の王コドロスが、かれの国の 
敵であったペロポネソス人に自分を殺させるため、その正体を隠して、かれらに身を晒し、そ 
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れを果たしたのもこの同じ時期であった。このようにして、かれは祖国を救ったといわれてい 
るのである。というのは、ペロポネソス人は、かれらがアテナイ人の王を殺害するなら、その 
ときには勝利者とはならないであろうという神託を受けていたからである。そこで、コドロス 
は貧乏人の姿で現れてかれらを欺き、かれらを刺激して自分を殺させるよう口論を吹っかけた 
のであった。そこからしてウヱルギリウスは、「コドロスのけんか」といっているのである。 

アテナイ人たちはかれをも、その栄誉ゆえに犠牲をささげて神として崇めたのであった。ア 
エネアスの息子シルウィウス——かれはその国の第三代目の王アスカニウスの母親であるクレ 
ウサから出たのではなく、ラティヌスの娘ラウィニアからアエネアスの死後に生れた息子とい 
われる——がラテン人の第四代目の王、オネウスがアッシリア人の第二十九代目の王、また、 
メラントスがアテナイ人の第十六代目の王、そして祭司エリがへブライ人の判事であったとき、 
シキョン人の王国は消滅したのであった。それは九百五十九年間つづいたと伝えられている。 

(一) 「士師記」一二の一三以下参照。ラブドンはアブドンともよばれる。 

(二) サムソンはイスラエルの士師のうちの最後の、もっとも特色ある人物である。かれの一生はペリシ 
テ人とのたたかいであったが、神の力を与えられて多くの勝利を得た。しかし、最後にデリラとの愛 
に惑わされて神の力を失った。 

(三) コドロスは伝説的なアテナイの王。メラントスの子。父のあとを継いで王となったが、敵がデルポ 
イの神託によってアテナイ王を殺さなければ勝利を得るであろうと告げられていたことを知って、貧 
しい身なりをしてみずから敵陣に近づき、けんかを吹っかけてわざと殺された。敵はこれを知って軍 
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を引いたと伝えられる。 

(四) ウユルギリウス『選詩』五の二。 

(五) アエネアスとラウイニアの子ども。アスカニウスはラウィニウムを義弟にゆずり、アルバ•ロンガ 
市を築き、死後この市をもシルウイウスにゆずった。シルウイウスのあとを祖父と同名のアエネアス 
が継いだ。 

(六) 士師時代の終わりのころの士師(判事)のひとり。祭司でもあった。かれは「神の人」ともよばれる 
ようになったサムエルを、その幼少時代に訓育。エリは四十年間イスラエルをさばいた。 


第二十章 

判事の時代以後のイスラヱルの王位について 

その後まもなく、同じ王たちがいま述べた地において支配しているときに、判事(士師)の時 
代は終わり、イスラエル王国はサウル王をもって開始された。それは預言者サムエルの時代で 
あった。その時期から、ラテン人の王たちはシルウィウスといぅ名でよばれはじめたのである 
が、最初にシルウィウスといわれたのは、まちがいなくアエネアスの息子であった。そしてか 
れののち、かれの後継者たちは、与えられた固有の名前の上にこの姓を加えることを忘れなか 
った。それは、ずっとのちに、ヵエサル•アウグストゥスの後継者たちがヵエサルといぅ姓を 
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(一) 

れも王位を継ぐことはなくなって、サウルの死後ダヴィデが王国を継ぐことになった。それは 
サウルが王権を得てから四十年のちのことであった。 

その時期に、アテナイ人たちは、コドロスの死後に王制を止めて、国家のことがらを管理す 
るために行政官をもちはじめることになった。ダヴィデもまた、四十年間統治したが、そのの 
ち、息子のソロモンがイスラエルの王となった。かれはエルサレムにあのよく知られた神の宮 
を建設したのであった。また、その時代にラティウムにアルバが建設され、そのとき以来、王 
たちは、同じラティウムの地域を統治したが、ラテン人の王とよばれる代りにアルバ人の王と 
よばれるようになった。ソロモンのあと、その息子レハべアムが継承したが、かれのもとでそ 
の民は二つの王国に分割され、それぞれの国がその王をもつことになったのであった。 

(一) 「サムエル記下」二の四参照。 

(二) 同上、五の四参照。 


第二十一章 

神格化された者を含むラティゥムの王たちについて 
神とされたアヱネアスののち、ラティゥムは十一人の王をもったが、そのぅちのだれも神と 
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されることはなかった。しかし、 ア H ネア スの第十二代目の後継者であった アウ ヱンティウス 
は、戦いで打ち倒され、そして、いまもなおかれの名でよばれているあの山に葬られたので 
あったが、のちに人びとはかれを、自分たちのためにつくった神々の数のうちに数え入れた 
のであった。たしかにある人びとは、かれが戦いで殺されたと記すことを欲せず、かれは姿 
を消したといったのであった。また、その山はかれの名によって名付けられたのではなく、 
鳥の到来から アウ ェンティヌスとよばれるようになったというのである。 

この王ののち、ラティウムで神とされたのは ロ ーマの建設者 P ムルスのみである。これらの 
者のあいだに二人の王が見出されるが、その最初のほうは、ウヱルギリウスの詩句によれば、 
その次にくるのはかの プロ ヵ。 

トロャの民族の誇り。 

とうた われている。 この 者の時代には、すでにある意味で p 1マは誕生し ようとして いたので、 
あらゆる王国のうちでも最大のものであったアッシリアは、その長くつづいた時代の終わりに 
来ていたのであった。じっさい、一 I ヌスの 父親べルス、すなわち、初代としてその小さな領域 
において支配力をもつことで満足していた王の時代を数え入れるなら、およそ千三百五年のの 
ちに、支配権はメディア人へと手渡されたわけである。 

ところで、 プロヵスはアムリウスの 前に王であった。さらに、 アムリウスはその 兄弟の ヌミ 

トルの娘- レアと いう名でよばれる-をウヱスタの乙女とした。かの女は イリアと もよば 

れ、ロムルスの母親であった。人びとは、かの女がマルスによって双生児を生んだと主張する 
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するのである。人びとは、その幼児たちが遺棄されてのち雌狼によって養われたということを 
証拠として引用するのである。それというのは、かれらは、この種類の動物はマルスに属する 
と考えられたからであって、そのため、雌狼はその幼児たちに主人であるマルスの息子たちを 
認めたゆえに、かれらに自分の乳房を与えたのだ、と考えているのである。しかしまた、つぎ 
のようにいう者もいなかったわけではない。すなわち、遺棄された子どもたちが泣き叫んで横 
たわっていたとき、はじめに、だれであるかは知られないが、ある売春婦によって拾い上げら 
れ、子どもたちはその乳房をはじめて吸ったのであって(「雌狼」という名は売春婦に用いられ 
ており、そこからしてその評判の良くない家は今日でも「狼の巣」とよばれている)、そののち 
に、かれらはファウストゥルスという名の羊飼の世話となり、その妻アッヵによって養育され 
たというのである。 

しかし、神が、残酷にもこれらの幼児たちを水のなかに捨てるように命じたその王たる人間 
をとがめるために、その者をとおしてかくも偉大な国を建設しようとされたところのその子ど 
もたちを助けて、ご自身の神的なはからいによってかれらを水から救出し、野生の動物に養育 
されることを欲しられたのだとしても、何が不思議であろうか。ラティウムの王国では、アム 
リウスのあと、その兄弟のヌミトルが継承したのであった。かれはロムルスの祖父である。そ 
れによってかれはのちに、自分の孫ロムルスと共に統治することになったのである。 

(一)ウヱルギリウス『アエネイス』六の七六七。 
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(二)アムリゥスはアルバの第十五代目の王。プロヵスの子どもで、ヌミトルの兄弟である。父は遺産を 
二人に分けたが、王国を受けたヌミトルはアムリゥスにょって追い出される。しかし、ヌミトルの娘 
レアの双生児ロムルスとレムスにょって王位を奪われ殺されることになる。 


第二十二章 

アッシリア王国の終わりとともにはじまつたローマの建設 

多くのことにかかずらうことを避けるために述べるとすれば、ローマの都は、いわば第二の 
バビロンとして、そして、いわば第一のバビロンの娘として建設されたのであった。この都を 
とおして世界を征服し、国家にかかわることがらと法との一つの社会へ導き、長くかつ広い平 
和を確立することは、神の嘉されるところであった。というのは、すでにそのときには、強力 
で勇壮な人民、戦いに熟達した種族が存在していたからであって、かれらは容易に屈服するょ 
うな種族ではなく、両方の側の大きな危険と荒廃、そして小さからぬ恐るべき困難を伴ってで 
も征服される必要があったのである。アッシリア王国がほとんどアジアの全体を服属させたと 
きには、それが戦いにょって成し遂げられたとはいえ、それほど大きな残酷さと困難もなく達 
成されたのであった。それというのは、諸民族はまだ抵抗するだけの熟練を積んではおらず、 
また、それほど多くもなければ、強力でもなかったからである。 
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たしかに、ニヌスがインドを除くアジアの全体を服属させたときは、ただ八人の人間だけが 
ノアの箱舟によって逃れたあの大きな、そして全体的な洪水ののち、千年以上経過していたわ 
けではなかった。それにたいして、 ロー マは、わたしたちが ローマ 人の支配力のもとに服属さ 
せたことを知っているところの東方と西方のすべての種族を、それほど早く、かつ容易に征服 
したのではなかったのであって、なぜかといえば、 ロー マは徐々に強大になっていったので、 
どの方向に勢力拡張をおこなうにしても、諸種族に出会ったときには、相手は強力で好戦的で 
あったからである。 

このようなわけで、ローマが建設されたときには、イスラエルの民は約束の地に七百十八年 
をすごしたのであった。そのうちの二十七年は ヌン の子ョシュアの時代に属し、 つづく 三百二 
十九年は判事(士師)の時代に属している。さらにまた、その国に王制が存在しはじめてから三 
百六十三年が経過していたのであった。このときのユダの王はアハズとよばれた。あるいは、 
他の人びとが推算するところによれば、それはアハズの後継者ヒゼキヤであった。この人物は 
きわめて敬虔な王であったとされており、ロムルスと同じ時代に支配したことになる。他方、 
イスラエルとよばれたへブライの民の国では、ホセアが支配しはじめていたのであった。 

(一) 本書第十六巻第十七章参照。 

(二) アハズはユダ王国の王(前七三五年から七一五年まで在位)。シリア、エフライム戦争でエルサレム 
が連合軍に包囲されたとき、イザヤの反対にもかかわらず、アッシリアに神殿の宝を贈り、援助を乞 
うた。 
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(三)ヒゼキヤはアハズの子である(前七一五年から六八六年在位)。二十五歳で王位を継ぎ、即位後、宗 
教改革を断行した。 • 


第二十三章 

エリュトライのシビュラとキリストにかんする預言 

ある人びとは、エリュトライのシビュラが fi 言をおこなったのもこのころのことであると 伝 
えてい(^。ゥァルロは、シビュラは一人ではなく、複数であったとわたしたちに報じているが、 
エリュトライのシビュラは、たしかにキリストについてあることを記したのであったわたし 
たちもこれをはじめにラテン語で読んだのであるが、それは粗野なラテン語にょるあぶなっか 
しい韻律の詩句であった。わたしたちはのちに知ったことであるが、これは、名の知られない 
ある訳者の未熟さのせいであった。 § 

さて、わたしは このことを、 総督でもあったかの著名な人物 フラキ アヌスとの会話のなかで 
認めたのである。かれはすぐれた雄弁と深遠な学識の人であった。わたしたちが キリストに つ 
いて会話を交わしていたと き、 かれはエリュトライのシビュラのぅたであると いって、 ひとつ 
のギリシア語写本をわたしに示したのである。かれは、そのなかのある箇所で各行の頭をつら 
ねたなら次のょぅに読まれる ことを 示したのであった。「イエスゥス•クレイストス ニ アゥ. 
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フュイオス•ソテ I ル」。これはラテン語で「イエスス.クリストゥス•デイ•フィリウス. 
サルウァトール」(イエス•キリスト、神の御子、救い主)となるのである。 

各行の頭の文字が、わたしたちの述べたような意味となるこの詩句は、あるひとによって訳 
されたより健全なラテン語によれば、つぎのごとくである。 

⑴裁きの日のしるしに、地は汗の雫をたらすであろう。 

( E ) 永久に支配せんとして、ひとりの王が天の座から来るであろう。 

⑸すなわち、地を裁くためにかれは肉のうちに現存する。 

(0)だからして、不信仰者も信仰者も神を見ることができるであろう。 

( U この神は、この世の終わりのとき、聖徒たちと共に天の高みにおられる。 

)( s ) 魂は肉と共にそれらを裁かれる神の御前に出るであろう、 

fcH 地がいばらの茂みに厚く覆われた まま 打ち捨てられているときに——。 

g いまや人間たちの偶像もその財宝も、すべてがしりぞけられるであろう。 

( E ) 火は大海と天空に燃え上がり、地を焼きつくすであろう。 

⑴そして、忌むべきあのァウ H ルヌスの門を打ち砕くであろう。 

⑸けれども、自由の光がすべての聖徒たちの肉に注がれ、 

⑺永遠の焰が罪人らを焼きつくすであろう。 

(0)隠れた行為を明らかにしながら、そのときだれもが秘密を語るであろう。 

⑸そして、神はすべての者の胸を開き、光のうちへもたらされるであろう。 
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第十八巻第二十三章 


TH) そのとき、嘆きの声が立ちのぼり、だれもが歯ぎしりをすることであろう。 

( EX 太陽の光条は消え失せ、星々の輪舞は沈む。 

( Q ) 天は巻き上げられ、月光は色あせる。 
y 丘は低くせられ、谷は高められる。 

S 人間の世界には高さも深さもなくなり、 

⑴山は平地に等しくされ、 

(0)青い大海はすべての動きを止めて、地は砕かれるであろう。 

⑸泉も流れも同じように火によって涸れ果てる。 

⑸けれどもそのとき、 

らっぱの音が高みにひびきわたるであろう。——悲し気に、沈痛な調子で。 

(0)悲惨な所業とさまざまな労苦とを嘆きながら。 

S 地は裂け、タルタロスは深淵をあらわにする。 

( E ) そしてそのと き、 王らは神の前に一つとなって立たせられるであろう。 
g 天からは火の川と硫黄の流れが潮のごとくに落ちてくるであろう。 

とにかくギリシア語からラテン語へと訳されたこれらの詩句は、順番に読まれる頭の文字に 
よってできあがったあの本来の意味(ィエス•キリスト、神の御子、救い主)を完全に伝えるこ 
とはできなかったのである。なぜなら、ユプシ ロン ( T ) の文字がラテン語において位置を占め 
るべきところでは、それと同じ文字ではじまって、しかも意味に適っているようなことばが見 
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いだされなかったからである。第五番目、第八番目、そして第十九番目がそのような三つの行 
である。そのため、それら三つの行の最初の文字を順番につないで読むということをしないで、 
その代りにその箇所にユプシロン ( T ) を置いて順番に読んでいくなら、五つのことばから成る 
一つの句が表わされてくる。すなわち、「イエス•キリスト、神の御子、救い主」である。し 
かし、これはラテン語としてでなくギリシア語として語られたばあいに限ってのことである。 

ここには二十七の詩句がある。二十七は三の立方体である。三の三倍は九であり、九の三倍 
は、形体が平面に高さを加えて上がっていくように、二十七となるからである。 もしも わたし 
たちがこれら五つの ギリシア 語、すなわち 「イエスウス•クレイストス•テウ •フユ イオス • 
ソテール」-ラテン の 「イエスス.クリストゥス•デイ •フィ リウス •サ ルウアトール」 

(五) 

——の最初の文字を結び付けるなら、「イクトゥス」 という ことばになる。これは「魚」のこ 
とである。この名詞については、秘義的な意味でキリストが解される。キリストは、いわば海 
の深処とでもいうべきこの可死性という深淵のなかで、生きて、すなわち罪なくして、存在さ 
れたからである。 

さて、このシビユラは、それが エリ ユ トライの ものであるか、それともある人びとが信じた 
がっているようにクマエのものであるか、いずれにせよ、そのうたの全体のなかに、そしてこ 
れはそのごく小さな断片であるけれども、虚偽の神々やつくり上げられた神々の崇拝にかんす 
ることがらは何もない。じっさい、かの女はそれらの神々やその礼拝者たちに対してはつよく 
反対しているので、明らかにかの女は神の国に属する人びとのなかに入れられるべきとおもわ 



411 


第十八巻第二十三章 


れるのである。ラクタンティゥスもまた、シビュラのキリストにかんするいくらかの預言を、 
そのとおりに表現しているわけではないけれども、自分の著作のなかに揷入している。かれ自 
身はそれらを別々に引用しているが、しかしわたしは、かれが残している多くの短かい断片を 
一つの長いものであるかのように一貫したことばに置いてみようとおもい立ったのである。 

かれはいう。「そののち、かれは不信仰な者らの邪悪な手のうちに落ちたのであった。かれ 
らはその汚れた手で神に平手打ちを加え、その不浄なる口から毒のあるつばを吐いた。けれど 
も、かれはまっすぐな意志によってかれらの打つ手に自分の聖なる背を差し出した。かれは拳 
で打たれても黙しているであろう。かれが御言として来ていること、また、どこから来ている 
かということを知ることのないように。それは、下界にいる者たちに語りかけ、とげのある冠 
をかぶせられるためである。かれらは食糧の代りに胆汁を、喉の渴きに酢を与えた。これがか 
れらの見せようとした冷遇の食卓なのである。 

あなた自身はその愚かさのゆえに、あなたの神が死すべき者の心を嘲られるとき、その神を 
.認めることがなかった。かえって、あなたはかれにとげのついた冠をかぶせ、いとわし-^胆汁 
を混ぜたのだ。しかし、神殿のとばりは裂け、真昼に夜となって三時間、深い暗黒がおおうこ 
とであろう。かれは眠りに落ち、三日間その死を死ぬであろう。そしてそのとき、かれは下界 
から戻る最初の人となり、呼び戻された者たちに復活の始めを示して、光のもとにやって来る 
であろう」。 

ラクタンティゥスは自分の議論のなかに I その議論と いうのは、 かれが証明し ようと 志し 
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ているところのことがらが必要としているとおもわれるものである——シビュラのこの証言を、 
それぞれ別々に挿入しているのであるが、わたしたちのほぅは、それらを間を入れることなく 
一つの連続したものに置き替えて、ただ最初の文字によって区別されるよぅ配慮したのであっ 
た。ただし、それは写字生が よく 気を付けてそれを忘れることがないとしての話であるが I 〇 
なお、ある人びとは、エリュ トライの シビュラは ロム ルスの時代に存在したのではなく、 トロ 
ャ戦争の時代に存在した、と記している。 

(一) シビュラの預言については本書第三巻第十七章にも述べられた。シビュラはアポロンの神託を告げ 
る巫女のことであるが、ゥァルロは、前四世紀に複数のシビユラが存在したと記しており、ペルシア、 
リビア、デルポ イ 、キメリア、エリユ トライ、 その他の地を含め、十名をあげている。 

(二) このフラキアヌスは、アゥグスティヌスの『アヵデミア駁論』一の一八に出てくる人物と同一と見 
られる0 

(三) v >?§ c )9 ></>e ミ rdJ ^ SGTV ^ lw ' IS . 1 0. 

(四) Jesus Cliristus Dei Filius Salvator . 

(五) 一 x §? 9(piscis -魚)。 

(六) ラクタンティゥスは二五〇年から三一七年。アフリヵ生れのキリスト教護教家、修辞学者。『神学 
綱要』他を著わした。 

(七) 『神学綱要』四の一八—一九。 
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第十八巻第二十四章 


第二十四章 

ロムルスの同時代に出た七賢人およびロムルスの神格化について 

ロムルスが王位にあった同じ時代に、ミレトスのタレスが生きていたと伝えられている。か 
れは神学的詩人たち——そのなかではオルべゥスがもっとも有名であった——のあとに出た七 
賢人の一人であって、かれらは「ソフォ C 」 すなわちラテン語で「知恵ある人びと」とよばれ 
たのであった。そのころ、民の分割によってィスラエルとよばれることになった十の部族が力 
ルデア人によって征服され、その地へ捕囚となって連れ去られた。ユダという名でよばれてい 
た二つの部族は、ユダヤの地に残存しており、エルサレムを王国の座としていたのであった。 

ロム ルスが死んで、かれもまた姿が見えなくなったので、だれもがよく知るとおり、 ローマ 
人はかれを神々のうちに加えたのであった。このようなことはすでに停止されていたので(の 
ちにヵエサルの時代におこなわれるようになったのであるが、それは誤まった信仰によるもの 
ではなく、ただ igo レによるものにすぎなかった)、 キヶロはロム ルスに大いなる賛辞を贈って 
いるのであ努。つまり、人びとが容易に誤まりのなかに陥るような粗野で無知の時代にではな 
く、すでに洗練され教養ある時代にこの栄誉が与えられたというわけである。もっとも、この 
時代には、哲学者たちの精妙で巧妙なおしゃべりは、まだ沸き上がってもいなければ、また、 
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はびこってもいなかったけれども。 

しかしながら、たとえのちの時代が死んだ人間を神に仕立て上げることをしなくなったとは 
いえ、かれらはなお、昔の人びとによって立てられたこれらの神々を拝し、神々として保持し 
たのであって、そのことを止めたわけではなかった。じっさい、いにしえの人びとがもってい 
なかった諸々の像を用いて、虚しく不敬な迷信の誘惑をいよいよ増すに至ったのである。これ 
は、かれらの心のうちにはたらく不浄なダエモンらの所業となすべきであって、ダエモンらは 
人を迷わせる奸計や神託などによって人びとを欺き、そのため、いっそう洗練された時代には 
神々の悪行にかんするつくり話はつくられたわけではなかったにしても、それらのつくり話が 
虚偽の神霊への忠誠の行為として、見世物のなかで破廉恥にも演じられていたのであった。 

ロムルスのあとはヌマが支配したのであるが、かれはその国が多数の神々の守護を必要とす 
るという考えをもっていた。もちろん、虚偽の神々である。けれども、かれ自身はその多数の 
うちに登録されるという栄誉を得ることはなかった。かれは、天が神々の大群によってぎっし 
りと詰まっており、そこに自分が入る余地を見つけることができない、とでもおもったのであ 
ろうか。かれがローマで支配していた同じ時期に、サモスのシビュラが存在しており、また、 

へブラィ人のもとではマナセの治世がはじまったといわれる。この者は不敬虔な王で、預言者 
ィザヤを殺害したと伝えられる。 

(一) タレスについては本書第八卷第二章参照。 

(二) §00ツ 



415 


第十八巻第二十五章 


(三) キヶロ 『国家論』二の一〇。 

(四) ヌマはローマ第二代目の王であるが、かれについてはすでに本書第二巻第十六章にも触れられた。 

(五) マナセの在位は前六八七年から六四二年。父ヒゼキヤとは逆に、悪政をおこない、偶像崇拝を奨め 
た(「列王紀下」ニーの二〇以下参照)。 


第二十五章 

七賢人と バビロニア 捕囚時代の哲学者たちについて 

さて、へブライ人たちのもとではゼデキヤが支配し、ローマ人たちのもとではタルクィニゥ 
ス.ブリスクスがアンクス•マルキゥスのあとを継いで支配していたとき、ユダヤ人の民は捕 
囚となってバビロニアに連れて行かれたのであって、エルサレムとソロモンにょって建設され 
たあの神殿は破壊されていたのであった。ュダヤ人たちの不義と不信のためにそれをとがめた 
預言者たちは、このことがかれらにおこるであろぅことを予告していたが、とくにエレミヤは 
追放の年数までも明示したのであった。 

七賢人の他の一人、ミテュレネのピッタコスが生きていたといわれるのはこの時期のことで 
ある。他の五人は、すでに触れたタレスとこのピッタコスが加えられて七人となるのであるが、 
神の民がバビロニアに捕囚となっていた時期に生きたと記している。それらは、アテナイのソ 
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ロン、ラヶダイモンのキロン、コリントのペリアンドロス、リンドスのクレオブロス、そして 
プリエネのピアスである。 

この五人はすべて、神学的詩人たちの時代ののちに「七賢人」として知られたのであるが、 
それは、かれらがその生活の様態において賞賛さるべきものであって他の人びとよりまさって 
いたからであり、また、いくつかの道徳的な教訓を短かい格言にまとめたからである。しかし、 
かれらは、ソロンがアテナイ人たちにある法を授けたと伝えられることを除いて、文字にとど 
めた記録を後世に残さなかった。タレスは自然学者であったが、かれはその教説を書にして残 
したのであった。ユダヤ人の捕囚の時代に、アナ クシ マンデル、アナ クシメ ネス、 クセノ ファ 

(六) (七) 

ネスが 自然学者としてよく知られている。 ピタゴラス もその当時の人であって、そのころから 
かれらは哲学者たちとよばれるよぅになったのである。 

(一) ゼデキヤは南王国ユダの最後の王(前五九七年から五八六 S である。ユダ王国はバビロニアによっ 
て滅ぼされることになる。第一回エルサレム陥落後、ネブヵドネザルによって王位にあげられゼデキ 
ヤと改名(「列王紀下」二四の一七以下)。のち逃亡せんとしたが逮捕されて、ネブヵドネザル王の前 
に引き出され、眼前で自分の子が殺される悲惨な運命に会ぅことになる。 

(二) タルク ィニ ゥスは 前七—六世紀の エトルリア 系の ローマ 王。在位は前六一六年から五七九年。生地 
エトルリアのタルクィ ニから ロー マに来て王となったと伝えられる。 

(三) ユダ王国は前五九七年に バビロニアに 降服し、王をはじめ兵士、上流階級、職人など、多くが捕囚 
となる(「列王紀下」二四の一〇以下)。さらに、五八七年、エルサレムは完全に滅ぼされ、住民のほ 
とんどが捕囚となった。この バビロニア 捕囚はイスラエル史を二分する大きな出来事であった。 
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第十八巻第二十六章 


(四) ソロンは前六四〇年から五六〇年頃のアテナィの政治家、詩人。貴族と平民との間の争いの解決に 
つとめ、国家の大改革をおこなった。負債の帳消し、財産評価制など、多くの法を制定した。プルタ 
ルコス『英雄伝 —— ソロン』参照。 

(五) アナクシマンデル、アナクシメネスについては、本書第八卷第二章参照。 

(六) クセノファネスについては、本書第七卷第十七章参照。 

(七) ピタゴラスについては、本書第八卷第二立早参照。 


第二十六章 

ユダヤ人の捕囚の終結とローマ人の王の支配からの解放 

同じ ころ、カルデアとアッシリアを も支配していた ペルシア 王キュロスはユダヤ人の捕囚を 
かなり軽減して、神殿をあらためて興すために五万人を帰還させた。しかし、かれらは最初の 
基礎づ くりを しはじめ、祭壇を建てたにすぎなかった。といぅのは、かれらの敵が侵入してき 
たとき、かれらは十分にその仕事を進めるだけの力をもってはおらず、ダリゥスの時代にまで 
延期されたからであった。 

この時期に『ユディト書』に描かれている出来事がおこった。もっとも、ユダヤ人はこの書 
をその正典のぅちに受けとることをしなかったといわれる。ペルシアのダリゥス王のもとで、 



418 


エレミアが預言していた七十年を満たされ、やがて捕囚は解かれて、ユダヤ人たちに自由が回 
復されたのであった。これは ロー マの第七代目の王タルクィ-ゥスが王位にあった ときのこと 
である。かれが追放されたのち、 ローマ 人たち も 自分たちの王の専制から解放されはじめたの 
であった。 

この時代までイスラ H ルの民は預言者をもっていた。それは多くの数であったが、そのうち、 
ごくわずかな者の書き物だけがユダヤ人やわたしたちのもとに正典として残っているにすぎな 
い。先の巻を閉じるときに、わたしはこれらの預言者たちについてこの巻でいくらか記述する 
ことを約束したのであったが、いま、それを果たすべきであるようにおもう。 

(一) キュロスはクロスともよばれ、ペルシア王国初代の王である(前五四九年から五二九年在位)。かれ 
は前五四九年メディアの束縛を脱して以後、リディアやギリシアのイオニア諸都市を征服し、インド 
の境にまで勢力がおよんだ。前五三九年にはついにバビロンに入城した。バビロン捕囚のユダヤ人た 
ちには寛大な政策をとり、エルサレム帰還をゆるした。 

(二) 「 H ズラ書」六の一以下参照。 

(三) ダリゥス王(前五ニニ年から四八六年まで在位)は、ギリシア遠征に失敗したが、バビロンのユダヤ 
人捕囚にたいしてはキュロスの寛大な政策を持続し、治世第二年目に、 H ルサレム神殿再興を妨害す 
ることを禁止した。 

(四) r ユディト書」は旧約外典中の一つである。ユディトというユダヤの婦人が民族の危急を救わんと 
して美貌を利用して敵方に入り込み、敵将を討ちとるという物語りがある。この書は文学的技巧にす 
ぐれた書とされている。 
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第十八巻第二十七章 


(五)本書第十七巻第二十四章末尾参照。 


第二十七章 

アッシリアの崩壊とローマの興隆の時代の預言者たち 

このようなわけで、これらの預言者たちの時代をよく見ることができるよう、すこし前の時 

代にかえろうとおもう。十二人の預言者たちの最初におかれている預言者ホセアの書のはじめ 

には、つぎのように記されている。「ユダの王ウジヤ、ョタム、アハズ、ヒゼキヤの世に、ホ 
(一) (二)> 

セアに臨んだ主のことば」。アモスもまたウジヤの治世の時期に預言したと記しているかれ 

は、同じ時期に生きていたィスラ H ルの王ヤヲべアムの名を加えている。 

ィザヤも、その書の冒頭で、ホセアが置いたそれら四人の王を置き、かれがその王たちの時 

代に預言した、と序言している。かれは、いま述べた預言者アモスの子であるか、それとも、 

より一般的に伝えられているように預言者でない同名の他の人物の子であるか、いずれにせよ、 

アモスの息子であった。ミヵもまた、自分が預言をおこなったという時代として、ウジヤの治 

世のあとのこの時期を挙げているのである。じっさい、かれはホセアによっても名が挙げられ 

た三人のつづく王、ョタム、アハズ、ヒゼキヤの名を挙げているのである。これらの預言者た 

ちは、その文書によって同じ時代に同時に預言していたことがわかるのである。かれらには、 
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ウジヤの治世のヨナと、ウジヤのあとを継いだヨタムがすでに支配していたときのヨエルも加 
えられてくる。 

しかし、これら二人の預言者たちの時期は、かれら自身の書においてではなく、『年代|20』 
において見出されるのである。かれらは自分たちの時代については黙しているからである。こ 
の時期は、ラティウムの王プロカスあるいはその前任者であったアウヱンティ ヌス から、すで 
にローマの王であったロムルスあるいはその後継者である ヌマ •ボンピリウスの治世のは じめ 
にまでおよんでいる(たしかにユダの王ヒゼキヤはこの時期にまで支配していた)。 アッシリア 
王国が滅亡してローマ王国がはじまったときに、二人の預言者はあたかも二つの預言の泉のご 
とくに湧き出たのであった。 

これはすなわち、アッシリア王国の最初の時期にアブラハムが現れてその子孫においてすベ 
ての民が祝福されるという約束を明白に受けとったように、西方の バビロン(ローマ) のはじま 
るころに、そしてその'、ハ ビロンの 支配のあいだにあの約束を成就されるキリストが来られるこ 
とになったのであるが、そのころに、預言者たちの口は開かれたのであって、それは、語りに 
よってのみでなく、文書によっても、未来におこるべきかくも大いなる出来事に証言を与える 
ものであった。王制が存在しはじめたときから、 イスラエルの 民に預言者が欠けることは ほと 
んどなかったけれども、その預言者たちはただかれらの益のためにのみ存在したのであって、 
かれらは異教徒の民には何も伝えなかった。しかし、のちに異教徒の民にも益するような、い 
っそう明白な預言の記録が手渡されるようになったときは、異教徒の民を支配すべきであった 
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この都の建設がおこなわれはじめたときであった。 

(一) 「ホセア書」一の一。 

(二) 「アモス書」一の一参照。アモスは前八世紀のユダ出身の預言者。かれは故郷ユダの地を離れ、北 
王国イスラエルの聖所べテルにおいて当時の王ヤヲべアムニ世の政治と、当時の宗教的•社会的堕落 
とを激しく攻撃する。アモスの預言活動はごく短かい期間であったと考えられる。 

(三) ミカはイザヤと同時代の預言者で「ミカ書」の著者。預言の開始は北イスラエル王国が滅亡する直 
前と見られる。前七二五年から七〇〇年頃である。 

(四) 「ミカ書」一の一参照。 

(五) ョ H ルといぅ名は旧約中に十数人出てくるが、もっとも有名であるのは、預言書ョエル書の著者で 
ある。べトエルの子であるが、エルサレムの市民であったと推察される。詳しくは知られない。 

(六) エゥセビオスの書。 

(七) アウグスティヌスはローマを西方のバビロンとよんだが、それについては本書第十六卷第十七章参 
照。 


第二十八章 

キリストにかんするホセアとアモスの 預言について 
さて、 預言者 ホセアは たしかに深遠な ことを 語ったのであるが、それだけに洞察するのに骨 


422 が折れる。しかし、わたしたちの約束を果たすために、かれの書からいくらかの箇所を選び、 
ここに引用しなければならない。かれはいう。「さきにかれらが『あなたがたはわたしの民で 
はない』と告げられたそのところで、『あなたがたは生ける神の子である』 とよ ばれるように 
なるであろう」。使徒たちもこれを、以前は神に属してはおらなかった異邦人の 民をよび出す 
ところの預言的な証言と解しているのである)。異邦人の民自身は霊的には アブラハムの子ども 
であり、それゆえにイスラエルとよばれるのは正当であるから、かれはつづけてつぎのように 
いうのである。「そしてユダの子らとイスラ H ルの子らとは同じところに集まるであろう。そ 
して、かれら自身のためにひとりの長を立てて、その地からのぼってくるであろ5§」。 

わたしたちがこのことをいま説明しようとするなら、その預言的な雄弁の香りがうすめられ 
てしまうことになるであろう。しかしながら、あの隅の石と二つの壁のことを想いおこしたい 
とおもう。ひとつはユダヤ人から、いまひとつは異邦人の民から成る壁のことである。前者は 
「ユダの子ら」の名によってよばれ、後者は「イスラエルの子ら」の名によってよばれるので 
あるが、いずれも同じところで、同じ頭によって身を支え、「その地からのぼって くる一と 認 
められるのである。さらに、いまキリストを信じようとはしない肉によるこれらイスラエ 7 U 人 
たちも、のちには信じるようになるであろうこと、すなわち、かれらの子らが信じるようこな 
るであろうこと(じっさい、これら不信仰な者たちは、死んだとき、「自分の行くべきところ」 

へ行くであろうから)-このことを、同じ預言者はつぎのようにいって証言しているのであ 

る。「なぜなら、イスラエルの子らは多くの日のあいだ、王もなく、君もなく、犠牲もなく、 
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祭壇もなく、祭司もなく、祭儀もなく生きるであろうからである」。 

ユダヤ人たちがい ま、このように ある ことを だれが見ないであろうか。しかし、かれが付け 
加えていっているところのことに耳を傾けようとおもう。「そしてそののち、イスラエルの子 
らは還ってきて、その神、主と、その王ダビデとをたずね求め、終わりの日に主とその恵みと 
におどろかされるであろう」。この預言よりも明白なものはない。ダビデ王の名によってキリ 
ストが表示されている と 解されるからである。なぜなら、使徒がいうよう に、 「かれは肉によ 
ればダビデの子孫から生れた」のだからである。 

この預言者は、つぎのようにいうとき、預言にふさわしい荘重な仕方でキリストの復活は三 
日目におこるであろうことをも予告したのであった。「かれは二日ののち、わたしたちを生か 
し、三日目にわたしたちを立たせられる」。使徒が「もしもあなたがたはキリストと共によみ 
がえらされたのなら、上にあるものを求めなさい」といっているのは、これにしたがっている 
のである。 

アモスもつぎのようにいうとき、このことについて預言しているのである。「イスラエルよ、 
あなたの神によびかける備えをせよ。見よ、わたしは雷に力を与え、風を創造し、人びとにそ 
の油注がれたかたを告げる者だからである」。そして、他の箇所でいっている。「その日には、 
わたしはダビデの倒れた幕屋をおこし、その破損をつくろい、崩れたところを興し、これを昔 
のように再建する。それは残った者、わたしの名でよばれるすべての民が、わたしを求めるよ 
うになるためである。このことをなされる主はいわれる」。 
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(一) 「ホセア」一の一〇〇 

(二) 「口丨マ人への手紙」九の二六。 

(三) 「ホセア書」一の二。 

(四) 「エペソ人への手紙」二の一四、二〇参照。 

(五) 「ホセア書」三の四、五。 

(六) 「口丨マ人への手紙」一の三。 

(七) 「ホセア書」六の二。 

(八) 「コロサイ人への手紙」三の一。 

(九) 「アモス書」四の二一、一三。 

( 一〇)同上、九の二、一二。 


第二十九章 

キリストと教会についてイザヤは何を預言したか 

預言者イザヤは十二人の預言者たちの書のなかにはない。十二人は小預言者とょばれている 
が、それは、かれらの教説が、長い書き物を構成したゆえに大預言者とょばれる者たちにくら 
ベて、 短かいものであったからである。後者のなかのひとりがイザヤである。わたしはかれを 
上に述べた二人に結び付けることにする。かれらは同じ時代に預言したからである。ところで、 
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ィザヤは不正をとがめ義しさを教え、罪の民に来たるべきわざわいについて予告したなかで 
キリストと 教会とについて、すなわち、王とかれの建てたところの都市についても、他の預言 
者よりも多くの預言をおこなったので、ある人によって、預言者というよりはむしろ福音史家 
であるといわれたほどであ^ a 。 しかし、この仕事の境界を付す必要があるため、わたしはここ 
では多くのなかから一つを引用しようとおもう。 

父なる神に代わってかれは語っている。「見よ、わたしのしもべは悟り、高められ、栄誉を 
与えられる。多くの者があなたを見ておどろいたように、あなたの姿は人びとによって栄光を 
奪われ、あなたの栄光は人びとによって奪われるであろう。多くの民はおどろき、王たちはか 
れの前にその口を閉じる。なぜなら、かれらはかつて伝えられなかったことを見、聞いたこと 
のない事実を悟るのだから。 

主よ、だれがわたしたちの聞いた ことを 信じるであろうか。主の腕はだれにあらわされたの 
であるか。わたしたちはかれの前で告げ知らせた。小さな子どものように、かわいた土から出 
る根のように成長した。かれには見るべき姿もなく、威厳もない。わたしたちはかれを見たが、 
かれは見るべき姿ももたず、優美さももたなかった。その姿には威厳はなく、すべての人びと 
よりも 衰えている。かれは打たれて、弱さを耐える ことを 知っている。また、かれは、顔をお 
おって忌み嫌われる者のように、見下され、侮られた。じつにかれはわたしたちの罪をにない、 
わたしたちの悲嘆をになった。しかし、わたしたちは考えた、かれは神に打たれ、苦しめられ 
たのだ、と。 
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けれども、その人は、わたしたちの不義のために傷つけられ、わたしたちの罪のために弱く 
されたのであった。わたしたちはかれにおいて平安を教えられ、かれの傷によって癒されたの 
だ。わたしたちはみな羊のようにさまよい、人間は自分の道から迷い出た。主はわたしたちの 
罪のためにかれを引き渡されたのであった。その人は苦しみを負わせられたゆえに、口を開か 
なかった。ほふり場にひかれていく小羊のように、毛を刈り取る者の前で黙す羊のように、声 
を出す ことなく、 自分の口を開かなかった。かれは卑しさのうちに低くされていたが、かれを 
裁く者は持ち上げられていたのであった。 

だれがかれの行末を悲しむであろう。かれの生は地から取り去られたのだからである。かれ 
はわたしの民の不義によって死へと導かれた。わたしはかれの埋葬のために邪悪な者たちをつ 
かわし、かれの死のために富める者たちをつかわす。かれは不義をなさず、その口には偽りが 
なかったので、主はかれを打たれる手から放免し ようと のぞまれた。 

もしもあなたがたが罪のためにあなたがたの魂を与えるならば、末長く子孫を見るであろう。 
主はかれの魂を悲しみから連れ出され、かれに光を示し、かれのうちに悟りをつくり、多くの 
人びとに仕える者たちを義とし、かれ自身がかれらの罪をになうであろう。そのゆえに、その 
人は多くのものを相続し、強い者たちの獲物を分かちとる。それは、かれが死に至るまで自分 
の魂を手渡し、不義なる者たちの数のうちに入れられ、多くの者の罪をにない、かれらの罪の 
ためにとりなしをしたからである」。——これはキリストについての預言である。 

さらに、それにつづく教会についての預言に耳を傾けたいとおもう。ィザヤはいう。「子を 
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産まなかった15^5よ、よろこべ。産みのくるしみをしなかった者よ、よろこびの声をあげよ、 
うたい呼ばわれ。捨てられた女たちの子どもらは夫のある者の子どもらよりも多いからである。 
あなたの幕屋の場所をひろげ、住まいの幕を張りひろげよ。惜しむことなくあなたの綱を延ば 
し、あなたの W をしっかり打ち込めよ、右に左にのびるまで。あなたの子孫はもろもろの民を 
相続し、あなたは捨てられた町に住みつくであろう。混乱させられたからといって、恐れては 
ならない。乍 il されたからといって、恐れることはない。あなたは永遠の混乱を忘れ、若きと 
きの汚辱を想い出すまいから。なぜなら、主があなたをおつくりになり、その御名は万軍の主 
といわれ、そして、あなたをあがなわれるかたはィスラエルの神、全地の神ととなえられるか 
らであゼ」。——しかし、これで十分であろう。このなかには説明されねばならない点もいく 
らかあるが、わたしの考えるところでは、それらは十分に明らかであるので、敵対する者でさ 
え、不本意ながらそれらの意味を認めざるをえないことであろう。 

(一) ヒエロニ ユムスのことであろう。 

(二) 「ィザヤ書」五二の二〒五三の一二。 

(三) 同上、五四の 一—五。 
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第三十章 

ミヵ、ョナ、ョエルの預言は新約聖書と合致していることについて 

預言者 ミヵはキリストを 高い山の姿で描いてこのようにいう。「最後の日になって、主の山 
が現われ、山々の頂きに立てられ、もろもろの峰よりも高くあげられるであろう。もろもろの 
民はそこへ急ぎ、多くの民はそこに来ていう。『さあ、わたしたちは主の山に登り、ヤコブの 
神の家に行こう。かれはその道をわたしたちに教え、わたしたちはその道を歩もう』と。律法 
はシオンから出、主の御ことばはエルサレムから出るからである。かれは多くの民のあいだに 
裁き、遠いところまでつよい国々を責める」。 

この預言者は キリストが 生れられた場所についても予告している。「そして ベッレヘム、 エ 
フラタの家よ、あなたはユダの氏族のうちでいと小さき者であるが、あなたのうちからィスラ 
エルの君となる者がわたしのために出る。かれが出るのはずっと前から、永遠の日からである0 
それゆえ、かれは産婦がその子どもを産み落すまでかれらを渡しおかれるであろう。そして、 
かれの兄弟たちの残った者はィスラエルの子らのもとに帰るであろう。かれは主の力によって 
立ち、その群れを養い、その神の名の栄光のうちにいるであろう。いまや、かれは大いなる者 
となって、地の果てにまでおよぶからである」。 
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ョナの預言のほうは、言説によるものというよりは、むしろかれ自身の受難によってキリス 
卜を預言したのであった。じっさい、かれは、ことばによってキリストの死と復活とを知らせ 
るよりも、このような仕方でいっそう明らかに預言したのであった。というのは、かれは怪物 
の腹のなかに入れられ、三日目にもどったというのであるが、それは、キリストが三日目に下 
界の深みからもどってこられるということを意味するのでなければ何であろう か。 

ョエルの預言はすべて、キリストとその教会に関連したものであるということを明らかにす 
るためには多くのことを説明しなければならない。けれども、一つの句だけは見すごしてはな 
らない。それは、キリストによって約束されたように聖霊が信ずる人びとの上に下ったのであ 
るが、そのときに使徒が引用したものである。すなわち、「そののちわたしはわたしの霊をす 
ベての肉なるものに注ぐ。あなたがたの息子、娘は預言をし、あなたがたの老いたる者たちは 
夢を見、あなたがたの若者たちは幻を見る。その日に、わたしはわたしの霊をわたしのしもべ、 
はしために注ぐであろう」。 

(一) r ミヵ書」四の 一—三。 

(二) 同上、五の二—四。 

(三) 「ョナ書」一の一七、二の一〇参照。 

(四) 「使徒行伝」二の一七参照。 

(五) r ョエル書」二の二八、二九参照。 
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オバデヤ、ナホム、ハ パタクの書に見られるキリストの救いにかんする預言につい 
て 

小預言者オバデヤ、ナホム、ハバククの三人は、自分自身の時代を語ってはいな(』)。また、 
かれらがいつ預言をおこなったか、 エゥセ ビオス やヒエロニュ ムスの『年代記』には見出され 
ない。たしかにオバデヤは、かれらによって ミヵと 一緒におかれてはいるが、しかし、 ミヵが 
しつ預言したか、かれらの文書にもとづいて確定するような時代について示された箇所におい 
てではない。わたしがおもうのに、これは、他の人の著作を不注意に筆写する筆記者の誤りに 
よっておこったものであろう。しかし、わたしたちは、わたしたちのもっている『年代記』の 
写本のなかに、他の二人の預言者にかんする記述を見出すことができなかったのである。 

とはいえ、かれらは 正 典のなかに入れられているのであるから、わたしはそれらを見すごす 
べきではない。オバデアは、その書いたものにかんしていえば、すべての預言者のなかでもっ 
とも 短 かい。かれはエドムすなわちアブラハムの孫であり ィサクの 息子の兄のほうであって拒 
絶せられたエサゥの子孫に反論して述べ立てているのである。もしもわたしたちが、部分によ 
って全体を理解するというような語りかたで、 この エドムを異邦人たちの代わりとして置か h 
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ている者であると受けとるなら、わたしたちは、オバデアがとくに「しかし、シオンの山には 
救いがあり、聖なる所があるであろう」といっているのは、キリストについての預言であると 
認めることができるのである。そして、すこしのちに、この預言の終わりで、「こうして、救 
われた者たちはエサゥの山をまもるためにシオンの山にのぼり、王国は主のものとなるであろ 
う」といつている。 

じっさい、このことは、シオンの山から救われた者たち——すなわち、ユダヤ人のなかでキ 
リストを信じた者たち、とりわけ使徒と認められる人たち——がエサゥの山をまもるために上 
ったときに成就されたことは明らかである。かれらがそれをまもったのは、福音を宣べ伝えて、 
信ずる者となった者たちに救いをもたらすことによってでなければ、どのようにしてであった 
ろうか。そのようにして、かれらは暗闇の力から救い出され、神の王国へ移されたのであった。 
これは、「王国は主のものとなるであろう」ということばをそれにつづけて加えることによっ 
て表現されている。というのは、シオンの山はユダヤを意味しているからである。そこにおい 
て、キリスト.ィエスであられるところの救いと至聖所とが予告されたのである。他方、エサ 
ゥの山はィドマヤ(エドム)であって、それによっては異邦人の教会が表示されている。そして、 
さきに説明したように、シオンの山から救われた者たちは、主の王国となるようにそれをまも 
るのである。これはおこる以前には不明瞭であった。しかし、信仰者でこの出来事を認めない 
者がだれかいるであろうか。 

さて、預言者ナホムは、というより、かれをとおして神はつぎのようにいっている。「わた 
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しは彫像および铸像を除き去る。そしてあなたの墓を設ける。見よ、よきおとずれを告げ、平 
和を伝える者の速い足が山々の上にあるからである。ユダよ、あなたの祭りの日を祝い、あな 
たの誓願を果たせよ。なぜなら、いまからはもう、それ以上投げ捨てられて古きものへ移って 
しまうことはないからである。まったく滅ぼされ、取り除かれてしまった。あなたを苦難から 

解き放ち、あなたの顔に息を吹きかける者がやってくる」。下界から上がってきて、ユダ- 

すなわちユダヤ人の弟子たち——の顔に聖霊を吹きかける者はだれであるか。福音書をおぼえ 
ている者ならだれでも想い出すであろう。 

祝いの日が古きものへ移ってしまうことのありえぬように霊的な意味で新しくされた者たち 
は、新しい契約に属しているのである。さらに、彫像や铸像、すなわち偶像や虚偽の神々が廃 
棄されたのは、その福音によってである。わたしたちはすでに、それらがいわば忘却の墓に引 
き渡されたのを見ている。それによってもわたしたちはこの預言が成就したのを認めるのであ 
る。 

ハバククにかんしては、かれがつぎのようにいうとき、来たるべきキリストの来臨以外の何 
ごとかについて語っていると解することはできない。「主はわたしに答えていわれた。読む者 
に会得されるように、この幻を板の上に明らかに記せ。この幻はまだ定められた時を待ち、そ 
してそれは終わりに実現され、虚しくはならない。もしもそれがおそければ、それを保持して 
いよ。それはかならず臨む。滞りはしない」。 

(一)オバデヤについては、かれがユダヤ人であった こと 以外詳細は知られていない。ナホム、ハバクク 
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についても、その書の表題以外には知られない。いずれにしても、かれらは前七世紀の預言者である。 

(二) 「オバデヤ書」一七以下。 

(三) エドムはエサゥを先祖とする部族の名であるが、へブラィ語のエドムはギリシア語でィドマヤと読 
まれ、死海の南からアヵバ^にいたる地域をさしている。 

(四) 「ナホム書」一の一四—二の一。 

(五) 「ハバクク書」二の二、三。 


第三十二章 

ハバククの祈りとうたのなかに含まれている預言について 

さらに、うたと一つになっているその祈りにおいて、かれがつぎのようにいっているのであ 
るが、それはただ主キリストにたいしてのみ語っているのである。「主よ、わたしはあなたのこ 
とを聞き、そして恐れました。主よ、わたしはあなたの御業を見て、ひじょうに恐れます」。 
これは、人間の新しくそして突然の救いについての予知によっておこされたところのことばで 
は表わせないおどろきでなくて何であろうか。「二つの生きたもののあいだで、あなたは認め 
られる」というのは、二つの契約のあいだでのことであるか、それとも、二人の盗賊のあいだ 
でのことであるか、あるいは、山において会話を交わしていたモーセとエリヤのあいだでのこ 
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とであるか、これらのことでなければ何であろうか。 

「年が近づくとあなたは知られ、ときがやってくるとあなたはあらわれたもう」というのは 
説明の必要もないであろう。「わたしの魂は怒りによって乱されたときにも、あなたはあわれ 
みを想いおこさせられる」というのは、みずから、その属するところのユダヤ人たちを自分の 
身に引き受けて表わしているものと解する以外にない。というのは、かれらは大きな怒りによ 
って乱されてキリストを十字架につけたとき、かれはあわれみを想いおこさせられて、「父よ、 
かれらをおゆるしください。かれらは何をしているのか、わからずにいるので右」といわれた 
からである。また、 r 神はテマンからこられ、聖なるひとは陰をなす濃密な山からこられる」 
とある。 

「テマンからこられる」というこのことばを他の人は「南西から」とか「南東から」とか訳 
したのであった。これによって意味されているのは真昼のことである。すなわち、力 S ]: ;の熱と 
真理の光輝である。しかし、「陰をなす濃密な山」というのは多くの意味に解されうるであろう 
が、わたしはそれを、キリストを預言している聖なる諸書の深さをあらわすものと解したいの 
である。たしかにそこには、たずね求める者の心を悩ます「陰をなす濃密な」多くのものが存 
する。けれども、理解する読み手がそこにキリストを見出すときには、キリストはそこから 
「こられる」のである。 

「かれのちからは天をおおい、その賛美は地にみちた」とあるのは、『詩篇』に「神よ、み 
ずからを天よりも高くなし、あなたのみさかえを全地の上にあげてく ださ^)」 といわれている 
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ところのことでなければ何であろうか。「その輝きは光のようである」とあるのは、かれの声 
望がかれを信ずる者たちを照らし出すということでなければ何であろうか。「角はその手にあ 
る」とあるのは、十字架の戦勝記念碑のことでなければ何であろうか。「そしてかれはその力 
強さの堅固なる愛を固められた」というのは説明の必要もないであろう。「かれのことばはそ 
の御顔の前に行き、そしてそれは足のあとから平原へ出て行くであろう」とあるのは、「かれが 
ここに来られる以前にさえ、かれはあらかじめ告げ知らされており、そこから向きを転じられ 
たあと、かれが知らされた」ということでなければ何であろうか。 

「かれは立って、地は動かされた」とあるのは、かれがわたしたちを助けるために立ち留ま 
られ、地は信ずるために動かされたということでなければ何であろうか。「かれは見られた。 
そして諸々の国民はおののかされた」とあるのは、これはすなわち、かれがあわれみをもたれ、 
民を悔い改めへと導かれたということであろう。「山々ははげしい力によって粉々にされた」、 
これは「高慢な者の傲慢は奇跡の力によって砕かれた」ということである。「永遠の丘は沈ん 
だ」、これは「永遠に持ち上げられるためにしばらく低くされた」ということである。 

「わたしは、その労苦の代償としてかれの入場を見た」、これは「永遠の報酬なくして愛の 
労苦はないことを見た」ということである。「エチオピアの天幕とミデアンの地の天幕はおど 
ろき恐れる」、これは「あなたの不思議なおこないを知って突然おどろいた人びとが、 ローマ 
の支配下になかった民でさえ、キリスト教徒の民のうちに入る」ということである。「主よ、 
あなたは川に向かって怒られるのか、川に向かって憤られるのか。そして海に向かって立腹さ 
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われるためにかれは来られた」ということを意味している。「あなたは馬に乗り、そして、あ 
なたの乗馬は救いである」、これは「あなたの福音史家があなたを運び、かれらはあなたによ 
って導かれる。そして、あなたの福音はあなたを信ずる者たちにとって救いとなる」というこ 
とである。 

「あなたは王笏の上にあなたの弓を張られたと主はいわれる」、これは「あなたはその裁き 
によって地の王たちをも恐れさせる」ということである。「地は川によって裂かれる」、これは 
「宣教者のことばの流れによって人びとの心はあなたの告白へと開かれる」ということである。 
「あなたの衣服ではなく、あなたの心を裂け」といわれているのは、その人びとにたいしてで 
ある。 

「民はあなたを見るであろう、そして嘆くであろう」というのは、「かれらはその悲嘆によ 
って幸福な者となるであろう」ということでなければ何であろうか。「あなたは歩まれるとき、 
水を撒き散らされる」というのは、「あなたが歩まれるとき、いたるところであなたを知らせる 
人びとによって、あなたは教えの流れをこちらにもあちらにも撒き散らされる」ということで 
ある。 

「淵はその声を発する」、これは「人間の心の深みはその人に思われているところのことを 
ことばに表わす」ということでなければ何であろうか。「その想いの深み」というのは、いわ 
ばさきのことばの説明である。というのは、 r 深み」というのは「淵」のことだからである。 
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そして「その想い」は、「ことばに表わす」、すなわち、わたしがいったように「その人に思わ 
れているところのこと」が補われなければならない。じっさい、「想い」は、心がそれを保持 
もせず隠しもせず、告白することによって吐き出したところのひとつの直感だからである。 

「太陽はのぼり、月はその定められたところにとどまった」、これは「キリストは天にのぼ 
られ、教会はその支配のもとに秩序づけられた」ということである。「あなたの投げ槍は光の 
なかへ出ていくであろう」、これは「あなたのことばは暗さのなかへと発せられるので なく、 
明るさのなかへと発せられる」ということである。「あなたの武器の閃きの光輝のなかに」と 
いうのは、かれはご自身の弟子たちに「わたしが暗やみであなたがたに話すことを、明るみで 
いいなさ以」といわれたからである。「あなたの脅かしによってあなたは地を小さくされる」、 
これは「その脅威によって人びとを小さいものにされるであろう」ということである。-あな 
たは憤って諸々の民を踏みつけられた」、なぜなら、「あなたは復警によってみずからを高める 
者らを踏みつけられるから」である。「あなたは、あなたの民の救いのため、あなたの油注が 
れた者を救われるために出て行かれた。あなたは悪しき者の頭に死を送られた」、これらにつ 
いては何の説明も必要ないであろう。 

「あなたはなわ目を首まで上げられた」とあるが、ここでは知恵の善きなわ目の意味に解さ 
れうるのであって、わたしたちの足がかれの足枷のなかに、わたしたちの首がかれの首輪のな 
かにはめ込まれるのである。「心がおどろいたことには、あなたは切断なさった」 に、 わたし 
たちは「なわ目」を補おうとおもう。というのは、かれは善きなわ目を起き上がらせ、悪しき 
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なわ目を切断したからである。これについては、「あなたはわたしのなわ目を解かれました」 
といわれている。そしてこれが「心がおどろいたことには」、すなわち「不思議な仕方で」な 
のである。「力のある者らの頭はそれによって動かされる」とあるのは、「そのおどろきによっ 
て」ということである。「かれらは貧しい者がひそかに食べるように、口を大きく開ける」と 
ある。 

すなわち、ユダヤ人たちのなかの勢力の ある 者たちが、主の おこないとことばと にお どろ か 
されて、そのもとにやって来たのであるが、福音書が伝えて いるよう に、かれらは教えのパン 
に飢えた者たちであり、ユダヤ人を恐れてひそかにパンを食べたのであった。 

「あなたは多くの水をかき立てて、海のなかへあなたの馬を駆った」とあるが、「多くの 水」 
は「多くの民」のことにほかならない。というのは、 もしも かれらのすべてがかき立てられて 
いなかったら、ある者が恐れによって回心したり、他の者が怒って迫害したりはしなかったで 
あろうからである。「わたしは見た。そしてわたしの心はわたしの唇の祈りのひびきに震えた。 
震えはわたしの骨に入り、わたしのからだはわたしの下方でわなないた J 。 

かれは自分のいったことに注意し、自分自身の祈りに脅かされたのであった。かれはそのこ 
とばを預言的な仕方で注ぎ出し、そのうちに来たるべきものを見出したのであった。というの 
は、かれは多くの民の動揺に教会に差し迫っている患難を見たからである。ただちにかれは自 
分自身をその教会の一員と認め、いわば、「希望のゆえによろこび、患難のもとに耐え5$」人 
びとに属する者であるかのように、「わたしは患難のうちに安らう」といったのであった。こ 
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の世の寄留者としてでもなければ天上の祖国を求める者としてでもなく、自分の肉的な血のつ 
ながりにある邪悪な民からまったく遠ざかって、「寄留者として旅をつづけるわたしの民のと 
ころへのぼっていくため」である。「なぜなら、いちじくの樹は実を結ばず、ぶどうの樹は実 
らず、オリーブの樹の産物は虚しくなり、田畑は食物を生ぜず、おりには羊が絶え、牛舎には 
牛がいなくなる」。かれは、キリストを殺すことになっていた民族が、霊的な豊饒な富を失う 
のを見たのであった。それをかれは預言的な流儀で、その地の産物によって象徴的に描いたの 
である。その民がこのような怒りを受けたのは、神の義を知らず、自分の義を立てようとした 
からであ-〇-一かぐそれゆえにかれはつづけてつぎのようにいうのである。 

「しかし、わたしは主によってたのしみ、わたしの救いの神によってよろこぶ。主なる神は 
わたしの力で あり、 わたしの足を仕上げられる。かれは、わたしがかれのうたによって勝利を 
得るようにわたしを高いところに置かれた」。ここでいわれているのは、明らかに『詩篇』の 
なかでも同じことがいわれているあのうたにかんするものである。 

すなわち、「主はわたしの足を岩の上に置き、わたしの歩みを真直ぐにされた。主は新しい 
うたを、わたしたちの神にささげるうたを、わたしの口のなかに送り込まれた」。このような 
わけで、主のうたによって勝利を得る人は、自分自身をほめたたえるのではなく、神をほめた 
たえてよろこぶ人なのである。「誇る者は主を誇る」ためである。しかし、ある写本では、「わ 
たしの神なるィエスにおいてよろこぼう」となっているのであるが、こちらのほうが、原文を 
ラテン語に置き替えようとして、わたしたちにとっていっそう親しみぶかくまたいっそうよろ 
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こばし くよ ばれる この 名前を用いなかった人の ものよりも、より 好ましい とわたしにはおもわ 
れるのである。 

(一) 「ハバクク書」三の二以下。 

(二) 「ルヵによる福音書」二三の三四。 

(三) 「詩篇」五七の五以下。 

(四) 角は「詩篇」のなかでもしばしば用いられる。それは強さや勝利を象徴するものであった。 

(五) 「ョハネによる福音書」三の一七。 

(六) 「ョエル書」二の一三。 

(七) 「マタィによる福音書」一〇の二七。 

(八) 「詩篇」一一六の一六。 

(九) 「ローマ人への手紙」一二の一二。 

(一〇)同上、一〇の三。 

(一一) 「詩篇」四〇の二、三。 

(一二) 「コリント人への第一の手紙」一の三一。 


第三十三章 

キリストと異邦人の召命にかんするエレミヤとゼパニヤの預言 
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エレミヤはイザヤのように大預言者の一人であって、わたしがすでに多くその書いたものか 
ら引用した他の者のように小預言者の一人ではない。さて、ニレミヤはョシヤがエルサレムで 
支配していたときに預言をおこなったのであるが、それはアンクス•マルティウスがローマ人 
のもとで支配していたときであり、ユダヤ人の捕囚がすでに差し迫っていたときであった。か 
れの預言活動は、かれの書いたものから知るように、捕囚の五箇月目にまでおよんでいた。小 
預言者の一人であるゼパニヤは、かれとつながりをもたせられる。じっさい、かれ自身がョシ 
ヤの時代に預言したということを語っているからである一。ただし、どれだけの期間であったか 
は語ってはいない。 

そこで、エレミヤは、 アン クス•マルティウスの時代のみならず、 ローマ 人が第五代目の王 
としてもったところのタルクィ ニ ウス•ブリスクスの時代にも預言したわけである。というの 
は、捕囚がおこったとき、かれの支配はすでにはじまっていたからである。エレミヤはキリス 
卜について預言して、「わたしたちの鼻の息である主なる油注がれたる人は、わたしたちの罪 
によって捕えられ^？」といっている。かれはこのようにして、キリストがわたしたちの主であ 
られ、わたしたちのために苦しみを受けられたということを短く示しているのである。さらに、 
別のところにおいてもいっている。「これがわたしの神である。だれをもかれと比べることは 
できない。かれは知恵の道をのこらず見出し、それを、そのしもべヤコブおよびその愛するイ 
スラエルとに伝えられた。こののち、かれは地にあらわれ、人びとのうちに住まわれた」。 

ある人びとはこの証言をエレミヤに帰せしめずに、バルクとよばれたかれの筆記者に帰せし 
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(八) 

めている。けれども、エレミヤの書いたものであるとするのがより一般的である。さらに、同 
じ預言者はキリストについて語っている。「見よ、わたしがダビデのために正しい若枝を おこ 
すときがくる。かれは王として治め、知恵ある者となり、地に公正と正義を おこなう であろう0 
その日ユダは救いを得、ィスラエルは安心して住むであろう。その名は『わたしたちの義しい 
主』とよばれる」。 

かれは異邦人の召命についても語っている。それはおこるべきこととして定められていたが、 
いまや成就されたのをわたしたちは見ている。かれはこのようにいっている。「主、わたしの 
神、悩みのときのわたしの避けどころ。もろもろの民は地の果てからあなたのもとに来ていう 
のです、『わたしたちの先祖は偽りの像を拝しましたが、それには何ら益はありませんでした』 
と」。しかしながら、ユダヤ人たちは——キリストはかれらによって殺されねばならなかった 

-キリストを認めようとはしなかったことを同じ預言者は示唆している。すなわち、「心は 

すべてのものよりも重い。そしてかれはひとりの人間である。だれがかれを認めるであろう 
か」というのである。この預言者は、キリストを仲保者とするところの新しい契約にかんして 
わたしが第十七巻で引用したことばの著者でもある。じっさい、「主はいわれる、見よ、わた 
しがヤコブの家に新しい契約を立てる日が くる」 といっているのはこのエレミヤであり、また、 
その他のこともそこに見いだされるのである。 

この点について、わたしは、エレミヤと時代を同じくした預言者ゼパーーヤによってなされた 
キリストにかんする預言をここに用いようとおもう。「主はいわれる、来たるべきわたしの復 
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活の日まで、わたしを待つがょい。わたしの決意は、諸国の民を集め、もろもろの王国を集結 
することである」。さらに、「主はかれらにとって恐るべきかたとなられる。主は地のすべての 
神々を追い払われるであろう。すべての人は、おのおの自分のところから出て、かれを拝する 
であろう。もろもろの国民の島々もすベて」。そしてそのすこしあとのところで、「そのとき、 
わたしは、民とその子孫において言語を変えるであろう。それは、すべてかれらに主の御名を 
呼ばせ、ひとつの軛のもとに主に仕えさせるためである。かれらはエチオピアの川々のかなた 
から来て、わたしに犠牲をささげる。かの日には、あなたは、わたしに背いてなしたすべての 
不敬虔なことのために恥ずかしめられるということもない。なぜなら、そのとき、わたしはあ 
なたからあなたの不正の歪みを取り除くからである。あなたはもはや、わたしの聖なる山の上 
で傲り高ぶることはない。わたしはあなたのうち I 柔和にしてへりくだる民を残らせる。イス 
ラエルの残された者は主の御名を恐れ敬うであろう」。これが他の箇所においても預言されて 
いるところの「残された者」である。使徒もまたこれを引用したのであった。「イスラエルの 
子らの数は海の砂のょうであるとしても、残された者だけが救われるであろう」。じっさい、 
その民のうちの残された者がキリストを信じたのであった。 

(一) ョシヤは 南王国ユダの王で、父アモンが廛されたのち八歳で即位した(在位は前六四〇年から六 
〇九年)。かれが成人に達したときは、アッシリアの衰退期にあたっていた。かれは宗教改革をおこ 
なったが、政治的に見れば、それはアッシリアからの独立運動のひとつであった。かれは偶像破壊に 
着手したが、それはユダ王国内にとどまらず、かつての北王国イスラエルの聖所べテルやサマリヤに 
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まで およんだ。やがて、 バビロニアとエジプトとの 対立抗争に まき込まれ、けっきょくョシヤの 政治 
的、宗教的運動は終わりを告げることとなる(「列王紀下」二三)。 

(二) 南王国ユダにおいて多くの住民が捕囚となったのは前五八六年にはじまっている。 

(三) 「エレミヤ書」一の三参照。 

(四) 小預言者、大預言者については、本巻の第二十八章、第二十九章の本文にて述べられたが、ゼパニ 
ヤは前七世紀末の小預言者である。かれは ョシヤ 王の 改革 および エレミヤの 預言活動に先立って 預言 
活動をおこなった。 

(五) 「ゼパ-ーヤ書」一の一参照。 

(六) 「哀歌」四の二〇。 

(七) 「バルク書」三の三五—三七。 

(八) バルクはエレミヤの預言の筆記者である。エレミヤの口述にしたがってその預言を巻物に記し、主 
の宮の上の庭でこれを民に読み聞かせたといわれる。 

(九) 「エレミヤ書」二三の五以下。 

(一〇)同上、一六の一九。 

(一一) 同上、一七の九。 

(一二) 本書第十七巻第三章。 

(一三) 「エレミヤ書」三一の三一。 

(一四) 「ゼパニヤ書」三の八。 

(一五) 同上、二の二。 

(一六) 同上、三の九—一一。 
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(一七)「イザヤ書」一〇のニニ、「ローマ人への手紙」九の二七。 


第三十四章 

キリストと 教会についてのダニエルとエゼキエルの預言について 

さらに、バビロニアの捕囚がじっさいにおこった時代には、その当初、ダニエルとエゼキエ 
ゼが預言をおこなったのであった。かれらのうちダニエルは、キリストが来られて、苦しみを 
受けられる時期を年数を示して明らかにしたのであった。これを計算によって証明するのは長 
くなるであろうし、また、それはわたしたちの以前に他の人によってなされていることである。 
しかし、キリストの権能とその教会についてはこのように語られているのである。「わたしは 
夜の幻のうちに見ていると、見よ、人の子のような者が、天の雲に乗ってきて、日の老いたる 
者のところにまで来ると、その前に導かれた。かれに主権と栄光と国とが与えられ、すべての 
民、種族、言語がかれに仕える。かれの権能は永遠の権能であって、それは移りゆくことがな 
く、その国は滅びることがない」。 

エゼキエルもまた、預言的な流儀で、ダビデによってキリストを表示している。なぜなら、 
キリストはダビデの子孫から肉を取られたのだからである(キリストは「しもべのかたち」に 
よって人間となられたのであるが、そのかたちのゆえに、かれは神の子とも神のしもべともよ 


446 ばれるのである^かれは父なる神に代わってかれのことを預言的につぎのように予告する。 

「わたしはわたしの家畜の上にひとりの牧者を立てる。かれはかれらを養う。それはわたしの 
しもべダビデである。かれはかれらを養い、かれらの牧者となるであろう。主なるわたしはか 
れらの神となり、わたしのしもべダビデはかれらのうちにあって君となる。主なるわたしはこ 
れをいう」。 

そして、他の箇所ではつぎのようにいっている。「ひとりの王がかれらすベての者の王とな 
って統治するであろう。かれらはこれ以上二つの民とならず、ふたたび二つの国に分れる こと 
はない。かれらはまた、その偶像、その忌むべき こと、 そのもろもろの不義によって汚される 
ことはない。わたしはかれらを、その罪を犯したすべての場から救い出して、かれらを清める0 
かれらはわたしの民となり、わたしはかれらの 神と なる。そして、わたしのしもべダビデはか 
れらの王となり、かれらすべての者のためにひとりの牧者とな私」0 

(一) ダニエルは前七世紀から六世紀、「ダニエル書」の主人公である。前六〇五年にネブヵドネザルニ 
世の捕囚と して バビロニアに連れ去られたが、知恵にすぐれ、この異教の地にあっても 正しい信仰を 
失わず、律法に忠実な生活を守り通した。 

(二) エゼキヱルは、前六世紀、ユダヤの預言者。前五九七年にユダ王 ヱ ホヤ キンと 共に バビロン 捕囚と 
して 移住 させられ、 五年後に預言者と して 召命を受けた。 バビロニアにおいて 二十年間預言活動を お 
こなったが、パレスチナ以外の地で活躍した最初の預言者である。 H レミヤは精神的、内面的な面を 
強調したが、エゼキ H ルは比較的静かに教える という かたちで活躍、祭司的立場から祭儀にも関心を 
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示し、のちのユダヤ教の成立に大きな影響を与えた。 

(三) 「ダニエル書」七の一三以下。 

(四) 「ピリピ人への手紙」二の七参照。 

(五) 「エゼキエル書」三四の二三以下。 

(六) 同上、三七のニニ以下。 


第三十五章 

三人の預言者——ハガイ、ゼヵリヤ、マラキの預言について 

捕囚の終わりに預言した三人の小預言者たちが残っている。ハガイ、ゼヵリヤ、マラキであ 
る。これらの ぅち、 ハガイは キリストと 教会について、短 かく、 しかしきわめて明白に預言し 
ているのである。「万軍の主はいわれる。やがてわたしは天と地と海と乾いた地とを震わせる。 
わたしはすべての国民を震わせる。すべての国民によって待ちこがれられていた者がくる」。 

わたしたちはこの預言が部分的に成就したのを見ているが、部分的には終末に待望するので 
ある。すなわち、キリストが受肉されたとき、かれは天使や星の証言によって天を震わせられ 
たのであった。かれは、まさに処女降誕のぅちにある重要な奇跡によって地を震わせられたの 
であった。キリストは島々や全地において伝えられたので、海や乾いた地を震わせられたので 
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あった。そのようにして、すべての国民が信仰へと揺り動かされたのをわたしたちは見るので 
ある。けれども、それにつづく「すべての国民によって待ちこがれられていた者がくる」とい 
われているところのことにまできたとき、そのかたの最後の来臨が待望されているのである。 
そのかたが待望される者たちによって待ちこがれられるかたとなるために、かれはまず信ずる 
者たちによって愛されるかたでなければならないからである。 

ゼカリヤはキリストと教会とについていう。「シオンの娘よ、大いによろこべ。エルサレム 
の娘よ、よろこびの声をあげよ。あなたの王はあなたのところにくる。かれは義しい王であっ 
て、救い主である。かれはいと貧しく、ろばに、ろばの子である仔馬にのる。かれの権能は海 
から海におよび、大川から地の果てにまでおよぶ」。福音書のなかにこの預言が成就されたの 
を読むのであるが、それは主キリストが旅にこの種の荷を運ぶ獣を用いられたときである。こ 
の預言が、その箇所に十分に足りると見られるかぎりにおいて、そこに引用されている。 

他の箇所で、この預言者はキリストの血による罪の赦しについて、預言の霊によって語りか 
けている。「あなたはまた、あなたの契約の血によって、水のない湖からあなたの捕われ人た 
ちを解き放たれました」。かれがこの「湖」によって何が理解されるべきであるか、正しい信 
仰にしたがってもさまざまに判断されうるであろう。しかしながら、わたしには、乾き切った、 
いわば不毛の人間の悲惨さの深さという意味以上によりよい意味はないようにおもわれる。そ 
こには義の流れはなく、不義の泥のみが存在する。これについては、たしかに『詩篇』のなか 
にも、「主はわたしを悲惨の穴(池)から、泥の沼から引き上げられた」と述べられている。 
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マラキは、わたしたちがキリストをとおして拡げられたのを見ているところの教会について 
預言して、神の代弁者としてユダヤ人たちにたいしてこの上もなく明白に語っている。「わた 
しはあなたがたをよろこばない。あなたがたの手からささげ物を受けない。日の出るところか 
ら日の没するところまで、国々のうちでわたしの名は大いなるものとされている。また、どこ 
でもわたしの名のために犠牲がささげられ、ささげ物が供されている。これは、わたしの名が 
国々のうちに大いなるものとされているからである、と主はいわれる」。 

わたしたちは、この犠牲が メル キゼデクの系列によるキリストの祭司職をとおして、日の出 
るところから日の没するところまで、至るところで神にささけられているのを見るのである。 
ところが、「わたしはあなたがたをよろこばない。あなたがたの手からささげ物を受けない」 

と告げられたそのユダヤ人たちは、自分たちの犠牲が絶えてしまったことを否定しえないので 
ある。預言を読み、かつそれが成就したのを見ているその事実が、キリストご自身によるほか 
には成就されないのに、なにゆえユダヤ人たちはなおも別のキリストを待望するのであろうか。 

そのすこしあとのところで、マラキは神の代弁者としていう。「かれとのわたしの契約は生 
命と平安との契約である。わたしは、かれが真にわたしを恐れ、わたしの名の前に畏れ敬うこ 
とをかれに与えた。真理の律法はかれの口にあり、平和のうちに導きながら、かれはわたしと 
共に歩いた。そしてかれは多くの者を不義から立ち返らせた。なぜなら、祭司の唇は知識をま 
もり、かれらはかれの口から律法を求めるからである。かれは全能の神の使者だからである」。 
キリスト •ィエスが全能の神の使者といわれたからといって、わたしたちはおどろいてはなら 
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なぃ。 

というのは、かれが、それにおいて人間のもとに来られたその「しもべのかたち」のゆえに 
「しもべ」とよばれたのと同じように、かれが人びとに知らせられたところの福立日のゆえに 
「使者」とよばれるのだからである。じっさい、このギリシア語を訳すならば、「福音」は 
「よき知らせ」のことであり、「使者」は「知らせる人」のことである。じっさい、キリスト 
についてマラキはさらにいうのである。「見よ、わたしはわたしの使者を送る。かれはわたし 
の前で道を備える。あなたがたが求めているところの主と、あなたがたのよろこぶ契約の使者 
とが、たちまちその宮に来る。見よ、使者は来る、と全能の主はいわれる。その来る日にだれ 
が耐ええよう。そのあらわれるときにだれが立ちえよう」0 

この箇所において、かれはキリストの最初の来臨と第二の来臨とを予告しているのである。 
すなわち、第一の来臨は、明らかに、「かれは、たちまちその宮に来る」というとき、それに 
ついていっているのであって、それはすなわち、ご自身の肉への来臨である。そのことにかん 
しては、福音書のなかでキリストが「この神殿をこわしたら、わたしは三日のうちにそれをお 
こすであろう」といわれたのであった。他方、「見よ、使者は来る、と全能の主はいわれる。 
その来る日にだれが耐ええよう。そのあらわれるときにだれが立ちえ よう」 というのは、第二 
の来臨に即していわれているのである。「あなたがたの求めているところの主と、あなたがた 
のよろこぶ契約の使者」といっているところのことについては、預言者はまちがいもなく、ユ 
ダヤ人たちでさえ、かれらが読んでいるところの聖書にしたがってキリスト/- -N メシア) を求め、 
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のぞんでいるということを意味している。 

けれども、かれらの多くは、自分たちの求め、のぞんでいたところのかたが来られたことを 
認めなかったのであった。かれらは先立つ報いによって心が盲目になっていたからである。預 
言者は「契約」ということばを強調している。つまり、さきのところで「かれとのわたしの契 
約」といって おり、 ここでは キリストの ことを「契約の使者」とよんでいるのである。これは、 
疑いもなく、とこしえの祝福がそれにおいて約束された新しい契約のことと受けとるべきであ 
って、たんに時間的な報いを約束した旧い契約のことではない。人びとの多くが、その弱さの 
ゆえに、このような事物の報酬のために神に仕えるのである。そこで、かれらは、不信仰な者 
がそれらのものを豊富に得ているのを見るとき狼狽させられるのである。 

同じ預言者が、善き者にのみ与えられるところの新しい契約の永遠の至福を、よこしまな者 
にもしばしば与えられているところの旧い契約の地上的幸福から区別しているのもこのことの 
ゆえである。かれはいう。「主はいわれる、あなたがたはわたしに荒々しいことばをあびせか 
けた。しかもあなたがたは『わたしたちはあなたにどんな傷を与えたか』という。あなたがた 
はいった。『神に仕える者はすべて虚しい。わたしたちが神の命令をまもったからといって、 
そしてまた、全能の神の前に悲嘆しながら歩いたからといって、いったい何の益があろうか。 
いま、わたしたちは外国人を祝福された者としよう。不正をなした者たちはみな、ふたたび栄 
えている。かれらは神に逆らっていながら、無害とされている』。これらのことは、主をおそ 
れる者たちによって、そのそれぞれの隣人に発せられたことばである。主はこれに耳を傾け、 
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これを聞かれた。そして、主をおそれ、その御名を敬う者たちのために、主の前に覚え書きが 
記録された」。 この 書き物に よって 意味されているのは新しい契約の ことで ある。 

最後に、これにつづくところのことに耳を傾けたいとおもう。「全能の主はいわれる。わた 
しがそなえている日に、かれらはわたしのものとなるであろう。わたしは、人が自分に仕える 
子を選ぶようにかれらを選ぶ。あなたがたは身を転じなさい。そうすればあなたがたは、義し 
い者と不義なる者、神に仕える者と神に仕えない者とのちがいを見るであろう。見よ、その日 
は来る。かまどのように燃える日が来る。それはかれらを焼き尽くして、すべての異国人と悪 
しき者とはわらのようになる。来たるべき日がかれらを燃やし尽くす、と全能の主はいわれる0 
かれらには根も枝も残らない。 

しかし、わたしの名をおそれるあなたがたには回復がある。あなたがたはおりから放たれた 
仔牛のように跳び出してよろこびはねまわるであろう。あなたがたは邪悪な者を踏みつける。 
かれらはわたしがおこなうその日に、あなたがたの足の下で灰のようになるであろう。主はこ 
のようにいわれる」。これは審きの 日と いわれるのである。それについては、神がおのぞみで 
あれば、適切な箇所でより十分に述べることにしようとおもう。 

(一) 「ハガィ書」二の六、七。 

(二) r ゼヵリヤ書」九の九以下。 

(三) 「マタィによる福音書」ニーの五参照。 

(四) 「セヵリヤ書」九の一一。 
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(五) 「詩篇」四〇の二。 

(六) 「マラキ書」一の一〇以下。 

(七) 同上、二の五以下。 

(八) 同上、三の四。 

(九) 「ヨハネによる 福音書」二の一九。 
(一〇)「マラキ書」三の一三以下。 


第三十六章 

エズラとマヵベア書について 

■この三人の預言者、ハガィ、ゼヵリヤ、マラキのあと、民がバビロ-ーァの隸属から解放され 
た同じ時期にニズ 7a も書を著わしたのであった。かれは預言をおこなう者というょりも、むし 
ろ史実の記述者として扱われる (「 H ステル記」とょばれる書がそうであって、この書には、神 
を賛美するため、この時期からそれほどへだたってはいないもろもろの出来事が見出されるの 
である)。さて、数名の若者たちのあいだでおこった問題にかんする論議のなかで、エズラが 
キリストのことを預言しているのではないかと解されるところがある。その問題とは、もろも 
ろの出来事のなかで、もっとも有力な要因は何であるか、というものである。ひとりは王であ 
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るといい、他の者は酒であるという。第三の者は女であるといったのであるが、それは、女た 
ちは多くのばあいに王たちを支配したからであった。しかしながら、この第三の男は、真理が 
すべてのものにまさって勝利を得るものであることを証明したのであった。 

) (三) 

わたしたちが福音書をよく見るなら、キリストが真理であられることを悟るであろう。神殿 
の再興ののち、この時期からアリストブロスのときまで、王は存在せず、地方行政官(総督)が 
存在したのであった。この年代の計算は「正典」とよばれる聖なる書のうちには見出されず、 
「マカベア書」を含む他の記録のうちに見出される。これらの書は、ユダヤ人のもとではそう 
ではないが、教会によって正典として扱われている。キリストが肉のうちに来られる以前、神 
の法のために死に至るまでたたかって、苛酷で戦慄すべきわざわいのもとに耐えた殉教者たち 
の、荒涼たる、そして驚嘆すべき受苦のゆえである。 

(一) エズラはバビロニア生れのユダヤ人で、祭司、学者でもあった。「エズラ記」、 r ネへミヤ記」の中 
心人物である。その書によれば、かれはアロンの家系に属する祭司で、バビロン捕囚から帰還す るユ 
ダヤ人たちをエルサレムに導いた指導者であった(前四五八年または三九七^-)。 

(二) 「第ーエズラ記」三のーー四の四一(外典)。 

(三) 「ョハネによる福音書」一四の六。 

(四) アリストブロス(二世)は、ローマ時代のユダヤ人たちの王。アレクサンデル•ヤンネゥス(前一〇 
三年—七六年)の息子で、ポンペイがその王国を奪うまで王であった。 

(五) 「マカベア書」はアンティオコス四世、エピファネス治下のユダヤ教迫を中心としたユダヤ教と 
ヘレニズムとの抗争を扱った諸文書。マカベアと名のつく文書はギリシア語訳には四つある。それら 
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は外典•偽典として扱われる。 


第三十七章 

預言者は異教の哲学者たちに先行したことについて 

このようなわけで、その書がほとんどの民にすでに知られるようになっていたわたしたちの 
預言者の時代に、そしてそれからかなりのちに異教の哲学者たちが出て来たのである。わたし 
は哲学者という名称でよばれているところの哲学者たちのことをいっているのであって、それ 
というのは、この名称はサモスのピタゴラスからはじまったからである。かれはユダヤ人たち 
が捕囚から解放された時代に有名となり、また認められるようになったのであった。それゆえ、 
他の哲学者たちは預言者たちよりかなりのちのことであったことが知られる。事実、その当時 
のもっとも名の知られたすべての哲学者たちの師であって道徳哲学ないし実践哲学とよばれる 
分野に おいて 主要な位置に あったアテナィのソクラテスでさえ、 『年代記』 ではエズラのあと 
におかれているのが知られている。ソクラテスの他の弟子たちよりもはるかにすぐれた人とさ 
れたプラトンの誕生は、さらにそれよりのちのことであった。 

かりに、わたしたちが、これらの哲学者たちに、まだ「哲学者」とはよばれなかったような 
初期の人びとを加えるとしても、これらの人びとでさえ時代の先行性という点では、わたした 




456 


ちの全預言者に先行することはない。初期の人びとというのは、七賢人やタレスのあとを継い 
で事物の自然本性の探求に熱心であることによってかれに倣った自然学者たち、すなわち、ア 
ナクシマンデル、アナクシ メ ネス、アナクサゴラス、そして哲学者の名称を最初に得た ピタゴ 
ラス以前の幾人かの人びとのことである。じっさい、他の人びとがあとにつづいたところの夕 
レスは、ロムルスが支配していた時代に有名になったといわれている。それは、預言の流れが 
イスラエルの泉から全地にわたって流れるかれらの書のうちに噴出していたときであった。し 
たがって、あの偉大な神学的詩人、オルべゥス、リノス、ムサ イオ ス、そして ギリシア 人のう 
ちにいただれか他の人びとだけが、わたしたちがその書を権威あるものとしてもつところのへ 
ブライ人の預言者よりも年代において先であったことが知られるのである。 

しかし、これらの詩人でさえ、わたしたちの真の神学者、すなわち唯一の真の神を真実な仕 
方で公けに示し、また、その書が、わたしたちの権威ある正典において現在第一の場を占めて 
いるモーセよりも年代的に先行していたわけではなかっ(ね。このようなわけで、ギリシア人に 
かんするかぎり、そして世俗の文芸がもっともはなばなしく開花したのはそのギリシアの言語 
においてであったけれども、かれらが自分たちの知恵をわたしたちの宗教——そこには真の知 

恵が見出されるのである-よりもすぐれているとはいわないまでも、すくなくとも、 より 古 

いと見られるということで喧伝する何の理由 ももっ ていないのである。しかしながら、 モーセ 
の以〗刖に、それはたしかにギリシアにではなく、たとえばエジプトのように異民族のうちにで 
あったが、人びとの知恵といわれてもよいようなかなりの知識が存在していたことは認めねば 
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ならない。 (四) 
そうでなければ、聖なる書のなかに「モーセはエジプト人のあらゆる学問を教え込まれた」 
といわれることがなかったであろう。確かに、かれはエジプトに生れての ち、 パロの娘によっ 
て引き取られ養育されたそのときに、一般的な教養を与えられたのである。けれども、エジフ 
卜人たちの知恵でさえ、わたしたちの預言者の知恵よりも時代において先行することはできな 
b った。 じっさい、アブラハムもまた、ひとりの預言者であったからである。さらに、エジプ 
卜人たちがあたかも偉大なる女神のように死後に崇拝すべきであると見なしたィシスによって 
文字が伝えられる以前に、どんな知恵がエジプトに存在しえたのであろうか。さらに、ィシス 
は、アブラハムの孫たちがすでに生れていたということが知られている時代にアルゴスを支配 
しはじめたィナクスの娘であると伝えられているのである。 

(一) 捕囚の終わりは前五三八年、ピタゴラスがその学派を創設したのは前五二九年、ソクラテスの生涯 
は前四六九年から前三九九年、プラトンの生涯は前四二八年から前三四九年である。なお、ピタゴラ 
スについては、本書第八卷第一章、第二章を参照。 

(二) 神学的詩人については本卷第十四章参照。 

(三) モーセによる出エジプトは前一二九〇年頃とされている。 

(四) 「使徒行伝」七のニニ。 

(五) 「創世記」二〇の七参照。 

(六) 本巻第三章参照。 
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第三十八章 

その古さと真正性にたいする疑念のゆえに正典に入れられなかった書について 

さらに、もっと昔にさかのぼるなら、わたしたちの父祖であるノアは、たしかにあの大洪水 
の以前に生存していたのであって、かれをひとりの預言者とよぶことは不当なことではないで 
あろう。かれがつくり、それによってかれとその家族たちとが逃れたところのまさにあの箱舟 
が、わたしたちの時代のひとつの預言となったのであった。アダムから第七代目の H ノクにつ 
いてはどうであろうか。かれもまた、使徒ユダの正典となっている書簡において、預言したと 
伝えられているのではなかろうか。しかし、これらの人びとの書がはなはだしく古い時代のも 
のであるので、ユダャ人によっても、わたしたちによっても、それらを権威あるものとして受 
け入れられることはなかった。時代があまりに古いために、真正性にたいして虚偽の要求が出 
されるのを恐れて、それらを偽典とするのが賢明であると見られたのである。というのは、こ 
れらの書には、識別をしないまま、自分たちが信じたいと願っているところのことを好みに合 
わせて信じる人びとによって真正な書であるとして持ち出されているいくつかのものが存在す 
るからである。しかしながら、正典の純粋性はそれらを受けいれなかったのである。それは、 
神がよしとされた人びとの権威が拒否されたからではなく、これらの文書がその人びとのもの 
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であるとは言じられなかったからである。 

こ.…ど古いものであるという名目のもとに持ち出された書が偽典の取り扱いを受けて L る 
からと1って、おどはないのである。たしかに、ユダャの王やィスラエルの王の歴史 
のなかで、それもじっさいにおこった史実であって、それについては同じ1によってわ 
たしたちが言じているところのことがらであっても、その正典においては十分に説明されても 
らず、むしろ預言者たちが-記した他の諸書に見出されるような多くのことが一言及されているの 
で—。—ばあいには、これら預言者たちの名も隠されてはいないので—が、それにもか 
かわらず、これら8は神の民によって受けいれられている正典®なかには見出されな L 

わたし丈告白するが、このことの理由はわかりかねるので—。ただ、わたしとして考える 

こと i 、 とにか4霊がこれら1述 S たいして 815 負うてい t とがら—示し 
て、 そ—述者1が、—にはひとりの人間として歴史的な探究—事す！"う立場 
で書き、また—には預言者として神的議のもとに書く、ということであったの力もし 
れない。，〇れら S は区 S れて、前者は記述者自身に帰せられるべきであり、後者は力れら 
をとおして語られる神に帰せられるべ— t と判断される。こ®ように、ひとつは知識の増 
大にかかわるものであり、他は宗教的権威にかか1で—。正典はこの権威—持 
ものとしてまもられたので—。正典の外部に—書は、た—その書が真正な預言者の名の 
もとに持ち出されるとしても、知識を豊かにするという価値—もってはいない。それらの書 
が属しているといわれている当の著者のもので—かどうか、不明確だからで—。それらの 
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書に信頼が置かれないのは、このような理由からである。とくに、正典の諸書の信仰に反する 
ような ことが 読まれて、そのためにかれらのものでない ことが まったく明らかなものについて 
はそうである。 

(一)「ユダの手紙」一四。 


第三十九章 

へブライ語には当初から固有の文字があつたということについて 

このようなわけで、いくらかの人びとが、へ ブライ 語は語ることばとしてのみへベル(そこ 
からしてへ ブライ 人という名がおこった)によって保持され、かれから アブラハムへ 手渡され 
たが、それにたいして、文字は モー セをとおして与えられた律法にはじまる、と考えているが、 
これは信じられるべきではない。わたしたちはむしろ、ことばはその文字と相即して父祖たち 
のあの継承によってまもられてきたと信じるべきである。事実、 モー セは、へ ブライ 人たちが 
神の法の文字を知る以前に、民のうちに読み書きをするために指導する者を指定したのであっ 
た。これらの者たちは聖書では 「グラマトエイサゴイ」 とよばれているのである。これは ラテ 
ン語で「文字を誘導する者」ないしは「文字を導き入れる者」といってよいであろう。かれら 
は、文字を誘導する、すなわち、何らかの仕方で学ぶ者たちの心のうちに文字を導入する、あ 
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るいはむしろ、学ぶ者たちを文字へと導く、ということによるのである。 

それゆえ、いかなる種族といえども、神の知恵がそこに内在するところのわたしたちの族長 
や預言者たちにまさってその知恵の言を虚しくいいふらすべきではない。その学問の言に 
よっ て偽って 虚しく 誇るのをつねとしているユジて人でさえ、かれら白身のどのような知恵 
をもってしても、わたしたちの族長の知恵よりも時代的に先行してはいなかったことが知られ 
ているのである。 

じっさい、 H ジブ ト人たちは、かれらが文字を知る以前に、すなわち、ィシスがその地へや 
って来てそれを 教える以前^著しい学識—熟していたな どと あえて主張する者はいないの 
である。さらに、知恵という名でよばれていると ころの 注目すべき学識についても、主として 
占星術やそれ に 類す る他の ことがらの 教授以外に、どれほど大した ことを したのであろう力 
それらはつねに、真正なる知恵によって人びとの心を照らすというよりは、むしろ人びとの才 
能をはたらかせるのに有効であったのみである。 

じっこ、人びとがそこからして幸福となるところのものを教えると公言する哲学に力んして 
も、トリ スメギスト ゥスとよばれる メルクリウスの ころであって、その種のものがその地に目 
立つ ようになったのは、たしかに ギリシアの 賢人や哲学者たちのはるか以前のことであるが、 

ノかし、アブラ、ム、ィサク、ヤコブ、ヨセフ、そしてモーセ自身よりも当然あとのことであ 
る。かの偉大な占星家でプロメテウスの兄弟であるアトランス かれはこのトリスメギスト 
ゥス•メルクリウスを孫とする大メルクリウスの母方の祖父であった が生存したのはモ 
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1 セの生れたころであることが知られている。 

(一) へべ ルに ついては、 さきにノアの長子セムの系列にかんする議論のところで紹介された。「へ ブラ 
イ人」がかれの名にしたがってそのょぅに名付けられて、いわば「へべ ライ 人」となった といぅ伝承 
を、アウグスティヌスは述べたのであった(本書第十六巻第三 S 。 

(二) 例えばアレクサンドリアのクレメンス。 

(三) 77聲.このことばそのものは七十人訳の「申命記」(一六の一八、二九の二〇 他) に 出 
てくる。 

(四) 一一 tterarum Inductor . 

(五) litterarum introductor . 

(六) 本書第十卷第三十七章参照。 

(七) トリスメギストゥスについては本書第八卷第二十三章参照。 

(八) アトランス(またはアトラス)については本卷第八章参照。 


第四十章 

エジプト人の知識の古さにかんする根拠のない主張について 

それゆえに、 H ジブト人が十万年以上も以前に星の理論を理解していたといって、 ある 人び 
とがエジプトの学の古さについて根拠のない推測をたてて弁を弄するのはまったく無益な こと 
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である。かれらがその教師であるィシスから文字を習ったのは二千年を上まわらなかった前の 
ことであるから、いったい、どんな書のなかにその年数を数えあげることができたのであろう 
か。これはゥアルロが報告してくれているところであって、かれは歴史について軽視できない 
権威である。そしてまた、かれのいっていることは、神的な文書の真理に矛盾していないので 
ある。じっさい、わたしたちは、 アダムと よばれた最初の人間からまだ六千年も経過してはお 
らないと考えているの^ a 、 確実なこの真理にこのように異なる、そして相反する年数の間隔を 
説得しようとしているのであるから、かれらは論駁されるべきであるというよりも、むしろ一 
笑に付されるべきであるといわねばならない。 

わたしたちがすでにわたしたちの眼前におこっているのを見ているような未来についても予 
告した人びとが語っているのであって、そのような語り手に信頼をおく以上によりよいことが 
ありえようか。じっさい、歴史家たちの不一致それ自体が、わたしたちの保持している神的な 
歴史に矛盾しないその権威(ゥアルロのような)により大きな信頼をおくべきであるということ 
の十分な根拠を提供してくれているのである。さらに、地上の至るところに拡がった不信仰な 
国の市 S は、きわめて深遠な学識をもった人びとの書を読むのであるが、それらのどの権威も 
軽視することができないもののようにおもわれ、いまの時代の記憶からはるかに遠ざかった出 
来事にかんしてたがいに相違しているのを見出すのであって、かれらはそのいずれに信頼をお 
いてよいか知ることができないのである。 

それにたいして、わたしたちは、わたしたちの宗教に属する歴史が神的権威によって支えら 
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れているので、それに相いれないものはすべてまったく虚偽のものである ことを 疑わないので 
ある。世俗的な文献のうちにある他のものは、どのょうなものであっても、それが真実である 
か虚偽であるかはともかく、わたしたちが正しく幸福に生きるために助けとなるょうな何の意 
義ももっていないのである。 

(一)ここではアウグスティヌスは七十人訳の年数を採用している。それによれば、キリストの生誕は創 
造から五一九九年目におかれている。 


第四十一章 

哲学者たちの意見の不一致と聖書の調和について 

さて、ここで歴史的な認識については通りすぎることとして、わたしたちがそこから本筋を 
それることになったところの哲学者たち自身は、その探究において骨を折ったのであったが、 
しかしそれは、ひとが幸福を獲得するために適合した生をいかにしておくるべきであるかとい 
うこと以外の何ごとも目ざしてはいなかったょうにおもわれるのである。それでは、弟子がそ 
の師と一致せ ず、 また弟子たち同志がたがいのあいだで一致しないのはなにゆえであるか。か 
れらが人間として人間的感覚や人間的推理力に頼って問い求めていったからではなかろうか。 
そこには、何らかの仕方で他人の見解に自己を委ねる者となるのではなく、むしろ自分自身 
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の教説や見解の案出者となって、各人が他の人よりもより賢明でより才知に長けていると見ら 
れたいという自己賞賛を熱心に求める気持があったのかもしれない。しかしながら、いくらか 
の人たちは' あるいはかれらのうちの大方の人たちは、真理への愛からして自分の師や弟子仲 
間から引き離されたのであって、それが真理であってもそうでなくても、自分が真理であると 
見なしたところのもののために争ったのだということをわたしは認めようとおもう。 

わたしたちの著者たちは聖なる諸書の正典を確定し、限定づけたのであるが、それはいわれ 
のないことではなく、すくなくとも、かれらのあいだに不一致があったなどとは考えてはなら 
ない。だからして、かれらがこれらの書を書いたとき、神がかれらにお語りになった、あるい 
は、かれらをとおしてお語りになったということが、学校や体育場で口論好きな議論にうつつ 
を抜かしているたんなる一握りの連中によって信じられているのではなく、田舎においても都 
市においても、教養ある人によっても無教養な人によっても、かくも多くの人びとによって信 
じられているのも不当なことではないのである。 

この著者たちは少数であった。それは、宗教に価値高くあらねばならぬところのものをあま 
りに沢山提供することによって安っぽくなるのを防ぐためであった。とはいっても、かれらが 
一致していることに何の不思議もないというほどの数の少なさであったわけではない。ものを 
書くのに苦労しながら自分の教説にかんする記録を残した多くの哲学者たちのあいだで、あら 
ゆる点で意見の一致を見せている人びとを見出すようなことは容易ではないからである。この 
ことを本書で示すにはあまりに時間がかかりすぎることになろう。 
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しかしながら、それがどのような学派であるとしても、ダエモンを崇拝するこの国において 
完全に是認され て、 それによってさまざまな、そして相反する意見をもった他の人びとがしり 
ぞけられるに至ったような哲学の学派の創始者が存在するであろうか。アテナイ人はつぎのよ 
うな学派をもっていたのではなかったのか。すなわち、人間的なことがらは神々の関心事には 
属さないと主張したヱピクロス派、そして、その反対の見解を保持して人間的なことがらは助 
け手でありかつ擁護者である神々の導きと保護のもとにあると論じたストア派とである。だか 
らして、わたしは不思議におもうのであるが、アナクサゴラ^§が、太陽は燃える石であると語 
って、それが神であるということをまったく否定したという理由で告発されたのはなにゆえで 
あるか、ということである。他方で、エピクロスは、太陽や他の何らかの天体が神であると信 
じることを拒否しただけでなく、ユピテルもほかのどんな神々 も、 人間の祈りや願望が達する 
ような宇宙に住むことはけっしてないと主張して、同じ町で高名に輝き、静穏に暮したからで 
ある。 

アテナイにおいてアリスティブスは最高善を肉体的な快楽におき、同じ町でアンティステネ 
スも人間はその魂の徳によって幸福になると論じたのではなかったであろうか。ここに二人の 
著名な哲学者が存在したわけであって、二人ともソクラテスの学徒であったが、生の最高のも 
のを相異なって矛盾した目的においたのであった。ひとりは、賢者は国事を避けるべきである 
といい、他のひとりは、賢者は政治的なことがらに参与すべきであるといったのである。かれ 
らのいずれも、自分の学派をまもるために弟子たちを集めたのである。 
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明らかなかたちで、そして公然と、哲学者たちは人目につく有名な柱廊で、体操場で、小庭 
園で、公的な、私的な場所で、それぞれ自分の見解を保持するために群れをなして争ったので 
あった。ある者は世界は一つであるといい、他の者は無数の世界が存在するという。ある者は 
この一つの世界は存在しはじめるょうになったといい、他の者は世界のはじまりを否定する。 
ある者はそれは滅びるといい、他の者はつねに存在するであろうという。ある者はそれは神の 
精神にょって統宰されるといい、他の者は偶然の機会に依存するという。ある者は魂は不死で 
あるといい、他の者はそれは可死的であるという。魂は不死であると主張した者のうち、ある 
者はそれはあらためて獣のなかにはいっていくといい、他の者はそのことをまったく否定する。 
他方、魂は可死的であると主張した者のうち、ある者はそれは肉体の死後すぐに死滅するとい 
い、他の者は肉体の死後わず七の期間ないしはかなりの期間生きるが永久にではないという。 
ある者は究極的善を身体におき、他の者は精神のうちに、また他の者はそのいずれにもおいた 
のであった。ある者は外的な善を精神と身体とに加えたのであった。ある者は身体の感覚はつ 

(一七) 二6 

ねに信頼されうるものであると考え、他の者はつねに信頼されうるとはかぎらないと考える。 
さらに他の者はそれはけっして信頼されうるものではないと考えるのである。 

哲学者たちのあいだに、これらの、そしてこのほかの数え切れないほどの見解の不一致があ 
るのである。不信仰な国のどんな民が、どんな元老院が、政治的などんな権威やどんな職が、 
かつてこれら相異なる考えかたのあいだに判決を下そうとし、それらのあるものを是認し、受 
容し、他のものをしりぞけ拒もうとしたのであろうか。その国は、見解を異にする人びとの論 
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争を判断もつけないまま乱雑に胸のうちへ擁してきたのではなかったであろうか。しかも、こ 
れらの論争は、田畑や家、あるいは何らかの金銭にかかわる問題について不一致であったわけ 
ではなく、わたしたちが悲惨な生をおくるのか、それとも幸福な生をおくるのかということを 
決定するところのものについての不一致なのである。ここでは、何らかの真実が語られたとし 
ても、虚偽の主張もまた同じ資格をもっているわけである。このような国がバビロンという象 
徴的な名を受けとるのもけっしていわれのないことではない。じっさい、すでにわたしたちが 
語ったのを想いおこすように、「バビロン」は「混乱」と訳されるのだからである。矛盾対立 
する誤謬によっていかにたがいにたたかい合っても、それは、その国の支配者であるダエモン 
にとっては関心の外にあるのであって、この支配者は、かれらの多くの、そしてさまざまな不 
敬虔の功績に応じて、かれらの見解のすべてを等しく所有しているのである。 

それとは対照的に、神の言葉が委ねられたところのあの民族、あの民、あの都、あの国家、 
あのィスラ H ル人たちは、たしかに偽預言者と真の預言者とを同等に認めてひとつに混合する 
ような ことはなかった。かえって、たがいのあいだで一致し、何ら不一致を示さなかったこれ 
ら預言者たちは、聖なる書の真正の著者として認められ、また保持されたのであった。これら 
の預言者たちはかれらの哲学者なのであった。すなわち、人びとにとってかれらはまさしく知 
恵を愛する人であり、神学者、預言者、そして誠実さと敬虔の師なのであった。 

かれらにしたがって賢明であり、生を生きた者はだれでも、たんなる人間によってではなく、 
これらの人びとをとおして語られた神によって賢明であり、生を生きたのであった。もしもこ 
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れらの書において神聖冒瀆が禁じられているとすれば、それは神が禁じられたのである。もし 
も「あなたの父とあなたの母を1£=」といわれているとすれば、神が命じられたのである。も 
しも「あなたは姦淫してはならない。殺してはならない。盗んではならない」といわれている 
とすれば、これらのことやそのほかの同じようなことも人間の口によって発せられたのではな 
く、神のことばが託された者の口によって発せられたのである。 

これらの哲学者たちのある者は、自分たちが考えた諸々の虚偽と並んで真実なものも見るこ 
とができたのであって、かれらは労苦の多い議論によってそれらの真実を悟らせようと努めた 
のであった。すなわち、神がこの世界をおつくりになったこと、ご自身が最高の摂理によって 
それを統宰しておられること、徳の高貴さ、祖国への愛、友情の忠実さ、諸々のよきは たらき、 
品性ある習慣、に属するところのすべてのことにかんする真理である。とはいえ、かれらはな 
お、これらすベてのものがそれへと向けられるべき目的やその規準については無知であった。 
しかしながら、わたしたちのあの国においては、預言的な、すなわち神的なことば(それは人 
間によって伝えられたのではあるが)によって民に勧められたのであって、論争好きな議論に 
よって教え込まれたのではなかった。そのため、それらのことを知るようになった者は、人間 
の才能がつくり出したものを軽蔑することを恐れたのではなく、神によって発せられたことば 
を軽蔑することを恐れたのである。 

(一)ダエモン崇拝 ( daemonicola ) については、同じことばをアゥグスティヌスは『告白』のなかでも用 
いている(『告白』第八卷第二章)。 
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(二) 本書第八卷第二章、ディオゲネス•ラエルティオス『ギリシア哲学者列伝』二の八参照。 

(三) 本書第八卷第三章参照。 

(四) ストア学派。 

(五) アリストテレス。 

(六) プラトンのアヵデミアの森やエピクロスの庭園。 

(七) フラトン、アリストテレス、ストア学派。 

(八) アナクシマンデル、エピクロス学派0 

(九) プラトンやそれ以後に出たフィロン。 

(一〇)プラトンやストア学派の一部の哲学者。 

(一一) ストア学派の汎神論。 

(一二) ストア学派。 

(一三) エピクロス学派 0 

(一四) プラトン。 

(一五) ピタゴラス学派。 

(一六) 本書第八卷第七章参照。 

(一七) エピクロス学派。 

(一八) プラトン主義者。 

(一九) 新アヵデミア派の懐疑論者たち。 

(二〇)本書第士ハ卷第四章。 

(ニー)「出エジプト記」二〇の一二以下。 
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第四十二章 

異邦人の益のために神の摂理によって旧約聖書がへブライ語からギリシア語に訳さ 
れたことについて 

エジプトのプトレマイオス家の王の一人も、この聖なる書を知り、それを所有したいとしき 

りに願ったのであった。この事情は以下のとおりである。——「大王」とも名付けられたマヶ 

ドニアのアレクサンドロスの侵略は、けっして長くはない期間におどろくほどの勢力拡大をお 
(一) t (二) 
こなったのであって、東方の他の諸国のうち、ユダヤにもはいってそれを手に入れたとき、か 

れはアジア全体、 というよりも ほとんど全世界を、ひとつには武力をもって、ひとつには恐怖 

をもって支配下に置いたのである。この大王の死ののち、かれの廷臣たちはこのひじょうに広 

犬な帝国を自分たちのあいだで所有せんとして分割したのであるが、それは平和的な仕方によ 

るものではなく、むしろ、それらすベての荒廃をもたらそうとして戦いによってその帝国を消 

散してしまったのである。そのときから、エジプトはプトレマイオス王朝のもとに属すること 

となり、ラゴスの息子であるところのその最初の王は、多くの捕われ人たちをユダヤからエジ 

ブトへ移したのであった。 

しかしながら、かれの後継者で、別名フィラデルフォスともよばれているいま一人のプトレ 
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マイオスは、最初のプトレマイオスが服従させて連れて来たところの人び とを 自由にして、祖 
国へ帰還することをゆるしたのである。それに加えて、かれは神の宮に王家の贈り物をおくっ 
て、当時の祭司長であったエレアザルあてに、ひろく知らされてたしかに神的な書であるとい 
う評判を耳にしていた聖書を送ってくれるよう求めたのであっ*$。かれはそれを、かれが建設 
した世に名高い図書館に入れたいと切望していたのである。祭司長がへブライ語の写しを送る 
と、それにたいしてかれは翻訳者をも要請した。そこで、十二の部族からそれぞれ六名ずつ、 
二つの言語すなわちへブライ語とギリシア語とにひじょうに秀でた七十二人の学者が送られた。 
現在、慣習によって確立されて「七十人訳」とよばれているものがかれらの訳である。 

伝承によれば、かれらの訳のことばにおける一致は、じつに不思議な、おどろくべきもので 
あって、明らかに神によって霊を吹き込まれたものであるといわれる。それは、かれらがこの 
仕事に従事したとき別々に坐ったのであるけれども(というのは、そのようにしてブトレマイ 
オスはかれらの信義をたしかめようとおもったからである)、同じ意味を表示したり、同じだ 
けの重要さをもちうるような、ただの一つのことばにおいても、あるいは、ことばの順序にお 
いても、かれらのあいだに相違が見られなかったほどである。あたかもただ一人の翻訳者が存 
在したかのように、かれらの訳は一つのものとなっていたのである。かれらのすべてに一つの 
霊が存在したからであった。このようなわけで、かれらは神からのかくも不思議な賜物を受け 
たのであって、それは、このような仕方で、これらの聖書の権威が人間的な権威ではなく、神 
の権威であることが推奨されるためである。事実、それは神の権威なのである。そしてこれは、 
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いつか キリストを 信ずる ようになる であろう異邦人に益と なる ためであった。わたしたちはす 
でに このことが 果されているのを見ている。 

(一) アレクサンドロス大王は前 三三六年に 王と なり、前三二三年、三士一歳の若さで死亡した。 

(二) アレクサンドロス大王のユダヤ 侵入については、のちにこの巻の第四十五章においても触れられる。 
前三三 二 年の ことで ある。 

(三) プトレマイオス ニ世(通称フィラデルフォス)のこと。前 二八五 年から 二四六 年まで 在位〇プトレマ 
イオスー 1: の 子で、アレクサンドリアにファ ロス 島灯台、ムセ イオン (学士院)、図書館などを建設し 
たということで知られる。 

(四) ョセフス 『ユダヤ古史』一二の二、四参照。 

(五) セプテュ アギ ンタに ついては本書第八卷第十一章、第十五卷第十三章参照。 


第四十三章 

他のどの訳よりもすぐれていると見なされた七十人訳の権威について 

かの聖なる神のことばをへブライ語からギリシア語へ移した他の翻訳者ちがいたことはほ 
んとぅで ある。たとえば、アクィ 7 a やシュンマクス、そしてテオドティオンである。また、訳 
者が明らかでなく、そのゆえにそれは訳者不明の「第五版」とよばれているところのあの訳も 
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存在する。けれども、教会はこの七十人訳を唯一のものであるかのように受けいれたのであっ 
た。ギリシア語を話すキリスト教徒の民もそれを用い、かれらのほとんどが、何か他の訳があ 
るかどうか知らない。この七十人訳からラテン語へ訳されたのであったが、ラテン語を用いる 
教会はそれを保有している。もっとも、わたしたちの時代には、学識深く、三つの言語の精通 
者である司祭ヒ H 口ニュムスをもつことになったのであって、かれは同じ聖書をギリシア語か 
らでなく、へブラィ語からラテン語へ移したのであった。 

ところで、ユダャ人たちは、かれの深い学識にもとづく労苦の所産に信頼をおいて、七十人 
の翻訳者たちはいくつかのところで誤りをおかしている、と主張するのである。しかしながら、 
このような重要な仕事のために当時の最高の祭司であった H レアザルによって選ばれたこれほ 
ど多くの人びとの権威にたいしては、だれをも優先させるべきではない、というのが キリスト 
の教会の判断である。なぜなら、それらの人びとのうちに、疑う余地もなく神の霊であるとこ 
ろの唯一の霊が現れなかったとしても、そして、七十人の学者たちが、人びとが習慣上よくお 
こなうように自分たちの訳語を相互に交換し合ってひとつにまとめ、かれらすべてによって是 
認されたものがそこに残ったとしても、かれらにたいしてただ一人の翻訳者が優先されてはな 
らないからである。しかし、神性のしるしがかれらのうちに現れたのはこれほどに確かである 
ので、だれか他の人がこれらの聖なる書をへブラィ語から他のどのような言語へ訳するとして 
も' その人が真実な人であるなら、あの七十人の翻訳者たちと合致することであろう。もしも 
合致しないとおもわれるばあい、わたしたちは、預言の崇高さは他方の訳のうちにあると信じ 
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るべきである。 ィ… 

という G は、預言者たちが神のことばを語ったときにかれら？ちに存在したまさに同じ霊 
が、七十人の者たちがそれを訳したときにも、かれらのうちに存在したのだからであるその 
1、あたかも預言者が二つのこと—ったかのごとくに、神の権威によって他のことも語る 
ことができたので—。というのは、両方を語ったのは同じ一つの霊だからで—。#はまた、 
同じ1がった仕方—ともで—のであって、それらを正しく理解で—者には、 
こと. i 司じでなくても、同一の意味が明らかになるためで—。霊は—ことを差し控えた 
り、あることを付け加—こともで—のであった。このようにして、翻訳者がその仕事にお 
いてことばに縛られて人間の奴隸的冪によって成し遂げるのではなく、その仕事が、翻訳者 
の、じを満たし導いたところの神の権能によってなされたことが示されるためである。 

いくらかの批判者たち ( is 、 七十人訳のギリシア語本はへブライ語原典から改訂されねばなら 
ないと考えた。もっとも、かれらは、へブライ語原典にはなく、七十人訳に記載されているも 
のをあえて除去することまではしなかった。ただ、へブライ語には見出されて、七十人訳には 
見出されないところ e もの—け加え—けであって、それらの句の頭のところにアステリス 
クとよばれる星じるしを付すことによって、それらを示したのであった。他方、へブライ語 
には見られず、七十人訳によって襲されたものについては、同じようにして、その句の頭の 
ところに水平の線を引いて、ゥンキア(分»5)が書かれるときのようにしるし付けたのであった。 
多くのラテン語写本もこのしるしをもっており、ひろく行き渡っている。 
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しかしながら、省略されたり付け加えられたりしているのではなく、異なった仕方で表現さ 
れているものについて、つぎのことを知るには両方の本をよく見てみるのでなければ不可能で 
ある。すなわち、それが原典からかけ離れたものではないけれども何か他の意味を示している 
のか、それとも、それは異なった仕方で表現されてはいるけれども同じ意味を示そうとしてい 
るのか、ということである。それゆえ、もしもわたしたちが、これらの書のうちに人間をとお 
して神の霊が語ったもの以外の何ものも見ないとするなら、そしてわたしたちはそうするので 
なければならないが、へブライ語本に見られて七十人の訳者のもとには見られないところのも 
のはすベて、神の霊が翻訳者たちをとおしてではなく、預言者たちをとおして語ることをのぞ 
まれたのだということである。 

逆に、七十人訳に見られてへブライ語本に見られないものはすべて、同じ霊が、預言者たち 
をとおしてでは なく、 むしろ翻訳者たちをとおして語るのをのぞまれたのだということであっ 
て、そのようにして両者とも預言者であることを示そうとしているのである。すなわち、霊は 
このような仕方で、のぞむままに、あることをイザヤをとおして、他のことをエレミヤをとお 
して、また、他のことをそれぞれの預言者をとおして語ったからである。この霊は同じことを、 
この預言者、あの預言者をとおして異なった仕方で語ったのであった。さらに、両方の本に見 
出されるところのことはすべて、一つの同じ霊が両者をとおして語ることを欲したのであるが、 
しかし、そのようにして、前者は預言することによって先に立って示し、後者は預言的に翻訳 
することをもってそ.のあとにしたがったのである。なぜなら、真実と和合とをもって語ったと 
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き、平和の同じ一つの霊がその譽者たちのうちに現存していたように、たがいに協議し合う 
ことはなかったけれども、なお一つの口によるのでも—かのようにそのすべてを訳した—、 

霊は明らかに翻訳者たちに現れたからである。 > F pie 
(一)ア•''■ラにっ、‘ては、 すでに本書第十五卷第二十三章における「創世記」の解釈 r 力んする箇所て 
触れられた。アクィラは 二世紀前半、旧約聖書をギリシア語に訳した学者である(同上の箇所の注一 

三参照ン。 

0一) シュンマクスは二世紀の後半、 旧約聖書を読み易いギリシア語に訳した。オリゲネス(一八五年— 
二五四年)は、ひとりのキリスト教徒で—女性から、シュンマクスの書の写を 得た。 一一〇〇年頃に 
書か 「ル，•こも 〇である。 

(三) テオドティオンはテオ ドト ゥスともよ ばれ、一八〇年頃にへブライ語を参照して七十人訳を改訂し 
た。 

(四) アウグスティヌス『キリスト教の教え』二の一三参照。 

(五) アウグスティヌスの 生涯は—四年から四三〇年までであり、ヒニニュムスは三四六年力ら四二 
〇年までである。 

(六) 例えばオリゲネス。 

(七) asteriscus . 

(八) ウンキア ( uncia ) はオンス(十二分のーポンド)を一 7 T す 
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第四十四章 

ニネベの滅亡の意味について 

しかし、だれかが「預言者ョナがニネベの人びとにどのようにいったのか。『三日を経たら 
ニネベは滅びる』といったのか、それとも『四十日を経たらニネベは滅びる』といったのか」 
と問うかもしれない。じっさい、この預言者は、切迫していた滅亡にかんする脅威をもってそ 
の都市を恐れさせるために遣わされたのであるが、この両方のことがそのとき預言者によって 
語られなかったことを、だれが見ないであろうか。もしもそれが三日目に滅びることになって 
いたのなら、四十日目に滅びることはなかったのは確かであり、もしも四十日目に滅びること 
になっていたのなら、三日目に滅びることはなかったのは確かである。それゆえ、ョナがこれ 
らのうちのいずれを告げたのであるかとわたしに問われるなら、わたしはむしろ、これは、へ 
ブラィ語写本に「四十日を経たらニネベは滅びる」と読まれているところのものであるとおも 
うのである。 

それからずっとのちに仕事をした七十人の翻訳者たちは、たしかにそれとはちがったことを 
いうことができたのであった。けれどもそれは、そのことがらに関連したものであり、異なる 
表示によるものではあるけれども同一の意味において符合するのである。これは、読者がいず 
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れの本の権威 も見下げる ことなく、 たんなる歴史的事実の地平からみずからを起こして、その 
歴史的事実そのものがそのために書かれた ところの 意義を求めるよう促しているのである。た 
しかに、これは-ーネベの都市におこった出来事である。しかし、それはその都市の限界をこえ 
た他の ことを も意味するのである。それはちょうど、その預言者_身が三日間棘の腹のなかに 
いたと いう 事実と同じであって、それはなおも別の ことを 意味しているのである。すなわち- 
すベての預言者の主であられるかたが、 一一一日間、 陰府の深淵におられるであろうということで 
ある。 

それゆえに、その都市によって異邦人の教会が象徴的に預言されていると受けとるのが正し 
いとすれば、すなわち悔い改めによって壊滅されて、かつてあったようなものではもはやなく 
なるということ、これは、ニネベによって象徴的に演じられている異邦人の教会において、キ 

リストを とおして 果たされた という こと、 - と受けとるのが正しいとすれは、四十日経って 

と卜、三日経って、とかいわれていることにおいて、まさにキリストご自身が意味されている 
のである。四十日経って、といわれるのは、キリストは復活されてのち四十日間その弟子たち 
と共にすごされ、それから天にのぼられたからであり、三日経って、といわれるのは、かれは 
三日目によみがえられたからである。 

ただ歴史的事実にのみ固執することをしきりに願っている読者を、いわば七十人の翻訳者た 
ちが その まどろみから 目ざめ るよう 刺激し、預言者たちはある意味で預言の深さをたずね求め 
るよう うったえているのである。要するにかれらは、「四十日のうちにそのかたをたずね求め 
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よ。そのかたにおいてあなたは三日をも見出すことができるであろう。前者をその昇天におい 
て、後者をその復活において発見するであろう」といっているのである。それゆえに、これら 
両方の数によって、そのひとつは預言者ョナによって、いまひとつは七十人の翻訳者の預言に 
よって、まったく適切な仕方で意味表示がなされているのである。そして、いずれも同じ一つ 
の霊が語っているのである。 

わたしはあまり長たらしくなるのを避けようとおもう。それで、七十人の翻訳者たちがへブ 
ライ語本の真理からそれていると考えられて、しかも正しく理解されたときには一致している 
のが見出されるような多くの例によってこのことを証明することは止めることにする。だから 
して、わたしも自分の分に応じて使徒たちの跡をたどるのであって、それというのは、使徒た 
ち自身が両方から、すなわちへブライ語本と七十人訳とから預言的な証言を引用しているのだ 
からである。それで、両方を権威あるものとして用いられるべきであると考えたのである。両 
方は一つであり、神によるものだからである。しかし、いまは、わたしたちに残されていると 
ころのことを、なしうるかぎり追っていこうとおもう。 

(一)「ョナ書」三の四。へブライ語とゥルガータでは四十日とあり、七十人訳では三日とある。 
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第四十五章 

神殿の再興および預言者の不在の時期からキリストの生誕の時期に至るまでのユダ 
ヤ民族の不幸な運命について 

ユダヤの民が預言者をもたなくなってのち、すなわち、バビロンにおける捕囚ののちに神殿 
が再興されて以前より良くなることが期待されていたまさにその時期に、かれらは以前よりも 
劣悪になったのであった。じっさい、肉によるその民は、預言者ハガィによって「主の家のの 
ちの栄光は、前のよりも大き1'-」と語られた預言をこのよぅな意味に理解したのであった。し 
かし、これは、「わたしはすべての国民を震わせる。すべての国民によって待ちこがれられて 
いた者がくゼ」といっているところで明らかにキリストにかんする約束をおこなっているとこ 
ろで、新しい契約についていわれたことであることをすこし前に証明したのであった。 

ここのところでは、七十人の訳者は別の意味を与えたのであった。それは、かれらの預言者 
的権威によって頭にとってよりも、むしろからだにとって、すなわち、キリストにとってより 
も、 むしろ教会にとってふさわしい意味であって、つぎのよぅにいっているのである。「主に 
よってすベての国民から選ばれたところのものが来る」。この「もの」とは「人びと」のこと 
であって、その人びとについてはィヱスご自身が福音書のなかで、「招かれる者は多い が、 選 
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ばれる者はすくない」といっておられる。 

すなわち、神の家は、新しい契約をとおして、諸々の民から選ばれた「生ける石」によって 
建てられるのである。それは、 ソロモン 王によって建設されて捕囚ののちに再興されたと ころ 
のあの神殿よりもはるかに栄光にかがやくものである。それゆえ、かの民はそのとき以後預言 
者をもたず、異国の王たちの手によって、さらにはローマ人自身の手によっても、数多くの不 
幸のもとに苦しめられたのであるが、それは、ハガイのこの預言があの神殿の再興によって成 
就されたのだ、などと見なすことのないためである。 

そののち多くを経ないうちに、 アレクサンド ロスがやって来たので、その民は征服されたの 
であった。かれらはあえて抵抗しようとはせず、したがって、まったく容易に服属して平和を 
受けいれたので、そこにはたしかに荒廃はなかったが、しかし、神の家はかつてかれらの王の 
自由な力のもとにあったときのような大きな栄光をもつことはなかったのであった。じっさい、 
アレクサンド ロスは神の宮にいけにえをささげたのであったが、かれは真の敬虔をもって神の 
礼拝へ回心したわけではなく、不信仰な虚栄によって、神を虚偽の神々と一緒に拝すべきだと 
考えていたのであった。 

そののち、上において触れたことであるが、ラゴスの息子プトレマイオスは、アレクサンド 
ロスの死後、囚われ人をそこからエジプトへと移した。その後継者プトレマイオス•フィラデ 
ルフォスは、ひじょうな寛大さをもってかれらをそこから帰還させたのであって、すこしまえ 
にわたしが語ったように、わたしたちが七十人訳の聖書をもつことになったのはかれによるの 
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である。次いでユダヤ人たちはマヵベア書にくわしく記されているように、戦いによって消耗 
しつくしてしまったのである。そして、エピファネスともよばれるアレクサンドリアの王ブト 
レマイオスによって捕囚とされた。さらに、シリアの王アンティオコスによって多くの、きわ 
めて苛酷な不幸のもとにおかれて偶像崇拝を強いられ、その神殿 g 体は異教徒たちの冒瀆的で 
迷信的な儀式でみたされたのであっが。しかしながら、マヵべゥスともよばれるかれらの精力 
的な指導者ユダは、アンティオコスの将軍を敗走させ、あの偶像崇拝のすべての汚濁から神殿 
を浄化したのであった。 

ところが、 それから まもなく、 アルキム スと かよばれる人物が、功名心からであるが、祭司 
の家系ではないので本来は不可能であった大祭司となった。それからおよそ五十年の期間がつ 
づいたが、そのあいだ、 ユダヤ 人はある点で繁栄を得たけれども、平和ではなかった。そのあ 
と、 アリ ストブロスが 王冠を自分の ものとし、ユダヤの あいだで最初に王と大祭司の両方をか 
ねたのであった。 

じっさい、それ以前、 バビロニアの 捕囚からの帰還と神殿の再興ののち、ユダヤ人は王をも 
たず、その代わりに司令官または州の統治者をもったのであった。事実、王たる者は首長権に 
よって命令するがゆえに州の統治者とよばれうるのであり、また、軍の指揮者であるがゆえに 
司令官とよばれうるのである。しかし、州の統治者または司令官であるところの者が王ともよ 
ばれる という ことにはならないのであって、 アリ ストブロスがそうであった。かれのあとを ア 
レクサンド』 一^5が継いだのであるが、かれもまた王と大祭司とを兼ねていた。かれは民にたい 
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して苛酷な支配者であったと伝えられる。かれのあと、その妻であるアレクサンドラがユダヤ 
人の女王となった。そしてかの女の時代からいっそう重い不幸がつづいたのであった。じっさ 
い、アレクサンドラの息子たち、アリ スト ブロスとヒルカヌスは支配権をめぐってたがいのあ 
いだで争闘し、イスラエルの民に逆らってローマの武力にうったえたのであった。それという 
のも、ヒルカヌスが自分の兄弟に対抗してローマ人の助けを求めたからである。そのときには 
すでにローマはアフリカを征服し、またギリシアをも征服していた。さらに、世界の他の諸地 
域の広範な支配者でもあった。しかし、ローマは、自分自身の重みを担うだけの力をもたない 
もののごとくに、ある意味で、自分自身の大きさによって難破していたのであった。 

じっさい、内部での深刻な争闘となり、そこから同盟国との戦いへ進展し、そののちまもな 
く内乱となったのであって、はなはだしく力を減じ、疲弊していたので、君主によって統治さ 
れる国家体制の変更がなされねばならない状態が切迫していた。それゆえ、もっともよく知ら 
れた！！丨マ人の指導者ポンペイゥスが軍隊と共にユダヤへ侵入して都市を奪ったとき、神殿を 
開きはしたが、それは祈願をささげることにもとづくものではなく、勝利者の権利にもとづく 
ものであった。かれは大祭司のみ入ることがゆるされていた至聖所に近づいたが、それは、畏 
敬する者としてではなく、神聖を汚す者としてであった。かれは、ヒルカヌスを大祭司に認証 
し、アンティパトロスを総督という名でよばれていた管理者として隸従せしめた民の上に置い 
てのち、 アリ ストブロスを拘束して連れ去ったのである。それからは、ユダヤもまたローマの 
属領となるのである。そのあと、カッシゥスは神殿をも略奪した。それから数年経って、かれ 
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らは外国人のへロデを自分たちの王として持たされることになったが、キリストが生れたのは 
かれの洽世のときである。すなわち、族長ヤコブの口をとおして預言の霊によって表示されて 
いたときが満ちて、そのときがいまや到来したのであった。ヤコブはいう。「そのことが取っ 
ておかれたかたがやってこられるまで、王筑(君主)はユダを離れず、立法者の杖はその腰から 
離れることはない。そのかたはもろもろの民の期待である」。 

このようにして、ユダヤ人たちの君主は、かれらが外国の王の最初のものとして受け V れた 
このへ ロ デのときまで離れることはなかった。それゆえに、いまや新しい契約のもとに約束さ 
れたところのことが取っておかれたかたとして来られて、もろもろの民の期待となるべきとき 
が到来したのである。忍耐の謙遜をもって裁きを甘受するためにやって来られたとき、もろも 
ろの民がまずそのかたを信ずるのでなければ、その光り輝く権能によって裁きをおこなうため 
にそのかたが到来されることを期待するのは、そしてわたしたちはそのかたがそのように期待 
されていることを知っているが、不可能である。 

(一) 「ハガィ書」二の九。 

(二) 同上、二の七、本巻第三十五章参照。 

(三) 「マ タィによる 福音書」ニニの一四。 

(四) 「ベ テロ 第一の手紙」二の五より取られている。 

(五) 前三三二年のこと。 

(六) ョセフス 『ユダヤ古代誌』一一の八の五参照。 
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(七) 本卷第四十二章。 

(八) ヨセフス『ユダヤ古代誌』一二の七の 一—六参照。 

(九) 「マカべヤ第一書」七の五以下、およびヨセフス『ユダヤ古代誌』一二の九参照0 

(一〇)アルキムスはシリア王によって大祭司に指名された。エルサレムにおける非愛国的党派の指導者 
としてマカベウスに対抗した人物。 

(一一)アリストブロスはヨハネス•ヒルカノスの息子で、ハスモン家の最初の王であった父親によって 
大祭司に任命され、父親の死後、ユダヤの統治者となった(前一〇六年)。 

、(一二)アレクサンドロス•ヤンネウス(前一〇二年から前七五年)。かれは軍の力を借りてパリサィ派を 
遠ざけた。 

(一三) アレクサンドラが支配したのは前七九年から六九年までである。かの女が死んだとき、二人の息 
子すなわちヒルカノスとアリストブロスニ世とのあいだで後継者争いが生じた。 

(一四) 前六四年のことである。 

( 一五) ポンペィウス(前一〇六年から前四八年)はローマ共和政末期の政治家であり将軍である。かれは 
のちにシリア•ユダヤを併合した。 

(一六) カッシウスではなく、クラッスス(前一一四年から前五三年)である。かれが神殿を略奪したのは 
前五三年のことである。 

(一七) へロデ大王(前三七年から後四年在 S は、前四〇年に口丨マ皇帝アウグストゥスによってユダヤ 
王に任命され、前三七年エルサレムを陥れて、ユダヤの王として君臨、才能はあったが、残忍な行為 
もおこなった。 

(一八) 「創世記」四九の一〇。 
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第四十六章 

御言の受肉に よる 救い主の誕生とユダヤ人の離散について 

このようなわけで、へ ロ デがユダヤにおいて支配していたが、 ローマ 人のもとでは国家の体 
制に変化がおこって皇帝の統治が世界的な平和を確立したとき、あらかじめ告げられた預言に 
したがっ\!>キリストがユダヤのべッレへムに生れられたのであった。かれは、目に見られる 
かたちとしては人間のおとめから出た人間であるが、隠れた現実においては父なる神から生れ 
た神であった。これは預言者がつぎのように予告したところのことであった。「見よ、おとめ 
がみごもって男の子を産む。その名は ィンマヌエ ルととなえられるであろう。これは『神われ 
らと共にいます』と訳されゼ」。かれはかれ自身において神が知られるようになるため、多く 
の不思議なわざをおこなわれたのであって、そのうちのいくつかを福音書はかれのことを知ら 
せるのに十分とおもわれるだけ保持しているのである。 

それらの最初のものは、このように不可思議な仕方で生れられたという事実である。 また、 
それらの最後のものは、死者からよみがえったからだと共に天にのぼられたという事実である。 
しかし、ユダヤ人たちは、かれが死んでよみがえるよう定められていたゆえに、かれを信じよ 
うとしなかったのであるが、 ローマ 人の手によっていっそう悲惨な荒廃を蒙り、すでに外国人 
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の権力下にあったところの自分たちの王国から追い出され、根絶され、全地に離散したのであ 
った(じっさい、至るところ、かれらが見出されないところはない))。かくして、かれら自身の 
聖書の証言によって、わたしたちがキリストについての預言をでっちあげたのではないという 
証しをわたしたちのためにもつことになったのである。かれらのうち多くの者が、キリストの 
受難のまえと、とくにその復活ののち、この預言を考慮して、かれを信じるようになったので 
あるが、かれらについて、「ィスラエルの子らの数は海の水のようであっても、そのうちの残 

(六) 

りの者だけが救われる」と予告されている。 

しかし、あとの者はまったく盲目とされるのであって、かれらについてつぎのように予告さ 
れている。「かれらの前の食卓をわなとなし、罰とつまずきの石にしてください。かれらの目 
を暗くして見えぬようにし、かれらの背をつねに曲げてください」。それゆえに、ユダヤ人が 
わたしたちの聖書を信じないときに、かれらが盲目の目で読んだかれら自身の聖書が、かれら 
において成就したのであった。もしかして、シビュラの名のもとに公けにされている ところの 
キリストにかんするあの預言や、ユダヤの民にはかかわりのない他のだれかの預言——そうい 
う預言があったとして——は、キリスト教徒によって虚構されたものである、と主張するかも 
しれない。 

わたしたちにかんしては、わたしたちに敵対する者の諸々の書から提出されるもので十分で 
ある。というのは、かれらがこれらの書を所有かつ保持することによって、かれら自身の意に 
反してわたしたちに差し出されるこの証言ゆえに、わたしたちは、 キリストの 教会が至る とこ 
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ろへ拡げられていく、そのすベての民族にかれら自身も散らされていることを認めるのだから 
である。じっさい、かれらも読んでいる『詩篇』のなかに、まさにこのことについて前もって 
知らされている預言がある。それはつぎのように記されている箇所である。「わたしの神、そ 
のあわれみはわたしを迎えられる。わたしの神はわたしの敵においてそれをわたしに示された。 
かれらを殺さないでください。かれらがいつかあなたの法を忘れるようなことがないために。 
あなたの力によってかれらを散らしてください」。 

このように、神は教会にたいしてご自身のあわれみの恵みをその敵対者であるユダヤ人にお 
いて示されたのであった。それというのも、使徒がいうように、「かれらの過失は異邦人にと 
って救いを意味 - t -2 る」のだからである。それゆえに神はかれらを殺すようなことはなさらなか 
ったのである。——すなわち、かれらはローマ人によって征服され圧迫されたけれども、ユダ 
ヤ人としての存在を無にしてしまうことはなさらなかった。それは、かれらが神の法を忘れて、 
わたしたちが論じているところのことについての証言としての効力を失うことがないためであ 
る。それゆえに、「かれらを殺さないでください。かれらがいつかあなたの法を忘れるような 
ことがないために。あなたの力によってかれらを散らしてください」というだけでは不十分で 
あって、「かれらを散らしてください」ということも付け加えねばならなかったのである。と 
いうのは、もしもかれらが聖書のこの預言と共に自分たちだけの地に住んで至るところに住ん 
でいないなら、至るところに存在する教会は、かれらをあらゆる民のもとで、キリストについ 
てあらかじめ与えられていたところの諸々の預言の証人として用いることはできないであろう 
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からである。 

(一) 「ミカ書」五の二参照。 

(二) 「イザヤ書」七の一四、「マタイによる福音書」一の二三。 

(三) 「ヨハネによる福音書」二〇の三〇、三一参照。 

(四) すなわちへロデ王の一族。 

(五) 紀元後七〇年にはそのよぅな状態にぁった。 

(六) 「イザヤ書」一〇のニニ、「ローマ人への手紙」九の一七。 

(七) 「詩篇」六九のニニ、二三。 

(八) 本卷第二十三章参照。 

(九) 「詩篇」五九の一〇、一一。 

(一〇)「口丨マ人への手紙」二の二。 


第四十七章 

ィスラエル民族のほかに神の国の民は存在したのであるか 

それゆえに、だれであろうと外国人が、すなわち、ィスラエルの民の生れではなく、また、 
あの民にょって聖書の正典の記録のうちに受け とられること もなかったょうな人が、キリスト 
について何 ごと かを預言した ことが わかって、わたしたちの知る ところと なったか、あるいは、 
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わたしたちが知っていたなら、わたしたちはそれを、これまでの引用の上にさらに積み重ねて 

用 ハること もで きる であろう。 たとえ そのようなものが現れな くと も、それがどうしても必要 

だというわけのものではなく、これらのことが他の民族にも啓示されて、その民族にもこれを 

予告す るよう 促された人びとが存在していたと考えることは不適当ではないのである。そのよ 

うな人も、同じ恵みにあずかっていた人であろう。あるいは、それにあずかってはいないが悪 

しき天使らによって教えられていた人であるかであって、この霊も、ユダヤ人たちが認めなか 

ったところのキリストが現に存在されたとき、このかたを認めたことをわたしたちは知ってい 
(一) 

る0 

ユダヤ人自身も、イスラエルの£5がしりぞけられてその系統が存在しはじめたかのときから、 
イスラエル人のほかにだれひとり神に属する者はなかったとあえて主張するとはおもわない。 
神の民という名を固有のものとしてよばれる民が他に存在しなかったというのはほんとうのこ 
とである。けれども、かれらは、他の民族のうちにも、地上的な結び付きによるのではなく、 
天上的な結び付きによって、真のイスラエル人すなわち上なる祖国の市民に属する者が存在し 
たということを否定しえないであろう。なぜなら、このことを否定するとしても、聖なる、そ 
しておどろくべき人物であるョブの例によってまったく容易に確証されるからである。かれは 
その生れでもなければ、改宗者すなわち新しくイスラ H ルの民のうちに加えられた人でもなか 
った。かれはエドムの種族から出た人で、そこで生れ、そこで死んだのであった。かれの時代 
においてその義と敬虔についてかれと同等の者はだれもなかったという賞賛が、神的な語りに 
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よって与えられているのである。わたしたちはかれの年代を『年代記』のうちに見出さないけ 
れども、かれの書——その書を イスラエル 人たちはかれの功績のために正典の権威のうちに受 
けいれ た I から、かれが イスラエル(ヤコブ)よりも 三代の ちの 時期に属して いたと 推定して 
いる。この一つの例からして、他の民族のうちにも、霊的なヱ ル サレムに属する者として神に 
したがって生き、神によみせられた人びとが存在したことをわたしたちが知るのは、疑いもな 
く神のはからいである。 

このことが、「神と人とのあいだのただ一人の仲保者、人なる キリスト•イエス」 について 
神的な啓示を受けとった人以外の他のだれかにも許されているとは信じるべきでない。このか 
たは、すでにその到来がわたしたちに知らされているとおりに、肉において到来されるであろ 
うことが昔の聖徒たちに予告されていたのであって、このかたをとおして、同じ一つの信仰が、 
神の家であり神の宮であるところの神の民に定められているすべての者を神へと導くのである。 
しかし、 イヱス.キリストによる 神の恩恵にかんするユダヤ人でない者たちの預言はすべて キ 
リスト 教徒のでっちあげと見なされるかもしれない。 

したがって、それがどこの国であろうと外国人とこのことについて議論しようとするばあい、 
かれらをわたしたちの立場につかせるために論駁するには、かれらがほんとうに理解する眼を 
もっているなら、ユダヤ人たちの書に記されているキリストについての予告を持ち出すこと以 
上により確かな方法はないのである。かれらが自分の住む場所から追われて、この証言のため 
に全地に離散したということによって、キリストの教会がいたるところで増大したのだからで 
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ある。 

(一) 「マタイによる福音書」八の二九、「マルコによる福音書」一の二四、「ルヵによる福音書」四の三 
四。 

(二) エサウ のこと。 エサウの弟ヤコブは神秘的な宗教体験ののち、名を「イスラエル」 と 改めた。 

(三) 「エゼキエル書」一四の一四丄一〇参照。 

(四) エウセピオスとヒエロニユムスの『年代記』。 

(五) 「テモテへの第一の手紙」二の五。 

第四十八章 

神の家の未来の栄光にかんするハガイの預言はキリストの教会において成就された 
ことについて 

神のこの家は、木や石、そして他の高価な材料や金属で建てられたあの最初の家よりもいっ 
そぅ大きな栄光をもつものである。したがって、ハガイの預言は、あの最初の神殿が更新され 
る ことによって 成就されたわけではなかったのである。といぅのは、更新されてからそれ以来、 
その神殿は、かつて ソロモンの 時代にもっていただけの栄光をもったとはけっして示されない 
からである。むしろ、かの家の栄光が減じられたことは、何よりも預言が止んだ ことに おいて、 
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次いでローマ人の手によっておこなわれた最後の破滅にまで至ったその民の大きな災いによっ 
て明証されているのであって、それは上に言及されたところのことからわかるとおりであ^ a 。 

ところで、新しい契約に属するわたしたちのこの家は、それが、信じかつ新しく創られた者 
たち——生ける石たち——によって建てられたものであって、これらの石がいっそう価値ある 
ものであればあるだけ、より大きな栄光にかがやいている。それは、ほかならぬ預言者のこと 
ばによって「新しい契約」とよばれる第二の契約を象徴しているがゆえに、かの神殿の更新を 
とおして象徴されていたのである。それゆえ、神が、いま述べた預言者をとおして「わたしは 
その所に平和を与えよう」と語られたとき、この「所」は象徴化されたものであり、それによ 
って表示されているところの「所」が解されねばならない。そこで、再興される「その所」に 
よって表示されているのはキリストによって建てられるべきであった教会である。「わたしは 
その所に平和を与えよう」というのは、ただ「わたしはその所が象徴的に示しているところの 
その場所に平和を与えよう」という意味にのみ受けとられるものである。 

というのは、すべて象徴的な意味をもつものは、何らかの仕方で、それが表示しているとこ 
ろのものについての役割を演じているとおもわれるからである。たとえば、使徒によって「そ 
の岩はキリストであった」と語られているのであるが、ここでいわれているその岩は、まちが 
いもなく、キリストを象徴したのであった。したがって、新しい契約のこの家の栄光は、旧い 
契約の以前の家の栄光よりもより大いなるものであり、また、それが奉献されるそのときには、 
いよいよ大いなるものとして見られるであろう。 
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というのは、そのときには、へブライ語本に読まれるように「すべての国民によって待ちこ 
がれられていた者がくる」からである。かれが最初に到来されることは、まだすベての国民に 
よって待ちこがれられたわけではなかった。なぜなら、かれらは信じていなかったからには、 
だれを待ちこがれるべきであるかを知らなかったからである。七十人訳においても(この書自 
身、預言的な意味をもっているのであるから)「すべての国民から主の選ばれた者がやってく 
る」 とある。すなわち、そのときには、選ばれた者のみがくるのである。その者たちについて 
使徒は「世界のつくられる前からかれ(キリスト)にあってわたしたちを選び」といっている。 

たしかに、「招かれる者は多いが、選ばれる者は少ない」と語った建築者自身が、それ以後 
はけっして倒壊の恐れのない家を明示しようとしているのである。それは、招かれてきたので 
あるが婚宴の席から放り出されたような者たちによって建てられたものではなく、選ばれた者 
たちによって建てられたものである。けれども、いまは、教会は脱穀場でもみがらをふるいわ 
ける風によって分けられるような者によってみちているときである。したがって、この家の栄 
光は、そこにいる者たちがだれも、つねにいるようになるときに見られるであろうほどの輝き 
を見せているわけではない。 

(一) 「ハガイ書」二の七。 

(二) 本卷第四十五章。 

(三) 「ベテロへの第一の手紙」二の五。 

(四) 「ハガイ書」二の九。 
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(五) 「コリント人への第一の手紙」一〇の四。 

(六) 「エペソ人への手紙」一の四。 

(七) 「マタイによる福音書」ニニの一四。 

(八) 同上、ニニの一一以下参照。 


第四十九章 

教会における選ばれた者としりぞけられた者との混合について 

それゆえに、この邪悪な世においては、そしてこの悪しき時代においては、 —— そこでは、 
教会は、いまの自己を低めるといぅことによって未来の高みを準備しつつあるのであり、また、 
もろもろの恐れの苦しみや悲嘆の痛み、そして労苦の重みや試みの危険によって訓育されてい 
るのであって、そのよろこびがすこやかなものであるときは、ただ希望によってのみよろこぶ 
のである、——このよぅな状況においては、しりぞけられた多くの者たちが善き者たちと混じ 
り合っているのであって、両者はいわば福音の網によって集められているのである。そして、 
この世においては、あたかも海におけるごとく、岸に到達するまで、すなわち、悪しき者たち 
は善き者たちから分離されて、善き者たちにおいては自分たちの宮に存在する者として「神が 
すべての者にあって、すべてとなる」ときに到達するまで、両者は区別されることなく網に囲 
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まれて泳いでいるのである。それゆえ、わたしたちは、『詩篇』の「わたしは告げ知らせ、そし 
て is った、『かれらは数えることができないほど多くなる』と」といった人のことばをいまや認 
めるのである。かつて最初にその前触れとなった人ョハネの口をとおして、次いでご自身の口 
をとおして「悔い改めなさい、天国は近づいたからで—」といわれて以来、このことがいま 
やおこっているのである。 キリストは 弟子たちを選ばれて、かれらを「使徒」ともよはれたの 
であっ技。かれらはその生れにおいて賤しく、地位もなく、教育もない人びとであったので、 
かれらのうちに、あるいはかれらの行為のうちに偉大なものがあるとすれば、それらはすべて、 
キリスト ご自身がかれらのうちにあられて、かれらのうちにはたらかれるのである。 

キリストは かれらのなかに一人の者をもたれたのであって、かれは悪しき者であったが善く 
お用ぃになっ^£。それは、ご自身の苦しみの定めを成就し、かつご自身の教会にたいして邪悪 
な人びとを忍耐すべきことの範を示されるためであった。その肉体的な存在をとおしてなさね 
ばならぬかぎり、聖なる福音を蒔かれて、苦しみを受け、死んで、よみがえられたのであった。 
その苦しみによって、わたしたちが真理のために何を耐えねばならないかということ を、 また、 
その 复活 によって、わたしたちが永遠のうちに何を希望せねばならないかということを 罪 
の赦しのためにその血が流されたというその深遠なる秘義については何も語ることはないが 
——示されるためであった。 

それから この 地上で 四十日間 弟子たちと共にすごされ、かれらの注視のうちに天にのぼられ 
て、 その 十日 後に約束しておられた聖霊をおくられたのであった。当時、信じていた者たちへ 
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の聖霊の到来についての最大の、そしてもっとも重要なるしるしは、かれらのだれもがあらゆ 
る民族の言語で語ったということである。そのょうにして、カトリック教会の一性がすべての 
民のうちに存在するであろうこと、そして、そこからしてすベての言語で語るであろうことを 
表示しているのである。 

(一) 「マタィにょる福音書」一三の四七—五〇参照。 

(二) 「コリント人への第一の手紙」一五の二八。 

(三) 「詩篇」四〇の五。 

(四) 「マタイによる福音書」三の二、四の一七。 

(五) 「ルカによる福音書」六の一三。 

(六) 悪しき者が善用されることについては、のちに第五十一章において詳述される。 


第五十章 

福音の告知はその告知者の苦しみにょっていっそぅ力づょいものとなったことにつ 
ぃて 

次いで、「律法はシオンから出、主のことばはエルサレムから出^ a 」といぅかの預言にした 
がって、また、その復活ののち、いたくおどろかされた弟子たちに「かれは、聖書を悟らせる 
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ためにかれらの心を開いていわれた、『こう、しるしてある。キリストは苦しみを受けて、三 
日目に 死人のなかからよみがえる。そしてその名によって罪のゆるしを得させる悔い改めがエ 
ルサレムからはじまって、すべての民に宣べ伝えられねばならない』」という主キリストご白 
身の予告にしたがって、ことがなされたのであった。さらに、弟子たちがかれの最後の来臨に 
ついて問い求めたとき、かれは答えていわれたのであった。「時期は、父がご_身の権能によ 
って定めておられるのであって、あなたがたの知る限りではない。けれども、聖霊があなたが 
たの上にくだるとき、あなたがたは力を受けとって、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、 
そして地の果てに至るまでわたしの証人になるであろう」。教会はまずエルサレムから拡がっ 
て、 ユダヤとサマリヤの多くの人びとが信じるようになると、他の民にもおよんだ。福音は、 
キリストご自身が灯火のように備えられた人びとによって伝えられたのであった。かれはこと 
ばによってかれらを調えられて、聖霊によって火をつけられたからである。キリストはその弟 
子たちに、「からだを殺しても魂を殺すことのできない者らを恐れてはならない」といわれた。 
かれ文&れによって冷たくなることのないように愛の火によって燃えたのであった。 

最後に、受難の前と復活のあとに、かれを見たり聞いたりした弟子たちによるのみならず、 
かれらの死ののちに も、 あとにつづく者たちによって恐ろしい迫害やさまざまな責め苦、狗教 
者たちの死のなかに、福音は全世界に公けに知らされた。神はしるしや明証、力のさまざまな 
はたらきや聖霊の賜物によってそれを確証されたので、もろもろの国民は自分たちのあがない 
の ためこ 十字架にかけられたそのかたを信じるようになり、悪魔的な狂暴さによって流された 
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殉教者たちの血を、キリスト教的な愛をもって尊び、また、自分たちの法によって教会を荒廃 
させたほかならぬ王たちも、自分たちの救いのために、無情な仕方で この 地から除去せんとし 
たその御名に従ぅよぅになり、いまは虚偽の神々を——その神々のために真の神の礼拝者がこ 
れまで迫害されてきたのであるが——迫害しはじめたのである。 

(一) 「ィザヤ書」二の三。 

(二) 「ルヵに よる 福音書」二四の四五以下。 

(三) 「使徒行伝」一の七以下。 

(四) 「マ タィによる 福音書」一〇の二八。 

(五) 「へブル人への手紙」二の四参照。 


第五十一章 

ヵトリック信仰は異端者たちによって鍛えられたことについて 

しかしながら、ダヱモンらの神殿が捨てられて、人類が自由を得させる仲保者の御名を求め 
て駆けよるのを見て、悪霊は、みずからキリスト教徒の名を担っていたけれども、キリスト教 
の教えに反抗するために異端者たちをそそのかしたのであった。かれらは、あたかも何の譴責 
もなくして無差別に神の国のぅちに抱えられることができているかのごとくであって、それは 
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ちょうど、 混乱の 都市がたがいに異なって矛盾し合う見解をもつ哲学者たちを無頓着に保有し 
ていたのと同じであ(1)。まさにこのように、キリストの教会には、ある不健全で歪んだことを 
考える者たちや、あるいは、健全で正しい考えをもつであろうという望みのもとに、譴責され 
ても、頑強に拒否して、自分たちの有害で致命的な教えを正そうとはせずに、それをまもるこ 
とに固執する者たち、——これらの者たちが存在したのである。かれらは異端者となり、別れ 
て外へ出て行ったとき、それは教会を鍛えるのに役立つところの敵対者のうちに入れられるの 
である。 ' 
じっさい、そうであっても、かれらはその邪悪さによってキリストに属する真正なヵトリッ 
クの 肢体にとって益するものとなるのである。というのも、神が邪悪な者を5%善用され、「か 
れを愛する者たちのために共にはたらいて万事を益となるようにしてくださる」からである。 
すなわち、教会のあらゆる敵対者たちがいかなる誤謬によって盲目となり、邪悪さによって堕 
落しているとしても、かれらが身体的な仕方で苦しみをもたらす力を受けとっているときには、 
教会はその忍耐力を鍛えるのである。また、悪しき考えによって反抗されるときには、教会は 
その知恵を鍛えるのである。さらに、かれらは善意や慈善においてさえ教会を鍛えるのであっ 
て、それは、説得力のある教えのかたちをとるのであれ、あるいはぎびしい教導のかたちをと 
るのであれ、敵対者におこなわれるときには、愛はかれらにたいしても示されるようになるた 
めである。 

このことこ よって、不信仰なあの国の首長たる悪魔でさえも、 この 世にあって旅をつづける 
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のである。疑いもなく神の摂理は、教会が逆境の事態に面して砕けることのないよう幸せな事 
態を慰めとして与え、また、幸せな事態によって頹落することのないよう逆境の事態を訓育と 
して与える。そのようにして、いずれかのことを他によって和らげるのであって、ここにおい 
てのみわたしたちは、『詩篇』の「わたしの心のうちにわたしの悲嘆が多くなるにしたがって、 
あなたの慰めがわたしの魂をよろこばせました」といっているあのことばの源泉を認めるので 
ある。ここから、使徒も「希望においてよろこび、患難に耐えなさい」というのである。 

じっさい、同じこの教師が「キリストにあって信心深く生きようとする者はみな、迫害を受 
ける」といっているそのことばがいつか真実でなくなるようなときがあるのだ、などと考えて 
はならない。なぜかといえば、外部にいる者たちが粗暴ではなくなって静穏になったように見 
えたり、また、じっさいにそうなったりして、大きな慰めを——とくに弱い人びとに——差し 
出すとき、それにもかかわらず、内部には敬虔に生きている者たちの心を破滅的な習慣をもっ 
て苦しめるところの多くの者が存在するからである。そのような者たちゆえに、「キリスト教 
徒」や「カトリック」という名が損われているからである。この名が、キリストにあって信心 
深い生を生きたいとおもっている人びとにいとおしまれてい九ばいるだけ、内部の悪しき者た 
ちによって、信仰深い者たちの精神が切望するほどにはその名がいとおしまれていないことを 
悲しむのである。 

異端者たち自身も、キリスト教徒の名と秘跡という名、および聖書と使徒信経を所有してい 
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ると考えられるとき、かれらは信仰深い者の心のうちに大きな悲しみ塞きおこすので—。 
キリスト教徒でありたいと欲している多くの者たちが、かれらの不和によってとまどいをおほ 
えさせられるのもこのゆえである。また、中傷する多くの者たちは、異端者のうちに、キリス 
卜教徒の名を 損うよう な材料を見いだすのもこのゆえである。というのも、これら異端者たち 
もある仕方でキリスト教徒とよばれているのだからである。このような、あるいはこの種の不 
面目な行為や人間の誤謬のために、キリストにあって敬虔に生きたいと願う者たちは、身体的 
な 暴力 や 身体 上の苦痛を忍ぶことはないけれども、迫害を受けるのである。 

じつにかれらは、この迫害をその身体に受けるのではなく、その心に受けるのだからである。 
だからして、『詩篇』は、「わたしの心のうちにわたしの悲嘆が多くなるにしたがって」といっ 
ているのであって、「わたしのからだのうちに」といっていないのである。しかしさらに、神 
の約束は不可 変と 考えられる。そしてまた、使徒は、「主は御自身の者たちを知っておられる。 
というのは、主はあらかじめ知っておられた者たちを、御子のかたちに似たものとしようとし 
てあらかじめ定めてくださったからであ^60」という。これらのうちのだれも滅びることはあり 
えない。だからして、『詩篇』で「あなたの慰めがわたしの魂をよろこばせました」とつづけて 
いるのである。悪しきキリスト者あるいは偽りのキリスト者の行為によって迫害される信仰深 
い者の心のうちに生じるその悲しみは、それが愛から出ているからには、悲しむ者たちにと 
って 益と なるものである。かれらを苦しませる者らが滅びること、他の人びとの救いを妨げる 
こと、このようなことを願うような考えをのぞまぬ愛である。 
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最終的に、そのような人びとの矯正からさえ大きな慰めが生じるのである。この慰めは、敬 
虔なる者たちの魂に溢れるのであって、それは、自分たちの滅びのことを考えたときにかれら 
を苦しめたところの苦痛と同じほどの大きさの悦びを伴うものである。このように、教会は、 
この世にあって、この悪しき時代にあって、巡礼の旅をつづけているのである。その旅は、キ 
リストが肉において現存された時代および使徒たちの時代からはじまっただけではなく、不信 
心な兄弟によって殺された最初の義なる人、アベルからはじまって、この世の終わりに至るま 
で、世の迫害と神の慰めとのあいだにつづいていくのである。 

(一) 混乱の都とはバビロンのこと。第十六卷第四章参照。 

(二) 「ローマ人への手紙」八の二八。 

(三) 「詩篇」九四の一九。 

(四) 「ローマ人への手紙」一二の一二。 

(五) 「テモテへの第二の手紙」三のニー。 

(六) 「口丨マ人への手紙」八の二九。 


第五十二章 

十回の迫害ののち、反 キリストの 時代に なお 一回 おこるとされる 迫害に ついて 
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それゆえに、わたしは、若干の人びとがかつて考えたり、あるいはいまなお考えているつぎ 
のことを無造作に口にしたり信じたりすべきではない とおもう のである。——教会は、反キリ 
ストの時代までに、すでに忍んできた数、すなわち十回をこえて、それ以上に迫害を受けるこ 
とはないのであって、第十一回目の、そして最後の迫# I は反キリストからくる、ということで 
ある。じっさい、かれらは、最初の迫害はネロによって、第二はドミティアヌスによって、第 
三はトラヤヌスによって、第四はアントニヌスによって、第五はセヴヱルスによって、第六は 
マ クシ ミヌスによって、第七はデキゥスによって、第八はヴァレリアヌスによって、第九はア 
ゥレリアヌスによって、第十はディオクレティアヌスによっておこなわれたと数えるのである。 

かれらはつぎのように想定する。すなわち、神の民がエジプトの地から脱出をはじめるまえ 
に、エジプトの十の災いがあったという事実は、反キリストの最後の迫害を象徴的に示すもの 
であって、これは、エジプト人が へブライ 人を執拗に追ったとき紅海で滅んだあの第十一回目 
の災^)——神の民は乾いた地を渡ったのであるが——に相応するものと見なされるべきである、 
ということである。しかしながら、わたしは、エジプトにおけるこれらの出来事が迫害の預言 
的な象徴であったわけではないと考える。このように考える人びとは、それぞれの場合につい 
て正確に、そして精巧に比較対照しているように見えるが、しかし、かれらはそれを預言的霊 
によってなしたのではなく、人間精神の推理によってなしたのであって、それは、ときとして 
真実に至ることもあろうが、ときとして的はずれとなることもある。 

このように考える人びとは、主ご自身が十字架にかけられたところの迫害にかんして何かい 
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うべきものをもっているのであろうか。その数のどこにそれを入れるつもりであろうか。もし 
もかれらが、数えられるべき事例は、ただからだにかんするもののみであって、頭が襲われ殺 
された事例は除外さるべきであるとして、この迫害は数のうちに入れないと考えるなら、 キリ 
ストが天にのぼられてのちにおこった事例についてはどうなるのであろうか。それは H ルサレ 
ムでおこったことであった。そこでは至福者ステファノは石で打たれたのであった。ヨハネの 
兄弟ヤコブは剣で虐殺されたのであった。使徒べテロは殺されるために投獄され、天使によっ 
て救い出されたのであった。信者仲間たちは敗走し、エルサレムから散らされたのであった。 
のちに使徒パウロとなったサウロは教会を荒らしたのであった。サウロ自身、かつてかれが迫 
寄していた信仰を伝えるようになったとき、かつてかれがおこなったのと同じようなことを受 
けたのであって、それは、ユダヤにおいても他の民族においても、かれが熱情に燃え立ってキ 
リストを告げ知らせたいずれのところにおいてもそうであった。 

教会が成長していくにつれて、そのすべてを述べるにはあまりに長くなるであろうような、 
この上もなく恐るべき迫害のなかで ネロの 時代に至ったのに、なにゆえにネロから順序立てて 
いくべきであるとおもわれたのであろうか。もしもかれらが、王たちによっておこなわれた迫 
害を数のうちに入れるべきであると考えるのなら、主の昇天ののちにも、もっとも苛酷な迫害 
をおこなったへロデもまた王であった。さらに、かれらが十のうちに数え入れていないユリア 
ヌスについて、どのように答えるのであるか。この人物は、キリスト教徒たちに、自由学芸を 
教えたり学んだりすることを禁じて教会を迫害したのではなかったろうか。 
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かれのもとで、かれのあと第三代目の皇帝となった大ヴアレンティニアヌスは、キリスト教 
信仰を告白する者となったが、軍隊の地位を奪われたのであった。わたしは、ユリアヌスにつ 
いて、ひとりのきわめて信仰深くかつ確固とした若者にたいしておこったことを除いて、アン 
テオケでしようとしたところのことを省略しようとおもう。多くの人びとが捕えられて拷問に 
かけられたとき、この若者はまずはじめにそれを受けて一日中苦しめられたのであるが、かれ 
が M 爪のあいだに裂かれて苦しんでいるあいだ、賛美のうたをうたいつづけていたのであった。 
皇帝は、かれの自由で晴朗なことにいたくおどろいて、畏敬の念に打たれて、他の者を迫害す 
るときいっそうの不面目で赤面させられるのではないかとおそれたのであった。最後に、わた 
しの記憶によれば、さきに触れたヴアレンティニアヌスの兄弟でアリゥス派のヴアレンスは、 
東方の地方において、大きな迫害によってヵトリック教会を荒らしたのではなかったろうか。 

教会が成長し、全地にわたって果実を実らせるようになったとき、他の民族のあいだでは同 
じ迫害を受けないときにも、ある民のあいだでは王たちから迫害を受けることがあったと考え 
ないのは、どういうことであろうか。また、ゴート人の王がゴートの王国においておどろくベ 
き残忍性をもってキリスト教徒たちを迫害したとき、そこにはヵトリック教徒のほかには存在 
しなかったというので、それは迫害とは見なされてはならないということであろうか。これら 
の多くは殉教の冠をかぶせられたのであった。それは当時、そこにおいてまだ子どもであった 
が、それらの出来事を見たことを猶予なく想いおこしたある兄弟から耳にしたことである。 

ペルシアで最近おこったところのことについてはどうであるか。キリスト教徒にたいする迫 
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害が沸騰し(すくなくともそれはすでに沈静したとしても)、かなりの逃亡者たちがそこ(ペル 
シア)から ロー マの城市へ逃れてきたのではなかったろうか。 

これらのこと、あるいはこの種のことについておもいめぐらす とき、 わたしは、教会が鍛え 
られるために受けねばならなかった迫害の数に限度が付せられうるとはおもわない。けれども 
また、キリスト教徒たちが疑っていないところのあの最後の迫害は別として、王たちによる他 
の迫害がおこるであろうと断定するのもすくなからず性急なことである。したがってわたしは、 
いずれの側にもそれを支持したり反対したりすることなく、この問題について決定を下すこと 
は控えるのである。ただ、これらのいずれかに決定を下すような大胆な推定を放棄するにとど 
めよう0 

(一)十の迫害については、アウグスティヌスの友人でもあったオロシウス(四世紀から五世紀の司祭、 
歴史家)にはじめて見られる。キリスト教徒はつねに公けに認められない党派として追及を受け、ま 
た、皇帝礼拝の拒否ゆえに迫害の対象となった。しかし、それらは一般に、局部的で一時的なもので 
あった。ネロの攻撃(六四年)はローマに限定されていたとおもわれるが、そこではキリスト教徒は火 
の犠牲者となった。「黙示録」は明らかに皇帝礼拝の拒否ゆえのドミティアヌス(八一年から九六年) 
のもどにおける迫害に触れている。トラヤヌス、アントニヌス、セヴヱルスは直接迫害をおこなった 
者とされているわけではないが、マクシミヌスはセヴ H ルスの寛容な政策を逆転させた。帝国におけ 
る大規模な迫害はデキウス帝のもとでおこなわれた(二五一年)。ヴァレリアヌスも政情不安のなかで 
迫害を命じた。ディオクレティアヌスは三〇三年、突如キリスト教迫害を命じ、教会の破壊や聖書な 
どの焚書をおこなった。 
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(二) 「出ニジブト記」一四の二三以下参照。 

(三) 「使徒行伝」七の六〇参照。 

(四) 同上、一二の二参照。 

(五) 同上、一二の四—一一 参照。 

(六) 同上、ニーの一参照。 

(七) 三七〇年のことである。 

(八) 四二〇年のことである。 


第五十三章 

最後の迫害の時期について 

反 キリストに よって加えられるであろうあの最後の迫害は、たしかに、現存される ィエス ご 
自身によって絶やされるであろう。というのは、「かれは口の息をもって殺し、来臨の輝き•に 
よって滅ぼすであろ^」と記されているからである。ここでは、「それはいつおこるのか」と 
いう問いがつねに出される。けれども、この問いは適切なものではない。これを知ることがわ 
たしたちに益をもたらすのなら、弟子たちが キリストに 訊ねたときに、師である神ご自身にま 
さって よりよ く答えるかたがいたであろうか。 


510 


かれらはキリストのそばにいたとき、それについて黙していたのでなく、かれご自身に問う 
ていったのであった。「主よ、あなたがィスラエルのために国を復興なさるのはこの時ですか」 
と。しかし、かれは「時期は、父がご自身の権能によって定めておられるのであって、あなた 
がたの知る限りではない」と答えられた。この答えを与えられたとき、かれらはけっして時間 
や日、あるいは年について問うたのではなく、時期について問うたのである。それゆえ、この 
世に残されている年数を数えたり、それに限界を付したりしようとすることは虚しいことであ 
って、それというのは、これを知ることは、わたしたちのおこなうところではないということ 
を真理の口からきいているからである。しかし、ある人たちは、主の昇天と最後の来臨とのあ 
いだには、四百年、五百年、あるいは千年あると主張したのであった。 

かれらのそれぞれが、自分の見解をどのように根拠づけているのかということを示すことは 
あまりに長くなろう。また、その必要もないことである。というのは、かれらは人間の推測を 
用いて、正典となっている聖書の権威から決定的な証言を引いているわけではないからである。 
事実、このことについて、かかる計算をおこなうすべての者にたいして、「あなたの指をゆる 
めて、休ませなさい」と命じられているのであって、これは、「父がご自身の権能によって定 
めておられるのであって、あなたがたの知る限りではない」といっておられるかたが命じられ 
たのである。 

しかし、これは福音書のことばであるがゆえに、多くの偽りの神々を拝する者らが、 キリス 
卜教がどれほど長くつづくのであるか、ダエモンの答えによって明らかにしようとすることを 
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抑止しなかったのも不思議ではない。これらの異教徒たちは、キリスト教がかくも大きな迫害 
によって一掃されることがなく、かえってそれによっておどろくほどの増大を遂げたのを見た 
とき、それがどこから出たのであるかは知らぬが、ある種のギリシア語の詩句を考え出したの 
であって、それはいわば、伺いを立てた者にたいして与えられる神託のことばのごときもので 
ある。そのなかで、かれらは、冒瀆 という 違反の申し立てからキリストを無罪としているので 
はあるが、しかし、ぺテロが魔術を用いゼ、キリストの御名が三百六十五年間崇められるであ 
ろうということ、また、その年数が満たされればすぐに終わりにするようにしたこと、を付け 
加えているのである。 

何という博学なる心であることか。キリストを信じようとはしないのに、キリストについて 
そのようなことを信じる高い教養のある才知よ。弟子であるべテロがその師から魔術を学んだ 
ことはなかったのであるが、それにもかかわらず、師のほうは無罪で、弟子のほうが魔術をお 
こない、その魔術的技巧で、白分自身の名よりもキリストの御名のほうが崇められることを好 
んだというのである。それ も、 みずから労苦と危険とをはら って！ もしもべテロが魔術師と 
して、世界がそれほどキリストを愛するようにしたのなら、無罪のキリストをしてこのように 
自分を愛せしめるためにいかなることをおこなったのであろうか。 

したがって、かれらは自分自身で答えるがよかろう。そして、できるのなら、あの上からの 
恩恵によって世が永遠の生命のためにキリストを愛するようになったということを悟るがよか 
ろう。そして、ぺテロが永遠の生命をキリストから受けとるため、また、かれのために一時の 
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死を受けるほどにまでキリストを愛するようになったのは、その恩恵によるのである。さらに、 
このようなことを予告することができても、それを避けることのできない神々はどんな神々で 
あるのか。この神々は、一つの魔術、および一つの冒瀆的な魔術的行為——かれらのいうのに 
は、それによって一歳の子どもが殺され、切り裂かれて、忌まわしい儀式で葬られたのである 
——に屈し、けっきょく、自分たちに敵対する側の人びとをしてこのように長い期間にわたっ 
て力を加えさせ、これほどの多くの大きな迫害の恐るべき残忍さにも抵抗によらず忍耐によっ 
てなお存在させ、自分たちの像や神殿、儀式や神託を投げ倒させるに至ったのである。 

最後に、このような罪ある行為によってそそのかされ、強いられて、このようなことを与え 
ることになったところの神はだれであろうか。それはたしかにわたしたちの神ではなく、かれ 
らの神であるが。——というのは、この詩句がわたしたちに知らせるごとく、ぺテロが_分の 
魔術を用いてその期間を定めたのは、何らかのダエモンにたいしてでなく、ある神にたいして 
であった。キリストをもたない者らがもっている神とは、このような神なのである。 

(一) 「テサロニヶ人への第二の手紙」二の八。 

(二) 「使徒行伝」一の六以下。 

(三) 指で数えることはこみ入った経過のことであった。 

(四) ベテロの魔術については、次の第五十四章および第二十二巻第二十五章にも出てくる。 

(五) キリスト者は、しばしば嬰児殺しのかどで責められた。 
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第五十四章 

キリスト教は三百六十 五年 以上は つづかないで あろうと 主張す る 異教徒の愚かな虚 
言に ついて 

もしもその年月がまだ過ぎ去っていないなら、わたしたちはこれと同じような他の多くの議 
論を積み上げることができるであろう。その議論とは、虚構された占いによって予告され、ひ 
とを惑わす愚劣さによって信じられている年にかんするものである。じっさい、.キリストの御 
名の礼拝は、かれの肉における現存、および、その使徒たちによって確立されたときからはじ 
まって、すでに三百六十五年はいくらか前に完了しているのである。それなら、なにゆえにこ 
の虚言を反駁するために他の論拠を求めねばならないのであろうか。わたしたちはこの期間の 
出発点として、キリストの生誕をとることはできない。なぜなら、その幼年時代や少年時代に 
はかれはまだ弟子をもっていなかったからである。かれが弟子をもちはじめたそのときから、 
キリスト教の教えと宗教は、疑いもなくかれの肉による現存をとおしてひろく知られるように 
なったのである。それはすなわち、ョハネの奉仕によってョルダン川で洗礼を受けられてのち 
のことである。 

このゆえに、かれについてかの預言が先行しているのである。「かれの支配は海から海へ、 
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川から地の果てまで及ぶであろう」。けれども、かれの受難と復活のまえには、キリスト教信 
仰はまだすベての人びとにとって明確なものとなっていたわけではなかった(もちろん、復活 
においては明確なものとなったのであって、なぜなら、使徒パゥロがアテナイ人に語ってこの 
ようにいっているからである。「いまや、神は、どこにいる人でも悔い改めねばならな.いこと 
を命じておられるときである。なぜなら、神は、死者からかれをよみがえらせ、すべての人に 
その信仰を示されたかたによって、義をもってこの世界をさばくために日を定められたからで 
ある」)。 

したがって、このことはこの問題を解くために、わたしたちによい出発点となるであろう。 
とくに、そのときにも聖霊が与えられたからである。それはちょうど、第二の律法、すなわち 
新しい契約がそこからはじまるべきであったところのあの国において、キリストの復活ののち 
聖霊が与えられるべきであったごとくである。すなわち、旧い契約とよばれる第一の律法はモ 
丨セをとおしてシナイ山から来たのであるが、それにたいして、キリストをとおして与えられ 
るべきであったこの第二の律法にかんしては、「律法はシオンから出、主のことばはエルサレ 
ムから出る」と予告されているからである。 

だからして、 キリスト ご自身もいわれたことであったが、悔い改めは、かれの御名において 
民のあいだに伝えられなければならないのであるが、それはエルサレムからはじまるのである。 
このようにして、十字架につけられ、よみがえられたイエス •キリストを 人びとが信じるよう 
になるために、この御名の礼拝がはじまったのはエルサレムにおいてであった。この信仰はエ 
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ルサレムにおいて熱と化したのであって、数千人の人びとがおどろくほどの迅速さをもってキ 
リストの御名に回心するという注目すべき開始ぶりであった。かれらは、自分たちの持ち物を 
貧しい人びとに分配せんとして売り払い、聖なる決意と燃えあがる愛とによって、みずからの 
ぞんで貧しさを得、ユダヤ人たちの血に渴いたざわめきにかこまれながら、武装された力によ 
ってでなく、より力づよい忍耐によって、死に至るまでも真理のためにたたかう備えをなした 
のであった。 

もしも このように成し遂げられたことがいかなる魔術的なわざにもよらないのであれば、な 
にゆえ異教徒たちは、これと同じことが、ここではたらいた神の力によって全世界に成し遂げ 
られると信じるのをためらうのであろうか。かりに、エルサレムにおいてかくも多くの人びと 
——その人びとはキリストを捕えて十字架にかけたり、捕えたときに嘲笑した人びとである 
——が、キリストの御名の礼拝に燃え立たせられたのがべテロの魔術的なわざによるものだと 
しても、三百六十五年が終わりとなるときには、その出発点となる年そのものがいつであるか 
ということが問われなければならない。さて、キリストは二人のゲミヌスが執政官であったと 
きの四月二十五日に死んだのであった。 

かれは、使徒たちが自分たちの体験にもとづいて証明しているように、それから三日目によ 
みがえられたのであった。それから四十日ののち、かれは天にのぼられた。そして十日のちに、 
すなわち復活ののち五十日目に、聖霊をおくられたのであった。そのとき、使徒たちの宣教に 
よって三千人の人びとが信じたのであった。したがって、わたしたちが信じかつ真理がそれを 
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保持して いるよう に、御名の礼拝がおこったのはそのときである。それは聖霊のはたらきによ 
るものである。しかし、愚かな不敬虔は、それがぺテロの魔術的なわざによるものと虚構した 
り考えたりしたのである。 

また、すこしのちに、ある乞食が、生れつきかたわであったので施し物を乞うために他の人 
びとによって運ばれて神殿の入口のところに来たのであるが、このべテロのことばに接し、キ 
リストの御名によって癒され、自分の脚で跳びはねたとき、この不思議なわざを見て、五千人 
の人びとが信じたのであった'〇それからのち、教会は信じる人びとの数がつぎつぎと増えて成 
長して行ったのである。このことによって、あの年の出発点となった 日も 推定されるのである。 
すなわち、聖霊がおくられた日は五月の十五日である。 

それゆえに、執政官を数えてみることによって、三百六十五年はホノリウスと H ウテュキア 
ヌスの 職任期であったその同じ十五日に満ちた ことが わかるのである。さらにその翌年、マリ 
ウス.テオドルスが執政官であったとき、.ダ H モンらの神託や人びとのつくり話にしたがえば 
キリスト教はすでに存在しなくなっていたはずである。しかもなお、わたしたちが知っている 

ように、アフリヵのもっともよく知られた、そしてもっとも重要な都市ヵルタゴにおいて- 

他の地方で何がおこったか調べる必要はないが I 皇帝ホノリウスの廷臣であったガウデンテ 
ィウスとョウィスとが、四月の暦の十四日前に虚偽の神々を破壊し、偶像を砕いたのであった。 

そのときから今日に至るまで、ほとんど三十年のあいだに、 キリストの 御名を礼拝する者が 
どれほど増えたか、だれか見ない者があるであろうか。とくに、あの占いの予言をあたかも真 
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なるものであるかのように考えて、さきには信仰から阻止されていたが、その年数が満ちたの 
ちに、それが愚かなたわごとであることを知って多くの人びとがキリスト教徒となったことを。 
——それゆえ、キリスト教徒でありかつキリスト教徒とよばれているわたしたちは、ぺテロを 
信じるのではなく、ベテロが信じたところのそのかたを信じるのである。わたしたちはキリス 
卜にかんするべテロの説教によって教化されるのであるが、ぺテロの呪文によって毒されはし 
ない。わたしたちはかれの魔術によって欺かれるのではなく、かれの善行によって助けられる 
のである。このキリストは永遠の生命へ導く教えによってべテロの師であられたのであって、 
そのかたはわたしたちの師でもあられるのである。 

しかし、いまやわたしたちは この 巻を閉じなければならない ときと なった。わたしたちは、 
二つの国、すなわち地の国と天上の国について、その歴史のはじめから終わりまで入り混じり 
ながら、 この 可死的条件のうちにいったいどのような進展をもったのか、わたしたちに十分と 
見られるかぎり明示してきたのであった。それらの国の一つ、地の国は、それが欲するとおり 
に、どのようなものからでも、人間たちからさえ、虚偽の神々を自分たちのためにつくったの 
であって、その神々に犠牲をささげて仕えたのであった。他方、いま一つの国、すなわち、こ 
の世にあって旅をつづける天上の国は、虚偽の神々をつくらず、かえってそれは神によってつ 
くられて、それ自身が神の真の犠牲となるのである。 

しかしながら、 これら二つの 国は、最後の審きによって分けられるまで、異なった信仰、異 
なった希望、異なったァ愛'をもって、同じように この 世的な善を用い、同じように この 世的な 
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悪に苦しむのである。そして、それぞれがけっして終わることのない終わりを受けとるのであ 
る。これら二つの国の終極について次に論じなければならない。 

(一) 「詩篇」七二の八。本書第十七卷第八立早参照。 

(二) 「使徒行伝」一七の三〇、三一。 

(三) 「イザヤ書」二の三。本巻第五十章参照。 

(四) 「ルカによる福音書」二四の四七。 

(五) 「使徒行伝」二の四一参照。 

(六) 三月二十五日のことである。 

(七) 「使徒行伝」二の四一参照。 

(八) 同上、三の一以下参照。 

(九) キリストの十字架上での死が三月二十五日、三日目によみがえり、それから数えて五十日目が五月 
十五日となるわけである。 

(一〇)三九八年。 

(一一) 三九九年。 

(一二) 三九九年の三月十九日とされている。 

(一三) アウグスティヌスがこの巻の執筆を完了したのは、けっきょく四二六年から四二九年(三九九年 
に三十年を加える)の頃と推定されることになる。 
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